
大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

皇学館大学
特別奨学生 学校出願時 特待生・成績優秀者

1～4年次生・全学部

指定した入試の成績等が特に優秀な学生
給付奨学金

学費（授業料及び教育充実費）の２分の１または全額相当額
ただし、国の修学支援新制度による授業料等減免の適用を受ける場合は、給付額の調整を行
う

４年間
文学部8名程度。教育学部6名程
度。現代日本社会学部2名程度。

地域の制限なし 学生支援部 併用可 併用可

皇学館大学
特待生 その他

1年次：一般前期入試3科目型出願時
２～４年次：4月に学内推薦

特待生・成績優秀者

1～4年次生・全学部

入学試験成績等が特に優秀な学生、また学年次の学業成績が特に優秀な学生の学業を奨励するため 給付奨学金

１年次：学費（授業料及び教育充実費）の２分の１相当額
２～４年次：学費（授業料及び教育充実費）の全額相当額
ただし、国の修学支援新制度による授業料等減免の適用を受ける場合は、給付額の調整を行
う

１年間
1年次：人数制限なし
２～４年次：各学年3名。

地域の制限なし 学生支援部 併用可 併用可

皇学館大学

授業料の減免 その他 ４月１０日または１０月１０日 入学金・授業料減免

1～4年次生・全学部

※奨学規程第６条第１項　家計支持者に次のような事情の急変が生じ、学費の支弁が著しく困難となった学生を救済するため。　(1)家計支持者が死亡した場合
(2)天災または火災のため、居住家屋が壊滅的損害を被った場合　(3)傷病により、長期の治療又は療養を要することになった場合　(4)家業又は勤務先企業が倒産
等により、失業した場合

免除・減免

国の修学支援新制度による授業料等減免適用を前提とし、その残額すべてまたは２分の１

事実発生の翌期 人数制限なし 地域の制限なし 学生担当 併用可 併用可

皇学館大学

特定奨学金 その他 ４月１０日または１０月１０日 学費支援

1～4年次生・全学部

次の事情により、学費の支弁が著しく困難となった学生　(1)前学期における授業料免除者及びそれに準ずる者で、経済状況が変わらず、引き続き救済が必要な学
生　(2)皇學館大学の入学検定に合格した後に奨学規程第６条第1項の事情と同等又は同等と判断される状況にあたる新入生　(3)奨学規程第６条第1項に規定する
事情の急変により、発生当学期及び次学期の学費の支弁が著しく困難となった学費未納の学生　(4)家計支持者が勤務先の都合により失業し、半年以上無収入に
近い状態が継続した場合

給付奨学金

授業料の半期分の全額又は２分の１を、１回に限り奨学金として給付

１回 人数制限なし 地域の制限なし 学生担当 併用可 併用可

皇学館大学
貸与奨学金 その他 ４月１０日または１０月１０日 学費支援

1～4年次生・全学部

学資の支弁を困難とする学部学生で標準修業年限で卒業する見込みがある学生。ただし、日本学生支援機構奨学生で返還予定総額が３００万円を超えるものは
願い出ることができない。

貸与奨学金

無利息。各学期の学費（授業料及び教育充実費）相当額又は2分の1

３回以内または貸与総額100
万円以内

人数制限なし 地域の制限なし 学生担当 併用可 併用可

皇学館大学
東日本大震災等により罹災した皇學館大学入学生の入学金及び初年度学費
の免除

入学手続時 被災者資金支援

1年次生・全学部

次の各号のいずれかに該当し、経済的に修学困難であると認められる者に対しては、その願い出により、入学金及び初年度学費又はそのいずれかの免除を許可
することがある。　(1)市区町村長又は消防署長が発行する罹災証明書により、入学生の学費支弁者の居住する家屋が、全壊、半壊、一部損壊等であると証明され
た者　(2)東日本大震災等により学費支弁者が死亡した者　(3)前２号に準ずる場合であって、相当と認められる理由がある者

免除・減免

入学金は全額、初年度学費は全額又は半額。

１回 地域の制限なし 学生支援部 併用可 併用可

皇学館大学
給付奨学金 在学中 ３・４年次 特待生・成績優秀者

3・4年次生・全学部

建学の精神を体して精励し、学業及び人物優秀な学生
給付奨学金

年額１０万円

１年間
①年間10名程度
②人数制限なし

地域の制限なし 学生担当 併用可 併用可

皇学館大学
岡田奨学金 在学中 ２年生以上 特待生・成績優秀者

2～4年次生・全学部

建学の精神を体し、学業及び人物優秀な学生

給付奨学金

年額１０万円

１年間
①年間10名程度
②人数制限なし

地域の制限なし 学生担当 併用可 併用可

皇学館大学
館友会奨学金 在学中 2～4年次 特待生・成績優秀者

３年次生・全学部

学生の健全な育成のために、学業成績優秀、品行方正あるいは学友会活動において顕著な成績を挙げた学生
給付奨学金

年額１０万円

１年間
①年間10名程度
②人数制限なし

地域の制限なし 学生担当 併用可 併用可

皇学館大学
長谷奨学金 在学中 ３・４年次 特待生・成績優秀者

3・4年次生・文学部

神道に関する学術を研究し、卒業後も引き続いて神道を専攻する学生又は神職若しくは神社に関する業務に従事する学業成績及び人物優秀な学生
給付奨学金

年額１０万円

１年間
①年間10名程度
②人数制限なし

地域の制限なし 学生担当 併用可 併用可

皇学館大学
慶光院俊奨学金 在学中 ３・４年次 特待生・成績優秀者

3・4年次生・文学部

優秀な神職を育成するため、神職課程を履修し、神道に関する学術を研究している学生で、卒業後神職又は神社に関する業務に従事する学業成績及び人物優秀
な学生

給付奨学金

年額１０万円

１年間
①年間10名程度
②人数制限なし

地域の制限なし 学生担当 併用可 併用可

皇学館大学
安部奨学金 在学中 ２年生以上 特待生・成績優秀者

2～4年次生・文学部

神職課程を履修し、神道に関する学術を研究している、学業成績及び人物優秀な学生
給付奨学金

年額１０万円

１年間 地域の制限なし 学生担当 併用可 併用可

皇学館大学
神社本庁育英奨学金 在学中 ２年生以上 その他 神社神道の興隆に寄与する有為の人材を養成

2～4年次生・文学部

文学部２年生以上に在学する原則神職子弟で、卒業後神職または神道に関する研究そのほか神社に関する業務に従事しようとする意志堅固、品行方正、身体剛
健、かつ成績優秀な学生であって学費の支弁が困難な者

給付奨学金

年額３０万円

１年間（継続申請可） 地域の制限なし 学生担当 併用不可 併用不可

皇学館大学
神宮特別奨学金 在学中 ３・４年次生 その他

神宮教学ならびに神道学に寄与する有為な人材の育
成

3・4年次生・文学部神道学科

文学部神道学科３年次生以上の学生で、卒業後神職に従事しようとする思想穏健かつ学業成績優秀な学生。
給付奨学金

年額２０万円

１年間 地域の制限なし 学生担当 併用可 併用可

皇学館大学
全国敬神婦人連合会育英奨学金 在学中 ２年生以上 その他 神社神道の興隆に寄与する有為な人材を養成

2～4年次生・文学部

文学部２年次生以上に在学し、神職の子女もしくは会員の子女であり、卒業後神職または神道に関する研究そのほか神社に関する業務に従事しようとする意志堅
固、品行方正、身体剛健、かつ学業成績優秀な学生であって学費の支弁が困難な者

給付奨学金

年額１５万円

１年間（継続申請可） 地域の制限なし 学生担当 併用不可 併用不可

皇学館大学
伏見稲荷大社奨学金 在学中 全学年 その他

神社神道の興隆および稲荷信仰の発展に寄与する学
生

2～4年次生・文学部神道学科

文学部神道学科に在学し、卒業後神職または神社神道並びに稲荷信仰の普及に関する業務に従事しようとする思想穏健かつ学業成績優秀な学生
給付奨学金

年額２４万円
採用から卒業までの標準修
業年限

地域の制限なし 学生担当 併用可 併用可

皇学館大学
高松奨励金 その他 １月中旬 課外活動支援制度

1～4年次生・全学部

課外活動で特に顕著な成績を挙げたクラブ(部)、その他の団体
給付奨学金

年額５万円

１年間 地域の制限なし 学生担当

皇学館大学
萼の会グローバル人材育成支援奨学金 在学中 全学年 留学費用支援制度

1～4年次生・全学部

本学が企画する海外留学に参加する学生
給付奨学金

海外留学費用の一部（令和3年度実績38,000円～193,600円）

１年間 地域の制限なし 学生担当 併用可 併用可

皇学館大学
萼の会教育奨励賞 在学中 ２年生以上 特待生・成績優秀者

2～4年次生・全学部

学生の勉学研究意欲の高揚を奨励
給付奨学金

３万円分の図書カード

１年間 地域の制限なし 学生担当 併用可 併用可

皇学館大学
学長奨励賞 その他 １２月上旬 課外活動支援制度

1～4年次生・全学部

課外活動等で顕著な成績を挙げたクラブ（部）その他の団体及び個人
給付奨学金

１万円～５万円

１年間 地域の制限なし 学生担当 併用可 併用可

鈴鹿医療科学大学
鈴鹿医療科学大学 特待生（授業料減免）制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

特待生選考対象入試（学校推薦型選抜 基礎テスト方式、一般選抜A日程及びB日程、共通テスト利用方式 前期)の受験者で、入学試験の成績優秀者を対象に最
長4年間（薬学部は最長6年間）の年間授業料の半額を免除。入学後は年間の成績が在籍学科の上位40％以内であれば、翌年度も継続して減免措置が適用され
る。

免除・減免

所属する学科の年間授業料の半額
最長４年間（薬学部は６年
間）※年度ごとに継続条件あ
り

①毎年100人前後
②人数制限なし

地域の制限なし 入学課 併用可 併用可

鈴鹿大学
特別奨学金 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者

学年末において当該年次の学習成績が優秀であると認められる学生に支給する
給付奨学金

特別奨学生１種（授業料の全額相当額）
特別奨学生２種（授業料の半額相当額） １年間 若干名 地域の制限なし 学生・キャリア支援課 併用可 併用不可

鈴鹿大学
スポーツ活動優秀奨学金 その他 入学出願時と在学中 入学金・授業料減免

全学年　全学部
取得単位数、GPA、競技結果、成績基準等を考慮した上で審査 給付奨学金

半年毎
制限なし 地域の制限なし 学生・キャリア支援課 併用可 併用不可

鈴鹿大学
新入生奨学金制度 入学後

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

総合型選抜または学校推薦型選抜の合格者で評定平均3.5以上で入学後に実施される奨学生試験において優秀な成績を収めた者に奨学金を給付
給付奨学金

入学金相当額250,000円または100,000円
１年間 各学部1名 地域の制限なし 学生・キャリア支援課 併用可 併用可

鈴鹿大学
グループ校奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免

①グループ校（鈴鹿高等学校）からの入学者
②グループ校（享栄高等学校及び栄徳高等学校）からの入学者 給付奨学金

①入学時250,000円、年額100,000円（鈴鹿）
②入学時250,000円、年額100,000円及び通学日補助（愛知） 入学時、在学中 制限なし 地域の制限なし 学生・キャリア支援課 併用可 併用不可

四日市大学
入試特待生 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

新入生対象
総合政策学部、環境情報学部
対象の入学試験で成績上位者から選抜し、授業料(最大全額)を減免します。
原則、4年間減免は継続します。

免除・減免

第1種特待生は授業料100％(680,000円)減免
第2種特待生は授業料50%(340,000円)減免
第3種特待生は授業料30%(204,000円)減免

原則4年間採用。ただし、2年
次以降は継続審査がありま
す。

最大で40名 地域の制限なし 入試広報室 併用可 併用可

四日市大学

スポーツ奨学金 学校出願時
学費支援
課外活動支援制度

入学生
総合政策学部、環境情報学部
対象クラブは、硬式野球部、サッカー部、テニス部、ソフトテニス部、ゴルフ部の５つ。
各クラブ監督者が推薦した者。
原則4年間。ただし、2年次以降継続審査あり。

免除・減免

第1種授業料100%減免(680,000円)
第2種授業料50%減免(340,000円)
第3種授業料30%減免(204,000円) 原則4年間。ただし、2年次以

降は継続審査があります。
最大で60名 地域の制限なし 入試広報室 併用可 併用可

四日市大学
大規模災害奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

1年～4年生の総合政策学部生及び環境情報学部生対象

すべての入試において、大規模災害に罹災した受験生を対象に行う。詳細は入試広報室まで。
免除・減免

①特別措置Ⅰ種は入学金+授業料全額減免
②特別措置Ⅱ種は入学金+授業料50%減免 原則4年間。ただし、2年次以

降継続審査有り。
人数制限なし 地域の制限なし 入試広報室 併用可 併用可

四日市大学
特待生 在学中 2年生以上

特待生・成績優秀者
学費支援

2年生以上の総合政策学部生、環境情報学部生対象
入学後の学業及び人物が優秀な優等生 免除・減免

授業料50%減免
1年間 地域の制限なし 教育・学生支援部 併用可 併用可

四日市大学
同窓生奨学金 学校出願時 その他 検定料と入学金の減免

総合政策学部生、環境情報学部生対象

四日市大学の卒業生及び在学生の二親等内の親族を対象に、入学試験出願時に申請。
給付奨学金

①検定料の一部免除
②入学金の50%免除 1回限り 人数制限なし 地域の制限なし 入試広報室 併用可 併用可

四日市看護医療大
学

四日市看護医療大学育成会奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

育成会奨学生入試を受験し、合格した者を「四日市看護医療大学育成会」が奨学生として採用し、授業料相当額（年間106万円）を４年間貸与します。
◆貸与額：授業料相当額４年間貸与（年間106万円）卒業後5年間、看護師、保健師および助産師いずれかの免許を取得し、四日市市内の所定の就職条件を満た
した場合、全額返還免除
◆試験区分：育成会奨学生入試
◆貸与条件：卒業後、看護師、保健師および助産師のいずれかの正規職員として、四日市市内の所定の医療機関および地方公共団体に従事しようとする強い意
志を持つ者
◆学業成績および操行が優れ、かつ健康な者。

給付奨学金
貸与奨学金

◆貸与額：授業料相当額４年間貸与（年間106万円）卒業後5年間、護師、保健師および助産師
いずれかの免許を取得し、四日市市内の所定の就職条件を満たした場合、全額返還免除

4年間
看護学科30名（前期25名、後期5
名）
臨床検査学科　3名

地域の制限なし 併用可 併用可

四日市看護医療大
学

宮﨑德子奨学金 その他 成績によって判定
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免
その他

宮﨑德子氏からの寄付金を原資とする宮﨑德子奨学
金で、本学看護学部の正規課程３年次又は４年次に
在籍する学生のうち、学業、人物ともに優れ、本学およ
び社会への貢献顕著と認められる者に対して給付す
る

宮﨑德子氏からの寄付金を原資とする宮﨑德子奨学金で、本学看護学部の正規課程３年次又は４年次に在籍する学生のうち、学業、人物ともに優れ、本学および
社会への貢献顕著と認められる者に対して給付する

給付奨学金

◆奨学金の給付額：１人10万円

地域の制限なし 併用可 併用可

四日市看護医療大
学 長江拓子奨学金 その他 教員からの推薦

特待生・成績優秀者
その他

長江拓子氏からの寄付金を原資とする長柄拓子奨学
金で、本学看護学部の正規課程２年次に在籍する学
生のうち、学業、人物ともに優れ、本学および社会へ
の貢献顕著と認められる者に対して給付する

長江拓子氏からの寄付金を原資とする長江拓子奨学金で、本学看護学部の正規課程２年次に在籍する学生のうち、学業、人物ともに優れ、本学および社会への
貢献顕著と認められる者に対して給付する

給付奨学金

奨学金の給付額は、１人10万

地域の制限なし

四日市看護医療大
学

四日市看護医療大学緊急支援奨学金 学校出願時 学費支援
四日市看護医療大学に在籍する学生で、過去６ヶ月に著しい家計急変が生じ、それにより修学継続が困難となり、本学規定の家計基準および学業基準のいずれに
も該当する者 給付奨学金

各年度５名を上限とし、一人当たり授業料の半額相当を一括給付する。原則として、採用は、在
学中に一度限りとする。 地域の制限なし

成安造形大学
成安造形大学特待生選抜奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

将来、社会に貢献しうる資質との能力を有し、人物・学力ともに優秀で、特待生選抜を設けている入学試験における成績優秀者の内から選抜する。
免除・減免

年間授業料を698,000円をする。
最長４年間 40名 地域の制限なし 入学広報課 併用可 併用可

成安造形大学
成安造形大学学内奨学金制度 その他 毎年4月 用途を定めない経済的支援

修学の意思があるにもかかわらず、経済上の理由により学業継続が困難な全学生（留学生を除く）で学内奨学金の貸与条件を満たしている者。
※家計の収入基準に制限あり
※日本学生支援機構の奨学金またはその他の奨学金を受けていないこと 貸与奨学金

貸与月額20,000円～50,000円の10か月間（年間200,000円～500,000円）

10か月間 5名程度 地域の制限なし 教学課 併用不可 条件有りで併用可

成安造形大学
成安造形大学同窓会奨学金制度 在学中 2年生以上 学費支援

学業成績優秀で継続して就学を希望しながら経済事情により学費の支弁が困難となった学生
貸与奨学金

上限100万円（ただし貸与される奨学金は学費に充当する。）
2年生以上の学生で在学中１
回のみ

人数制限なし 地域の制限なし 教学課 併用可 併用可

成安造形大学
成安造形大学短期貸付制度 随時 用途を定めない経済的支援

本学に在籍する学生及び研究生が修学及び学生生活維持のため一時的あるいは緊急に資金を必要とする場合に、一定期間、所定の金額を貸付し援助する。

貸与奨学金

1,000円～9,000円 貸付期間は、原則として３ヵ
月以内とし、貸与期間中は
重ねて貸与の申込をすること
は出来ない。

人数制限なし 地域の制限なし 教学課 併用可 併用可

成安造形大学
成安造形大学卒業生子女授業料等減免制度 入学手続時 入学金・授業料減免

入学時に成安造形大学、成安幼稚園並びに本法人の旧設置校卒業生の血縁関係である者（本人を含む２親等以内。）
免除・減免

①入学金免除
②授業料20％減免 4年間 制限なし 地域の制限なし 入学広報課 併用可 併用可

平安女学院大学
成績優秀者特別奨学金制度 在学中 入学年度から最長4年間(1～4年)

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般入試Ａで、各学科において優秀な成績を修めた方（合格者上位５％以内）に、入学年度から最長４年間継続して学費の半額（秋学期）を給付します。

給付奨学金

１年次　　　575,000円
２年次以降　630,000円 入学年度から最長４年間継

続。

一般入試Ａで各学科において優
秀な成績を修めた方（合格者上
位５％以内）

地域の制限なし 入学センター 併用可 併用不可

平安女学院大学
総合型選抜入学者入学金減免制度・指定校推薦入学者入学金減免制度 学校出願時 入学金・授業料減免

総合型選抜・指定校推薦入試で入学される方のうち成績優秀者に入学金を減免する。
給付奨学金
免除・減免

高校での全体の学習成績の状況4.3以上　 250,000円（入学金全額）
高校での全体の学習成績の状況3.8～4.2　125,000円（入学金半額） 入学時 制限なし 地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

平安女学院大学
入学初年度秋学期授業料半額免除制度 在学中 1年次 入学金・授業料減免

私学授業団の補助金制度と本学の制度を併せ、入学初年度の秋学期授業料を半額免除します（１年次秋学期のみ）。一定の適用基準を満たす新入生に適用しま
す。2023年度新入生の家計基準は給与所得者841万円、給与取得者以外355万円でした。 免除・減免

245,000円
１年次秋学期 制限なし 地域の制限なし 入学センター 併用可 条件有りで併用可

平安女学院大学

姉妹・親族入学金減免制度 学校出願時 入学金・授業料減免

①入学時点で姉妹が本学に在籍している場合
②祖母、母、20歳以上の姉妹が本学院の卒業生である場合
③曾祖母、伯母(叔母)が本学院の卒業生である場合

以上いずれかに該当する場合、入試区分にかかわらず、入学金を全額または半額減免します。

給付奨学金
免除・減免

①②の場合　250,000円(全額)
③の場合　　125,000円(半額)

入学時 制限なし 地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

平安女学院大学 茶道特別推薦入試　入学金半額免除制度 学校出願時 入学金・授業料減免
茶道特別推薦入試で合格し、入学する方に対し入学金を半額免除いたします。

免除・減免
入学金125,000円減免。

入学時 制限なし 地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

平安女学院大学
同窓生推薦入試　入学金免除制度 学校出願時 入学金・授業料減免

①同窓生推薦の推薦者が祖母・母・２０歳以上の姉妹の場合
②同窓生推薦の推薦者が縁故者の場合

同窓生推薦入試で合格し、入学する方は、入学金を全額または半額減免します。

免除・減免

①の場合　250,000円
②の場合　125,000円

入学時 制限なし 地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

長浜バイオ大学
長浜バイオ大学学内奨学金 在学中 特待生・成績優秀者

[学部・大学院]
対象学年は2年次生以上で、前年度の年間成績（GPA）上位者を学内にて審査・選考の上、推薦・決定します。 給付奨学金

月額33,000円
1年間 若干名 地域の制限なし 学生生活支援担当 併用可 併用可

長浜バイオ大学
長浜バイオ大学サポーター奨学金 在学中 特待生・成績優秀者

[学部・大学院]
対象者は2年次生以上で、前年度の年間成績（GPA）上位者を学内にて審査・選考の上決定します。 給付奨学金

月額20,000円・1年間給付
1年間 若干名 地域の制限なし 学生生活支援担当 併用可 併用可

長浜バイオ大学
長浜バイオ大学入学試験成績優秀者学費等免除制度（特別奨学生） 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

[入学生対象]
入学試験成績優秀者を対象に審査・選考により認められた学生に対して、1～2年次生時の授業料の50%を上限に減免する奨学金制度です。

免除・減免

授業料の50％減免 1年次と2年次の原則2年間。
ただし、修学状況等により2
年次の減免は対象外となる
場合がある。

若干名 地域の制限なし 入試係 併用可 併用可

長浜バイオ大学
長浜バイオ大学家計急変奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援

[全学生対象]
入学以降に生じた家計急変事由により、修学が困難となった学生を経済的に援助するための奨学金です。審査・選考により認められた学生に対して、300,000円を
上限に支給します。

給付奨学金

上限300,000円
前期と後期の計2回募集。給
付は年に1回限り。

前期後期各5名程度。 地域の制限なし 学生生活支援担当 併用可 条件有りで併用可

長浜バイオ大学
長浜バイオ大学学費支援奨学金 在学中 学費支援

[全学生対象]
家計状況により、修学が困難となっている学生を経済的に支援するための奨学金です。審査・選考により認められた学生に対して、200,000円を支給します。 給付奨学金

200,000円
前期と後期2回募集。給付は
当該年度で1回限り。

前期後期各7名程度。 地域の制限なし 学生生活支援担当 併用可 条件有りで併用可

長浜バイオ大学
長浜バイオ大学入学試験成績優秀特待生学費減免制度（特待生） 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜前期A・Bにおいて合格者得点率70.0％または大学入学共通テスト利用入試において合格者得点率60.0％以上の者

免除・減免

国立大学標準額まで減免
1年次納入金：835,800円
2～４年次納入金：535,800円

4年間 人数制限なし 地域の制限なし 入試係 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

びわこ成蹊スポーツ
大学

大阪成蹊学園被災学生等に対する特別援助① 学校出願時
被災者資金支援
その他

入学検定料
災害救助法適用地域に在住する受験生または適用地域に所在する高等学校に在籍する受験生（その他条件有）

免除・減免
入学検定料を免除する

受験時 特になし 地域の制限なし 入試部入試課 併用可 併用可

びわこ成蹊スポーツ
大学

大阪成蹊学園被災学生等に対する特別援助② 入学手続時
入学金・授業料減免
被災者資金支援

災害救助法適用地域に在住する受験生または適用地域に所在する高等学校に在籍する受験生（その他条件有）
免除・減免

入学金の全額免除及び入学初年度の前期授業料の2分の1を免除する
入学時 特になし 地域の制限なし 入試部入試課 併用可 併用可

びわこ成蹊スポーツ
大学

大阪成蹊学園被災学生等に対する特別援助③ 在学中 1～4年次生
入学金・授業料減免
被災者資金支援

災害救助法適用地域に本人若しくは家計支持者が居住している者
免除・減免

家計支持者が死亡した場合、または家計支持者が負傷し6か月以上の入院加療を必要とする
場合は、災害発生時の翌期の授業料について、その2分の1を免除する。 災害発生時の翌期 特になし 地域の制限なし 学務部学生課 併用可 併用可

びわこ成蹊スポーツ
大学

大阪成蹊学園被災学生等に対する特別援助④ 在学中 1～4年次生
入学金・授業料減免
被災者資金支援

災害救助法適用地域に本人若しくは家計支持者が居住している者
免除・減免

被害学生または家計支持者が居住する家屋が全壊または大規模半壊した場合は、災害発生
時の翌期の授業料について、その2分の1を免除する。 災害発生時の翌期 特になし 地域の制限なし 学務部学生課 併用可 併用可

びわこ成蹊スポーツ
大学

大阪成蹊学園被災学生等に対する特別援助⑤ 在学中 1～4年次生 被災者資金支援
災害救助法適用地域に本人若しくは家計支持者が居住している者

給付奨学金
被害学生または家計支持者が居住する家屋が半壊または床上浸水した場合は、20万円を給
付し、一部損壊または床下浸水した場合は、10万円を給付する。 災害が発生した際 特になし 地域の制限なし 学務部学生課 併用可 併用可

びわこ成蹊スポーツ
大学

スポーツ活動奨励学費減免制度 入学手続時
入学金・授業料減免
課外活動支援制度

当該入学生であってスポーツ活動の成績が顕著であり、かつ人間性及び将来性等に優れている学生。原則として本学競技系クラブの中で指定種目として定められ
たクラブに所属しており、優れたスポーツ成績を上げている等の者。（その他条件有） 免除・減免

非公表
非公表 非公表 地域の制限なし 入試部入試課 条件有りで併用可 併用可

びわこ成蹊スポーツ
大学

在学生スポーツ活動奨励学費減免制度 在学中 2年次以降
入学金・授業料減免
課外活動支援制度

当該年度在学生であってスポーツ活動の成績が顕著であり、かつ人間性及び将来性等に優れている学生。原則として本学競技系クラブの中で指定種目として定め
られたクラブに在籍しており、優れたスポーツ成績を上げている等の者。（その他条件有） 免除・減免

非公表
非公表 非公表 地域の制限なし スポーツ統括本部 条件有りで併用可 併用可

びわこ成蹊スポーツ
大学

授業料延納・分納制度 その他 授業料納付期日の14日前まで その他 授業料等徴収猶予
やむを得ない事情により所定の期日までに授業料等を納付することが困難な者

その他
授業料等の徴収猶予

地域の制限なし 学務部学生課 併用可 併用可

びわこ成蹊スポーツ
大学

ファミリー入試学費免除制度 入学手続時 入学金・授業料減免
受験者から三親等以内の家族のいずれかが、大阪成蹊学園内の併設校卒業生・在学生（幼稚園を除く）で調査書の「全体の学習成績の状況」が3.0以上の者

免除・減免
ファミリー入試合格者のうち、高等学校等の調査書の「全体の学習成績の状況」が本学の定め
る基準を充たすものについては初年度のみ授業料250,000円を免除 入学時 特になし 地域の制限なし 入試部入試課 併用可 併用可

聖泉大学
成績優秀者奨学金 在学中 特待生・成績優秀者

2年～４年生対象
①成績優秀者 免除・減免

授業料半額
１年間

各学年６名 地域の制限なし 併用可 併用可

聖泉大学
特別奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

入学者選抜試験で優秀な成績を収めた学生

免除・減免

授業料全額免除、半額免除
入学後成績が優秀な場合は
４年間 人数制限あり

地域の制限なし 併用可 併用可

びわこ学院大学

特別奨学生・スポーツ特別奨学生 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

選考対象受験生で特別奨学生・スポーツ特別奨学生に応募した者

免除・減免

特別奨学生…授業料・教育充実費半額免除
スポーツ特別奨学生…入学金全額免除

特別奨学生…原則継続
スポーツ特別奨学生…入学
時のみ

特別奨学生…四大１３名程度（2
科目方式5名、3科目方式5名、
一般チャレンジ3名）
　　　　　　短大　６名程度（2科目
方式3名、一般チャレンジ3名）
スポーツ特別奨学生…５名程度

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

びわこリハビリテー
ション専門職大学

一般選抜スカラシップ制度 学校出願時 特待生・成績優秀者
一般選抜入試A日程で特に優秀な成績の者をスカラシップ生として認定し、スカラシップ生Aに対して初年度年間授業料相当額(90万円)を、スカラシップ生Bに対して
初年度年間授業料の半額相当額(45万円)を給付します。 給付奨学金

スカラシップ生A　90万円
スカラシップ生B　45万円

１回限り
地域の制限なし 併用可

びわこリハビリテー
ション専門職大学 指定校推薦スカラシップ生制度 その他 手続きは不要 その他

本学が指定する高等学校で、かつ本学が指定する学習成績の状況（評定平均値）を満たし高等学校長から推薦された方が入学を決定した場合、指定校推薦スカラ
シップ生として認定し、入学金の一部(10万円)を給付します。（推薦条件等詳細は、各高等学校に通知します。）

給付奨学金

10万円

１回限り 地域の制限なし 併用可

びわこリハビリテー
ション専門職大学

社会人学び直しスカラシップ生制度 その他 その他

本学が行う総合型選抜入試、社会人選抜入試及び一般選抜入試において、本学に入学を希望する満年齢20歳以上の社会人が、当該入学試験に合格し入学した
場合に、社会人スカラシップ生として認定し、入学後に150,000円を奨学金として給付します。本制度の対象となる社会人とは、満年齢20歳以上の者とし、次のいず
れかの項目に該当する者とします。

①　高等学校（中等教育学校の後期課程を含む）を卒業した者
②　通常の課程による12年の学校教育を修了した者
③　学校教育法施行規則第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められた者
通学費用補助制度

給付奨学金

15万円

1回限り 地域の制限なし 併用可

大谷大学
大谷大学入試特別奨学金 その他 入学試験合格後、入学前までの一定期間 特待生・成績優秀者

一般入試【（第１期）・（大学入学共通テスト利用入試）】及びAO入試で優秀な成績を修めた者から選考
給付奨学金

入学年度の半期授業料相当額
入学年度の10月

条件を満たす成績上位者の中か
ら予算の範囲内で採用

地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

大谷大学
大谷大学育英奨学金 その他 4月～5月 特待生・成績優秀者

・第２学年以上の在学生
・所定の学力基準有り 給付奨学金

採用年度の半期授業料相当額
採用年度の10月予定

各学科・各学年ごとに1～3名以
内（学科と学年により異なる）

地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

大谷大学
雲井奨学金 その他 9月～10月 学費支援

在学生。最短修業年限を超えていない者。また、所定の卒業所要単位数を修得済の学生。生計維持者の年間収入合計金額に基準あり
給付奨学金

20万円
採用年度の1月

各学年1～2名以内（学年によっ
て異なる）

地域の制限なし 学生支援課 併用不可 条件有りで併用可

大谷大学 石間奨学金 その他 6月 学費支援
第４学年。卒業所要単位９４単位以上取得済みの学生。生計維持者の年間収入に基準あり

給付奨学金
33万3千円

採用年度の11月 3名以内 地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

大谷大学
大谷大学教育ローン援助奨学金 その他 7月～10月 学費支援

経済的理由により就学が困難なため金融機関などの教育ローンを利用した新入生。家計は日本学生支援機構第２種奨学金奨学生推薦基準の収入基準額以下。
最短修業年限は毎年継続可 給付奨学金

年額上限3万円
毎年3月 毎年20名以内 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

大谷大学

大谷大学留学助成金 その他
4月上旬（後期出発留学生）
9月下旬（前期出発留学生）

留学費用支援制度

本学の留学制度を利用して海外の大学等に留学する学生（交換留学生を除く）

給付奨学金

留学先国・地域及び留学期間ごとに定められた金額を支給する。

A区分：（1年間）46万円、（6カ月間）23万円
B区分：（1年間）36万円、（6カ月間）18万円
C区分：（1年間）26万円、（6カ月間）13万円

A区分：アメリカ合衆国、イギリス、カナダ、ドイツ、フランス、オーストラリア、ニュージーランド等
B区分：大韓民国、台湾等
C区分：中国等

また、一定の条件を満たす学生に対し、支給金額を増額する「特別増額制度」を設けている。

留学期間中の学費納入確認
後（前期：5月下旬、後期：11
月中旬）

前・後期各8名以内 地域の制限なし 教育研究支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

大谷大学
天災等による学費減免・減額制度 その他 入学後、随時受付可

入学金・授業料減免
被災者資金支援

連帯保証人の家屋が暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その他の異常な自然現象や火事等を原因として被害を受けた場合

給付奨学金

年間学費の全額免除、年間学費の1/2減額、年間学費の1/4減額 既に納入済の学費減免につ
いては採用後早急に返金。
納入予定の学費減免につい
ては減免済の学費を請求

予算の範囲内で採用 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

大谷大学
公益財団法人中信育英会奨学金 その他 3～4月

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

4月に第2学年に進級している学生
給付奨学金

月額2万円
第２学年から３年間
※休学期間は休止

1名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

大谷大学
東本願寺奨学金 その他 4月～5月 その他

就学支援及び多様な分野で社会貢献する人の誕生に
資する

最終学年のみ。卒業所要単位を94単位以上取得している学生
給付奨学金

16万円
採用年度の7月 5名以内 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

大谷大学
大谷大学教育後援会文芸奨励賞 その他 7月～9月 その他 言葉による表現意欲を奨励

全学生対象（正規生のみ）
給付奨学金

最優秀賞５万円、優秀賞３万円、佳作1万円
採用年度の12月

最優秀賞１名、優秀賞2名、佳作
13名

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

大谷大学 大谷大学教育後援会勤労学生表彰奨学金 その他 7月～10月 用途を定めない経済的支援
4月に進級している学生

給付奨学金
8万円

採用年度の3月 5名以内 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

大谷大学
大谷大学教育後援会家計急変奨学金 その他

前期：5月～6月
後期：11月～12月

学費支援
4月に進級している学生

給付奨学金
25万円

前期：採用年度の7月
後期：採用年度の1月

32名以内（前期・後期　各16名以
内）

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

大谷大学

大谷大学教育後援会学費支援奨学金 その他
前期：6月～7月
後期：12月～1月

学費支援

以下の全てに該当する学生。
・最終学年で最短修業年限を超えていない。
・卒業論文・卒業研究提出済で、出願時に卒業所要単位を106単位以上取得している。
・卒業年次の最終学期に学費延納手続きを完了している。
・生計維持者の属する世帯が非課税世帯である。

給付奨学金

20万円

前期：採用年度の7月
後期：採用年度の1月

5名以内（前期2名以内、後期3名
以内）

地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可

大谷大学
大谷大学教育後援会特別貸与奨学金 その他

前期：6月～7月
後期：12月

学費支援

・出願時に、各学年所定の卒業所要単位数を修得している学生
・4月に進級・仮進級している学生
・所定の家計基準有り

貸与奨学金

10万円以上5万円単位。半期授業料相当額を上限。
※月額1万5千円の返還で、在学中に返還完了可能であることが条件。 前期：採用年度の7月

後期：採用年度の1月
予算の範囲内 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 併用可

京都産業大学
京都産業大学入学試験成績優秀者奨学金制度 その他 対象者からの申請は不要

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

・一般選抜入試［前期日程］［中期日程］スタンダード３科目型の入試得点が各学部で成績上位３％の合格者

給付奨学金

（年額）入学後２年間、所属学部の半期学費額相当を給付。
入学年度から２年間（２年次
進級時に学業成績の審査あ
り）

全学部合わせて約100名 地域の制限なし 入学センター 併用可

京都産業大学
各学部奨励金 在学中 学部により異なる

特待生・成績優秀者
資格取得支援制度

学業成績優秀者、資格取得者等、学部により異なる
給付奨学金

１～２０万円の中で学部により異なる
当該年度限り 学部により異なる 地域の制限なし 各学部事務室 併用可 併用可

京都産業大学
京都産業大学課外活動優秀者奨学金 在学中 全学年

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免
課外活動支援制度

課外活動において、全国大会などで優勝した者、又は権威ある国際大会の日本代表として出場した者、もしくはこれに相当する実績を収めた者　※　クラブ部長か
らの推薦に基づき選考　※　全学部生対象

給付奨学金

所属学部の半期学費額

当該年度限り 特に定めず 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

京都産業大学 京都産業大学課外活動奨励貸与奨学金 在学中 全学年 課外活動支援制度
本学公認団体に所属している学生で、経済的理由のために課外活動の継続が困難な者　※　全学部生対象

貸与奨学金
（年額）体育系クラブ上限３０万円　　文化系クラブ上限１５万円

当該年度限り 毎学期50名以内 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

京都産業大学
京都産業大学むすびわざ支援奨学金 在学中 2年次以上

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免
その他

経済的困窮者支援

学業成績が特に優秀で、かつ経済的理由により修学の継続が困難な者　※　各年次により、設定された学力基準・家計基準をクリアしていること　※　学部２～４年
次生対象

給付奨学金

年間学費額または半期学費額

当該年度限り（継続審査有
り）

21名以内 地域の制限なし 学生部 条件有りで併用可 条件有りで併用可

京都産業大学 京都産業大学災害給付奨学金 在学中 全学年 被災者資金支援
自然災害により被災した学費支弁者が災害救助法適用地域に在住しており、経済的理由により学費納入が困難な者　※　全学部生対象

給付奨学金
上限　半期授業料相当額

当該学期限り 特に定めず 地域の制限なし 学生部 条件有りで併用可 条件有りで併用可

京都産業大学
京都産業大学応急育英給付奨学金 在学中 全学年

学費支援
その他

経済的困窮者支援
入学後において、主たる家計支持者の死亡、やむを得ない事情による失職または廃業、会社倒産、自己破産等により家計が急変し、学費納入または修学の継続
が困難な者　※　全学部生対象 給付奨学金

上限　半期学費相当額
当該学期限り 特に定めず 地域の制限なし 学生部 条件有りで併用可 条件有りで併用可

京都産業大学
京都産業大学教育ローン利子給付奨学金 在学中 全学年

学費支援
その他

経済的困窮者支援
金融機関の教育ローンを利用して学費等を納入した者　※　全学部生対象

給付奨学金
上限５万円（当該年度に負担した利子合計額）

当該年度限り 100名以内 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

京都産業大学
京都産業大学貸与奨学金 在学中 全学年

学費支援
その他

経済的困窮者支援
経済的理由により修学が困難で、かつ日本学生支援機構第二種奨学金に出願し、基準を満たしているにも関わらず、不採用となった者　※　全学部生対象

貸与奨学金
（月額）自宅生４万円　自宅外生５万円

当該年度限り 20名以内 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

京都産業大学
京都産業大学特別貸与奨学金 在学中 全学年

学費支援
その他

経済的困窮者支援
家計支持者の死亡・失業・疾病・災害またはその他の理由により、学費納入が困難となり、かつ卒業の見込みがあると認められる者　※　全学部生対象

貸与奨学金
上限　半期学費相当額

当該学期限り 100名以内 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

京都産業大学 京都産業大学短期貸付金 在学中 全学年 その他 経済的困窮者支援
経済的理由で、一時的に修学または学生生活の維持が困難となった者　※　全学部生対象　※　３ヶ月以内の分割返済または１ヶ月以内の一括返済

貸与奨学金
上限３万円　（就職活動・インターンシップに要する経費の場合に限り、上限１０万円）

当該貸付限り 特に定めず 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

京都産業大学

京都産業大学海外インターンシップ支援金 在学中 2,3年次生 その他 海外インターンシップ支援

インターンシップ４支援金

採用人数：対象者全員
受給資格：「インターンシップ４」の履修者として許可された者のうち、在学する学部学生であって、当該学年に休学としていない者とする。

給付奨学金

インターンシップ４支援金

渡航費相当額として次号に掲げる費用を支給する。
ただし、1号から3号までの費用の合計額は、渡航先ごとに定められた上限額を超えない範囲で
支給する。
(1)往復航空運賃
(2)航空運賃に係る税金
(3)空港利用料金及びサーチャージ費
(4)ビザ申請手続に係る費用

各インターンシップ実習期間
中

制限なし 地域の制限なし キャリア教育センター 併用可 併用可

京都産業大学
京都産業大学外国留学支援金 その他 申請不要 留学費用支援制度

在学留学生（交換・派遣・認定）　※　学部・年次問わず
給付奨学金

（年額）交換・派遣留学生　文系：５５万円　理系：７５万円
（年額）認定留学生　　　　文系：４５万円　理系：５５万円

1年間を限度とし、留学期間
中

在学留学生（交換・派遣・認定）
全員

地域の制限なし 国際交流センター事務室 条件有りで併用可 条件有りで併用可

京都産業大学 京都産業大学海外留学特別奨学金 その他 交換留学の選考後 留学費用支援制度
在学留学生（交換）のうち、成績及び語学力等の要件を満たす者　※　学部・年次問わず

給付奨学金
（年額）１００万円

1年間を限度 3名以内 地域の制限なし 国際交流センター事務室 併用可 併用可

京都産業大学
学校法人京都産業大学「サギタリウス基金」京のまち下宿支援奨学金 入学後 学費支援

対象学年：学部新入生のうち、経済的理由により学費納入又は修学の継続が困難な下宿生（自宅外通学生のうち京都市内に居住する者）
対象学部：全学部 給付奨学金

20万円（大学の学生寮に入寮している場合は10万円）
当該年度限り 100名 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

京都産業大学
学校法人京都産業大学「サギタリウス基金」２世代・３世代支援奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援

対象：祖父母のいずれか又は父母のいずれかが京都産業大学の学部卒業者である入学初年度の学部生

給付奨学金

①祖父母のいずれか、かつ父母のいずれかが本学学部卒業者の場合、20万円
②父母のいずれかが本学学部卒業者の場合10万円
③祖父母のいずれかが本学学部卒業者の場合5万円

在学中に1度限り（当該年度
9月下旬頃支給予定）

申請した該当者すべて 地域の制限なし 社会連携センター事務室 併用可 併用可

京都産業大学

学校法人京都産業大学「サギタリウス基金」同時在学支援奨学金 在学中 1年次の春学期 その他 同時在学支援

出願資格は次の項目のすべてに該当する者とする。ただし、休学中の出願はできないものとする。

（１）京都産業大学に在籍する学部生で入学初年度の者
（２）兄姉が京都産業大学の学部又は大学院に同時に在籍する弟妹である者

休学中に出願できなかった者については、復学直近の年度での出願を認めることとする。
ただし、出願時に（２）の要件を満たす者に限る。

免除・減免

100,000円

奨学金の給付は、秋学期の学費等納付時に秋学期分の学費から上記金額を減じることにより
行う。
他の京都産業大学独自の学費減免又は給付奨学金制度と重複して適用を受けている者又は
秋学期を休学する者のうち、秋学期分の学費から上記給付額全額を減じることができない場合
は、その差額を本人名義の銀行預金口座へ振り込むこととする。

秋学期の学費納付時に秋学
期の学費から給付額を減じ
ることにより行う

人数の上限は設けず出願資格を
満たした者の申請数による

地域の制限なし 教学センター 併用可 併用可

京都産業大学 学校法人京都産業大学「サギタリウス基金」熊本・山鹿フィールド支援奨学金 在学中 1年次生 その他 フィールドワーク参加費用として給付
対象：共通教育科目「熊本・山鹿フィールド」（１年次生対象）履修者でフィールドワークの参加者

給付奨学金
フィールドワークにかかる経費を奨学金から充当する（上限５万円）

履修期間１回限り 該当者全員 地域の制限なし 初年次教育センター 併用可 併用可

京都産業大学 学校法人京都産業大学「サギタリウス基金」グローバル人材育成支援奨学金
TOEIC奨学金

在学中 全学年 特待生・成績優秀者
対象：既定のTOEIC又はTOEIC IPのスコアを在学中に取得した６セメスターまでに在学する学部生
　　　（区分ごとに成績上位15位までを採用（所属学部をもとに設定された３区分に基づく）） 給付奨学金

５万円
在学中に1回 3つの区分ごとに上位15位 地域の制限なし

京都産業大学教育支援研究開発
センター事務室

併用不可 併用可

京都産業大学 学校法人京都産業大学「サギタリウス基金」グローバル人材育成支援奨学金
短期留学渡航費奨学金

在学中 全学年 留学費用支援制度
対象：本学が単位認定を行う短期留学プログラム（単純な往復移動時間を除くプログラム期間が８日～３ヶ月のもの）に参加登録した学部在学生（当該年度までの
通算の学業成績GPAの上位100位までを採用） 給付奨学金

往復航空運賃（航空保険料含む）、航空運賃にかかる税金、空港利用料金及びサーチャージ費
用の実費の合計金額の３分の２（12万円を限度） 在学中に1回 上位100位まで 地域の制限なし

京都産業大学教育支援研究開発
センター事務室

条件有りで併用可 条件有りで併用可

京都女子大学
京都女子大学奨学金 在学中

全学年を対象とし、年2回セメスター毎（前期・後期）にそれぞれ募集し、
選考の上、採用しています。

学費支援

　経済的理由で学業を続けることが困難になった学生に対し、本学が奨学金を給付して修学を援助する制度です。家計や成績などが選考基準で、面接を行い、人
物・健康・成績・学費支弁の困難度などを検討した上で採用を決定します。（全学部・全学年対象） 給付奨学金

当該学期の授業料の全額相当額
半額相当額
30万円、20万円、10万円、5万円

当該学期 予算の範囲内 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

京都女子大学
京都女子大学育友会奨学金 在学中 後期受給 学費支援

京都女子大学の保護者会である育友会からの寄付金を基金として運用しています。特に経済的理由で学費の支弁が困難になった者に対し、奨学金を給付して修
学継続の一助とすることを目的としています。 給付奨学金

当該年度予算の範囲内
当該学期 若干名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

京都橘大学

京都橘大学経済援助給付奨学金 入学後
学費支援
入学金・授業料減免

前期・後期の年2回募集
全学部1～4回生対象（ただし、1回生前期の出願は不可）

次のすべての条件を満たし、経済的理由により修学困難である者
①京都橘大学および京都橘大学大学院の正規課程に在籍する者（外国人留学生および通信教育課程を除く） 
②高等教育の修学支援新制度の支援を受けていない者（支援停止者も出願不可）
③日本学生支援機構の貸与奨学金または公的な貸与奨学金、貸付制度等（公益法人を含む）を利用している者
④通算GPAが2.3以上である者
※留年生については、在学年数(休学期間を除く)が当該年度末において4年以下の者の出願は可
※高等教育の修学支援新制度および日本学生支援機構奨学金への申請中の者は出願不可

給付奨学金

1回につき半期の授業料相当額以内／授業料と相殺により給付
2023年度は経済状況により１回につき130,000円～250,000円

前期と後期の年2回募集（2
回とも出願・受給可）

若干名（延べ80名程度を想定）
地域の制限なし スチューデントセンター 併用不可 併用不可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

京都橘大学

京都橘大学つながるたちばな修学支援給付奨学金 入学後
学費支援
入学金・授業料減免

前期・後期の年2回募集
全学部1～4回生対象（ただし、1回生前期の出願は不可）

京都橘大学の正規課程に在籍し、次のすべての条件を満たす者（通信教育課程を除く）
①高等教育の修学支援新制度の支援対象となっている者（収入基準および資産基準による支援の効力停止者〈区分外〉を含む)
②日本学生支援機構貸与奨学金（第一種・第二種の両方またはいずれか）を受給中である者〈申請中の者を除く〉
　※ 新制度の支援者であるため、第一種奨学金の貸与月額の調整により貸与額が「0」となっている学生も出願可
③通算のGPAが3.0以上である者
④ 所属する学科において、アドバイザー教員および学科長の推薦が受けられる者

給付奨学金

1回につき、半期の授業料および教育充実費の合計相当額の8割を上限（100円未満切り捨て）
に希望額を給付。ただし、高等教育の修学支援新制度による授業料減免額を差し引いた額とす
る／授業料・教育充実費と相殺により給付

前期と後期の年2回募集（2
回とも出願・受給可）

各期50名程度を想定
地域の制限なし スチューデントセンター 併用可 併用不可

京都橘大学

京都橘大学緊急就学援助奨学金 入学後
学費支援
入学金・授業料減免

全学部1～4回生対象

（１）出願資格
本学の学部および大学院の正規課程に在籍する学生（外国人留学生および通信教育課程を除く）で、次のいずれかに該当する者。出願は、原則として家計急変事
由の発生から6ヵ月以内とする（ただし、新入生〈編入学を含む〉は前年度3月以降の発生事由によるものとする）
①激甚災害等自然災害被災に伴う家計が急変した者
②学資負担者の失職、廃業、自己破産により家計が急変した者
③学資負担者の離職、病気による収入減により家計が急変した者
④火災等の被害により家計が急変した者
⑤上記に定める以外の修学困難と認められる特別な事情が生じた者
※原則として、1事由に対し、1回のみの支援

（２）緊急支援の対象者
上記「（１）出願資格」における具体的な緊急支援の対象者は、以下のとおり。ただし、対象となる生計維持者が定年退職している場合は、支援対象者としない。
①生計維持者の一方（または両方）が死亡した場合
②生計維持者の一方（または両方）が事故または病気により、半年以上、就労が困難になった場合
③生計維持者の一方（または両方）が失職した場合（非自発的失業の場合に限る）
④経営悪化、生計維持者の事故または病気により、事業や家業を廃業した場合
⑤生計維持者が震災、火災、風水害等に被災した場合であって、次のいずれかに該当する場合
⑥被災により、事業や家業を廃業した場合
⑦被災により、生計維持者の一方（または両方）が生死不明、行方不明など、世帯収入を大きく減少させる事由が発生した場合
⑧被災により、「家屋の全壊」「家屋の半壊」「家屋の一部損壊または床上浸水による家業の減収」「家屋の一部損壊または床上浸水」のいずれかが発生した場合
⑨主たる生計維持者が自己破産した場合
⑩ 離婚により、ひとり親世帯となり家計が急変した場合（離婚した親権者でない者からの十分な支援が受けられない場合）
⑪被災以外で、生計維持者の一方（または両方）が生死不明、行方不明で家計が急変した場合 
⑫その他、上記と同等以上と認められる特別な事情が生じた場合

給付奨学金

半期の授業料および教育充実費の合計相当額以内、または半期の授業料の相当額以内。給
付額は審議し決定／授業料・教育充実費と相殺により給付

前期と後期のいずれか1回
若干名

地域の制限なし スチューデントセンター 併用可 条件有りで併用可

京都橘大学

京都橘大学入学時成績優秀者特別奨学金 学校出願時
特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

一般選抜前期A日程入試成績優秀者のうち成績が上位の者から、学部ごとに入学定員の１割以内

給付奨学金

後期授業料相当額／学費と相殺により給付

2年間（2年目は審査あり）

2023年度の学部ごとの人数は以
下のとおり／総数164名
　国際英語学部12名、文学部24
名、発達教育学部14名、総合心
理学部9名（設置届出中）、経済
学部24名、経営学部26名、工学
部21名、看護学部10名、健康科
学部24名

地域の制限なし
入学課（募集時）、スチューデント
センター（入学後）

併用可 併用不可

京都橘大学

京都橘大学緊急貸与奨学金 入学後
学費支援
入学金・授業料減免

1回生～4回生の学生対象

●出願資格
学年の中途において経済的に修学困難と認められる特別な事情が生じ、学費等の納付が困難となった、以下の選考基準を満たす者
なお、この奨学金は、学費等の納付期限が迫り、公的な支援が間に合わないような他に方法がない場合などに緊急的臨時的に貸与する

●選考基準
①日本学生支援機構の規定する第二種貸与奨学金の「年収・所得の上限額の目安」以下に概ね該当すること
②所定の修業年限内での卒業、修了が可能であること。ただし、所定の修業年限に休学期間を含めない
③修学状況、修学意欲、授業出席状況等が良好であること 

貸与奨学金

貸与額は80万円以内とし、原則として、学費（授業料・教育充実費・実験実習料の合計相当額）
半期分または留学費用等に充当する額以内（ただし、必要最小限の貸与額とする）／学費等と
相殺により貸与

1年度に１回限り 若干名 地域の制限なし スチューデントセンター 併用可 併用可

京都橘大学

京都橘大学看護学部貸与奨学金 入学後
学費支援
入学金・授業料減免

看護学部の1～4回生の正規学生のうち、経済的理由により学資の負担が困難な者で、以下のすべてを満たす者
①日本学生支援機構第一種奨学金の家計基準を満たす者
②前期学費が未納である者（1回生を除く）
③学修状態が良好である者（1回生終了時36単位、2回生終了時70単位、3回生終了時90単位以上を修得済みの者。新入生は、36単位以上履修登録のある者。正
味4年間で卒業が可能であること。理由の如何を問わず、休学歴がある者は出願不可）
④卒業後、京都市域内の医療機関等において看護職員として就業する意思を持ち、「京都市看護師修学資金融資制度」に申込みをする者

貸与奨学金

年額5万円／授業料と相殺して貸与

１年間（継続を希望する場合
は、再申請必要）

50名以内 地域の制限なし スチューデントセンター 併用可 併用不可

京都薬科大学

京都薬科大学給付型奨学金(新入生特待生） その他
学生からの申請ではなく、入試成績上位者に対してこちらから通知を行
う。

特待生・成績優秀者

入学試験成績上位者
≪採用人数≫
　一般Ａ方式：4名
　一般Ｂ方式：5名
　一般Ｃ方式：1名

該当者には合格通知書に特待生通知書を同封し通知する。
翌年度以降も上位10名以内であれば、900,000円を給付する。

給付奨学金

900,000円

年1回の給付

一般Ａ方式：4名
一般Ｂ方式：5名
一般Ｃ方式：1名

計10名

地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

京都薬科大学
京都薬科大学給付型奨学金（成績優秀者） その他 各年次の成績優秀者に対して大学から通知を行う。 特待生・成績優秀者

学業成績が特に優秀であると認められる者。
2年次生から5年次生は、前年次の成績上位者。6年次生は、1年次から5年次までの総合成績の上位者。
学部特待生給付型奨学生は、成績優秀奨学生となることはできない。

給付奨学金

50,000円～200,000円

年1回の給付 各年次約15名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

京都薬科大学
京都薬科大学給付型奨学金（研究・課外活動優秀者） 在学中

２～６年次生
毎年３月頃が申請時期

課外活動支援制度
研究活動、課外活動（クラブ活動・ボランティア活動など）において顕著な実績又は成果を挙げ、他の学生の模範となる者。

給付奨学金
50,000円～200,000円

年1回の給付 10名程度 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

京都薬科大学
京都薬科大学給付型奨学金（遠隔地出身学生） その他

入学前12月頃に申請要領を本学ホームページに掲載している。
12月末頃に採用可否を通知し、本学入学をもって正式採用となる。

学費支援

≪2019年度入学者より適用≫
遠隔地出身学生給付型奨学生は、通学に合理的と認められる経路及び方法を利用し、片道120分以上を要する所在地に自宅(保証人の在住地等)があり、下宿生
活をしている本学学部在学生で、当該学生の父と母又はこれに代わって家計を支えている者(以下「主たる家計支持者」という。)の1年間の総所得金額が一定基準
以下である者。

給付奨学金

月額5万円(年額60万円)

1年間 12名程度 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

京都薬科大学 京都薬科大学貸与型奨学金 随時 学費支援
経済的理由により修学困難な学生

貸与奨学金
年額授業料の2分の1以内(90万円)

原則、在学中1回限り 約10名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

京都薬科大学
京都薬科大学授業料減免制度 在学中

１年～６年次生
なお、１年次生の前期は申請不可

入学金・授業料減免
家計における経済的事情により修学困難な学生、または家計が急変したことにより修学困難な学生（高等教育の修学支援新制度による認定者を除く）

免除・減免
前期授業料(900,000円)または後期授業料(900,000円)のいずれかを減免する。

在学中6回まで。 年間20名程度 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

京都薬科大学
京都薬科大学法令等に係る授業料減免制度 随時 入学金・授業料減免

大学等における修学の支援に関する法律、大学等における修学の支援に関する法律施行規則に基づき、授業料減免対象者と認定した者（高等教育の修学支援新
対象者：第Ⅰ区分～第Ⅲ区分） 免除・減免

入学金減免額：400,000円　※入学年度4月から支援対象となった場合のみ。
前期授業料減免額：450,000円
後期授業料減免額：450,000円

高等教育の修学支援新制度
対象期間に準ずる。

人数の制限なし。 地域の制限なし 学生課 併用可

京都光華女子大学

経済支援奨学金 在学中 在学年度 用途を定めない経済的支援

【対象学年・学部】
大学・短大合わせて60名

【資格・条件】
・学修意欲があり確実に学業修了できる見込者で、かつ家計負担者の経済的理由により就学困難な学生に支給
・日本学生支援機構第二種奨学金の学力・家計基準および標準修得単位数をクリアした者

その他

20万円（後期学費に充当）

上記の通り 大学・短大合わせて60名 地域の制限なし
学生サポートセンター学生生活担
当

併用可 条件有りで併用可

京都光華女子大学

東本願寺奨学金 在学中 各学年 用途を定めない経済的支援

【対象学年・学部】
・経済支援奨学金基準に準じ、経済支援奨学金採用者に次いで家計の困窮度が高い者
・大学8名、短期大学部6名

【資格・条件】
・経済的理由により修学が困難であり、奨学生として採用された場合必ず宗派が定めるレポートの提出やアンケートに協力できる学生に支給

その他

年額10万円（後期学費に充当）

後期学費に充当 大学8名、短期大学部6名 地域の制限なし
学生サポートセンター学生生活担
当

併用可 条件有りで併用可

京都光華女子大学

キャンパスローン利子補給奨学金 その他 全学年のうち本学のキャンパスローンを利用した者
学費支援
用途を定めない経済的支援

【対象学年・学部】
全学年のうち本学のキャンパスローンを利用した者
大学・短期大学部、合わせて各学年10名

【資格・条件】
・学修意欲があり確実に学業修了できる見込者で、本学キャンパスローンを利用し、学費を納入した学生に支給
・日本学生支援機構第二種奨学金の学力・家計基準をクリアした者

給付奨学金

キャンパスローン利子相当額（年間5万円を上限）

2月下旬
大学・短期大学部、合わせて各
学年10名

地域の制限なし
学生サポートセンター学生生活担
当

併用可 条件有りで併用可

京都光華女子大学

緊急支援奨学金 在学中 緊急に支援が必要になった際
用途を定めない経済的支援
被災者資金支援

【対象学年・学部】
全学年若干名

【資格・条件】
・学習意欲があり、学業・人物ともに優秀な者で、突発的な家計の急変により学業の継続が困難と認められる者に対し、学業継続を支援することを目的として支給
・天変地変による財産の損失や学費負担者の不慮の死亡により、学費の支弁や生活が困難になった者

給付奨学金

・学費負担者の死亡または家屋の全壊（全焼）、流失の場合：50万円
・家屋の半壊（半焼）及び床上浸水の場合：25万円

天変地変による財産の損失
や学費負担者の不慮の死亡
により、学費の支弁や生活が
困難になったとき

若干名 地域の制限なし
学生サポートセンター学生生活担
当

併用可 併用可

京都光華女子大学

京都光華女子学園奨学会奨学金 在学中 卒業年次において家計の急変があったもの 学費支援

【対象学年・学部】
大学・短大若干名

【資格・条件】
・学業・人物ともに優秀であり、家庭の急変により就学困難と認められる者の学業継続を助成することを目的として、保護者会（奨学会）より支給
・卒業学年後期の学生（卒業予定者）で、人物・学業ともに優秀で家庭の急変などにより、学費の支払いが非常に困難となった者

給付奨学金

後期学費相当額を上限とし、個別に審議の上、金額を決定

卒業学年後期の学生（卒業
予定者）で、人物・学業ともに
優秀で家庭の急変などによ
り、学費の支払いが非常に
困難となった時

若干名 地域の制限なし
学生サポートセンター学生生活担
当

併用可 条件有りで併用可

京都光華女子大学

資格特待生制度 入学後
特待生・成績優秀者
資格取得支援制度

【対象学年・学部】
本学が指定する入学試験に合格した者で、本学が指定する資格を有する大学1年生のみ

【資格・条件】
本学指定の入学試験に合格し入学した者で、本学が指定する資格を有している者（資格特待生）に対して、資格特待生奨学金を支給

・キャリア形成学科・ライフデザイン学科
実用英語技能検定2級以上、情報処理技術者試験（ITパスポート）合格、情報処理技術者試験（ITパスポート以外）合格、日商簿記検定2級以上のいずれかの資格
を取得していること

・こども教育学科・医療福祉学科・心理学科
実用英語技能検定2級以上の資格を取得していること

給付奨学金

・前期学費相当額
※ただし情報処理技術者試験（ITパスポート・ITパスポート以外）合格者は入学金相当額

1年次の5月
本学指定の入学試験に合格し入
学した者で、本学が指定する資
格を有している者（資格特待生）

地域の制限なし
学生サポートセンター学生生活担
当

併用可 条件有りで併用可

京都光華女子大学

スポーツ振興奨学金 学校出願時 課外活動支援制度

【対象学年・学部】
陸上競技部（中長距離）

【資格・条件】
本学園のクラブ活動および学生生活の活性化を図るとともに、「建学の理念」の具現化のフロンティアたる個性豊かで活力ある人材の育成を目指すことを目的とし
て支給
・運動能力に極めて秀でた実績がある者またはそれと同等の潜在能力を有する者（現在は陸上競技部（中長距離）を対象

免除・減免

入学金の100%、80%、50%、30%相当額
学費の100%、80%、50%、30%相当額
寮経費の100%、80%、50%、30%相当額

入学金及び4年間 若干名 地域の制限なし
学生サポートセンター学生生活担
当

条件有りで併用可 条件有りで併用可

京都光華女子大学

外国人留学生成績優秀者奨学金 在学中 特待生・成績優秀者

【対象学年・学部】
各学年の外国人留学生の30%以内

【資格・条件】
各学年において、特に人物・成績が優秀な外国人留学生に支給
・標準修得単位数をクリアした者の内、GPAで上位の者

給付奨学金

・1位～3位：40万円
・4位以下：20万円

10月上旬
各学年において外国人留学生在
籍者の３０％以内

地域の制限なし
学生サポートセンター学生生活担
当

併用不可 条件有りで併用可

京都光華女子大学

学校法人光華女子学園キャンパスローン 随時 用途を定めない経済的支援

【対象学年・学部】
全学年

【資格・条件】
株式会社オリエントコーポレーションと提携したキャンパスローン
審査をクリアした者は、入学金・授業料・施設設備費・実習費などの納付金の貸与（なお、「キャンパスローン利子補給奨学金」の申請も可能）

貸与奨学金

当該年度学費相当額以内〈審査あり〉

随時 地域の制限なし
学生サポートセンター学生生活担
当

併用可 併用可

京都光華女子大学
検定料優遇制度 学校出願時 その他 検定料割引

【資格・条件】
公募制推薦入試A日程・B日程および一般入試前期A日程・B日程において2日間連日受験される方、一般入試C日程およびセンタープラス試験（健康栄養学科）を
併願される方は、検定料の優遇制度が適用されます。
インターネット出願で合計金額がさらに10％割引となります。

免除・減免

2日目以降の検定料が2万円割引

学校出願時 地域の制限なし 入学・広報センター 併用可 併用可

京都光華女子大学
有縁者検定料免除 学校出願時 その他 検定料免除

【対象学年・学部・資格・条件】
学校法人光華女子学園に設置する校園の在学（校・園）生、卒業（園）、およびその4親等以内の有縁者の方を対象に入学検定料を全額免除 免除・減免

入学検定料の全額免除
学校出願時 地域の制限なし 入学・広報センター 併用可 併用可

京都光華女子大学
同時在籍学費減免 在学中 入学金・授業料減免

【対象学年・学部・資格・条件】
本学園の設置校園に兄弟姉妹が同時在籍される場合（第1子が中学校以上に在籍） 免除・減免

本学に在籍する兄弟姉妹のうち、年齢の下の方に対して授業料の25％を減免
なお、3人以上同時在籍する場合は、さらに3番目以下の方の授業料を40％減免 減免時期は２月末日 地域の制限なし 学園運営部 併用可 条件有りで併用可

京都光華女子大学
留学奨学金 その他 留学時 留学費用支援制度

【対象学年・学部・資格・条件】
協定校に留学する、留学選考基準をみたしている者全て 免除・減免

本学の授業料・施設設備費相当額
留学時 地域の制限なし 国際交流センター 条件有りで併用可 条件有りで併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

種智院大学
新入生奨学金給付生選抜制度 入学後

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

対象学年：新入生
学部：人文学部
資格：総合型選抜（プレゼン型）、一般選抜、共通テスト利用選抜の成績優秀者に入学後奨学金を給付。第一種：初年度授業料全学免除、第二種：初年度授業料半
額、第三種：入学金免除

免除・減免

第一種：750,000円、第二種：375,000円、第三種：200,000円

初年度（1年次） 成績上位者から若干名 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用不可

種智院大学
ひとり親世帯等の学生に対する学費減免制度 随時 入学金・授業料減免

対象学年：全学年
学部：人文学部
資格：母子家庭、父子家庭、両親を欠く世帯及びそれに準ずる世帯を含め、厳しい経済状況の中、修学の継続を希望する学生
条件：（1）母子家庭、父子家庭、両親を欠く世帯（2）入学時の年齢が21歳未満の者（3）主たる家計支持者の年間就労収入が360万円以下の世帯

免除・減免

採用された当該年度授業料等を半額、入学予定者は、入学金を併せて半額に減免。

最大4年間 制限なし 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

種智院大学

特待生及び修学支援奨学生制度 在学中 2年次以上
特待生・成績優秀者
学費支援

対象学年：2年次生以上
学部：人文学部
資格：特待生及び修学支援奨学生は次の各号に規程する条件を備えた者
（1）人物及び学業が特に優秀であって、修学の熱意が顕著である者（2）本学に在学中である者
かつ修学支援奨学生は、経済的に著しく修学が困難と認められ、学費支弁に支障がある者
条件：特待生は（1）定める科目の単位数を修得していること。（2）定める単位数の1単位当たりの平均点が90点以上でなければならない。
修学支援奨学生は（1）主たる家計支持者の年間所得金額が日本学生支援機構の第二種奨学金の推薦基準に該当しなければならない。（2）原則、学業成績は1単
位当たり80点以上でなければならない。

給付奨学金

採用された当該年度授業料相当額または一部

採用された当該年度
特待生1名以内、修学支援奨学
生2名以内

地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

種智院大学

兄弟姉妹が同時に在籍する学生に対する学費減免制度 在学中 兄弟姉妹入学時 学費支援

対象学年：制限なし
学部：人文学部
資格：同時に兄弟姉妹が在籍する学生
条件：（1）生計を同じくする兄弟姉妹の上級生、または同学年の場合は年長者（2）主たる家計支持者の家計基準が、日本学生支援機構第一種推薦基準に準ずる
世帯

免除・減免

当該年度の授業料を半額とし、秋学期授業料に適用する。

採用された当該年度 制限なし 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

種智院大学

災害等による被災学生に対する学費減免制度 その他 災害被災により学費納入が著しく困難となった時 学費支援

対象学年：全学年
学部：人文学部
資格：（1）在学生採用については、本学に在籍する者（2）新入生採用については、本学の入学試験に合格し、入学を予定している者

免除・減免

（１） 主たる家計支持者が地震、風水害で死亡またはそれに準じた障害を受けた場合
は、入学金、授業料、施設費を減免する（1,170,000円）
（２） 主たる家計支持者が居住する家屋が、地震、風水害により全壊等の損害を受け
た場合は、入学金、授業料を減免する（950,000円）
（３） 主たる家計支持者が居住する家屋が、地震、風水害により半壊等の損害を受け
た場合は、入学金、授業料の半額を減免する（475,000円）

単年度限り 制限なし 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

同志社大学

同志社大学奨学金 在学中 1～4年 学費支援

学部生で在学期間が4年以内の者が対象
学資の支弁に支障のある学生に給付（成績及び家計基準あり）

給付奨学金

2023年度の給付金額（年額）
神、文、社会、法、経済、商、政策、グローバル地域文化学部：300,000円
文化情報、スポーツ健康科学部：320,000円
理工、生命医科学部：430,000円
心理、グローバル・コミュニケーション学部：340,000円

1か年（毎年出願可） 2022年度採用実績：166名 地域の制限なし 学生支援機構学生生活課 併用不可 併用可

同志社大学
同志社大学育英奨学金 在学中 1～4年

特待生・成績優秀者
学費支援

在学期間4年以内の学部生対象
勉学意欲旺盛で、学術、文化・芸術、スポーツ・社会活動等において優れた成果をあげ、かつ、学業、人物共に優秀な学部学生に対して奨学金を給付
公募及び学部推薦（学部により異なる）

給付奨学金

年額300,000円
大学長より表彰（同志社大学育英賞授与） 1か年（毎年出願可） 全学部で100名以内 地域の制限なし 学生支援機構学生生活課 併用可 併用可

同志社大学 同志社大学寄付奨学金 在学中 2年次生以上（ただし、推薦制） 特待生・成績優秀者
学部２年次生以上で、学業、人物共に優秀な者が対象

給付奨学金
年額100,000円

1か年限り 2022年度採用実績：17名 地域の制限なし 学生支援機構学生生活課 併用可 併用可

同志社大学

同志社大学修学特別支援奨学金 在学中 在学期間4年以内の学部生
学費支援
被災者資金支援

在学期間4年以内の学部生が対象。
次の①②のいずれにも該当する者
①災害・不慮の事故・病気等で主たる生計維持者（父母またはこれに代わって生計を維持する者）が死亡
　または重度の後遺障がいにより就労不能な状態となった場合、または災害等により居住する住宅（主たる生
　計維持者が生活の本拠としている日本国内の住宅をいう）が半壊以上の被害を受けたことにより、著しく家
　計状況が急変した場合とする。
②認定所得が日本学生支援機構第二種奨学金収入基準額以下であること。

給付奨学金

年額200,000円

1か年限りで、在学期間中に
1回限りの給付

2022年度採用実績：7名 地域の制限なし 学生支援機構学生生活課 併用可 併用可

同志社大学
同志社大学外国協定大学派遣留学生に対する奨学金 在学中 3月 留学費用支援制度

大学間協定または学部間協定による派遣留学生
※グローバル・コミュニケーション学部を除く 給付奨学金

派遣留学期間が6ヶ月未満の場合は20万円、6ヶ月以上の場合は40万円
年1回、一括支給 特に上限は定めていない 地域の制限なし 国際課 条件有りで併用可

同志社大学 サマープログラム及びスプリングプログラム履修者に対する奨学金 在学中 留学終了後 留学費用支援制度
サマープログラム及びスプリングプログラムに参加した学生

給付奨学金
5万円

年1回、一括支給 特に上限は定めていない 地域の制限なし 国際課 併用不可

同志社大学 セメスタープログラム履修者に対する奨学金 在学中 留学終了後 留学費用支援制度
セメスタープログラムに参加した学生

給付奨学金
20万円

年1回、一括支給 特に上限は定めていない 地域の制限なし 国際課 併用不可

同志社大学
認定留学生に対する奨学金 在学中 留学開始前 留学費用支援制度

本学の認定する外国の大学に3ヶ月以上留学する学生
給付奨学金

派遣留学期間が６ヵ月未満の場合は１５万円、６ヵ月以上の場合は３０万円
学部から申請がある都度、
一括支給

特に上限は定めていない 地域の制限なし 国際課

同志社大学 EUキャンパスプログラム履修者に対する奨学金 在学中 留学開始前（12月頃、7月頃） 留学費用支援制度
EUキャンパスプログラムに参加した学生

給付奨学金
20万円

年1回、一括支給 特に上限は定めていない 地域の制限なし 国際課 併用不可

同志社女子大学 同志社女子大学新島賞 入学後 特待生・成績優秀者
各学科・専攻の最終年次生で学力・人物ともに特に優秀な者に対し、創立者の名を冠して褒賞し、一層の向上を奨励する。学部長または学科主任の推薦による。

給付奨学金
年額200,000円

例年6月 15名(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

同志社女子大学
同志社女子大学奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援

学部生で経済上の補助を必要とする優秀な者
給付奨学金

授業料相当額の２分の１以内
例年4月または9月(次年度へ
の継続なし)

60名(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学
松下紀美子記念奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援

学部生（卒業年次生は除く）で経済上の補助を必要とする優秀な者
給付奨学金

授業料相当額の2分の１以内
例年9月(次年度への継続な
し)

1名(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 花谷明子記念奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援
学部生（卒業年次生は除く）で経済上の補助を必要とする優秀な者

給付奨学金
授業料相当額の２分の１以内 例年9月(次年度への継続な

し)
なし(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 同志社女子大学同窓会≪Vineの会≫奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援
卒業年次生で経済上の補助を必要とする優秀な者

給付奨学金
授業料相当額の２分の１以内 例年4月(次年度への継続な

し)
3名(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 内田郁子・淑子奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援
親権者が死亡した者（最高学年次生）

給付奨学金
年額50,000円 例年9月(次年度への継続な

し)
1名(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 五平さん奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援
経済的理由により修学困難な学生

給付奨学金
年額50,000円 例年9月(次年度への継続な

し)
なし(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 内田美智子奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援
不慮の災害・親権者の死亡等により家計が急変した者

給付奨学金
年額50,000円 例年9月(次年度への継続な

し)
なし(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 立山奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援
経済的理由により修学困難な１・２年次生

給付奨学金
年額50,000円 例年9月(次年度への継続な

し)
1名(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 新島八重記念奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援
経済的理由により修学困難な３、４年次生（薬学部は５、６年次生）

給付奨学金
年額50,000円 例年9月(次年度への継続な

し)
15名(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 篤志家奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援
不慮の災害・親権者の死亡等により家計が急変した者

給付奨学金
年額50,000円 例年9月(次年度への継続な

し)
なし(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 同志社女子大学現代社会学会奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援
現代社会学部生で経済的援助を必要とする学力・人物ともに優秀な者

給付奨学金
年額50,000円 例年9月(次年度への継続な

し)
7名(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 同志社女子大学英語英文学会奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援
英語英文学科生で、経済上の補助を必要とする学習態度優秀な者（２年次生以上）

給付奨学金
年額50,000円または100,000円 例年9月(次年度への継続な

し)
12名(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 同志社女子大学日本語日本文学会奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援
日本語日本文学科生で経済上の補助を必要とする学習態度優秀な者

給付奨学金
年額50,000円 例年9月(次年度への継続な

し)
1名(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 同志社女子大学生活科学会奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援
生活科学部生で経済上の補助を必要とする学力優秀な者

給付奨学金
年額50,000円 例年9月(次年度への継続な

し)
20名(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 同志社同窓会奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援
経済上の補助を必要とする学力・人物ともに優秀な者（２年次生以上）

給付奨学金
年額150,000万円 例年5月(次年度への継続な

し)
6名(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 同志社同窓会ミス・デントン記念奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援
満２４歳以上の社会人学生（２年次生以上）

給付奨学金
年額100,000円 例年5月(次年度への継続な

し)
なし(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 E．L．ヒバード記念奨学金 在学中 学費支援
最終年次生で卒業後１年以内に大学院進学を予定している者。

給付奨学金
年額500,000円以内 例年9月(次年度への継続な

し)
3名(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 同志社女子大学瀧山徳三・季乃記念海外留学奨励金 在学中 留学費用支援制度
本学最終年次に在学し、卒業後１ヶ年以内に海外留学を予定している者。もしくは本学大学院に在学し、修了後１ヶ年以内に海外留学を予定している者。

給付奨学金
年額500,000円以内 例年9月(次年度への継続な

し)
1名(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学

災害救助法適用地域で被災した受験生に対する特別措置 在学中 入学金・授業料減免

年度中に災害救助法適用地域で被災された世帯の受験生（学部・大学院・専攻科）で以下に該当する方を対象
（1）災害によりご父母のいずれかが亡くなられた方。
（2）家計支持者がご父母以外の場合、災害により家計支持者が亡くなられた方。
（3）災害によりご父母のいずれかが負傷され、入院し、長期加療が必要な方。
（4）家計支持者がご父母以外の場合、災害により家計支持者が負傷され、入院し、長期加療が必要な方。
（5）災害により家計支持者の居住する家屋が消失した場合、又は損壊により引き続き同家屋に居住することが困難と認められる方。
（6）その他災害により学費支弁が著しく困難となったと認められる方。

免除・減免

被災時以降実施の入学試験に係る受験生に対して、入学検定料を全額免除します。また、入
学試験の合格者に対して、入学金全額と入学年度の春学期学費（授業料・実験実習料・教育充
実費）の2分の1を免除します。

地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

同志社女子大学 同志社女子大学サポーターズ募金 ”ぶどうの樹”奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援
学部生

給付奨学金
各学期の授業料の２分の１ 例年9月(次年度への継続な

し)
10名(2020年度実績) 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

京都ノートルダム女
子大学 京都ノートルダム女子大学特待生奨学金 在学中 2年次生から4年次生 特待生・成績優秀者

下記の条件をすべて満たすこと　　(１)　２，３，４年次生の在学生　(２)　前年度の修得単位数が、卒業要件科目の合計標準単位数（３１単位）を取得している者　(３)
前年度のGPAが3.0点以上である者

前年度の学業成績・人物ともに優秀で他の学生の模範であると認められ、所属学部から推薦された者

給付奨学金

10万円

1年
各学科から1名（心理学科は2
名）

地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

京都ノートルダム女
子大学 京都ノートルダム女子大学テレジアン課外活動給付奨学金 在学中 2年次生から4年次生

学費支援
課外活動支援制度

下記の条件をすべて満たすこと。　　(１)　本学の総クラブ会を構成する公認団体に所属し、熱意をもって課外活動を行い、成果をあげている２年次生以上の者　(２)
学生会費を納めている者　(３)　卒業に要する科目の合計標準単位数以上を取得し、修業年限で学業を確実に修了できる見込みのある者　(４)　家庭の経済的理由
により奨学金が特に必要であると認められる者　(５)　応募年度の京都ノートルダム女子大学支給奨学金の給付を受けていない者

給付奨学金

20万円を上限とする。

1年 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

京都ノートルダム女
子大学

京都ノートルダム女子大学英語英文学科留学特待生制度 在学中 留学費用支援制度

（1）英語英文学科の学生で、極めて優秀な成績を修め、かつ人物が優れ、海外における勉学
に具体的目的及び強い意欲がある者。
（2）京都ノートルダム女子大学米国姉妹大学留学制度が定めるTOEFL の基準点数を取得し
ている者。
（3）申請時に英語英文学科１年次に在籍し、１年次の必修科目を所定の成績（Ａ）以上で合
格する見込みであり、かつ、要卒単位のうち１年次に合計40 単位以上を修得する見込みで
ある者。
（4）留学目的及び計画が明確で、留学を全うする意志が強く、留学による効果が期待できる
者。
（5）本学が協定を結ぶ米国姉妹大学へ留学し、留学期間終了後、本学へ復学して学業を継続
する者。
（6）他団体等から留学のための奨学金を受給しない者。

給付奨学金

ひとり100万円以下

1年 上限3名まで 地域の制限なし 国際教育課 併用可 条件有りで併用可

京都ノートルダム女
子大学

京都ノートルダム女子大学グローバルリベラルアーツコース留学奨学金 在学中 留学費用支援制度

本学国際言語文化学部英語英文学科グローバルリベラルアーツコースに在籍し、次の各号の要件をすべて満たす者、30名以内に給付する。
（1）心身ともに健康であること。
（2）本学の授業科目の出席状況と学習態度、成績が良好であること。
（3）申請時までにTOEFL-iBT 、TOEFL-ITP、TOEICのいずれかを受験し、留学に必要な一定の英語力の基準（原則として、TOEFL-iBT:45、TOEFL-ITP:450、
TOEIC:450）を満たしていること。
（4）1年次の英語英文学科必修科目単位をすべて修得済であること。
（5）1年次のGPAが2.5以上であること。
（6） 留学を全うする意志が強く、留学期間終了後は直ちに本学へ復帰して学業を継続する者。
（7）本学の学費納付について、原則として、未納・滞納がないこと。

給付奨学金

ひとり50~200万円以下

最大30人まで 地域の制限なし 国際教育課 併用可 併用不可

京都ノートルダム女
子大学

京都ノートルダム女子大学セメスター認定留学制度 在学中 入学金・授業料減免

留学の意志が強く、心身ともに健康で、以下の条件を満たしていること。
(1) 留学する時点で本学に1年以上在学していること。
(2) 所属学部より、セメスター認定留学生として応募することが許可されること。
(3) 本学の授業科目の出席状況が良好で、所属学科の必修科目に不合格点がないこと。
(4) 申請時までにTOEIC450、もしくは同等程度以上を取得していること。
(5) 留学前々学期までの成績がGPA2.5以上であること(１年次生の場合は、留学申請時の直近の学期までの成績を対象とする)。

免除・減免

留学するセメスター（半期）の授業料1/2に相当する額（210,000円）が減免される。1年間（半期
×2）留学する場合も各期に減免が適応される。教育充実費（1年間・340,000円）の年額の1/12
の額に留学期間月数を乗じて得た額が減免される。ただし、出国、帰国月は留学月数に算入し
ない。 半年ないし1年 特になし 地域の制限なし 国際教育課 併用可 条件有りで併用可

京都ノートルダム女
子大学 京都ノートルダム女子大学新入生支給奨学金 入学手続時

特待生・成績優秀者
学費支援

次の各号を満たすもの
(１)出身高等学校長の推薦があり、本学での修学の意志が明確である者
(２)出身高等学校において成績優秀と認められる者。
(３)経済的な理由等により特に必要があると認められる者

給付奨学金

当該年度授業料の半額以内。後期の学費に充当することができる。

1年 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

京都ノートルダム女
子大学

京都ノートルダム女子大学上級生支給奨学金 在学中 2年次生から4年次生
特待生・成績優秀者
学費支援

次の各号を満たすもの
(１)２，３，４年次生
(２)本学での修学の意志が明確であり、成業の見込みがあること。
(３)学業生成績が優秀と認められる者。
(４)経済的な理由等により、特に必要があると認められる者。

給付奨学金

当該年度授業料の半額以内。後期の学費に充当することができる。

1年 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

京都ノートルダム女
子大学

京都ノートルダム女子大学同窓会マリアンスカラシップ 在学中 4年次生 学費支援

次の各号をすべて満たす者
(１)　４年次生
(２)　卒業要件単位取得見込みがあること（卒業が可能であること）
(３)　学業成績・人物ともに優秀な者
(４)　同窓会費の納入が済んでいる者
(５)　卒業後は同窓会の活動に積極的に参加する意思のある者
(６)　日本学生支援機構奨学金またはその他貸与奨学金の奨学生であり、経済的援助を必要としている者

給付奨学金

当該年度授業料の半額以内。後期学費に充当することができる。

1年 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

京都ノートルダム女
子大学

マザーテレジアゲルハルディンガー貸与奨学金 在学中 全学年 学費支援
以下の各号を満たすこと　(１)　学部生・大学院生　（学年は問わない）　(２)　学修に意欲があり、成業・卒業の見込みがあること。　(３)　経済的理由により、修学の
継続が困難であること。 貸与奨学金

当該年度学費の半額以内（無利子貸与）。後期学費に充当することができる。
1年 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

京都ノートルダム女
子大学 京都ノートルダム女子大学保護者会特別援助奨学金 随時 学費支援

次の各号を満たす者　(１)　家計支持者の死亡、破産、失業、倒産などによる家計の急変のため経済的支援が特に必要であると認められ、初めて援助奨学金を受
ける者。　(２)　保護者会会費を納めており、今後も納めることができる者。　(３)　家計の急変事由が発生した月から６ヶ月以内の申請であること。　(４)　卒業に要す
る科目の合計標準単位数を取得し、学業を確実に修了できる見込みのある者。

給付奨学金

20万円を上限とする。学費が未納の場合は学費に充当することができる。
1年。なお給付は在学中1回
を原則とする。

特になし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

京都ノートルダム女
子大学

京都ノートルダム女子大学東日本大震災被災者特別支援奨学金 在学中 その他 生活支援、入寮費・寮費
東日本大震災において両親もしくはいずれかの親を亡くした遺児・孤児で公益財団法人　みちのく未来基金の奨学生として認定された者。

給付奨学金
(１)　第１種奨学金　入寮者以外の者へ生活支援金として月額5万円　(２)　第２種奨学金　入寮
費・寮費　全額 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

京都ノートルダム女
子大学

特待生制度（スカラシップⅠ・スカラシップⅡ） 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

1.選考を実施する入学試験種別
一般入試Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期（スカラシップⅡはⅠ期のみ）

2.対象者
（1）スカラシップⅠ
一般入試Ⅰ期の出願者全員。
出願することで、自動的にスカラシップ選考Ⅰの対象者となります。
（2）スカラシップⅡ
2023年12月末までにおこなわれた本学入学試験に合格し入学手続きを完了している者のうち、希望者。詳細は入学試験要項を参照のこと。

3.特待生
各期において、原則として得点率80％以上で受験者の成績上位の者。（選考は「国語（現代文）」「英語」の素点の合計で行います。英語外部検定試験利用での加
点のない点数で選考します。）

免除・減免

特待生
初年度授業料半額（420,000円）免除

入学初年度のみ
一般Ⅰ期：20名。2(1）については
一般Ⅱ期：4名、一般Ⅲ期：4名も
あり。

地域の制限なし 入試・広報課（入試担当） 併用可 併用可

京都ノートルダム女
子大学

京都ノートルダム女子大学韓国カトリック大学交換留学制度 在学中 その他 大学間学費相互免除制度が適応

留学の意志が強く心身ともに健康で以下の条件を満たしていること。
学部生の場合（全学科対象）
(1) 留学以前に本学に1学年以上の履修を修了し、留学する前々学期までの成績がGPA2.0以上であること。
(2) 所属学部より交換留学生として応募することが許可されること。
(3) 留学以前に本学で「コリア語（Ⅰ・Ⅱ）」を修得（または修得見込み）していること、あるいはそれと同等以上のコリア語（韓国語）の知識があると認められること。
(4) 英語で行なわれる授業を受けることができる十分な英語の語学力を有すること。

その他 地域の制限なし 国際教育課 併用可 条件有りで併用可

京都ノートルダム女
子大学

京都ノートルダム女子大学英語スピーチコンテスト奨学金 その他 出願時または入学までに申請することができる。 入学金・授業料減免

『京都ノートルダム女子大学英語スピーチコンテスト』で、以下の適用条件の成績を取得された方。過去3年以内での同コンテスト審査結果まで有効。

①本大会上位3名：入学金＋入学後2年間の学費免除

（在学中に大学が定める条件クリアで最大4年間免除も可能）

②コンテスト本大会入賞者（上記①を除く本大会出場者）9名程度：入学金＋入学後1年間学費免除

③コンテスト書類審査第1次選考合格者（上記①②を除く）8名程度：入学金免除

2024年度入学試験出願時もしくは入学前までに下記書類を提出。

・本学英語スピーチコンテスト奨学金申請書（本学所定用紙）
・コンテストで成績を示すもの（コピー可。原本の場合、確認後返却）

免除・減免

①入学金（20万円）+授業料（84万円×2年）+教育充実費(34万円×2年）＝256万円免除
②入学金（20万円）+授業料（84万円×1年）+教育充実費（34万円×1年）＝138万円免除
③入学金　20万円　免除

①入学後2年間
②入学後1年間
③入学年度のみ

①3名
②9名程度
③8名程度

地域の制限なし 入試・広報課 併用可 併用可

花園大学

学業特待生奨学金 入学手続時
特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

１年生の全学部学生対象

下記入試においての成績優秀者

①自己推薦Ａ・Ｂ各日程の各学部入試判定点の成績上位10位以内

②自己推薦Ｃ日程の全学部入試判定点の成績上位10位以内

③学校推薦型選抜（指定校入試）の全学部入試判定点の成績上位10位以内

④一般選抜A・B各日程の各学科入試判定点の成績上位10位以内の合格者

⑤一般選抜Ｃ日程の各学部入試判定点の成績上位5位以内

免除・減免

①入学金、授業料、教育充実費を最大4年間全額免除
②成績により4年間「授業料と教育充実費の半額免除」

①４年間
①～⑤　人数制限なし 地域の制限なし 入試部　入試課 併用可 条件有りで併用可

花園大学

ファミリー奨学金 入学手続時
学費支援
入学金・授業料減免

1年～4年生の全学部学生対象

①在学生の兄弟姉妹 

②同窓会・後援会の二親等以内の入学予定者

免除・減免

①先に入学している兄弟姉妹の最短修学年限までの後期授業料減免

②入学金全額免除 ①４年間

②１回限り
①～②　人数制限なし 地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

花園大学

100年の学び奨学金 入学手続時
学費支援
入学金・授業料減免

1年～4年生の全学部学生対象

社会人、社会人編入学試験で合格した50歳以上の学生
免除・減免

50歳代で授業料50％免除 
60歳代で授業料60％免除
70歳代で授業料70％免除
80歳代で授業料80％免除
90歳代で授業料90％免除
100歳代で授業料100％免除

4年間 人数制限なし 地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

花園大学
留学生奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

1年～4年生の全学部留学生対象

在留資格が「留学」の私費留学生で、月額3万円以上の奨学金を受給していない成績優秀者 免除・減免

当分の間、後期授業料30万円免除

４年間 人数制限無し 地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

花園大学
佐藤教育基金奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

1年～4年生の全学部の留学生

優秀な成績で、経済的理由のため修学が困難な留学生
給付奨学金

7万円

年に１回給付 人数制限なし 地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

佛教大学
佛教大学奨学生奨学金 在学中 2～4年生の学部生 特待生・成績優秀者

①学業・人物ともに優秀である者。但し、最短修業年限内の者に限る。
②2～4年生の学部生 給付奨学金

30万円（単年度）
各学科若干名 地域の制限なし 学生支援部 学生支援課

佛教大学
佛教大学障がい学生奨学生奨学金 在学中 2～4年生の学部生 特待生・成績優秀者

①障がいのある者
②学業・人物ともに優秀である者。但し、最短修業年限内の者に限る。
③2～4年生の学部生

給付奨学金

30万円（単年度）

若干名 地域の制限なし 学生支援部 学生支援課

佛教大学
佛教大学育英奨学生奨学金 在学中 2～4年生の学部生

特待生・成績優秀者
学費支援

以下の申込資格をみたす2～4年生の学部生で、学業成績上位者より採用
・学力基準＝最短修業年限（休学期間を除く）で卒業が可能な者で、前年度までの修得科目のGPAが2.7以上である者
・家計基準＝日本学生支援機構併用基準に準じる者

給付奨学金

30万円（単年度）

若干名 地域の制限なし 学生支援部 学生支援課 併用不可

佛教大学
佛教大学課外活動奨学生奨学金 在学中 2～4年生の学部生 課外活動支援制度

①課外活動において卓越した成果をあげ、本学の栄誉を高めた者。但し、最短修業年限内の者に限る。
②2～4年生の学部生 給付奨学金

30万円（単年度）
若干名 地域の制限なし 学生支援部 学生支援課

佛教大学
教育後援会育英奨学金 在学中 2～4年生の学部生 学費支援

以下の申込資格をみたす春学期は2～4年生、秋学期は1～4年生より選考
・学力基準＝最短修業年限（休学期間を除く）で卒業が可能な者
・家計基準＝日本学生支援機構第二種基準額に準じる者
※財源は佛教大学教育後援会（在学生保護者の会）

給付奨学金

経済状況により、10万円（単年度）・20万円（単年度）

春・秋各30名（10万円20名、20万
円10名）

地域の制限なし 学生支援部 学生支援課 併用不可

佛教大学
佛教大学同窓会奨学金 在学中 学費支援

以下の申込資格をみたし、卒業後に、同窓会活動に積極的に参加できる者より選考
・学力基準＝大学が定める標準単位数を修得し、卒業が可能な者
・家計基準＝日本学生支援機構第二種基準額に準じる者
※財源は佛教大学同窓会（佛教大学卒業生の会）

給付奨学金

10万円（単年度）

20名 地域の制限なし 学生支援部 学生支援課 併用不可

佛教大学
佛教大学教職員互助会奨学金 在学中 8セメスター在学中の学部生 学費支援

8セメスターに在学し、以下の申込資格をみたす者より選考
・学力基準＝当該年度（9月または3月）で卒業が可能で修学意欲がある者
・家計基準＝大学在籍中に発生した不測の事由により、学資支弁に支障をきたし学費納入が困難な者

給付奨学金

当該学科授業料の1/2まで（単年度）

15名以内 地域の制限なし 学生支援部 学生支援課 併用不可

佛教大学
佛教大学入学試験成績優秀者奨学金 在学中 1～4年生の学部生（進級時に審査あり） 特待生・成績優秀者

一般選抜（A日程）において総合得点率が80％以上の合格者で、各学部合格者の上位3％以内にあり、申請書類を提出した者。
※学年進級時に審査を行ない、最長4年間の継続あり。 給付奨学金

当該学科学費の1/2
地域の制限なし 学生支援部 学生支援課

佛教大学
佛教大学学資給付金 在学中 学費支援

以下の申込資格をみたす者
・学力基準＝最短修業年限（休学期間を除く）で卒業・修了が可能で修学意欲がある者
・家計基準＝大学在籍中の12ヶ月以内に発生した不測の事由により、学資支弁に支障をきたし学費納入が困難な者

給付奨学金

10万円～当該学科授業料の1/2まで

地域の制限なし 学生支援部 学生支援課 併用不可

佛教大学
佛教大学災害奨学金 在学中 被災者資金支援

災害救助法が適用される規模の災害により、経済的理由から修学が著しく困難になった在学生に対し、被災、り災状況により給付。「非常災害」によって家計が急変
してから12ヶ月以内である者。 給付奨学金 地域の制限なし 学生支援部 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

5 / 23 



大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

立命館大学

立命館大学近畿圏外からの入学者を支援する奨学金（2023年度入学者） その他 出願前（11月中旬~12月初旬）
用途を定めない経済的支援
その他

遠方からの進学者の推進・入学者支援

以下①~③をすべてを満たす者

①立命館大学への入学を強く志望し、2023年度一般選抜（大学入学共通テスト方式、大学入学共通テスト併　用方式を含む）を受験する者。
②出願日（出願〆切日）時点で、出願者および生計維持者(父母)の住民票記載の住所地が近畿圏（京都府、滋賀県、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県）以外の
都道府県にある者。または出願者および生計維持者が外国に居住しているもの（「海外転出届」を提出し外国に居住している者）。
③出願前年の生計維持者(父母)の年間収入を合算した金額が、給与・年金収入金額(課税前)の場合で900万円未満、事業・その他所得金額の場合で414万円未満
であり、当該事実を証明する公的書類を提出できる者。
＊日本学生支援機構給付奨学金及び立命館大学学費減免との併給は不可（出願は可能）

給付奨学金

文系学部（映像学部除く）年額30万円
理系学部・映像学部　年額50万円

修業年限迄の４年間（薬学部
は6年間）

約400名 地域の制限なし 衣笠学生オフィス 併用不可 条件有りで併用可

立命館大学

立命館大学家計急変学費減免（入学予定者） その他
4月入学者は2月・4月〆切
9月入学者は10月〆切

学費支援

＜2023年度募集要項参考に記載＞
以下の要件（１）～（3）のすべてを満たしていることが必要です。
（１）2022年度本学学部入学試験の出願者（出願予定者）もしくは合格者で、
　　　入学の意思が明確であること。
（２）2022年1月以降から2023年3月31日までに、以下①~④いずれかの事由が発生した者
　　　①生計維持者者(父母等)の死亡
　　　②生計維持者者(父母等)が重度後遺障害に認定
　　　③自然災害により生計維持者(父母等)の居住する家屋が被災（半壊以上）
　　　④自然災害により生計維持者(父母等)が負傷し、30日以上の長期入院・加療の必要が生じた
（３）上記（２）の事由発生後の生計維持者の年間収入が、給与収入の場合600万円以下、
　　　自営業その他所得　の場合197万円以下であること。

※本制度は国の「高等教育の修学支援新制度」の家計急変による授業料減免制度を包括した制度です。
　本制度に出願する場合は、原則、日本学生支援機構給付奨学金の家計急変にも出願していただきます。

免除・減免

年間授業料1/4の額

入学年度1回のみ
出願資格を満たす者は、、全員
「採用候補者」とする。

地域の制限なし 衣笠学生オフィス 条件有りで併用可 併用可

立命館大学

立命館大学学費減免 在学中 新1回生～新４回生（薬学部薬学科は1～6回生）に在籍する学部生
学費支援
その他

国の高等教育の修学支援新制度に基づく授業料等減
免制度と、本学の独自制度を包括した授業料減免制
度。

選考基準：日本学生支援機構給付奨学金に採用された者、もしくは本学独自の家計基準を満たす者

出願資格：
　【家計】給付奨学金の家計基準または生計維持者（原則父母合算）の年間収入が400万円以下
　　　　　またはその他所得57万円以下
　
　【新入生学力】本学への入学をもって資格ありとする。
　　　　　（ただし、日本学生支援機構の支援区分による授業料減免額を受ける場合は、以下の基準を満たす
　　　　　　必要あり
　　　　　　以下いずれかに該当すること。
　　　　　　①高等学校等における評定平均値が3.5以上であること。
　　　　　　②高卒認定試験の合格者であること。
　　　　　　③将来、社会で自立し、活躍する目標をもって学修する意欲を有していることが、学修計画書
　　　　　　　等により確認できること。）
　【在学生学力】①②いづれかに該当すること。
　　　　　　①GPAが在学する学部における上位1/2の範囲に属すること。
　　　　　　②修得した単位数が標準単位数以上であり、かつ将来、社会で自立し、活躍する目標をもって
　　　　　　　学修する意欲を有していることが、学修計画書により確認できること。
　　　　　※①②いずれかに該当する場合でも、学業成績の適格認定基準を満たさない場合は不採用となる。

免除・減免

日本学生支援機構給付奨学金の支援区分による授業料減免額と、本学の支援区分による年
間授業料1/2または1/4のいすれか大きい方を減免。
＜第一区分＞700,000円または授業料1/2の金額
＜第二区分＞466,700円または授業料1/4の金額
＜第三区分＞233,400円または授業料1/4の金額
＜大学独自区分＞授業料の1/4の金額
※いずれも年額
※学費請求時に、決定した減免額を授業料から差し引く方法で給付

修業年限まで（毎年、継続手
続・継続審査あり）

基準を満たす方全員 地域の制限なし 衣笠学生オフィス 条件有りで併用可 条件有りで併用可

立命館大学

立命館大学西園寺記念奨学金（成績優秀者枠） その他
選考基準にもとづき、給付人数枠内で優秀者から順に学部が推薦・決定
します。 

特待生・成績優秀者

学部での学習を究め、成績優秀な学生

給付奨学金

文系学部（映像学部除く）　１学期あたり15万円
理系学部（映像学部含む）　１学期あたり30万円 奨学生となった学生が本奨

学金を辞退する場合は、所
定の手続きを行い、手続を完
了した者に対して、給付金額
全額を一括して給付します。
春学期：8月中旬
秋学期：2月中旬

各学部の定員の2％以内 地域の制限なし 各学部事務室 併用可 条件有りで併用可

立命館大学
立命館大学＋R学部奨学金 その他

各学部の選考要項で詳細を確認して下さい。
※2021年度情報理工学部の例：
出願は２回の申請が必要。5 月に計画を出願登録し、12 月に計画に対す
る結果を申請

その他
所属する学部の教学的取組において優れた成果を上
げた者への支援

所属する学部の教学的取組において優れた成果を挙げた学生

給付奨学金

1万円~15万円
※給付金額については、達成された成果の審査に応じて学部で決定

奨学生に対して、受給決定
通知後、受給の手続きを完
了した者に対して、給付金額
全額を一括して給付

予算の範囲で学部長が定める 地域の制限なし 各学部事務室 併用可 併用可

立命館大学 立命館大学海外留学チャレンジ奨学金 在学中 留学費用支援制度
当該奨学金の給付対象となる海外留学プログラムに参加が決定した者

給付奨学金
参加する留学プログラムにより異なる。（10万円～100万円)

地域の制限なし 衣笠国際教育センター

立命館大学
立命館大学海外留学サポート奨学金 在学中 留学費用支援制度

当該奨学金の給付対象となる海外留学プログラムに参加が決定または参加中で、経済的な理由で海外留学の参加・継続が困難な者（予約採用型・家計急変型）。
父母年収合計が給与収入600万円以下、その他所得197万円以下の者

給付奨学金

給付上限額10万円～100万円

地域の制限なし 各キャンパス国際教育センター

立命館大学

立命館大学校友会未来人財育成奨励金 在学中 その他
正課外活動において、社会の様々な問題解決に資す
る実践的な活動に取り組んでいる学生

社会の様々な問題解決に資する実践的な活動に取り組んでいる学生（団体）

①本学の学部または研究科(修士課程、博士課程前期課程もしくは一貫制博士課程の1年次もしくは2年次または専門職学位課程)に在学する正規生3名以上を含
んで構成されている団体であること。
※学部・研究科・回生等の多様な学生が構成する団体であることが望ましい。
②本学専任教職員（任期の定めのない教職員）からの推薦を受けていること。
※推薦者は、日常の活動において、指導・助言いただける方を選任してください。
また、コロナ禍における活動についても指導・助言を依頼してください。
③新型コロナウイルスへの感染防止に対応し、現状のコロナ禍においても可能な活動であること。

給付奨学金

「新規出願」年間で15万円、30万円、50万円
「継続出願」年間で15万円

地域の制限なし BKC学生オフィス

立命館大学

立命館大学西園寺記念奨学金（難関試験合格者) 在学中 資格取得支援制度

公認会計士、国家公務員総合職など大学が指定する難関試験を目指し合格した学生
本要項において、難関試験とは次に掲げる試験をいいます。
 ・公認会計士論文式試験
 ・国家公務員採用総合職試験
 ・外務省専門職員採用試験
 ・裁判所職員採用総合職試験
 ・衆議院事務局職員採用総合職試験
 ・参議院事務局職員採用総合職試験

給付奨学金

30万円

申請は一人１件 地域の制限なし キャリアセンター

立命館大学

立命館大学家計急変学費減免（学部在学生） 在学中 学費支援

減免対象
・本学学部の正規課程に在籍する者(標準修業年限を超えている者も含む)。ただし、外国人留学生は除く。

出願については以下の出願資格（１）～（３）を満たしていることが必要です。

（１）2023 年度本学学部の正規課程に在籍する者（標準修業年限を超えている者も含む）
（２）急変事由が出願時よりさかのぼって 1 年以内に発生した者で、以下①～④いずれかの
　　　事由が発生した者
　　①生計維持者者(父母等)の死亡
　　②生計維持者者(父母等)が重度後遺障害に認定
　　③自然災害により生計維持者(父母等)が居住する家屋の罹災
　　④自然災害のより生計維持者(父母等）が30日以上の長期入院・加療
（３）上記(２)の事由発生後の生計維持者の年間収入が、給与収入の場合 600 万円以下、
　　　自営業その他所得の場合 197 万円以下であること。

※本制度は、国の「高等教育の修学支援制度」の家計急変の授業料減免制度を包括した制度です。本制度
に出願する場合は、原則、JASSO 家計急変にも出願していただきます。JASSO 家計急変への出願は、家
計急変の事由が発生したときから 3 カ月以内です。

免除・減免

本制度の減免額は、年間授業料の 1/4 の額（諸会費等は減免対象としない）
同一事由による減免は１回限り。

出願資格を満たす者は、全員
「採用候補者」とします。
※所定の手続きを行うことにより
正式な採用となります。

地域の制限なし 衣笠学生オフィス 条件有りで併用可 条件有りで併用可

立命館大学

立命館大学父母教育後援会家計急変奨学金 在学中

・随時募集
・家計急変事由（死亡、重度後遺障害が生じたことによる就労不能）が起
こってから
１年以内に出願

学費支援

学部に在籍する学生であり、学生の授業料を負担する者で本学の父母教育後援会の会員である者
に、以下の事由が出願日からさかのぼって１年以内に発生したことを必要とします。
※ 学生でない時期（大学入学前等）に発生した事由は対象となりません。

在学中に下記の家計急変事由が生じ、修学が困難となった者
（１）生計維持者(父母)の死亡
（２）生計維持者(父母)が重度後遺障害により就労不能となった場合

■ 兄弟姉妹が立命館大学の学生の場合は、それぞれ出願可。

免除・減免

給付決定があった日が属する学期から在学期間が４年（薬学部薬学科は在学期間６年）に達す
る学期までの授業料相当額を奨学金として給付します。
但し、給付決定があった日が属する学期が在学期間４年となる学期もしくは在学期間４年を超
えている場合は、その学期から２学期分を奨学金として給付。給付期間中に卒業・退学等で学
籍
を失った場合は、給付を中止します。

出願資格および出願要件を満た
した方全員に支給

地域の制限なし 衣笠学生オフィス

立命館大学

立命館大学父母教育後援会災害支援奨学金 在学中
学費支援
被災者資金支援

学部に在籍する学生であり、学生の学費負担者が父母教育後援会の会員である者。
学生の学費負担者が、学生の在学中に災害により下記の被害を受けた場合
(1)30日以上の治療を要する重傷の人的傷害を受けた場合
(2)居住している家屋の全壊、半壊、全焼、半焼、床上浸水の被害を受けた場合
出願は随時募集。災害発生(被災)から１年以内に出願してください。
※卒業回生は、当該年度の１月末日までです。

給付奨学金

給付決定があった日が属する学期(ｾﾒｽﾀｰ)から２学期(ｾﾒｽﾀｰ)分の授業料相当額を奨学金とし
て給
付します。
 ※他の授業料減免もしくは授業料から差し引く形式で給付する奨学金を当該学期(ｾﾒｽﾀｰ)に
受給し
ている場合は、当該学期(ｾﾒｽﾀｰ)の奨学金の給付は授業料相当額までです。

原則として出願日より１ヶ月
以内に採否を学生本人に通
知

地域の制限なし 衣笠学生オフィス

立命館大学

立命館大学学びのコミュニティ学外活動奨励奨学金 在学中 その他

授業における学習活動について、当該授業を受講して
いる学部学生の活動費用の一部相当額を奨学金とし
て給付することによって奨励し、主体的、かつ、能動的
に学ぶ学生の学習集団を育成する

対象は授業(ゼミナールなど）を基盤とした国内外での調査活動や学会報告・国内外大学・諸機関との交流などの学習活動に積極的に取り組む学生。
応募は授業担当教員が行う（学生からは応募できない）。

給付奨学金 地域の制限なし 各学部事務室

立命館大学

立命館大学Challenge奨学金（個人） 在学中 その他

正課および課外。
学生個人が正課や課外の通常の活動範囲を超えて抱
いた問題意識に対して、その解決を目指し、自主的に
取り組むプロセスを支援する。
それにより、学生が社会問題の解決に資することを目
指し、自らの可能性をひろげ、新たな価値を生み出す
ことを奨励することを目的とする。

大学の教学理念にもとづき、様々な社会問題の解決に資する個人での自主活動。
※正課・正課外の区別は問わないが、いずれの場合も通常の活動の延長上における成果の達成が期待できるものとします。
※新型コロナウイルス禍においても、実施可能な取り組みであることを条件とします。
【対象とする例】
・活動を通じて実現したいことが明確であり、社会貢献が見込まれる活動。
・正課を超える活動（「卒業論文」を外部に発表する目標がある場合や、「卒業研究」があくまで活動の1 つであり、それ以外も含めた自主活動である場合）
・クラブ・サークル活動を超える活動（所属する団体での活動の延長として、個人で何か新しい活動に挑戦する場合）
【対象としない例】
・自身のキャリアップのみを目的とした勉強や活動（資格取得など）
・正課の範囲内の活動（「卒業論文」「卒業研究」高度化のための活動）
・クラブ・サークル活動の範囲内の活動（〇〇大会優勝を目的とする個人練習）
・外部の団体に所属していて、その一環とみなされる活動

給付奨学金

①踏み出し支援（過去の活動実績は問わないが、計画に具体性があり実現が可能であると判
断される活
動）5万円、10万円
②高度化支援（過去に活動実績があり、引き続き高い成果が期待される活動）5 万円、10 万
円、20 万円、30 万円 
※給付額は申請内容を勘案し決定します。

400 名（最大） 地域の制限なし BKC学生オフィス

龍谷大学

家計奨学金 在学中 1～4年生 学費支援

目的
修学の意思があるにも関わらず、経済的理由により修学困難である人物・学業ともに優れた学生に対する援助。（申請は毎年可能）
対象
学部生・短期大学部生
申請資格
申請にあたっては、次の基準をすべて満たしていることが必要。
①学力に関する基準：
日本学生支援機構第二種奨学金推薦基準を充足していること。
②家計に関する基準：
日本学生支援機構第一種奨学金推薦基準を充足していること。
③学生本人が日本学生支援機構奨学金等の貸与型奨学金を貸与していること。（申請中の者も含む）
④高等教育の修学支援新制度の支援を受けていないこと（当該年度における高等教育の修学支援新制度の受給者は対象外とする）

給付奨学金

350,000円　/　250,000円/　150,000円

12月中旬 地域の制限なし 学生部 併用不可 併用可

龍谷大学
アカデミック・スカラシップ奨学金（在学採用型） 在学中 2~4年次生 特待生・成績優秀者

対象
対象学部生・短期大学部生の２～４年生で、学業成績・人物が特に優秀な者。（申請は毎年可能）
募集・推薦
別に推薦基準を定める。

給付奨学金

200,000円

地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

龍谷大学

優秀スポーツ選手奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者

対象
サークル部長・学部長等から推薦された学部生・短期大学部生・大学院生で、学業・スポーツ活動ともに積極的に取り組む強い意志が確認できる学生。（推薦は毎
年可能）
資格
Ｓ給付： 全日本級と認められる者。或いは準じる者で同等の活躍が見込まれる者
Ａ給付：全国大会ベスト８以上の主力選手（全日本学生級と認定される者）
Ｂ給付：地区大会ベスト４以上の主力選手（地区学生級と認定される者）
Ｃ給付：特に戦績の優秀な者

給付奨学金

原則として次の標準額の範囲内。
Ｓ給付：学費相当額
Ａ給付：500,000円
Ｂ給付：200,000円
Ｃ給付：100,000円

地域の制限なし

龍谷大学

課外活動等奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者

対象
サークル部長・学部長等もしくは各学部・研究科長から推薦された学部生・短期大学部生・大学院生
で、学業・課外活動等に積極的に取り組んでいる学生。（推薦は毎年可能）
資格
Ａ給付：社会的に大きな評価（業績）を受け、更なる活躍が期待できる者
Ｂ給付：特に顕著な業績をあげ、今後の活躍が期待できる者
Ｃ給付：顕著な業績をあげた者

給付奨学金

原則として次の標準額の範囲内
Ｓ給付：学費相当額
Ａ給付：500,000円
Ｂ給付：200,000円
Ｃ給付：100,000円

地域の制限なし

龍谷大学
ひとり暮らし支援奨学金 学校出願時 その他

経済的理由により修学に困難があると認められ，遠方
から本学への入学を強く志望する新入生に対して，進
学を支援する。

対象
本学が定める入学試験により入学し，大学進学に伴いひとり暮らしを開始し、経済的理由により進学に係る費用支弁が困難な者。 給付奨学金

給付額
200,000円 上限100名 地域の制限なし 併用可 併用可

龍谷大学

家計急変奨学金 学校出願時 学費支援

対象
指定年月以降に生計維持者が何らかの事由（自己都合（定年退職・自己都合退職・転職等）以外）により、収入が減少し、当該年度の学費を工面することが困難に
なった学部生・短期大学部生・大学院生。
※在籍期間が１年以上の者が対象。（給付は在学期間において１回限り）
申請資格
給与所得者の場合
①所属する学部等が設定する単位僅少者に該当しないこと
② 主たる家計支持者の最近２年の税込収入を比較した場合に、30％以上減少が認められること
③ 生計維持者（原則父母両方）の急変後の税込収入が、6,500,000円未満であること
自営業者の場合
① 所属する学部等が設定する単位僅少者に該当しないこと
② 生計維持者（原則父母両方）の最近２年の年間所得を比較した場合に、30％以上減少が認められること
③ 生計維持者（原則父母両方）の急変後の年間所得が、2,810,000円未満であること

給付奨学金

給付額
理工学部・先端理工学部、農学部、国際学部グローバルスタディーズ学科400,000円の範囲内
上記以外の学部、短期大学部300,000円の範囲内。

地域の制限なし 併用不可

龍谷大学

災害給付奨学金 学校出願時 被災者資金支援

対象
学部生，短期大学部生及び大学院生のうち，自然災害等により被害を受けた地域に本人又は父母のいずれか(又は家計支持者)が居住しており，学費支弁が困難
であると認められる者で，かつ，奨学金申請書及び被災状況証明書等を提出し，次の各号のいずれかの要件を満たす者
(1)災害により父母のいずれか（又は家計支持者）が亡くなった場合
(2)災害により父母のいずれか（又は家計支持者）が負傷し，１ヶ月以上の加療が必要な場合
(3)災害により父母（又は家計支持者）の家屋が全壊（全焼）又は大規模半壊した場合
(4)災害により父母（又は家計支持者）の家屋が半壊（半焼）又は床上浸水により引き続き同家屋に居住することが困難と認められる場合
(5)その他災害により学費支弁が著しく困難となったと認められる場合

給付奨学金

次の金額を上限とする
(1)父母のいずれか（又は家計支持者）が亡くなった場合又は家屋が全壊（全焼）若しくは大規
模半壊の場合は，年間授業料相当額
(2)父母のいずれか（又は家計支持者）が負傷し１ヶ月以上の加療が必要な場合又は家屋が半
壊（半焼）若しくは床上浸水により引き続き同家屋に居住することが困難と認められる場合は，
半期授業料相当額
(3)その他の事由の場合は，奨学委員会において決定する。
(4)当該年度半期休学の場合は，半期分の授業料及び休学在籍料とし，１年休学の場合は，休
学在籍料とする。

地域の制限なし
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

京都文教大学
成績優秀者奨学金 その他 新政府用・学年成績（GAP）上位から選出する 特待生・成績優秀者

本学独自の給付奨学金で、2年次生～4年次生を対象として前年度までの学業成績（GPA）により選考する。

給付奨学金

25万円 2年次生～4年次生を対象と
して前年度までの学業成績
により選考する。

2年次生～4年次生、各学年6名
へ計18名

地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

京都文教大学
京都文教大学教育後援会奨学金＜給付型＞ 入学後 学費支援

就学の意志があるにもかかわらず不測の事態が生じたために、学費の支弁が著しく困難となった学生を対象とする。本学教育後援会による奨学金制度。
春学期または秋学期の半期ごと。（募集は春学期が2～3月、秋学期が8月～9月。） 給付奨学金

30万円
在学中2回 18名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

京都文教大学
指月奨学金＜給付型＞ 入学後 学費支援

本学独自の給付奨学金。1年次生対象に2月下旬（予定）に募集。2年次生より標準修業年限（給付は3年間）まで給付。半期毎に12万円支給。大学1年次の成績と
家計状況をもとに総合的に判定する。 給付奨学金

半期ごとに12万円
3年間 年3名採用 地域の制限なし 学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

京都文教大学 プラバー奨学金＜給付型＞ 在学中 卒業年度 4年次 学費支援
京都文教学園創立100周年記念事業の一環として、家計急変等経済的な理由により卒業が困難になった学生を支援するために設けられた奨学金である。

給付奨学金
卒業最終学期の授業料及び教育充実費（残額を上限とする）

卒業最終学期 無記入とする 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

京都文教大学

京都文教大学 進路探求奨学金（給付） 学校出願時 学費支援

自身の進路実現に向けて継続的に学習に取り組む姿勢と意欲を持ち、全学の学習活動の活性化に寄与できる学生を 本学へ迎え入れることを目的とした、給付型
の奨学金制度です。より最適な進路の実現を目指すプロセスの一つと して、本学以外の大学または短期大学の入学試験に挑戦された経験がある方であれば、ど
なたでも申請いただけま す。 
採用人数は全学部合わせて89名で、入学年度の1年次生前期（春学期）中に、100,000円が給付されます（返還不 要）。 
出願時と入学後に申請手続を行う
※入学年度の春学期を休学、または退学していないことが条件

給付奨学金

100,000円

1年次春学期 89名 地域の制限なし アドミッションオフィス 併用可 併用可

嵯峨美術大学
総合型選抜教育支援奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

総合型選抜Ⅰ期またはⅡ期に合格し、入学される方全員に、入学までの教育支援金として奨学金を給付。
給付奨学金
免除・減免

100,000円を給付。（入学金200,000円の内、半額を免除する方法で給付）
１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 入学広報グループ 併用可 条件有りで併用可

嵯峨美術大学
学校（指定校）推薦型選抜奨学金 入学後 学費支援

1．学校（指定校）推薦型選抜を受験して入学される方。
2．学生本人の父・母または父母に代わって家計を支えている方（主たる家計支持者一人）の2023年分の給与収入が600万円以下、その他所得の場合は200万円
以下であること。（高等教育修学支援新制度区分Ⅰ・Ⅱ対象者を除く）

給付奨学金
免除・減免

初年度納付金のうち、387,500円を給付。（初年度納付金のうち、第３回納付額を免除する方法
で給付） １回限り 人数制限なし 地域の制限なし 入学広報グループ 併用可 条件有りで併用可

嵯峨美術大学
スカラシップ（特別奨学生）選抜奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者

スカラシップ（特別奨学生）選抜に合格し、入学された方に、特待生として奨学金を給付。
給付奨学金
免除・減免

年額500,000円給付。（初年度納付金のうち、第４回納付時に減免する方法で給付。2年次以降
は後期納付時に減免） ４年間

年間10～20名程度
地域の制限なし 入学広報グループ 併用可 条件有りで併用可

嵯峨美術大学
ファミリー入学奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免

各種入試合格者のうち本学園卒業生・在学生の父母、子弟子女または兄弟姉妹の方。（親子または兄弟姉妹が同時に合格した場合はそのうち1名を除いた方）
給付奨学金
免除・減免

200,000円を給付。（入学金を全額免除する方法で給付）
１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 入学広報グループ 併用可 条件有りで併用可

嵯峨美術大学
嵯峨美術大学奨学金 入学後 入学金・授業料減免

学内規定による申し込み資格要件（取得単位、成績、家計収入）有り
給付奨学金
免除・減免

採用年度の授業料1/2相当額を限度として、100,000円～500,000円の範囲で給付
当該年度１回限り ①年間20名程度 地域の制限なし 学生・キャリア支援グループ 併用可 条件有りで併用可

嵯峨美術大学
嵯峨美術大学ワークスタディ奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援

経済的に修学困難な学生で授業の空き時間や休業日に計画的に一定時間以上作業に従事できる者
給付奨学金

月額25,000円
12ヶ月

年間10～20名程度
地域の制限なし 学生・キャリア支援グループ 併用可 条件有りで併用可

京都医療科学大学
特待新入生奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

一般入試（前期日程）の合格者成績上位6名(1～3位：3名、4～6位：3名）

合格者成績上位　1～3位　90万円給付（初年次授業料全額相当）
合格者成績上位　4～6位　45万円給付（初年次授業料半額相当）

給付奨学金

合格者成績上位　1～3位　90万円給付（初年次授業料全額相当）
合格者成績上位　4～6位　45万円給付（初年次授業料半額相当）

いずれも１回限り
一般入試（前期日程）の合格者
成績上位6名(1～3位：3名、4～6
位：3名）

地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

京都医療科学大学

特待生奨学金 在学中 2年生～4年生（申請は不要）
特待生・成績優秀者
学費支援

2年～4年生の学生対象（前年度の成績より）

・給付条件：前年度末の席次3位までの者
・人　数：各学年成績上位3名（計9名）
・奨学金の内容：合格者成績上位　1～3位  45万円

給付奨学金

・給付条件：前年度末の席次3位までの者
・人　数：各学年成績上位3名（計9名）
・奨学金の内容：合格者成績上位　1～3位 45万円 １回限り

・人　数：各学年成績上位3名（計
9名）

地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

京都医療科学大学

資格取得奨励奨学金　●受験奨励金 在学中 資格取得支援制度

・対　象：全学年

・奨学金の内容：
①放射線取扱主任者試験受験者：1万円
②ビジネス検定・TOICE試験　学内受験者：全額
③その他検定試験の受験者：2千円

・給付条件：在学中であれば、申請回数に上限は設けない

・人　数：制限なし

給付奨学金

・奨学金の内容：
①放射線取扱主任者試験受験者：1万円
②ビジネス検定・TOICE試験　学内受験者：全額
③その他検定試験の受験者：2千円

申請回数に上限は設けない ・人　数：制限なし 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

京都医療科学大学

資格取得奨励奨学金　●合格報奨金 在学中 資格取得支援制度

・対　象：全学年

・奨学金の内容：放射線取扱主任者試験合格者：10万円
（第１種放射線取扱主任者講習の受講費用補助）

・給付条件：在学中１回まで申請可能

・人　数：制限なし

給付奨学金

・奨学金の内容：放射線取扱主任者試験合格者：10万円

１回限り ・人　数：制限なし 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

京都医療科学大学

経済支援奨学金 / 家計急変緊急支援奨学金 在学中
学費支援
入学金・授業料減免

・対　象：全学年

・奨学金の内容： 後期学納金の一部に充当して給付（最高で40万円）

・給付条件：学力基準・家計基準を満たす学生

・人　数：全学年で 15名 以内

※新規※

「家計急変緊急支援」も新たに設置

対象：予期せぬ事態により著しく収入減のあった学生を支援

奨学金の内容：経済支援奨学金と同様

給付奨学金

・奨学金の内容： 後期学納金の一部に充当して給付（最高で40万円）

・人　数：全学年で 15名 以内 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

京都医療科学大学

学外活動奨学金（国際交流奨学金・学会参加奨励金） 在学中
研修支援制度
留学費用支援制度

※国際交流奨学金※

・対　象：全学年（海外研修への参加が認められた者）

・奨学金の内容： 海外研修渡航費用等の一部(上限10万円）

・給付条件：海外研修の参加が認められ渡航先が決定している者

※学会参加奨励金※

・対　象：全学年（学会への参加が認められた者）

・奨学金の内容： 学会費用等の一部

・給付条件：学会（学内外）の参加が認められた者

給付奨学金

※国際交流奨学金：海外研修渡航費用等の一部(上限10万円）
※学会参加奨励金：学会費用等の一部

・人　数：参加者数による 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

京都看護大学 京都看護大学特別奨学金Ⅱ 在学中 ２～４学年 特待生・成績優秀者
学業人物ともに優れた２～４回生の学部生（若干名）　大学にて選考

給付奨学金
２０又は３０万円

１年間 各学年３名　合計９名 地域の制限なし 教務部 併用可 併用可

追手門学院大学
追手門学院大学桜みらい奨学金入学前未来型 入学手続時

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

対象学年・学部：全学部の1年生が対象
資格：対象の入学試験の成績上位者
条件：合格発表時に大学から本制度の対象となったことを通知され、入学手続き期間中に申請する

給付奨学金
免除・減免

年間授業料相当額

当該年度限り 年間100名程度 地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

追手門学院大学

追手門学院大学桜みらい奨学金学業・課外活動奨励型 在学中 2年生以上

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免
課外活動支援制度

対象学年・学部：全学部の2～4年生
資格：学力基準と家計基準を満たした者
●学力基準：
＜学業型＞前年度1年間のGPAが3.7以上
＜学業・課外活動型＞前年度1年間のGPAと課外活動等のポイントの合計が3.5以上
●家計基準：保護者（父母の両方、ひとり親の場合は父又は母）の前年の収入が給与収入の場合は841万円以下、自営業等の場合は所得が355万円以下

給付奨学金
免除・減免

GPA又はGPAと課外活動等のポイントの合計が
3.90以上　　年間授業料相当額
3.80～3.89　年間授業料相当額の2/3
3.70～3.79　年間授業料相当額の1/3
3.50～3.69　200,000円

当該年度限り 年間100名程度 地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

追手門学院大学

追手門学院大学教育後援会給付奨学金 在学中 1年生～4年生 学費支援

対象学年・学部：全学部の1年生～4年生
資格：学力基準と家計基準を満たし、他の学生の模範となる者
●学力基準：
前年度の修得単位数が、2年生：31単位以上、3年生：62単位以上、4年生93単位以上、
1年生は、高等学校の評定平均値が3.5以上
●家計基準：
日本学生支援機構第一種の基準に準じる。
（4人家族で自宅生の場合の目安は、父母の収入が給与収入の場合約800万円以下）

給付奨学金

年間授業料相当額の半額

当該年度限り 年間30名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 条件有りで併用可

追手門学院大学
追手門学院大学教育後援会修学援助給付奨学金 随時 学費支援

対象学年・学部：全学部の1～4年生
資格：学費支弁者の死亡により世帯収入が著しく減少し、学費等の納入が困難になった者 給付奨学金

年額50万円を一括支給
単年度限り 人数制限なし 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

追手門学院大学
追手門学院大学学費減免 随時

学費支援
入学金・授業料減免
被災者資金支援

対象学年・学部：全学部の1～4年生
資格：災害による被害で学費等の納入が困難になった者
条件：事由発生後1年以内に証明書を添付の上申請すること

免除・減免

被災状況により
●当該学期の授業料及び施設設備充実資金の全額
●当該学期の授業料及び施設設備充実資金の半額

当該事由につき1回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

追手門学院大学

追手門学院大学資格等取得奨励金制度 在学中
毎年、春学期と秋学期に申請期間を定めて受付。
但し、1年生は秋学期の申請受付のみ。
なお、申請できるのは当該年度に合格した対象資格に限る。

資格取得支援制度

対象者：全学部学生
資　格：定められた学業成績を満たしていること
条　件：・入学後に取得した資格であること
　　　　・合格年度の申請であること
　　　　・在学中に既に奨励金の支給を受けた資格でないこと
　　　　・所定の必要書類を全て提出していること
　　　　・定められた申請期間に申請を行っていること
　　　　・資格取得及び合格が更新ではなく新規であること
　　　　・その他、本件に関する規程に基づくこと

その他

取得資格により異なる。
対象資格：27資格
金　　額：300,000円～10,000円

１年間、１回限り
人数の制限はなし。
条件を満たし、定められた期間に
申請を行った学生に支給。

地域の制限なし 就職・キャリア支援課 併用可 併用可

追手門学院大学

追大WILプログラム奨励金 入学後 課外活動支援制度

1.対象
　本学の1～4年生全員
2.応募条件
　(1)学生のみなさんの自由な発想から生まれる正課外活動であること。
　(2)１プロジェクト５人以上の取り組みであること。
　(3)30時間以上の取り組みであること。
　(4)活動日誌及び報告書等を記録すること。
　(5)当該年度内で取り組むプロジェクトであること。
　(6)原則として、教員もしくは職員にアドバイザーとして参加してもらうこと。
　(7)企画に応募する者は、所定の企画書・申請書を提出すること。
　　（企画書・申請書を審査の上、実施の可否を決定します）
　(8)プロジェクト修了後、事業報告書と会計報告書を提出すること。

その他

1プロジェクト最大40万程度支給
※給付額は申請内容を審査し決定します。

当該年度のみ
1プロジェクト5人以上、上限人数
なし

地域の制限なし 教務課 併用可 併用可

追手門学院大学
海外インターンシップ支援 入学後 留学費用支援制度

対象学年：1年生～3年生
対象条件：一定以上のGPAが求められる他、講座の受講が義務付けられる等の条件が課される場合がある。 その他

参加プログラムによる
参加プログラムによる 参加プログラムによる 地域の制限なし 教務課 併用可 併用可

追手門学院大学
小学校教諭一種免許取得給付奨学金 入学後 資格取得支援制度

本学に在籍する2年生以上の学部学生で、「小学校教諭一種免許取得支援プログラム」の履修を許可されたもののうち、学業成績（GPAと教職関係科目の成績）が
優秀であるもの

給付奨学金

金額は、「支援プログラム」の履修に必要な費用のうち、「入学金」「資格登録料」「授業料45単
位分」相当（全費用の約半額）。
ただし、「支援プログラム」の履修を継続する見込みがないときや、在学中に「小学校教諭一種
免許」を取得することができなかった場合は、返還しなければならない。

「支援プログラム」を継続して
いる期間中

若干名 地域の制限なし 教職支援室 併用可 併用可

追手門学院大学

短期海外留学奨励奨学金 在学中 全学年対象 留学費用支援制度

・対象学年
　　全学年
・対象学部
　　全学部
・資格
　　なし
・条件
　　- 出願から受給までの期間、本学学部生であり休学していないこと
  　- 事前事後研修・オリエンテーション等の行事に全て参加していること

給付奨学金

奨学金支給対象の留学プログラムを以下3つのレベルに分類し、各レベルに該当する金額を奨
学金として支給。
・アドバンスト（上級）：150,000円
・チャレンジ（中級）　：60,000円
・ベーシック（初級）　：40,000円

対象となる留学プログラム修
了後（条件を満たした場合）
に一時金として支給

若干名（学業成績、留学計画書、
面接審査について総合的に評価
を行い、審査結果の上位者から
支給）

地域の制限なし 国際連携企画課 併用可 併用可

追手門学院大学

派遣交換留学奨励金 在学中 全学年 留学費用支援制度

・対象学年
　　全学年
・対象が学部
　　全学部
・資格
　　- 奨励金締切までに学部留学が確定いている者
　　- 通算GPA3.2以上及び支給基準の語学検定試験スコアを満たす者
・条件
　　- 渡航期間中の授業料納付等の滞納がない者
　　- 学部留学を修了し、「交換留学Ⅰ」又は「交換留学Ⅱ」の科目が認定された者

給付奨学金

・通算GPA3.2以上且つ指定される各国言語の語学検定試験スコアを満たす者
　80,000円又は160,000円

・通算GPA3.5以上且つ指定される各国言語の語学検定試験スコアを満たす者
  100,000円又は200,000円 留学プログラム修了後に条

件を満たした場合に一時金と
して支給

若干名 地域の制限なし 国際連携企画課 併用可 併用可

追手門学院大学

語学検定料補助 在学中 全学年対象 資格取得支援制度

・対象学年
　　全学年
・対象学部
　　全学部
・資格及び条件
　　支給基準を満たす各種語学検定試験資格を取得した者

給付奨学金

各種語学検定試験の受験費用相当額

語学検定料補助申込後の翌
月末日までに一時金として支
給

当該年度予算額の範囲内 地域の制限なし 国際連携企画課 併用可 併用可

追手門学院大学

追手門学院大学校友会将軍山奨学生制度 入学後
用途を定めない経済的支援
課外活動支援制度
その他

校友会と在校生の交流の架け橋および将来の校友会
支部活性化を担う人材の育成を目的とする

対象学年・学部：全学部の1年生
資格：以下の条件のいずれかに該当し、人物、家計状況、学力の選考基準を満たす者
　①校友会支部がある地域に住民票住所がある学部1年生
　②学部1年生のうち、運動や芸術などの活動で秀でたる者
条件：奨学生に採用された者は、在学中及び卒業後に校友会活動及び支部活動に積極的に関わらなければならない。

給付奨学金

年間20万円

当該年度限り
①年間各支部1名
②年間若干名

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

追手門学院大学

国際学部入学時海外短期留学奨励金規程 入学手続時 留学費用支援制度

対象学年：1年生

学　　部：国際教養学部国際教養学科グローバルスタディーズ専攻

資　　格：一定水準以上のTOEFLやIELTSなど英語技能を証明する資格
　　　　　（詳細は本学入学志願要項を参照されたい）

条　　件：本学が指定する入学試験で合格し、
　　　　　国際学部国際学科グローバルスタディーズ専攻に入学する者

免除・減免

上述（３）の点数・級数に応じて160,000～425,000円まで支給

入学年度限り 特に定めは無い 地域の制限なし 教務課 併用可 併用不可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

大阪医科薬科大学
大阪医科薬科大学医学部奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

成績、人物ともに優秀であって、経済的事由により修学困難な医学部生
貸与奨学金

約170万円
①１年間
②１回限り

30名 地域の制限なし 医学事務課

大阪医科薬科大学
大阪医科薬科大学仁泉会奨学金 入学後 学費支援

人物・成績ともに優秀で、経済的理由によって修学が困難な医学部生
貸与奨学金

約60万円
①１年間
②１回限り

7名 地域の制限なし 医学事務課

大阪医科薬科大学
学校法人大阪医科薬科大学　鈎奨学基金 在学中 学費支援

人物・成績ともに優秀で、経済的理由により修学が困難な医学部女子学生
給付奨学金

500,000円
①１年間
②１回限り

2名 地域の制限なし 医学事務課

大阪医科薬科大学

大阪医科薬科大学看護学部入学時特待生 学校出願時
特待生・成績優秀者
学費支援

人数：4名

対象：看護学部一般入試（3科目入試）合格者成績上位4名　かつ、当該入学試験で入学する者。 給付奨学金

1人あたり50万円

4名 地域の制限なし

大阪医科薬科大学
大阪医科薬科大学看護学部給付奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

人数：1年生を除く各学年4名

対象：成績・人物ともに優秀であって、経済的事由がある者。
給付奨学金

年額50万円

1年生を除く各学年4名 地域の制限なし

大阪医科薬科大学
大阪医科薬科大学薬学部特待奨学金 その他 申請不要 特待生・成績優秀者

前年度の成績優秀者等。2～5年次。
給付奨学金

最優秀者30万円・特別優秀者20万円・優秀者10万円。

各年次7名
地域の制限なし 薬学学務部学生課 併用可 併用可

大阪医科薬科大学
大阪医科薬科大学薬学部一般奨学金 在学中 １～６年次 学費支援

前年度末までの累積GPA（全科目）が2.50以上（新入生については高等学校の評定平均が3.5以上または入試成績が入学者の２分の１以内）の者で、経済的事情
で学業もしくは研究の継続に支障を来している者。
※大阪医科薬科大学薬学部特別奨学金と同時に出願することはできない（併用不可）。
※日本学生支援機構給付奨学金と併用不可

給付奨学金

月額３万円

１年間 各年次２０名 地域の制限なし 薬学学務部学生課 併用不可 条件有りで併用可

大阪医科薬科大学
大阪医科薬科大学薬学部特別奨学金 在学中 １～６年次 学費支援

経済的事情で学業もしくは研究の継続に著しく支障を来している者。原則として申請年度に留年していない者。
期間は卒業までの最短修業年限で、留年したときに資格を失うものとする。
※大阪医科薬科大学薬学部一般奨学金と同時に出願することはできない（併用不可）。
※日本学生支援機構給付奨学金と併用不可

給付奨学金
貸与奨学金

月額５万円［貸与３万５千円＋給付１万５千円］

最短修業年限(ただし留年し
た場合は廃止)

新入生：約15名。２～６年次生：
若干名

地域の制限なし 薬学学務部学生課 併用不可 条件有りで併用可

大阪医科薬科大学
大阪医科薬科大学薬学部PA会奨学金 在学中 １～６年次 学費支援

人物・学業ともに優秀で経済的理由により修学困難な者。原則として、日本学生支援機構あるいはその他の奨学金を受給していない者。
期間は１年間で、毎年の審査を経て繰り返し奨学生となることができる。 貸与奨学金

月額4万円または8万円
１年間 最大20名 地域の制限なし 薬学学務部学生課 併用不可 併用不可

大阪医科薬科大学
大阪医科薬科大学薬学部PA会学費融資制度 在学中 １～６年次 学費支援

在学中に家計支持者が家計急変等の経済事情の急変や羅災等により学費の納入が困難であると認められる者。
日本学生支援機構等の奨学金を受給している（または停止・廃止）かつ、国の教育ローンを利用している（または、申請したが利用できなかった）こと。 貸与奨学金

１回に融資する学資金の額は、当該学生がその時に納入すべき学費以内で、在学中に融資す
る学資金の総額は、原則として３年分の学費を限度とする。 １年間 地域の制限なし 薬学学務部学生課 併用可 併用可

大阪医科薬科大学 大阪医科薬科大学薬学部入学時特待生制度 入学手続時 特待生・成績優秀者
公募制推薦入試合格者成績上位30名および一般入試Ａ合格者成績上位40名。

給付奨学金
入学初年度の施設・設備費相当額60万円を入学後に給付します。

1回限り 地域の制限なし 学務部入試・広報課分室 併用可 併用可

大阪医科薬科大学 学校法人大阪医科薬科大学　四方朋子記念奨学基金 入学後 学費支援
人物・成績ともに優秀で、経済的理由により修学が困難な者。

給付奨学金
80万円

地域の制限なし 医学事務課 併用可 併用可

大阪医科薬科大学
大阪医科薬科大学看護学部学費減免制度 学校出願時 その他

看護学部「至誠仁術」入試（専願制）に合格し、入学し
た者に4年間にわたり①実習料②施設拡充費を減免
する。

看護学部「至誠仁術」入試（専願制）に合格し、入学した者。
4年間にわたり①実習料②施設拡充費を減免する。

免除・減免

①実習料20万円
②施設拡充費30万円

4年間 3名 地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 併用可

大阪音楽大学

特待生授業料減免制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

入学者選抜時の専門実技課題の成績上位者に授業料の一部を減免する制度。

新入生１年次生　専門実技課題を受験する方全員が本制度の適用判定対象となる。

ミュージッククリエーション専攻・地域創生ミュージックマネジメント専攻・ミュージックビジネス専攻・演奏家特別コースは適用対象外。

免除・減免

400,000円

1年間
総合型選抜・学校推薦型選抜、
一般選抜・後期総合型選抜を合
わせて適応人数は若干名。

地域の制限なし 学務事務部門 併用可 併用可

大阪音楽大学

大阪音楽大学奨学制度　大阪音楽大学給付奨学金 入学後
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

２～４年次の学生を対象に募集し、審査で選ばれた学業成績の優秀な学生に対して、本学が定める額の奨学金を給付する制度。

対象学生
申請年度において大学2、3、4年次に在学し申請年度の前年度の在学期間中に30単位以上（教職科目を除く）を取得した全専攻学生（留学生は私費留学に限り申
請できます）。
申請時に第2及び第８セメスターを履修中の学生、申請年度の編入学・転入学・再入学者及び科目等履修生は対象としません。

■奨学金Ａ
進級基準となる科目の前年度後期の成績が「秀」
専門教育科目の成績がきわめて優秀
一般教育・外国語・保健体育科目の成績が基準に達している学生 

■奨学金Ｂ
進級基準となる科目の前年度後期の成績が「優」以上
一般教育・外国語・保健体育科目の成績がきわめて優秀
専門教育科目の成績が基準に達している学生
　
■奨学金Ｃ
全受講科目（教職科目を含む）の成績がきわめて優秀
進級基準となる科目の前年度後期の成績が「優」以上である学生

但し、奨学毅金Ａ・Ｂ・Ｃいずれも進級基準となる科目が実技試験を実施する専攻で、実技試験が前期のみの場合は、前期科目の成績を対象とする。

給付奨学金
免除・減免

■奨学金Ａ　500,000円(地域創生ミュージックマネジメント専攻生・ミュージックビジネス専攻生
は350,000円)
■奨学金Ｂ　350,000円(地域創生ミュージックマネジメント専攻生・ミュージックビジネス専攻生
は250,000円)
■奨学金Ｃ　200,000円(地域創生ミュージックマネジメント専攻生・ミュージックビジネス専攻生
は150,000円)

1年間
■奨学金Ａ　　各学年３名以内
■奨学金Ｂ　　各学年３名以内
■奨学金Ｃ　　各学年５名程度

地域の制限なし 学務事務部門 併用可 併用可

大阪音楽大学

大阪音楽大学奨学事業財団　奨学金 入学後
特待生・成績優秀者
学費支援

【貸与資格】 
日本学生支援機構第一種奨学金に準じます。「学力基準」及び「家計基準」を満たす人とします。その他、連帯保証人（父または母）及びもう一人の連帯保証人（保
護者以外で６４歳までの独立した生計を営む者）をたてられる者とする。

【学力基準】　 
１年次
⇒日本学生支援機構第一種に準ずる。

 ２年次以上
 ・前年度までの成績が３．５以上の者。（教職課程を除く、秀＝５、優＝４・・・に換算）
 ・修得単位数が標準的数値以上であること。
 ※2023年度留年者は対象としない。

【家計基準】　 日本学生支援機構第一種に準ずる。

貸与奨学金

（年額）540,000円もしくは720,000円から選択

原則１年間。
ただし、毎年継続申請によ
り、標準修業年限内の卒業・
修了月まで。

若干名。 地域の制限なし 学務事務部門 併用可 併用可

大阪音楽大学

大阪音楽大学音楽文化振興財団　音楽活動等助成金制度 在学中 学年は問わない。
課外活動支援制度
その他

学生の自主的な音楽活動等への助成

助成金対象とする音楽活動の種類・条件

本学在学生が主体となって行う演奏会等であって、次の条件を備えていること。
a）学生自身が作る団体が主催すること。
　 次のものは対象外とする。
　　・正課授業の関連で大学主催、専攻（コース）主催として行われる演奏会、発表会等。
　　・特定教員の指導を受けている学生のみに限定した演奏会、「門下発表会」等。
b）本学教員の指導責任教員（顧問）を置くこと。なお、演奏会等の企画内容・経費等すべてにわたり指導責任教員（顧問）の指導と承認を得ること。
c）演奏会に止むを得ず卒業生・外部の者が入る場合は、4分の１以内の人数とすること。
d）演奏会の計画に無理・無駄がなく、華美にならないこと。
e）学生支援センターへ「学内演奏会出演届」または「学外演奏会出演届」の届出をすること。
f）演奏会等の名称・入場料など学生自身が作る団体の主催として適切であること。
g）その他、財団の助成基準に合致した音楽活動であること。

その他

演奏会実施に係る次の経費を対象とする。
会場使用費　　　　　　　　　　　　　　　上限 100,000円
会場付属設備使用費・楽器運搬費  　　　　上限  50,000円
チラシ・プログラム・チケット印刷費 　　 上限  50,000円
　　　　　　合　　計 　　　　　　　　 　　　 200,000円

なお、本学施設を会場とし会場費が免除された場合は、会場付属設備使用費・楽器運搬費の
上限を100,000円とする。この場合、助成額の上限は150,000円とする。
また、申請団体は予算（決算）総額の10％以上を負担することを条件とする。

地域の制限なし 学務事務部門 併用可 併用可

大阪音楽大学

大阪音楽大学奨学制度　国内・海外音楽講座受講助成金 随時 研修支援制度

本学が受講を認める公的（原則として、主催・後援・助成・協力などに自治体や公的機関の名称が含まれるもの）な国内及び海外の音楽研修・セミナーについて、専
門性を深めるため夏期・春期休業期間中に受講を希望する学生を対象に審査を行い、適用者に所定の金額を助成する制度です。

募集対象学生
音楽学部２・３・４年次生及び音楽専攻科（前年度に本学音楽学部を卒業した者に限ります。）。後期募集に限り、音楽学部１年次生を含みます。海外からの留学生
については、私費留学に限り申請できます。
申請年度の編入学・転入学・再入学者および、科目等履修生は対象としません。

申請資格
２年生次～４年生次は申請年度の直近のセメスターの進級基準となる科目の成績が「優」以上の学生。
音楽専攻科生は前年度の音楽学部第８セメスターの専門実技の成績が「優」以上の学生。
加えて、申請前年度１年間の全履修科目（教職科目を除く）の成績が優秀な学生。

※海外で開催される音楽講座等の受講のための助成金を申請する場合には、上記の申請資格に加えて、履修した全ての外国語科目のＧＰＡが2.5以上あるいは、
英検準２級または独検３級以上を取得していること。その他の外国語や語学検定については奨学制度委員会で審議します。

その他

国内　一人総額１０万円以内
海外　一人総額２０万円以内
当該年度に本学の奨学制度「給付奨学金」または「海外提携校留学助成金」の適用を受けた学
生は申請できません。

国内　若干名
海外　若干名

地域の制限なし 学務事務部門 併用可

大阪音楽大学

大阪音楽大学奨学制度　海外提携校留学助成金 在学中

第1期：1月下旬～2月上旬（第1期申請者により定員に達した留学期間は
第2期には募集しません。）
第2期：9月上旬～10月下旬を予定
（詳細は募集要項で確認してください）

留学費用支援制度

本学が学生の交換等に関する提携または覚書を締結した海外の大学・音楽院に対し、より専門性を深めるため留学を希望する学生を対象に審査を行い、適用者に
所定の金額を助成する制度です。

留学期間
「３ヶ月以上４ヶ月未満」または「４ヶ月以上６ヶ月まで」の２種類とします。
・留学の開始時期は受け入れ先提携校の授業期間を踏まえたものとします。

留学先等
本学が学生の交換等に関する提携または覚書を締結した海外の大学・音楽院から自分の専攻に合った留学先を選んでください。本学での申請時期と提携校の授
業期間との関係や専攻科目の開講がないことから、申請を受け入れられない提携校があるので注意してください。なお、提携校における授業料は免除されますが、
留学期間中の学籍は在学扱いとなり、本学授業料の納付が必要です。留学に係る渡航の手続き（ビザ関係、飛行機手配等）や留学先での住居の手配等は申請者
自身で行ってください。

申請対象学生
大学音楽学部２・３・４年次に在学する学生 （海外からの留学生については、私費留学に限り申請できます)。ただし、申請時に最終セメスターに在籍の場合は対象
外とします。また科目等履修生も対象外とします。

申請資格
＜成績基準＞
大学は、申請時点における直前のセメスターの進級基準科目の成績が、「優」以上であり、かつ申請時点における直前の連続した２つのセメスターの履修科目（教
職科目を除く）の通算ＧＰＡが３．０以上を基準とします。
＜修得単位数の合計＞
大学２年次は３５単位以上、３年次は６０単位以上、４年次は１００単位以上の申請者を対象とします。

その他

３ヶ月以上４ヶ月未満 ： 一人総額 ４０万円以内
４ヶ月以上６ヶ月まで ： 一人総額 ５０万円以内

在学期間中１回限り

３ヶ月以上４ヶ月未満 ： ４名以内
（併設短大音楽科生と併せて）

４ヶ月以上６ヶ月まで ： ３名以内
（併設短大音楽科生と併せて）

地域の制限なし 学務事務部門 併用可

大阪音楽大学

大阪音楽大学奨学事業財団奨励金 随時
研修支援制度
留学費用支援制度

海外留学、国内外音楽コンクール入賞（１位、２位、３位またはそれに同等する賞の受賞者）、国内外音楽講習会・音楽コンクール等に参加する学生（成績基準有）
に対して助成を行っています。

事由終了後、１ヶ月以内に申請してください。

年度単位で１人につき各区分1回。

ただし、海外提携校留学および国内・海外音楽講座受講助成金受給者は対象外とします。

その他

音楽研究活動の経費の一部を給付

地域の制限なし 学務事務部門 併用可

大阪音楽大学

大阪音楽大学 オーケストラ給付奨学金 学校出願時 学費支援

大阪音楽大学　音楽学部　管楽器専攻（オーボエ・ファゴット）、弦楽器専攻（ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス）の入学生に給付する奨学金。

・対象の入学者選抜
総合型選抜
学校推薦型選抜

・条件
管楽器専攻（オーボエ、ファゴット）志願者は入学後に「オーケストラ」及び「吹奏楽」の授業を受けること。
弦楽器専攻（ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス）志願者は入学後に「オーケストラ」及び「専門合奏（弦楽アンサンブル）」の授業を履修すること。

給付奨学金

年額200,000円

４年間（※ただし更新審査が
あります）

地域の制限なし 学務事務部門 併用可 併用可

大阪音楽大学

大阪音楽大学 遠隔地出身者支援給付奨学金 学校出願時
特待生・成績優秀者
学費支援

遠隔地出身で総合型選抜・学校推薦型選抜　専門実技の成績上位者に対し給付する奨学金制度。

対象の入学者選抜
総合選抜型・学校推薦
合格発表に合わせて通知いたします。

※遠隔地出身者とは、自宅から本学までの道のりが概ね１００kmを越え、公共交通機関を用いた片道の通学時間が２時間以上を要する方。

給付奨学金

年額200,000円

４年間※進級時に更新審査
があります。

若干名 地域の制限なし 学務事務部門 併用可 併用可

大阪音楽大学

大阪音楽大学 声楽給付奨学金 学校出願時 学費支援

・対象
大阪音楽大学 音楽学部 声楽専攻（カウンターテノール・テノール・バリトン・バス）

・対象とする入学者選抜
総合選抜型、学校推薦型選抜

・条件
大学1、2、3年次で「大学主催オペラ」に参加。
大学3年次で「オペラ研究ＡⅠ・ＢⅠ｣の履修。
大学4年次で「オペラ研究ＡⅡ・ＢⅡ」及び「オペラ実習Ａ・Ｂ」の履修を条件とする。

給付奨学金

年額200,000円

最長4年間または8セメスター
※進級時に更新審査があり
ます。

地域の制限なし 学務事務部門 併用可 併用可

大阪音楽大学

大阪音楽大学 ３年次編入学給付奨学金 その他
募集期間は４月上旬です。募集期間終了後は受付しません。
詳細は学生支援センターまでお問い合わせください。：6月中旬

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

３年次編入学した学生を対象に募集し、審査で選ばれた学業成績の優秀な学生に対して、本学が定める額の奨学金を給付する制度。

給付は、前期・後期の２回に分割し、授業料を減免します。授業料納付後に適用者として選出された場合は、当該金額を返金します。給付を希望する年度の開始後
に申請を受け付け、短大２年次の成績により選考します。

募集対象学生：申請年度に大阪音楽大学音楽学部に第３年次編入学した者で、本学の短期大学部音楽科を前年度（９月または３月）に卒業し、短大２年次の成績
がきわめて優秀な者。

海外提携校留学助成金、国内・海外音楽講座受講助成金との併用採用はされません。

給付奨学金

年額200,000円

1年間
給付は前期・後期の2回に分
割し、授業料を減免します。
ただし、前期については給付
適用者が指定する銀行口座
へ振り込みます。

１名以内 地域の制限なし 学務事務部門 併用可 併用可

大阪音楽大学

学校法人 大阪音楽大学 兄弟姉妹学費補助制度 学校出願時 学費支援

入学する者の兄弟姉妹が、大阪音楽大学、大阪音楽大学音楽専攻科、大阪音楽大学音楽院、大阪音楽大学短期大学部、大阪音楽大学短期大学部専攻科のい
ずれかに在学している場合、入学する者の学費の一部を補助いたします。

対象の入学者選抜：
留学生入学者選抜を除く入学者選抜

その他

200,000円

初年度のみ 地域の制限なし 学務事務部門 併用可 併用可

大阪学院大学
白井奨学生制度 入学後

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

1年～3年生の全学部学生対象

学業分野・スポーツ分野・社会文化活動分野において極めて優れた成績・活動等を収めている模範学生である者。
免除・減免

第1種 年間学費相当額 　　  第4種 年間学費3割相当額
第2種 年間学費7割相当額 第5種 年間学費2割相当額
第3種 年間学費半額相当額 第6種 年間学費1割相当額

学納金より減免（1年間） 200名程度 地域の制限なし 学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

大阪学院大学
企業後援会奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援

1年～4年生の全学部学生対象

学業及び人物ともに優秀であり、健康にして将来有為な人材となる見込みのある者で、所定の成績を修得している者。
給付奨学金

年額10万円～20万円

１回限り（毎年応募可能） 年間40名程度 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

大阪経済大学
大阪経済大学入試成績優秀者特別奨学金 その他 入試成績による自動選考

特待生・成績優秀者
学費支援

一般選抜（前期）を経て入学した新入生で、学業・人物ともに優秀であること
給付奨学金

秋学期授業料相当額
30名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

大阪経済大学
大阪経済大学遠隔地学生奨学金・同窓会遠隔地学生奨学金 入学後

学費支援
その他

遠隔地出身の新入生に対する経済支援制度
遠隔地出身の新入生で、自宅外通学を余儀なくされる者のうち、学業・人物共に良好で、経済状況困難な者
※遠隔地：近畿圏(三重県を含む)を除く地域、および近畿圏にあっては、最短通学時間が片道2時間以上を要する地域 給付奨学金

１部生：200,000円　２部生：100,000円
50名（内、同窓会枠20名） 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

大阪経済大学
大阪経済大学緊急修学援助奨学金 在学中 1年生～4年生

学費支援
その他

家計急変者に対する経済支援制度
人物・学業成績とも良好で、家計急変として本学が定める基準を満たす学生

給付奨学金
一学期授業料相当額の半額

20名（新入生5名、新入生以外15
名）

地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

大阪経済大学
大阪経済大学大樟奨学金 その他 学業成績による自動選考

特待生・成績優秀者
学費支援

２～４年次の在学生で、学業・人物ともに優秀であること。　※前年度の学内成績優秀者対象
給付奨学金

年間授業料相当額の半額
①１年間 各学年30名程度 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

大阪経済大学
大阪経済大学勤労・社会人学生奨学金 在学中

学費支援
その他

勤労・社会人学生に対する経済支援制度
人物・学業成績とも良好で、正社（職）員またはそれに準ずる勤労をしていること

給付奨学金
年間授業料相当額の半額

①１年間 各学年若干名 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

大阪経済大学
大阪経済大学教育ローン援助奨学金 在学中

学費支援
その他

特定の教育ローンを利用して学費等を納入した者に対
し、在学中にその返済にかかる利子を給付する（利子
補給）制度

特定の教育ローンを利用し学費等を納入した者

給付奨学金

各学期に負担した利息合計分（各学期上限25,000円）

①各学期 各学期25名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

大阪経済大学
大阪経済大学交換国際留学生奨学金 その他 例年９月および11月頃。 留学費用支援制度

外国の大学との学生交換協定に基づく派遣留学が認められた者。
給付奨学金

留学期間に応じて月額50,000円、また留学先の授業料は免除される。
留学期間と同じとし、最長１
年間

１大学につき、２名程度（学生交
換協定による）

地域の制限なし 国際部　国際交流課 併用可 併用可

大阪経済大学
大阪経済大学認定留学生奨学金 その他 例年５月および11月頃。

学費支援
留学費用支援制度

認定校への留学が許可された者。
給付奨学金

留学期間に応じた本学の授業料相当額
留学期間と同じとし、最長１
年間

人数制限無し。 地域の制限なし 国際部　国際交流課 併用可 併用可

大阪経済大学
大阪経済大学ジャンプ・アップ海外留学奨学金 その他 派遣留学および認定留学の募集時期による。

学費支援
留学費用支援制度

外国の大学との学生交換協定に基づく派遣留学が認められた者および認定校への留学が許可された者。

給付奨学金

月額5・10・15万円（留学先地域等により給付額が異なる。） 留学期間が１学期間の場合
は５ヵ月、２学期間の場合は
１０ヵ月を上限とする。

派遣留学または認定留学が認め
られた者で、所定の選考に合格
した者。

地域の制限なし 国際部　国際交流課 併用可 併用可

大阪経済大学
大阪経済大学課外活動蒼穹奨励金 在学中

課外活動支援制度
その他

課外活動（学術、文化、芸術、スポーツ、社会貢献等）
で高い能力を発揮した者を表彰

課外活動（学術、文化、芸術、スポーツ、社会貢献等）で高い能力を発揮した者
給付奨学金

団体・個人、実績・結果等により給付額が異なる
①１年間 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

大阪経済大学
大阪経済大学アスリート支援奨学金 その他 対象者には11月頃に案内

学費支援
その他

スポーツに打ち込む学生を支援

スポーツ評価型選抜（前期）指定の競技種目で合格し、人物・学業共に優秀な者

給付奨学金

年間授業料相当額 ①１年間
②最短修業年限内での継続
制度あり（成績基準あり）

21名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

大阪芸術大学
大阪芸術大学奨学金（学業優秀者） その他 前年度の成績により自動選出 特待生・成績優秀者

学業成績が優秀かつ本学の理念を体現しうると期待できる学生に対して奨学金を支給し学業を奨励する。採用人数は学科ごとに若干名、各学年80名以内（令和2
年度以前の入学者は40名）。 給付奨学金

500,000円
年度内１回限り

各学年80名以内（令和2年度以
前の入学者は40名）

地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

大阪芸術大学 緊急奨学金 随時 学費支援
家計支持者の死亡により,著しく家計が急変し、就学が困難になった学生に対して、奨学金を支給する。学力基準あり。

給付奨学金
500,000円

地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

大阪芸術大学 震災・災害奨学金 随時 被災者資金支援
自然災害（火災・風水害・地震）により災害救助法適用地域の指定を受けた地域に家計支持者が居住し、就学が困難になった学生に対して奨学金を支給する。

給付奨学金
60万円を限度に支給

地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

大阪芸術大学
学費全額免除特待生制度 学校出願時 入学金・授業料減免

一般入学試験（センター試験＋専門試験 方式）において大学入試センター試験２教科(２科目)の成績が200点満点中180点以上、かつ専門試験の成績が200点満
点中180点以上の成績優秀者が対象。 免除・減免

学科により金額は異なる。
４年間 人数制限なし 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

大阪芸術大学
初年度授業料全額免除制度 学校出願時 入学金・授業料減免

一般入学試験（センター試験＋専門試験 方式）において大学入試センター試験２教科(２科目)の成績が200点満点中170点以上、かつ専門試験の成績が200点満
点中170点以上の成績優秀者が対象。 免除・減免

学科によって金額は異なる。
初年度のみ 人数制限なし 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

大阪芸術大学 新入生奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免
本学実施のすべての入学試験の成績優秀者。

給付奨学金
３０万円

１回限り ２００名 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

大阪芸術大学

ファミリー奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免

新入生対象

兄弟姉妹特別奨学金・・・本学に同時に在籍する者のうち、下位に入学した学生の入学金を免除。また、本学を卒業した学生の兄弟姉妹が入学した場合には、入学
金が半額になります。
同様の条件となる親子特別奨学金もあります。

給付奨学金
免除・減免

地域の制限なし 入試課、学生課 併用可 併用可

大阪経済法科大学

特別奨学生制度 入学手続時 入学金・授業料減免

１年生全学部対象、下記入学試験の成績優秀者あわせて最大２５０名

①一般試験・前期（３教科型・２教科型）
②一般前期プラス資格試験
③一般試験・前期（共通テストプラス型）
④共通テスト利用試験（Ⅰ期４教科型・３教科型）

免除・減免

初年度学費全額免除

１回限り 最大２５０名 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

大阪経済法科大学

国際学部特別奨学生制度（資格型） 入学手続時 入学金・授業料減免

１年生対象、下記入学試験にて国際学部を第一志望として出願・合格し、国際学部に入学手続きをする場合、出願時に対象の英語資格を取得していること。

●一般試験・前期
●一般試験・前期（共通テストプラス型）
●一般前期プラス資格試験
●共通テスト利用入試（Ⅰ型）

免除・減免

入学試験スコアに応じて、初年度学費全額もしくは入学金を免除

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

大阪経済法科大学

資格取得奨学金（入学時採用） その他 入学手続時または入学後 特待生・成績優秀者

１年生全学部対象、下記試験で合格し、入学までに対象資格を取得した者

●公募制推薦試験（前期・後期）
●指定校推薦試験
●AO入試　等
●専門学科・総合学科推薦試験
●資格利用入試（専願制・併願制）　他

給付奨学金

資格に応じて、１０万円または２０万円を給付

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

大阪経済法科大学

課外活動奨励奨学金（入学時採用） その他 出願書類にて選考、手続き不要 入学金・授業料減免

１年生全学部対象、下記試験に出願・合格し、入学手続きを行う者で、高校在学時にスポーツ活動または文化活動において顕著な活躍が認められること

●スポーツ推薦試験
●吹奏楽推薦試験
●文化活動推薦試験

免除・減免

入学金免除

１回限り 10～15名程度 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

大阪経済法科大学
学業奨励奨学金（各学部奨学金） 在学中 ２～４年生 特待生・成績優秀者

２～４年生全学部対象、学業が特に優秀な者。
給付奨学金

２０万円を上限として給付
当年度限り　※次年度以降
再度申請可能

各学部・学年3名程度 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

大阪経済法科大学
学業奨励奨学金（資格取得奨学金） 在学中 資格検定試験合格後６か月以内 資格取得支援制度

全学年全学部対象、難易度の高い国家試験に合格し、かつ本学における修学状況が良好な学生。

給付奨学金

１０万円～３０万円
当該年度限り　※次年度以
降再度申請可能。同一資格
への申請は不可。

人数制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

大阪経済法科大学
学業奨励奨学金（交換留学奨学金） 在学中 ２年生以上 留学費用支援制度

２年生以上全学部対象、本学留学規定により１セメスター以上の海外留学を行う学生で、本学における修学状況が良好であり、かつ語学堪能な人。
給付奨学金

（留学費用の一部として）３０万円
当年度限り　※次年度以降
再度申請可能

採用人数に関する定めなし 地域の制限なし 国際教育交流センター 併用可 併用可

大阪経済法科大学
学業奨励奨学金（特定留学奨学金） 在学中 ２年生以上 留学費用支援制度

２年生以上全学部対象、協定留学プログラム参加者
給付奨学金

留学先大学の授業料の全額または半額相当を給付
当年度限り　※次年度以降
再度申請可能

採用人数に関する定めなし 地域の制限なし 国際教育交流センター 併用可 併用可

大阪経済法科大学
課外活動奨励奨学金（在学時採用） 入学後 課外活動支援制度

２年生以上全学部対象、スポーツ活動または文化活動で顕著な活躍が認められる学生
免除・減免

年間授業料の全額または半額を減免
当該年度限り　※次年度以
降再度申請可能

採用人数に関する定めなし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

大阪経済法科大学
教育後援会奨学金（定時採用） 在学中 1年生～4年生 学費支援

全学年全学部対象、経済的理由で修学の継続が困難な学生。
給付奨学金

月額２万円（年額２４万円）
当該年度限り　※次年度以
降再度申請可能。

15名程度 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

大阪経済法科大学
教育後援会奨学金（応急採用） 随時 学費支援

全学年全学部対象、家計の急変などにより修学の継続が困難な学生。
給付奨学金

年額２０万円（一括）
当年度限り　※次年度以降
再度申請可能

10～15名程度 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

大阪経済法科大学
法科大学院進学奨励奨学金 在学中 特待生・成績優秀者

２年生以上の法学部生対象、法科大学院への進学を希望し、本学が実施する選考試験において優秀な成績を修めた学生
免除・減免

年間授業料の５０％相当額
当年度限り　※次年度以降
再度申請可能

採用人数に関する定めなし 地域の制限なし 併用可 併用可

大阪工業大学 成績優秀奨学金 在学中 2～4年次 特待生・成績優秀者
2年次以上に在学し、学業成績、人物ともに優秀で、経済的理由により就学困難と認められる者。

給付奨学金
年間授業料の半額相当額。

1年間 90人 地域の制限なし 厚生課 併用可 条件有りで併用可

大阪工業大学 特待奨学金 入学手続時 特待生・成績優秀者
本学所定の入学試験に合格し、入学試験成績が極めて優秀で、在学中、学業成績、人物ともに優秀な者。

給付奨学金
年間授業料の全額相当額

4年間 17人 地域の制限なし 厚生課 併用可 条件有りで併用可

大阪工業大学 入試選抜奨学金 入学手続時 特待生・成績優秀者
本学所定の入学試験に合格し、入学試験成績が特に優秀で、学業成績、人物ともに優秀な者。

給付奨学金
年間授業料の半額相当額

1年次のみ 143人 地域の制限なし 厚生課 併用可 条件有りで併用可

大阪商業大学
成績優秀奨学金 その他 5月下旬頃大学による選考 特待生・成績優秀者

対象学年・・・・2～4年生
学部・・・・・・全学部
資格・条件・・・学業で優れた成績を修めた学生

給付奨学金

150,000円を給付

年1回 各学年20名以内 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

大阪商業大学
大阪商業大学給付奨学金 在学中 1年生～4年生 学費支援

対象学年・・・・1～4年生
学部・・・・・・全学部
資格・条件・・・学資負担者の死亡や長期入院などにより家計が急変し、修学が著しく困難な学生

給付奨学金

370,000円（年間授業料の1/2）を上限に給付

在学中に1回 制限なし 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

大阪商業大学
大阪商業大学学生支援給付奨学金 在学中 7月中旬から9月末 学費支援

対象学年・・・・1～4年生
学部・・・・・・全学部
資格・条件・・・修学の熱意があるが経済的事情により修学が困難な学生

給付奨学金

111,000円（後期授業料の30％）を上限に給付　※前期中に募集

年1回 10名 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

大阪商業大学
谷岡奨学金 在学中 12月頃大学による選考及び自己推薦 その他 文化・芸術、スポーツ、社会活動等の分野を助成

対象学年・・・・2～4年生
学部・・・・・・全学部
資格・条件・・・文化・芸術、スポーツ、社会活動などで本学の名を著しく高め、将来の活躍が期待できる者・団体

給付奨学金

300,000円を最高額として給付

年1回 6名（団体）上限 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

大阪商業大学
大阪商業大学教育ローン利子補給奨学金 在学中 7月中旬から8月末 その他 教育ローンにかかわる利子の給付

対象学年・・・・1～4年生
学部・・・・・・全学部
資格・条件・・・本学が定めた家計基準を満たし、かつ指定する金融機関より教育ローンを利用した者

給付奨学金

50,000円（年間）を上限とし給付

1年間 全学年で若干名 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

大阪商業大学
兄弟姉妹入学金免除制度 入学後 入学金・授業料減免

対象学年・・・・1年生(新入生)
学部・・・・・・全学部
資格・条件・・・入学年度において、入学生の兄弟姉妹が本学学部または大学院に在学中の者（同時入学も含む）

免除・減免

220,000円（入学金相当額）を返還

入学年時のみ 制限なし 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

大阪商業大学
新入生奨学金制度（一般入学試験前期A・B日程、 大学入学共通テスト利用
A・B日程利用）

その他 申請不要
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免
資格取得支援制度

対象者：対象入学試験利用＋入試成績上位者（全学部）

給付奨学金

・740,000円（授業料相当額）付与
・本学が開講している資格講座の受講料が無料（年間２講座、４年間で最大８講座まで） 入学年次のみ適用

人数制限なし 地域の制限なし 広報入試課 併用可 併用可

大阪商業大学
新入生奨学金制度（指定校推薦入学試験・入学金免除） その他 申請不要

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

対象者：対象入学試験利用＋調査書の「全体の学習成績の状況」が4.5以上で、かつ「国語の学習成績の状況」が4.3以上（全学部）
免除・減免

入学金（220,000円）全額免除
入学年次のみ適用 定めなし 地域の制限なし 広報入試課 併用可 併用可

大阪商業大学
新入生奨学金制度（指定校推薦入学試験・チャレンジ制度） その他

チャレンジ制度の申込案内は、合否発表日に行い、受験票については、
2024年1月中旬に本学より郵送

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免
資格取得支援制度

対象者：対象入学試験利用＋チャレンジ制度成績上位者（全学部）

給付奨学金

・260,000円（学費の1／4相当額）給付
・本学が開講している資格講座の受講料が無料（年間２講座、４年間で最大８講座まで） 入学年次のみ適用

定めなし
地域の制限なし 広報入試課 併用可 併用可

大阪商業大学
新入生奨学金制度（指定校推薦入学試験・資格/検定） その他 申込案内は合否発表日に行う

入学金・授業料減免
資格取得支援制度

対象者：対象入学試験利用＋本学が指定する資格・検定に合格した者（全学部）
給付奨学金

・260,000円（学費の1／4相当額）給付
・本学が開講している資格講座の受講料が無料（年間２講座、４年間で最大８講座まで） 入学年次のみ適用 定めなし 地域の制限なし 広報入試課 併用可 併用可

大阪商業大学

新入生奨学金制度（資格利用入学試験） 在学中 申請不要
入学金・授業料減免
資格取得支援制度

対象者：全学部、対象入学試験利用者+

【A区分】
（1）調査書の「全体の学習成績の状況」が4.0以上の者
（2）本学が指定する資格・検定に合格した者

【B区分】
（1）調査書の「全体の学習成績の状況」が3.3以上の者。
（2）本学が指定する資格・検定で、検定分野が異なる2分野以上から資格を取得した者。
　※出願時に2分野以上から資格を取得していることが条件

給付奨学金

①A区分該当者：520,000円（学費の1／2相当額）＋入学金半額（110,000円）免除
　B区分該当者：260,000円（学費の1／4相当額）

②本学が開講している資格講座の受講料が無料（年間２講座、４年間で最大８講座まで）

入学年次のみ適用 定めなし 地域の制限なし 広報入試課 併用可 併用可

大阪商業大学
学費減免制度（全商協会資格利用入学試験） その他 申請不要

入学金・授業料減免
資格取得支援制度

対象者：対象入学試験利用者（全学部）

免除・減免

・入学金半額免除（220,000円→110,000円）
・学費半額免除（1,040,000円→520,000円）
・本学が開講している資格講座の受講料が無料（年間２講座、４年間で最大８講座まで）

入学年次のみ適用 50名 地域の制限なし 広報入試課 併用可 併用可

大阪商業大学
学費減免制度（GETコース履修生） その他 申請不要 入学金・授業料減免

GETコース履修者（全学年・全学部）

免除・減免

・授業料：半額免除
・留学先の学費：無料
・本学が開講している資格講座の受講料が無料（年間2講座）

４年間（※GETコースを途中
で離脱した場合は、離脱した
次学期から学費等の減免は
適用されない）

定めなし 地域の制限なし 広報入試課 併用可 併用可

大阪商業大学
シニア特別授業料減免制度 その他 申請不要 入学金・授業料減免

対象者：社会人入学試験利用＋入学年度の4月1日の年齢が満65歳以上の方

免除・減免

入学年度の4月1日の年齢×5,000円を減免 1年次入学：4年間
3年次入学：2年間 定めなし 地域の制限なし 広報入試課 併用可 併用可

大阪樟蔭女子大学

緊急給付奨学金 入学後 学費支援

【対象学年・学部】
全学生
【資格・条件】
著しく成績が不良でない者で、原則として本学在学中に、家計の急変により、学業継続の意志があるにもかかわらず、就学が困難と認められる者。ただし、申請前1
年間に事由が生じた場合に限る。

給付奨学金

年間授業料と施設費の半額相当額

当該年度内 若干名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可

大阪樟蔭女子大学
給付奨学金 入学後 学費支援

【対象学年・学部】
全学生
【資格・条件】
成績が不良でない者で、学業継続の意思があるにもかかわらず、経済的事情により就学が困難と認められる者。成績基準あり。

給付奨学金

年間授業料の半額相当額

当該年度内 10名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可

大阪樟蔭女子大学
後援会奨学金 入学後 学費支援

【対象学年・学部】
全学生
【資格・条件】
学業継続の意思があるにもかかわらず、経済的事情により就学が困難と認められる者。

給付奨学金

年間30万円

当該年度内 10名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可

大阪樟蔭女子大学
教育ローン利子補給奨学金 入学後 学費支援

【対象学年・学部】
全学生
【資格・条件】
成績が不良でない者で、オリコ学費サポートプランの教育ローンを利用している者。成績基準・家計基準あり。

給付奨学金

当該年度の支払利子額

当該年度内 該当者 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

大阪樟蔭女子大学
特別給付奨学金制度 入学手続時

特待生・成績優秀者
学費支援

【資格・条件】
各学科において合格者の入試成績上位10％かつ得点率が80％以上の者。

給付奨学金

年間30万円 4年間
※各学年度末の成績により、
基準をクリアすれば継続され
ます。

地域の制限なし 併用可 併用可

大阪樟蔭女子大学
留学に関する奨学金 在学中 留学費用支援制度

【資格・条件】
本学が主催する長期または中期の海外研修プログラムに参加、TOEICの成績において、一定の条件を満たした者。 給付奨学金

10万円
地域の制限なし

大阪樟蔭女子大学
留学に関する授業料減免 在学中

学費支援
留学費用支援制度

【資格・条件】
本学の「長期」または「中期」の海外研修プログラムに参加し、定められた手続き、および条件をクリアした者に対し、研修終了後に減免。 免除・減免

長期研修75万円
中期研修30万円 地域の制限なし

大阪体育大学
入学試験成績優秀者奨学金制度 その他

一般選抜（２教科型）の成績優秀者に自動的に付与されるため、申請は
必要ない。

入学金・授業料減免
スポーツ科学部・教育学部の一般選抜２教科型合格者のうち、入学試験成績上位の若干名が１年次の授業料全額免除を受けることができる。

免除・減免
１年次の授業料全額免除

１年間 若干名 地域の制限なし 入試部 併用可 併用可

大阪体育大学
スポーツ奨学金制度 学校出願時 入学金・授業料減免

スポーツ特別総合型選抜入試・DASHアスリート特別総合型選抜の合格者のうち、特に競技力に優れている者を対象とした制度。授業料、施設費等の免除を受ける
ことができる。 免除・減免

授業料または施設費等の減免
１年間 地域の制限なし スポーツ局 併用可 併用可

大阪体育大学 学業成績優秀者奨学金制度 入学後 入学金・授業料減免
各年次の成績上位者に、次年度の授業料全額を免除する。

免除・減免
授業料全額

１年間 若干名 地域の制限なし 教学部学生支援担当 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

大阪体育大学
浪商学園創立100周年記念奨学金（野田三郎奨学金） 入学後 入学金・授業料減免

２０２１年の学園創立１００周年を契機に、浪商学園の発展に大きく尽力した野田三郎氏の功績をたたえ、建学の精神を尊び、人材の育成に資することを目的に設立
された奨学金で、学業成績優秀者に対して学資金援助を行う。 給付奨学金

２０万円
１年間 若干名 地域の制限なし 教学部学生支援担当 併用可 併用可

大阪電気通信大学
入学試験成績優秀者奨学制度 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

1) 一般入学試験前期における成績の得点率７０％以上、かつ得点順位１位～３０位までの合格者

2) 一般入学試験前期における成績の得点率７０％以上、かつ得点順位３１位～５０位までの合格者
免除・減免

１）１～３０位、学費全額免除
２)３１～５０位、学費半額免除 最短修業年限（ただし、毎年

度末に継続審査あり）
最大50名 地域の制限なし 学務部学務課 併用可 併用可

大阪電気通信大学 大阪電気通信大学後援会・友電会貸与奨学金 在学中 希望時 学費支援
経済事情に急変のあった学生

貸与奨学金
学費相当額

原則1回 希望者数 地域の制限なし 学務部学務課 併用可 併用可

大阪電気通信大学 大阪電気通信大学特別奨学金 入学後 入学金・授業料減免
本学に現在在籍する親族又は卒業した者の親族(２親等以内)のいる学生

給付奨学金
入学金相当額

入学時のみ 申請者全員 地域の制限なし 学務部学務課 併用可 併用可

大阪電気通信大学 大阪電気通信大学資格取得支援奨学制度 入学後 資格取得支援制度
プログラミングAO入学試験合格者に対して、入学後に開講されるICT関連資格講座の受講料免除

その他
資格講座受講料

受講時 対象者のうち申請者のみ 地域の制限なし 学務部学務課 併用可 併用可

大阪大谷大学
入学試験成績優秀特別奨学金制度 入学後 特待生・成績優秀者

指定した入学試験における第1志望の成績上位合格者。
継続支給のため毎年1年間の学業成績審査あり。

給付奨学金

20万円(年額)
文学部・教育学部・人間社会
学部は最長4年間
薬学部は実施していない

指定した入学試験による上限人
数
計53名

地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

大阪大谷大学

修学支援給付奨学金制度 在学中 ２回生以上 学費支援

(1)　大学の学則に定める修業年限内の学生（ただし１年生は除く）
(2)　納付金に関する規程により減免を受けていない者
(3)　卒業に必要な単位数のうち、各学年において所定の単位数を取得し、かつ前年度の成績において優・良の合計が80％以上である者（ただし平成27年度入学生
より秀・優・良の合計が80％以上である者）
(4)　学資負担者の失職・破産・病気・死亡若しくは災害援助法を適用された地震・風水害等の被害を受けたことにより家計が急変し、修学の継続が困難となった者
あるいは、学資負担者の前年度の総所得額が細則に定める所得基準額以下で経済的理由により修学が困難と認められる者

日本学生支援機構その他諸団体の奨学金を受けている者であっても奨学金を受けることができるが、大学独自の他の奨学金を受給していない者

給付奨学金

各学部の該当期（前期・後期のいずれか）の納付金（授業料・施設費）

在籍期間において1回限り 年間6名以内 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

大阪大谷大学

修学支援貸与奨学金制度 在学中 2回生以上 学費支援

(1)　大学の学則に定める修業年限の学生（ただし１年生は除く）
(2)　納付金に関する規程により減免を受けていない者
(3)　人物が学生としてふさわしく、将来良識のある社会人として活動する見込みがあると認められる者(4)　学資負担者の失職・破産・病気・死亡若しくは災害援助法
を適用された地震・風水害等の被害を受けたことにより家計が急変し、修学の継続が困難となった者あるいは、学資負担者の前年度の総所得額が細則に定める所
得基準額以下で経済的理由により修学が困難と認められる者

日本学生支援機構その他諸団体の奨学金を受けている者であっても奨学金を受けることができるが、大学独自の他の奨学金を受給していない者

貸与奨学金

薬学部は90万円、その他の学部においては50万円を上限

原則、在籍期間において1回
限り

年間20名以内 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

大阪大谷大学
薬学部特待生制度 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

薬学部入学時に選考、成績審査通過者は最終学年まで継続。
公募制推薦入試(前期＜A・B日程＞)成績上位合格者各3名・計6名
一般入試(前期)成績上位合格者4名

免除・減免

846万円(年額141万円×6年間)
授業料以外の納付金等は免除対象外 免除期間は入学時から6年

間
10名 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

関西大学
関西大学新入生給付奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

対象学年：1年次生
学部： 法学部・文学部・経済学部・商学部・社会学部・政策創造学部・人間健康学部
 　　　外国語学部・総合情報学部・社会安全学部・システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部
資格：学部新入生のうち入学試験の成績が特に優秀で、かつ、経済的理由により修学が困難な者

給付奨学金

法学部・文学部・経済学部・商学部・社会学部  300,000円
政策創造学部・人間健康学部 　　　　　　　　　  330,000円
外国語学部・総合情報学部・社会安全学部  380,000円
システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部  450,000円

①１年間
②１回限り

地域の制限なし 奨学支援グループ 条件有りで併用可 条件有りで併用可

関西大学
関西大学学部給付奨学金 在学中 春募集

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

対象学年：2年次以上
学部： 法学部・文学部・経済学部・商学部・社会学部・政策創造学部・人間健康学部・
　　　 外国語学部・総合情報学部・社会安全学部・システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部
資格：2年次以上に在学する学部学生の内、経済的理由により修学が困難で、かつ、学業成績が特に優秀な者

給付奨学金

法・文・経済・商・社会学部：300,000円
 政策創造・人間健康学部：330,000円
 外国語・総合情報・社会安全学部：380,000円
 システム理工・環境都市工・化学生命工学部：450,000円

1年間（再出願可） 地域の制限なし 奨学支援グループ 条件有りで併用可 条件有りで併用可

関西大学

植田奨励金 その他 春募集
特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

対象学年：2年次生以上
学部： 法学部・文学部・経済学部・商学部・社会学部・政策創造学部・人間健康学部・
　　　 外国語学部・総合情報学部・社会安全学部・システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部
資格：2年次以上に在学する優秀な学生で、家計状況により修学が困難であるが修学に強い熱意のある者

給付奨学金

年額500,000円

1年間（再出願可） 地域の制限なし 奨学支援グループ 併用可 併用可

関西大学
赤井・柳楽・久井・野田奨学基金給付奨学金 その他 1年次の秋学期

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

対象学年：2年次生
学部： 法学部・文学部・経済学部・商学部・社会学部・政策創造学部・人間健康学部・
　　　 外国語学部・総合情報学部・社会安全学部・システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部
資格：2年次に在学する特に優秀な学生で、修学の熱意があり、家計状況により修学が困難な者

給付奨学金

年額240,000円

3年間 地域の制限なし 奨学支援グループ 併用可 併用可

関西大学
関西大学校友会学部給付奨学金 その他 受給年度の前年度秋学期

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

対象学年：2年次以上
学部： 法学部・文学部・経済学部・商学部・社会学部・政策創造学部・人間健康学部・
　　　 外国語学部・総合情報学部・社会安全学部・システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部
資格：2年次以上に在学する学業成績が優秀な学生で、家計状況により修学が困難であるが修学に強い熱意のある者

給付奨学金

年額240,000円

3年間又は1年間 地域の制限なし 奨学支援グループ 併用可 併用可

関西大学

関西大学「学の実化」入学前予約採用型給付奨学金 その他 入学前年の11月
特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

対象学年：1年次生
学部： 法学部・文学部・経済学部・商学部・社会学部・政策創造学部・人間健康学部・
　　　 外国語学部・総合情報学部・社会安全学部・システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部
資格：関西大学への入学を強く希望し一般入学試験又はセンター利用入学試験により入学した学部学生で、経済的理由により修学が困難な者

給付奨学金

法・文・経済・商・社会学部：関西圏外からの進学者400,000円　関西圏内からの進学者300,000
円
 
 政策創造・人間健康学部：関西圏外からの進学者430,000円　関西圏内からの進学者330,000
円
 
 外国語・総合情報・社会安全学部：関西圏外からの進学者480,000円　関西圏内からの進学者
380,000円
 
 システム理工・環境都市工・化学生命工学部：関西圏外からの進学者550,000円　関西圏内か
らの進学者450,000円

標準修業年限 ②人数制限なし 地域の制限なし 奨学支援グループ 条件有りで併用可 条件有りで併用可

関西医科大学

関西医科大学特待生制度 その他 入学試験の成績により決定する
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【関西医科大学特待生制度】

〔医学部〕
一般選抜試験（前期）合格者のうち、上位30名には、勉学奨励を目的として、初年度納入金のうち、授業料等を免除する。

〔看護学部〕
次の対象者には勉学奨励を目的として、初年度納入金のうち、授業料等を免除する。
・一般選抜試験（３教科型）合格者のうち成績優秀者10名
・大学入学共通テスト利用選抜試験（3教科型）合格者のうち成績優秀者2名
・大学入学共通テスト利用選抜試験（5教科型）合格者のうち成績優秀者1名

〔リハビリテーション学部〕
次の対象者には勉学奨励を目的として、初年度納入金のうち、授業料等を免除する。
・学校推薦型選抜試験（専願制・併願制）合格者のうち成績優秀者6名（理学料学科3名、作業療法学科3名）
・一般選抜試験（３教科型）合格者のうち成績優秀者20名（理学療法学科10名、作業療法学科10名）

免除・減免

【医学部】初年度納入金のうち、授業料、実験実習費、施設設備費、教育充実費の全額、合計
190万円を免除する。
【看護学部】初年度納入金のうち、授業料、実験実習費、教育充実費の全額、合計155万円を
免除する。
【リハビリテーション学部】初年度納入金のうち、授業料（前期）実験実習費、教育充実費の全
額、合計96万円を免除する。

入学資金納入時

〔〔医学部〕
一般選抜試験（前期）合格者のう
ち上位30名

〔看護学部〕
・一般選抜試験（３教科型）合格
者のうち成績優秀者10名
・大学入学共通テスト利用選抜
試験（3教科型）合格者のうち成
績優秀者2名
・大学入学共通テスト利用選抜
試験（5教科型）合格者のうち成
績優秀者1名

〔リハビリテーション学部〕
・学校推薦型選抜試験（専願制・
併願制）合格者のうち成績優秀
者6名（理学料学科3名、作業療
法学科3名）
・一般選抜試験（３教科型）合格
者のうち成績優秀者20名（理学
療法学科10名、作業療法学科10
名）

地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西医科大学
関西医科大学医学部学生奨学金 在学中 ２～６学年の４月 学費支援

【医学部】入学後の家計急変により学資の支弁が困難になった学生又は卒業後本学に勤務することを希望する学生で、学業成績及び人物性行の良好な2～6学年
の学生を対象として審査を経て貸与する。 貸与奨学金

【医学部】授業料及び実験実習費の合計金額以内。
1年間 制限なし。審査により決定 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

関西医科大学

関西医科大学学生奨学金（特別枠入学） 入学後 学費支援

【医学部】特別枠で入学した学生のうち希望者。

貸与奨学金

在学する6年間、毎年100万円を限度に貸与する。
卒業後、原則2年間の臨床研修を本学で行い、専門研修以降に本学が指定する医師不足地域
（大阪泉南部・京都北部・兵庫県中北部・三重・和歌山・滋賀など）の医療機関、本学の医師不
足診療科(産婦人科・小児科・救急医学科・外科・内科等）に臨床研修を含め10年以上勤務すれ
ば、奨学金の返済を全額免除する。

在学する6年間。1カ年ごとに
申請必要。

各入学年度に10名 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

関西医科大学

研究医養成コース貸与奨学金 在学中 3学年以降毎年 学費支援

【医学部】３学年から研究医養成コースに選抜された学生のうち希望者。

貸与奨学金

研究医養成コースに在籍する計4年間、毎年100万円を貸与する。
学部卒業後引き続き、又は初期臨床研修修了後引き続き、又は初期臨床研修２年目に本学大
学院に進学し基礎社会系講座を専攻する。或いは、臨床系講座を専攻し、他科目履修により基
礎社会系講座で研究活動を行うものとする。
本学大学院を修了した後、貸与期間以上本学で研究医として研究業務に従事した者には奨学
金全額の返済を免除する。

3～6学年まで１カ年ごとに継
続申請を行い、通算４年間受
けるものとする。

制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

関西医科大学
関西医科大学特定診療科勤務を条件とする奨学金 在学中 ５・６学年の４月 学費支援

【医学部】学業成績が優秀及び人物性行が良好で、本学附属の医療機関での初期臨床研修を優先志願し、引き続き本学附属の医療機関の特定診療科（外科・産
科婦人科・麻酔科・救急医学科）に3年以上勤務することを希望する5・6学年の学生を対象に、審査を経て貸与する。 貸与奨学金

貸与額は毎年160万円を限度とし、最長2年間貸与する。
卒業後、貸与条件を満たせば、奨学金の返済を全額免除する。

5～６学年まで１カ年ごとに継
続申請を行い、通算２年間受
けるものとする。

各診療科に５名まで 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

関西医科大学
関西医科大学慈仁会給付奨学金 在学中 ２～６学年の４月

特待生・成績優秀者
学費支援

【医学部】学業成績が優秀及び人物性行の良好な2～6学年の学生を対象。各学年前年度の成績上位3名が対象。
給付奨学金

月額5万円
１年間 各学年３名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

関西医科大学
関西医科大学看護学部学生給付奨学金 在学中 2～４学年

特待生・成績優秀者
学費支援

【看護学部】学業成績が優秀及び人物性行の良好な2～4学年の学生を対象として審査を経て給付する。給付額は月額5万円で各学年前年度の成績上位3名が対
象となる。 給付奨学金

月額5万円
1年間 各学年3名 地域の制限なし 看護学部事務部 併用可 併用可

関西医科大学
関西医科大学附属の医療機関勤務を条件とする看護学部貸与奨学金 在学中 1～4学年の毎春 学費支援

【看護学部】学業成績が優秀及び人物性行が良好で、卒業後、本学附属の医療機関に就職を希望する学生を対象に、審査を経て貸与する。

貸与奨学金

貸与額は年50万円を限度とし、原則4年間貸与する。
貸与人数は各学年70名以内とする。卒業後、本学の附属の医療機関に就職し、一定の条件を
満たせば、奨学金の返済を一部（56万円）免除する。

原則4年間 1学年70名以内。 地域の制限なし 看護学部事務部 併用可 条件有りで併用可

関西医科大学
関西医科大学看護学部学生貸与奨学金 在学中 2～4学年の4月 学費支援

【看護学部】入学後の家計急変により学資の支弁が困難になった学生で、学業成績及び人物性行の良好な2～4学年の学生を対象として審査を経て貸与する。
貸与奨学金

貸与額は授業料、実験実習費及び教育充実費の合計額以内とする。
１年間

人数制限なし 地域の制限なし 看護学部事務部 併用可 併用可

関西医科大学
関西医科大学リハビリテーション学部学生給付奨学金 在学中 ２～４学年の4月

特待生・成績優秀者
学費支援

学業成績が優秀及び人物性行の良好な２～４学年の学生を対象として審査を経て給付する。各学年前年度の成績上位者5名が対象となる。
給付奨学金

月額５万円
１年間 ５名 地域の制限なし リハビリテーション学部事務室 併用可 併用可

関西医科大学 関西医科大学リハビリテーション学部学生貸与奨学金 在学中 ２～４学年の4月 学費支援
入学後の家計急変により学資の支弁が困難になった学生で、学業成績及び人物性行の良好な２学年～４学年を対象として審査を経て貸与する。

貸与奨学金
貸与額は、授業料、実験実習費及び教育充実費の合計額以内

１年間 制限なし 地域の制限なし リハビリテーション学部事務室 併用可 併用可

関西医科大学 藤森民子賞 その他 入学試験の成績により決定する 特待生・成績優秀者
一般選抜試験（前期）の合格者のうち、最優秀の成績で入学した学生を賞し、学業資金に充てるため、500万円を贈呈する。

給付奨学金
500万円

一括支給 1人 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

関西医科大学 鮫島美子賞 その他 入学試験の成績により決定する 特待生・成績優秀者
一般選抜試験（前期）の合格者のうち、最優秀に次ぐ成績で入学した学生を賞し、学業資金に充てるため、200万円を贈呈する。

給付奨学金
200万円

一括支給 1人 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

関西外国語大学

関西外国語大学グローバル人材育成特待生奨学金制度 その他 成績上位者が対象のため申込不要
特待生・成績優秀者
学費支援

対象となる入試における成績上位の者。

免除・減免

年間授業料800,000円×4カ年
総額3,200,000円

大学：最大４年間
短大：最大２年間
＊2年次以降の給付につい
ては継続要件があります。

大学60名
短大10名

地域の制限なし 入試部 併用可 併用可

関西外国語大学
関西外国語大学谷本入学時支援奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免

優秀な成績で合格し、入学時の費用を減免する支援が必要と認定される者。
免除・減免

入学時に必要となる入学金・春学期授業料・春学期教育充実費の半額
入学時のみ

約100～130人(大学・短大あわせ
て)

地域の制限なし 学生部 併用不可 併用可

関西外国語大学
関西外国語大学谷本学業継続緊急支援奨学金 その他

家計急変事由の発生から３ヵ月以内。ただし、新入生については、事由
の発生時期は、入学日以降。

入学金・授業料減免
学業・人物ともに優れ、家計の著しい急変などにより教育上経済的な支援が必要と認められる者。

免除・減免
当該年度の授業料および教育充実費の半額

原則、在学中１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学生部 条件有りで併用可 併用可

関西外国語大学
関西外国語大学谷本災害給付奨学金 随時 入学金・授業料減免

父母等の家計支持者の居住地が災害救助法適用地域またはその近隣地域であり、被災により家計支持者が死亡、もしくは家屋が全壊・半壊したなど、経済的理由
で修学に困難があると認められる場合 免除・減免

当該学期の授業料および教育充実費（入学予定者については、入学金も免除）
ただし、居住する家屋が半壊の場合は、二分の一の免除となる 同一災害につき1回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

関西外国語大学
関西外国語大学同窓会奨学金 在学中 ２年生～4年生（３年次編入生は４年次のみ）

学費支援
用途を定めない経済的支援

２年生～４年生の学生（３年次編入生は４年次のみ）

学業成績、人物ともに優れており、経済的支援あ必要と認められる者
給付奨学金

年額３６万円

在学中１回限り 大学、短大あわせて３０名程度 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

関西外国語大学
関西外国語大学荒川化学・戸毛敏美奨学金 在学中 ２年生～4年生（３年次編入生は４年次のみ）

学費支援
用途を定めない経済的支援

２年生～４年生で、中国語科目を修得もしくは履修中の者（３年次編入生は４年次のみ）。学業成績、人物ともに優れ、経済的支援が必要と認められる者。
給付奨学金

年額２０万円
在学中１回限り 大学、短大あわせて１０名程度 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

関西外国語大学 関西外国語大学課外活動支援奨学金 随時 その他 試合に参加するための遠征費（交通費、宿泊費）
西日本大会以上の競技会へ出場した団体のクラブ員

給付奨学金
試合に参加するための遠征費（交通費、食事代を除く宿泊費）

1回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

関西外国語大学
関西外国語大学谷本国際交流奨学金 在学中 1年生～4年生 留学費用支援制度

1年～4年生の外国語学部、英語国際学部、英語キャリア学部、国際共生学部学生対象

要件：成績優秀な本学派遣留学生で、選考試験合格者
給付奨学金
免除・減免

給付奨学金：留学先大学によって異なる
免除・減免：留学先大学の授業料を免除または減免

留学期間中（留学期間はプ
ログラムによって異なるが、
最短1学期間、最長3年間）

人数制限なし（年間約350人） 地域の制限なし 国際交流部 併用可 併用可

近畿大学
近畿大学奨学金 入学後 学費支援

本学に在学する学生のうち日本学生支援機構第2種奨学金の家計基準を満たす者

貸与奨学金

年額60万円（薬学部医療薬学科は年額80万円）
1年間（一括貸与） 602名（全キャンパス）

地域の制限なし
学生部奨学課（東大阪キャンパ
ス）、各学部の学生センター（他
キャンパス）

併用可 条件有りで併用可

近畿大学
近畿大学応急奨学金 随時 学費支援

本学に在学する学生のうち過去1年以内に家計支持者の失職・破産・倒産・離別・病気・死亡等により家計が急変したため緊急に奨学金が必要になった者。

貸与奨学金

年額60万円（原則）
1年間（一括貸与） 人数制限なし

地域の制限なし
学生部奨学課（東大阪キャンパ
ス）、各学部の学生センター（他
キャンパス）

併用可 条件有りで併用可

近畿大学
近畿大学災害特別奨学金 随時 学費支援

過去5年以内に災害に遭い公的機関から「罹災証明書」が発行され経済的理由により就学が困難な者

貸与奨学金

年額60万円（原則）
1年間（一括貸与） 人数制限なし

地域の制限なし
学生部奨学課（東大阪キャンパ
ス）、各学部の学生センター（他
キャンパス）

併用可 条件有りで併用可

近畿大学
近畿大学給付奨学金 在学中 全学年 学費支援

大学が定める学力および世帯の収入基準の両方を満たす者。
・学力…1学年は受験時の調査書評定平均値が3.8（医学部のみ4.0）以上。2学年以上は前年度までの累積成績による席次が所属学部、及び学年で3分の1以内の
者かつ標準取得単位数［累積取得単位数÷最短修業年限×（前年度の学年）］以上取得している者
・家計…日本学生支援機構学部第1種奨学金の家計基準を満たしている者

給付奨学金

年額３０万円

1年間（一括給付）
300名（全キャンパス） 地域の制限なし

学生部奨学課（東大阪キャンパ
ス）、各学部の学生センター（他
キャンパス）

条件有りで併用可 条件有りで併用可

近畿大学
近畿大学入学前予約採用型給付奨学金 その他 入学前に申請 学費支援

大学への入学を強く希望し受験予定の人。高等学校の成績が評定平均値3.8以上の人（医学部4.0以上）日本学生支援機構学部第1種奨学期の家計基準を満たし
ている者 給付奨学金

年額３０万円
1年間（一括給付） 150名（全キャンパス）

地域の制限なし
学生部奨学課（東大阪キャンパ
ス）、各学部の学生センター（他
キャンパス）

条件有りで併用可 条件有りで併用可

近畿大学
入学試験の成績優秀者対象特待生 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

進学する学部により採用基準および人数が異なる

免除・減免

最短修業年限内の授業料の全額または半額免除。
※進学する学部により免除額が異なる。毎年継続審査あり。 進学する学部により異なる

進学する学部により異なる
地域の制限なし 所属学部の学生センター 条件有りで併用可 条件有りで併用可

近畿大学
在学中の成績優秀者対象特待生 在学中 全学年

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

所属する学部により採用基準および人数が異なる
給付奨学金
免除・減免

所属する学部により給付・免除額が異なる
進学する学部により異なる 進学する学部により異なる

地域の制限なし 所属学部の学生センター 条件有りで併用可 条件有りで併用可

四天王寺大学 入学試験成績優秀者奨学金 入学手続時 特待生・成績優秀者
本学の大学一般選抜前期日程および短期大学部学校推薦型選抜基礎における成績が各学科合格者の上位１０％以内の者

給付奨学金
３０万円

入学後 地域の制限なし 入試・広報課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

四天王寺大学
入学試験成績優秀者遠隔地奨学金 入学手続時 特待生・成績優秀者

出身高校の所在地および保護者の現住所が近畿地方並びに三重県以外の日本国内の都道府県にある者のうち、本学の大学一般選抜前期日程および短期大学
部学校推薦型選抜基礎における成績が各学科合格者の上位２０％以内の者
※入学試験成績優秀者奨学金との併給はできません。

給付奨学金

３０万円

入学後 地域の制限なし 入試・広報課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

四天王寺大学
学内奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

①学業成績が特に優秀である者（３セメスター以上の者）
②経済的理由により修学が困難であるが、修学意欲がある者（１セメスター以上の者、高等教育修学支援新制度の採用者を除く） 給付奨学金

①３０万円
②３０万円

①７月末
②９月末

①大学６名、短大２名
②大学・短大合計６２名

地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

四天王寺大学
緊急・応急奨学金 随時 学費支援

本学に入学後、家計支持者死亡・失職ならびに病気や事故などにより、家計が急変し修学継続が困難な者
給付奨学金

１０万円、２０万円（家計急変内容による）
随時

１０名（年額２０万円）
３０名（年額１０万円）

地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

四天王寺大学

海外留学および長期研修奨学金 その他
海外留学・長期語学研修(夏学期)参加者：渡航予定前年度１０月中旬
海外留学・長期語学研修(冬学期)参加者：渡航年度５月中旬

留学費用支援制度

全学部・全学科対象

①外国の正規の高等教育機関に留学するもの、または、本学の提携する大学の付属機関およびその他教育機関にて１セメスター間相当以上の留学または研修を
行う者で、本学に２セメスター以上在学した者。
②第３セメスターに留学・長期研修の開始を希望する者は、第２セメスター終了時までに３５単位以上を修得していること。第４セメスターに留学・長期研修の開始を
希望する者は、第３セメスター終了時までに５５単位以上、第５セメスターに留学・長期研修の開始を希望する者は、第４セメスター終了時までに７０単位以上、第６セ
メスターに留学・長期研修の開始を希望する者は、第５セメスター終了時までに８５単位以上をそれぞれ修得していること。ただし、短期大学部の学生においては第
４セメスターでの留学・長期研修、また大学の学生においては第7セメスター以降での留学・長期研修は望ましくないものとする。
③原則として、「和の精神Ⅰ」「和の精神Ⅱ」の成績が「優」以上であること。
④直前のセメスターまでの通算ＧＰＡが２．３以上。ＧＰＡが２．６以上の者から上位１名を選考し成績最優秀者とする。

給付奨学金

１５万～１２０万円（成績や留学および研修期間による）

半年以上１年未満
年間、在学留学・研修１１名、休
学留学・研修２名を限度とする。

地域の制限なし グローバル教育センター 条件有りで併用可 条件有りで併用可

四天王寺大学
海外語学研修奨学金 その他

海外語学研修（夏学期）参加者：渡航年度５月中旬
海外語学研修（冬学期）参加者：渡航年度１０月中旬

留学費用支援制度

１年～４年の全学部・全学科対象

①本学提携校等へ４週間以上の語学研修を実施する者
②海外語学研修奨学金の受給申請をする者は、外国語能力検定試験を受験し、その成績を提出しなければならない。

給付奨学金

１０万円

研修期間中（４週間以上） 年間２０名 地域の制限なし グローバル教育センター 条件有りで併用可 条件有りで併用可

四天王寺大学
国際キャリア学科海外留学等特待生奨学金 在学中 １年次７月頃～９月頃

特待生・成績優秀者
留学費用支援制度

人文社会学部国際キャリア学科に在籍する１セメスターおよび２セメスターで、英語能力、学習意欲等が高く、本学が認める特待生対象プログラムに参加する者。
給付奨学金

奨学金の支給対象者負担額は５０万円を限度とし、それを超える額。
１年間 １０名を限度とする。 地域の制限なし グローバル教育センター 条件有りで併用可 条件有りで併用可

四天王寺大学

学長表彰 入学後 特待生・成績優秀者

学業成績が特に優秀あるいは課外活動等で顕著な功績のあった個人または団体

給付奨学金

１～３万円相当の記念品 「年次成績優秀賞」は、成績
評価の対象となる年次の翌
年度夏学期
「成績優秀賞」は、学位授与
式の際
「特別賞」は、随時

「年次成績優秀賞」は、学科・専
攻・コース各１名（※社会学科の
み２名）
「成績優秀賞」は、学科・専攻・
コース各１名（※社会学科のみ２
名）
「特別賞」は、５件以内

地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

四天王寺大学
グローバル教育奨学金 その他

グローバル教育研修（夏学期）参加者：渡航予定前年度１０月中旬
グローバル教育研修（冬学期）参加者：渡航年度５月中旬

留学費用支援制度

①本学に在学し、グローバル教育研修に参加する者。
②参加条件はプログラムによる。
③奨学金支給は１年度１回限り。 給付奨学金

対象学部対象学科

①渡航先がアジア圏であれば20万円、アジア圏以外であれば30万円を支給する。日本国内・オ
ンラインの実施であれば5万円を支給する。ただし、支給額はプログラム費用の50％を上限とす
る。

研修期間中
年度やプログラムにより変動（参
考：２０２２年度　４１名）

地域の制限なし グローバル教育センター 条件有りで併用可 条件有りで併用可

四天王寺大学 同窓入学試験奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免
同窓入試に合格し入学する者

給付奨学金
１５万円

入学後 地域の制限なし 入試・広報課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

四天王寺大学

経営学部総合奨学金 その他 入学手続き時・在学時
特待生・成績優秀者
学費支援

経営学部において１年次は一般選抜前期日程における成績の上位者に支給。
２年次以降は前年度までの成績に応じ対象者を再び選抜し、その年次の奨学金を支給。

給付奨学金

公共経営専攻の入学者の内、成績上位４名（試験合計の得点率６５％程度）までを授業料全額
相当額、以下８名（試験合計の得点率６０％程度）までを授業料半額相当額支給。
企業経営専攻の入学者の内、上位１２名（試験合計の得点率６０％程度）までを授業料半額相
当額支給。

１年 各専攻１２名 地域の制限なし 入試・広報課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

四天王寺大学
看護学部特別奨学金 その他 入学手続き時、在学時

特待生・成績優秀者
学費支援

１年次は一般選抜前期日程における成績の上位者。
２年次以降は前年度までの成績に応じ対象者を再び選抜し、その年次の奨学金を支給。 給付奨学金

支給額は一般選抜前期日程において入学したものの内、上位２名（試験合計の得点率６５％程
度）までを授業料全額相当額支給とし、以下入学したものの内、上位１０名（試験合計の得点率
６０％程度）までを授業料半額相当額支給

１年 １２名 地域の制限なし 入試・広報課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

摂南大学 摂南大学学内特別奨学金「一般選抜前期日程（3科目型）入試」 その他 入試成績優秀者に合格通知書とともに「認定書」を送付。 特待生・成績優秀者
本学一般選抜前期日程（3科目型）入試に合格し、入学試験成績が特に優秀な者で本学学生となった者。

給付奨学金
年間授業料と教育充実費の半額相当額

入学初年度のみ 定員334名 地域の制限なし 入試部 併用可 併用可

摂南大学 摂南大学学内特別奨学金「大学入学共通テスト利用入試前期」 その他 入試成績優秀者に合格通知書とともに「認定書」を送付。 特待生・成績優秀者
本学の大学入学共通テスト利用入試前期に合格し、入学試験成績が特に優秀な者で本学学生となった者。

給付奨学金
年間授業料と教育充実費の年額相当額

入学初年度のみ 定員95名 地域の制限なし 入試部 併用可 併用可

摂南大学
摂南大学学業奨励スカラシップ 在学中 2年次以上 特待生・成績優秀者

本学の2年次以上に在学し、学業・人物ともに優秀と認められる者。
給付奨学金

年額30万円
1年間

各学科入学時の入学定員の3％
程度

地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

摂南大学 摂南大学学園創立90周年記念奨学金 在学中 3年次（薬学部は4年次） 特待生・成績優秀者
本学の3年次（薬学部は4年次）に在学し、学業・人物ともに優秀と認められる者。

給付奨学金
年額30万円

1年間 各学部若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

摂南大学 摂南大学ベッドフォード奨学金 在学中 3年次 特待生・成績優秀者
本学の国際学部（外国語学部）の3年次に在学する女子学生で、学業成績、人物ともに優れ、特に学業を奨励するに足る者。

給付奨学金
年額6万円

1年間 1名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

摂南大学
学園校友会奨学基金奨学金 在学中 学部3・4年次（薬学部5・6年次） その他 将来教員を目指す者への学業奨励金

本学に在学し、将来教員を目指す者で、学業成績、人物ともに優れ、特に学業を奨励するに足る者。
給付奨学金

年額上限3万円（年度により異なる）
給付回数は、原則1回。年度
末に給付。

各学部上限3名程度 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

摂南大学

学費減免 在学中 全年次 入学金・授業料減免

１　つぎの各号のいずれかに該当し、学業継続が困難となった者に対しては、その理由の発生した直後の学費の半額を減免することができる。
イ　学費支弁者が、死亡または重度の心身障害者となり、他に支弁者がない者
ロ　住居が罹災し、経済的に困窮している者
ハ　家業が破産または学費支弁者の責に帰せざる理由によって、その職を失い経済的に著しく困窮している者
　なお、上記各号のうち、二つ以上に該当する場合は、その理由の発生した直後の学費の全額を減免することができる。
２　休学者、摂南大学学生海外留学規定により留学を許可された者または年度途中卒業者もしくは退学者に対しては、学費を減免することができる。ただし、休学
者および留学許可者は在籍料を納入しなければならない。

免除・減免

直後の学費（前期または後期学費）の半額または全額

学費納入時 制限なし 地域の制限なし 学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

摂南大学
摂南大学海外留学奨学金 在学中 2、3年次

特待生・成績優秀者
留学費用支援制度

国際学部の海外留学制度（長期・短期）を利用し、協定校等へ留学する学生。
給付奨学金

長期留学の場合は成績優秀者（約3分の1）に30万円、その他の学生に20万円を、
短期留学の場合は全員に一律10万円を支給。

長期留学・短期留学それぞ
れ上限1回ずつ。

学長が定める 地域の制限なし 国際学部事務室 条件有りで併用可 条件有りで併用可

摂南大学 学生貸付金 在学中 全年次 用途を定めない経済的支援
本学に在学する学生のうち、不測の事態発生によって一時的に困窮の状況にある者。

その他
1口10,000円で2口以内。ただし、特別な事情のある者に対しては5口まで貸付。

貸付期間は、3カ月以内。 制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

摂南大学
サポーターズ奨学金 在学中 2年次以上

学費支援
用途を定めない経済的支援

標準修業年限を超えておらず、日本学生支援機構の奨学生で、経済的理由により就学困難な者。
給付奨学金

年額上限3万円（年度により異なる）
1年 1名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

摂南大学
摂南大学学園創立100周年記念奨学金 在学中 2年次以上

学費支援
用途を定めない経済的支援

標準修業年限を超えておらず、日本学生支援機構の奨学生で、経済的理由により就学困難な者。
給付奨学金

年額上限3万円（年度により異なる）
1年 1名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

相愛大学

A種奨学生 学校出願時 特待生・成績優秀者

音楽学科特別演奏コース（声楽・ピアノ・管弦打楽器専攻）において専攻実技が特に優秀な者を、特別演奏コース奨学生推薦入試として募集。
出願条件は、出身高校長の推薦を受けた者、専願、浪人可で、
かつ高校在籍時に以下の①～③のいずれかに該当する成績を修めた者（ただし、同専攻・同楽器での出願に限る）。
　① 全日本学生音楽コンクール　各地区大会1位、もしくは全国大会3位以内入賞。
　② 日本音楽コンクール　3次予選、もしくは本選出場。
　③ ビバホールチェロコンクール　本選出場。

給付奨学金

4年間の授業料・維持費・施設費相当額を給付。ただし入学後1年ごとに審査あり。

４年間（ただし、入学後１年ご
とに審査あり）

若干名 地域の制限なし 大学事務局入試部入試課 併用可 併用可

相愛大学

B種奨学生 その他
音楽学部は学校出願時。
人文学部および人間発達学部は入試の成績により採用されるか否か決
定（受験生が申請する必要はない）。

特待生・成績優秀者

①音楽学部で実施される「奨学生推薦入試」合格者
②人文学部および人間発達学部で実施される「推薦Ａ入試、推薦Ｂ入試」「一般選抜Ａ入試、一般選抜Ｂ
　入試」「共通テスト利用Ａ入試、共通テスト利用Ｂ入試」合格者のうち、特に成績優秀である者。 給付奨学金

4年間授業料の50％相当額を給付。ただし入学後は1年ごとに審査あり。

① 4年間。ただし入学後は1
年ごとに審査あり。

① 音楽学科の募集人員は演奏
コースは8名、音楽文化創造コー
スは若干名。
② 人文学部および人間発達学
部は入試の得点により決定す
る。

地域の制限なし 大学事務局入試部入試課 併用可 併用可

相愛大学

入学金免除　対象入試 学校出願時 入学金・授業料減免

　音楽学部　（１）「沙羅の木会特別推薦入試」
　　　　　　　　　　　〇出願資格：沙羅の木会会員の推薦が受けられる者。専願。浪人可。
　　　　　　（２）「相愛大学附属音楽教室特別推薦入試」
　　　　　　　　　　　〇出願資格：相愛大学附属音楽教室長の推薦が受けられる者。専願。浪人可。
　人文学部および人間発達学部
　　　　　　（１）「寺院特別推薦Ａ入試、寺院特別推薦Ｂ入試、寺院特別推薦Ｃ入試」
　　　　　　　　　　　〇出願資格：浄土真宗本願寺派住職の推薦が受けられる者。専願。浪人可。

免除・減免

入学金全額

入学手続時、入学金免除。
募集人員について
人文・寺院特別推薦はABCあわ
せて6名。他は若干名。

地域の制限なし 大学事務局入試部入試課 併用可 併用可

相愛大学
G種奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者

対象入試：社会人特別入試
対象学部：人文学部
適用条件：社会人特別入試を特に優秀な成績で合格し、かつ入学時に満30歳以上の者。

給付奨学金

4年間の授業料の50％相当額を給付。ただし入学後は1年ごとに審査あり。
4年間（ただし入学後は1年ご
とに審査あり）

特に優秀な成績で合格した者が
対象

地域の制限なし 大学事務局入試部入試課 併用可 併用可

相愛大学

相愛大学緊急奨学金 在学中 学費支援

本学在籍の正規学生で、その家計状況に変化が生じ、学業継続が困難になった者の修学を奨励することを目的とする。ただし以下に掲げるものを除く。
（１）特別奨学生である者
（２）休学中の者
（３）留学生
（４）当該年度に相愛学園奨学貸与金を受けた者

貸与奨学金

年額６０万円以内

地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

相愛大学
相愛大学音楽学部珠光会奨学金 在学中 2年～４年

特待生・成績優秀者
学費支援

音楽学部学生で、学業支弁の困難な者のうち、専攻科目（実技）成績が優秀で、将来性のある者。
給付奨学金

月額２万円
決定した年度 １名乃至２名 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

相愛大学
相愛大学音楽学部珠光会斎藤奨学金 在学中

特待生・成績優秀者
学費支援

音楽学部音楽学科演奏コース弦楽器専攻生のうち、専攻科目（実技）成績が優秀で、将来性のある者。
奨学生の選考は、専任教員によるオーディションを行う。 給付奨学金

年額３０万円を限度とし、前期・後期に分けて交付する。
①１年間
②１回限り

若干名 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 条件有りで併用可

相愛大学
相愛大学音楽学部珠光会東儀奨学金 在学中

特待生・成績優秀者
学費支援

音楽学部音楽学科演奏コース弦楽器専攻生のうち、学費支弁の困難な者で専攻科目（実技）成績が優秀で、将来性のある者。ただし、特別奨学生および過去に相
愛大学音楽学部珠光会斎藤奨学金を受けたものを除く。
選考にあたり、専任教員によるオーディションあり。

給付奨学金

月額１万円。３か月毎に支給。

決定した年度に限る １名 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 条件有りで併用可

相愛大学
ミツバ奨学金 在学中 2年生～4年生

特待生・成績優秀者
学費支援

人文学部に在籍する学生で、経済的理由により修学が困難な、学業成績が優秀で、他学生の模範となる者の修学を奨励することを目的とする。成績及び所得基準
あり。ただし、特別奨学生、休学中の者および留学生を除く。 給付奨学金

授業料等納付金の年額の50％相当額
１年間 年３名以内 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 条件有りで併用可

梅花女子大学
澤山奨学金 在学中 ２年生以上 学費支援

【対象学年】2年生以上
【対象学部】全学部
【対象者】修学の熱意があるにもかかわらず、経済的理由により修学困難な者
【選考方法】１次審査：学力（成績）、２次審査：面接（家計・人物等）

免除・減免

年間授業料の1/2または1/4相当額

約２0名 地域の制限なし 学生部学生支援グループ 併用可 併用可

梅花女子大学

特別奨学金 随時 学費支援

【対象学年】全学年
【対象学部】全学部
【対象者】勉学の熱意があるにもかかわらず、入学後、罹災、家計支持者の死亡、その他突発的な理由により家庭の経済事情が急変し修学が著しく困難となった者
【選考方法】学力（成績）、面接（家計・人物）

免除・減免

年度により異なる

１回限り 地域の制限なし 学生部学生支援グループ 併用可 併用可

梅花女子大学
一般Ｓ特待生 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般入試Ⅰ期スタンダード型受験者のうち、受験学科の合否判定総点の得点率が70％以上かつ、合格者の上位20％以内の者。

免除・減免

入学金相当額と年間授業料の半額分を合わせて免除。
ただし、入学金免除対象者は一般S特待生による入学金相当額の免除は行われません。

所定の単位数や成績基準を
満たせば4年間継続可。 地域の制限なし 入試広報部 併用可 併用可

梅花女子大学
大学入学共通テスト利用特待生 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

大学入学共通テスト利用入試Ⅰ期・Ⅱ期の受験者のうち、受験学科の合否判定総点の得点率が70％以上かつ、合格者の上位20％以内の者。
免除・減免

年間の授業料半額免除。
所定の修得単位数や成績基
準を満たせば4年間継続可。

地域の制限なし 入試広報部 併用可 併用可

梅花女子大学
指定校特待生 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

高等学校第3学年1学期までの全体の評定平均値が3.8以上の者（看護学科のみ4.3以上）
免除・減免

入学金全額免除
地域の制限なし 入試広報部 併用可 併用可

梅花女子大学

指定教化クラブＳ特待生 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

指定強化クラブAの基準を満たす者のうち特に優秀な成績を収め、本学が特待生としてふさわしいと認定した者（団体種目・個人種目は問わない）。
特に優秀な成績とは、全国大会等で上位入賞や国際大会出場等（日本代表選手等）、もしくはそれと同等の実績。

免除・減免

授業料全額免除。 更新制度もあり、条件を満た
した場合、最大４年間継続
可。
入学後、学業とクラブ活動の
両立が不可能になった場合
は、それ以降の特待生資格
を失います。

地域の制限なし 入試広報部 併用可 併用可

梅花女子大学

指定教化クラブＡ特待生 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

都道府県の大会等で3位以上、もしくはそれと同等の成績を収め、本学が
特待生としてふさわしいと認定した者（団体種目・個人種目は問わない）

免除・減免

授業料半額免除。 更新制度もあり、条件を満た
した場合、最大４年間継続
可。
入学後、学業とクラブ活動の
両立が不可能になった場合
は、それ以降の特待生資格
を失います。

地域の制限なし 入試広報部 併用可 併用可

梅花女子大学
指定強化クラブＢ特待生 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

都道府県の大会等で優秀な成績を収め、本学が特待生としてふさわしいと
認定した者（団体種目・個人種目は問わない）。優秀な成績とは、都道府県
の大会等において概ね8位以内、もしくはそれと同等の実績。 免除・減免

授業料全額免除。 入学後、学業とクラブ活動の
両立が不可能になった場合
は、それ以降の特待生資格
を失います。

地域の制限なし 入試広報部 併用可 併用可

阪南大学

入試成績優秀者（特待生）奨学金 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

①【対象学年】1～4年生【学部】全学部学科【資格・条件】一般入試（前期）【3教科型】で得点率80%（240点以上/300点満点）かつ上位10位以上

②【対象学年】1～4年生【学部】全学部学科【資格・条件】大学入学共通テスト利用入試（前期）【3教科型】で得点率75%（225点以上/300点満点）かつ上位10位以上

③【対象学年】1～4年生【学部】全学部学科【資格・条件】一般入試（前期）【2教科型】【ベスト2教科型】で得点率80%（160点以上/200点満点）かつ上位10位以上

④【対象学年】1～4年生【学部】全学部学科【資格・条件】大学入学共通テスト利用入試（前期）【2教科型】で得点率75%（150点以上/200点満点）かつ上位10位以上

※継続基準については１年ごとに学業成績および学部課題が定められる。

給付奨学金

①年額80万円
②年額80万円
③年額40万円
④年額40万円

①4年間
②4年間
③4年間
④4年間
※継続基準については１年
ごとに学業成績および学部
課題が定められる。

①得点率80%（240点以上/300点
満点）かつ上位10位以上
②得点率75%（225点以上/300点
満点）かつ上位10位以上
③得点率80%（160点以上/200点
満点）かつ上位10位以上
④得点率75%（150点以上/200点
満点）かつ上位10位以上

地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

阪南大学

入試成績優秀者奨学金 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

①【対象学年】1年【学部】全学部学科【資格・条件】一般入試（前期）【３教科型】で得点率80％（240点以上／300点満点） かつ、全体の上位11位から20位まで

②【対象学年】1年【学部】全学部学科【資格・条件】大学入学共通テスト利用入試（前期）【３教科型】得点率75％（225点以上／300点満点） かつ、全体の上位11位
から20位まで

③【対象学年】1年【学部】全学部学科【資格・条件】一般入試（前期）【２教科型】【ベスト2教科型】で得点率80％（160点以上／200点満点） かつ、全体の上位11位か
ら20位まで

④【対象学年】1年【学部】全学部学科【資格・条件】大学入学共通テスト利用入試（前期）【２教科型】得点率75％（150点以上／200点満点） かつ、全体の上位11位
から20位まで

⑤【対象学年】1年【学部】全学部学科【資格・条件】公募制推薦入試（前期）で得点率80％（200点以上／250点満点） かつ、全体の上位1位から10位まで

給付奨学金

①年額40万
②年額40万
③年額20万
④年額20万
⑤年額20万

①入学年度のみ1回限り
②入学年度のみ1回限り
③入学年度のみ1回限り
④入学年度のみ1回限り
⑤入学年度のみ1回限り

①得点率80％（240点以上／300
点満点） かつ、全体の上位11位
から20位まで
②得点率75％（225点以上／300
点満点） かつ、全体の上位11位
から20位まで
③得点率80％（160点以上／200
点満点） かつ、全体の上位11位
から20位まで
④得点率75％（150点以上／200
点満点） かつ、全体の上位11位
から20位まで
⑤得点率80％（200点以上／250
点満点） かつ、全体の上位1位
から10位まで

地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

阪南大学

指定資格取得者奨学金 その他 入試実施の年度末までに申請 資格取得支援制度

【対象学年】1年
【学部】全学部学科
【資格・条件】専願制入試の合格者で、下記の資格を取得した者に対し100,000円を給付。なお、複数の資格の申請ができ、入学試験実施の年度末まで申請が認め
られる。
①日本漢字能力検定2級以上／②日商簿記検定2級以上／③全商簿記実務検定1級完全合格（会計【商業簿記含む】・原価計算）／④実用英語技能検定2級以上
／⑤TOEIC L&R Test550点以上（※）／⑥TOEFL iBT 42点以上、PBT450点以上／⑦「GTEC」（4技能）870点以上（※）／⑧情報処理技術者試験（ITパスポート）／
⑨総合旅行業務取扱管理者／⑩国内旅行業務取扱管理者
※オフィシャルスコアに限る

給付奨学金

1資格につき100,000円を給付
※複数の資格の申請可

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

阪南大学

阪南大学給付奨学金 学部成績優秀者奨学金 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者

【対象学年】2年生～４年生
【学部】全学部学科
【資格・条件】次の全てを満たしている者。
（1）成績評価（GPA）が、前年度において3.5以上の者。
（2）前年度末までに2年次生は40単位、3年次生は80単位、4年次生は120単位を修得している者。
（3）前年度において、認定科目及び諸課程科目のうち卒業要件に含まれない科目を除き、30単位以上の単位を修得した者。

給付奨学金

①各学科各学年成績最優秀者（1位）　年額40万円
②各学科各学年成績優秀者（2位以下）　年額20万円

1年間

①全学部学科　５学部×各1名×
3学年　（計15名）
②国際コミュニケーション学科/
国際観光学科/総合情報学科　3
学部×各3名×3学年（計27名）
　経済学科/経営学科　２学部×
各6名×3学年（計36名）

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

阪南大学
阪南大学給付奨学金 クラブ奨学金 在学中 1年生～4年生 課外活動支援制度

【対象学年】1年生～４年生
【学部】全学部学科
【資格・条件】過去の文化体育活動においてとくに優秀であり、また今後も活躍が期待される学生で、本学のクラブに所属し、成績、人物ともに優れている学生に給
付される奨学金です。

給付奨学金

①年額40万円

1年 各学年13名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

阪南大学

阪南大学学業継続支援奨学金 在学中 1年生～4年生 用途を定めない経済的支援

【対象学年】1年生～４年生
【学部】全学部学科
【資格】経済的に困窮しており、修学を継続することが困難であり、修学支援新制度に該当しない者。（家計基準の見直しにより、支援対象外となったものについて
は申請可能とする。）
【条件】前年度末までに2年次生は31単位、3年次生は62単位、4年次生は93単位以上を修得していること。1年次生は、前期終了時点で16単位以上修得しているこ
と。

給付奨学金

①年額54万円

１年間 若干名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 条件有りで併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

阪南大学

遠隔地出身学生援助奨学金 在学中 1年生～4年生
特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援
その他

遠隔地出身学生で下宿生活をしている学生を対象とし
た奨学金制度

【対象学年】1～4年生
【学部】全学部学科
【資格・条件】実家の最寄り駅から大学までの電車による通学時間が概ね片道3時間以上を要し、下宿生活をしている遠隔地出身学生のうち、成績優秀な学部学生
（1～4年生）で経済状況の困難な者。※実家から最寄り駅までの所要時間については、30分以上要する場合に限り通学時間に加算します。また、大学最寄り駅の
河内天美駅から大学までの時間は加算しません。※外国人留学生及びこれに準ずる者として学長が認めた者、長期派遣留学中の者は、奨学金の支給対象になり
ません。

①1年次生…【学力基準】高等学校の調査書全体の学習成績の状況が4.0以上の者
※高等学校卒業程度認定試験(大学入学資格検定)の合格者は基準を満たしているものとして扱います。
【家計基準】日本学生支援機構第一種奨学金を借りている者

②2～4年次生…【学力基準】次の2項目を両方満たしている者
（1）前年度末までに2年次生は31単位、3年次生は62単位、4年次生は93単位以上を修得していること 
（2）前年度1年間の成績評価（GPA）が2.7以上
【家計基準】日本学生支援機構第一種奨学金を借りている者

給付奨学金

①【1年生】40万円
②【2年生以上】24万円

①②ともに、当該年度に限る
（毎年出願可）

①②あわせて70名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

阪南大学
阪南大学後援会奨学金 学部成績優秀者 奨励奨学金 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者

【対象学年】2年生～４年生
【学部】全学部学科
【資格・条件】各学部学科において選考された人物優秀な者に対し、給付される奨学金です。

給付奨学金

年額30～40万円

1年間 各学部学科により異なる 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

阪南大学
阪南大学後援会奨学金 クラブ奨学金 在学中 1年生～4年生 課外活動支援制度

【対象学年】1年生～４年生
【学部】全学部学科
【資格・条件】過去の文化体育活動においてとくに優秀であり、また今後も活躍が期待される学生で、本学のクラブに所属し、成績、人物ともに優れている学生に給
付される奨学金。

給付奨学金

年額20万円

1年間 15名（全学年） 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

桃山学院大学 桃山学院大学 成績優秀者 奨励奨学金 その他 大学から対象者に通知 特待生・成績優秀者
2年次生以上の学部学生（但し、外国人留学生を除く）で、本学における学業において他の学生の模範となるような極めて優秀な成績を収めた者。採用人数70名。

給付奨学金
年間学費半額相当額を給付

該当年度に限る 70名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

桃山学院大学
桃山学院大学 遠隔地出身学生 援助奨学金 学校出願時 その他

遠隔地出身者のうち、下宿生活を行う学生への経済
支援

通学時間が概ね片道3時間以上を要し、自宅外通学（下宿生活）をしている遠隔地出身者のうち、成績優秀な学部学生（但し、外国人留学生を除く）で、経済的理由
により修学が困難な者。募集人数100名。 給付奨学金

[年額]300,000円
１年間（ただし、毎年出願可）

100名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

桃山学院大学
桃山学院大学 課外講座 学修奨励奨学金 学校出願時 資格取得支援制度

学業成績が優秀な学部学生で、かつ、学内開講の資格講座または別に定める学外講座を意欲的に受講する者。募集人数2～4回生100名、1回生30名。
給付奨学金

学内開講の資格講座または別に定める学外講座受講料相当額 （ただし、10万円/年を限度）
当該年度に限る（ただし、毎
年出願可）

2年生以上：100人
1年生：30人

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

桃山学院大学
桃山学院大学同窓会学業継続奨励金 学校出願時 学費支援

本学の学部に在学する学生(外国人留学生およびこれに準ずる者として学長が認めた者を除く)にあって、経済的な理由で学費の納入が困難で、学業の継続が不可
能な学生を救済することを目的とする。
奨励金の給付は、原則として、在学する最終学年の春学期を申請対象とし1回を限度とする。

給付奨学金

春学期授業料相当額(364,500円)を上限とする。

１回限り 5～6名程度 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

桃山学院大学

桃山学院大学 長期派遣留学 奨励奨学金 その他 長期派遣留学申込期間 留学費用支援制度

対象学年：全学年
対象学部：全学部
資格・条件
第1号奨学金：応募時までの累計GAP3.0以上かつ前年度までの修得単位数が学年ごとに定められた基準を満たしている者
第2号奨学金：応募時までの累計GPA2.3以上

給付奨学金

第1号奨学金　留学対象学期の本学学費相当額
第2号奨学金　留学対象学期ごとに15万円

1学期1回
第1号：3名
第2号：制限なし

地域の制限なし 国際センター事務課 条件有りで併用可 併用可

桃山学院大学
短期海外研修 学生援助金 その他 短期海外研修申込期間 留学費用支援制度

対象学年：全学年
対象学部：全学部
資格・条件：応募時までの累計GPA2.0以上 給付奨学金

プログラム費用の10％（上限6万円）

プログラム渡航時 人数制限なし 地域の制限なし 国際センター事務課 条件有りで併用可 併用可

桃山学院大学
桃山学院大学 授業料減免制度 学校出願時 入学金・授業料減免

出願時期1年以内（ただし、入学以前は除く）の突発的な事由により、一時的に家計に重大な変化（家計支持者の死亡、解雇、災害の罹災）が生じ、学費の納入が
困難な学生であること。もしくは、新型コロナウイルス感染症の影響により2020年または2021年と比較して世帯収入が20％以上減少する学生であること。
（その他要件あり）
（2022年度 春学期 募集要項）

免除・減免

半期授業料全額（364,500円）を上限とする。

当該学期に限る。ただし、在
学中2回まで申請可。

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

桃山学院大学

桃山学院大学教育ローン利子補給奨学金 学校出願時 学費支援

出願することができる者は、本学の学部に在学する学生(外国人留学生およびこれに準ずる者として学長が認めた者は除く。)で次の各号のいずれにも該当し、目的
に適う者とする。
1．当該年度に本学と提携する教育ローンの借入を受け、その利子を支払った者
2．高等教育の修学支援新制度の支援を受けていない者
3．在籍期間が最短修業年限(休学期間を除く)を超えていない者
4．本学での学業成績および家計状況が別に定める基準に適う者

給付奨学金

25,000円を上限とする。

当該年度に限る（ただし、毎
年申請可）

40名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

桃山学院大学

長期派遣留学奨励奨学金 その他 長期派遣留学申込期間 留学費用支援制度

対象学年：全学年
対象学部：全学部
資格・条件
第1号奨学金：応募時までの累計GAP3.0以上かつ前年度までの修得単位数が学年ごとに定められた基準を満たしている者
第2号奨学金：応募時までの累計GPA2.3以上

給付奨学金

第1号奨学金　留学対象学期の本学学費相当額
第2号奨学金　留学対象学期ごとに15万円

1学期1回
第1号：3名
第2号：制限なし

地域の制限なし 国際センター事務課 条件有りで併用可 併用可

桃山学院教育大学

入学試験成績優秀者対象特別奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者

対象の入試成績によって、4年間、毎年65万円給付します。
[給付対象]人数20名、得点率が60%以上の合格者
[対象入試]大学入学共通テスト利用入試（前期）5教科型
＊毎年継続審査があります。
＊対象者には合格発表時にお知らせします。

給付奨学金

毎年65万円

4年間＊毎年継続審査があり 20 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

桃山学院教育大学

成績優秀者奨励奨学金 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者

入学後の学業意欲の高い成績上位者の大学生活を支援する奨学制度です。
[応募資格]本学における学業成績において、他の学生の模範となるような優秀な成績を修め、かつ経済支援が必要な方
[応募人数]　1学年3名
＊この奨学金は公募を行わず、前年度の学業成績を勘案し、2年次以降、成績上位者に対して直接案内します。
＊当該年度に限ります。（但し、毎年出願可能）

給付奨学金

年額40万円

①１年間
1学年3名 地域の制限なし 学生グループ 併用可 併用可

桃山学院教育大学
授業料減免 入学後 入学金・授業料減免

経済的理由または風水害等によって授業料の納付が困難な方（但し、1年次生前期は除く）に対する授業料減免制度です。
[募集]年2回（当該年度の前期・後期）
＊減免の適用は、原則として在学中2回を限度とします。
＊入学以前の事由は申請対象外です。

免除・減免

各期（前期・後期）の授業料を上限とする金額

当該学期のみ 人数制限なし 地域の制限なし 学生グループ 併用可 併用可

太成学院大学
太成学院大学資格奨学金 学校出願時 その他 出願時に既に本学指定の資格を取得している方

高等学校入学以降に取得した資格によって、入学後に奨学金を支給
給付奨学金

入学後に、入学金の全額相当250,000円または、半額相当125,000円を支給
１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 入試課 併用可 併用不可

太成学院大学

太成学院大学奨学金 学校出願時 その他 授業料の半額を最長4年間免除

①S1奨学生
太成学院大学奨学金対象の入試で第1志望の学科に合格し、奨学金制度を希望した方で、対象入試合格者の上位10％以内の方は、授業料の半額を最長4年間免
除

②S2奨学生
太成学院大学奨学金対象の入試で第1志望の学科に合格し、奨学金制度を希望し、対象入試合格者の上位２０％以内の方、授業料の半額を初年度免除

免除・減免

①S1奨学生　授業料の半額を最長4年間免除
●看護学部･･･1,940,000円　●人間・経営学部･･･1,600,000円
※2年次以降の給付には継続条件があります。

②S2奨学生　授業料の半額を初年度免除
●看護学部･･･485,000円　●人間・経営学部･･･400,000円

①最長4年間（2年次以降の
給付には継続条件がありま
す）
②初年度のみ

①太成学院大学奨学金対象の
入試で第1志望の学科に合格し、
奨学金制度を希望した方で、対
象入試合格者の上位10％以内
の方

②太成学院大学奨学金対象の
入試で第1志望の学科に合格し、
奨学金制度を希望し、対象入試
合格者の上位２０％以内の方

地域の制限なし 入試課 併用可 併用不可

太成学院大学
総合型選抜奨学金 学校出願時 その他 入学金半額相当を支給

①人間学部・経営学部･･･総合型選抜第1期～第4期で専願で出願、合格となった方で入学手続を完了した方は、入学後に奨学金を支給
②看護学部･･･総合型選抜の合格者上位５０％の方で入学手続を完了した方は、入学後に奨学金を支給

給付奨学金

①入学金半額相当の125,000円を支給

１回限り

①人間学部・経営学部･･･人数制
限なし
②看護学部･･･総合型選抜の合
格者上位50％の方

地域の制限なし 入試課 併用可 併用不可

太成学院大学
総合型選抜女子エール奨学金 学校出願時 その他 最大2年間分の授業料免除（3年次・4年次）

●本学を専願とし、12月までの総合型選抜で人間学部または経営学部に合格した女子の方。
●入学後、学内で募集する学生スタッフとして2年以上活動すること。
●留学生の場合は出願時に日本語能力試験N1またはN2を取得していることを条件とします。 免除・減免

最大2年間分の授業料免除（3年次800,000円、4年次800,000円）

3年次・4年次 人数制限なし 地域の制限なし 入試課 併用可 併用不可

太成学院大学 学校推薦型選抜　指定校推薦方式特別奨学金 その他 別途申請の必要はありません。 その他 入学金の全額相当250,000円を免除
人間学部・経営学部に、学校推薦型選抜指定校推薦方式で合格された方

免除・減免
入学金全額相当250,000円を免除

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 入試課 併用可 併用不可

常磐会学園大学
学校法人常磐会学園奨学金 在学中 （1年次）秋期から（2年次から）春期・秋期 学費支援

全学年
修得科目の成績の1/2以上が「優」以上 給付奨学金

授業料の1/2を上限とする

地域の制限なし 入試広報課 併用不可 併用不可

常磐会学園大学
常磐会学園大学育友会奨学金 在学中 全学年 学費支援

募集時期…秋期
条件…修得科目の成績の1/2以上が「優」以上 給付奨学金

50,000円

募集時期…秋期 該当者全員 地域の制限なし 入試広報課 併用不可 併用不可

常磐会学園大学
一般財団法人常磐会学園奨学金 在学中 全学年 学費支援

募集時期…秋期
条件…学業、人物ともに優秀であるもの 給付奨学金

50,000円

地域の制限なし 入試広報課 併用不可 併用不可

常磐会学園大学 総合型選抜・学校推薦型[指定校]合格者入学金免除制度 その他 本学HPに掲載 入学金・授業料減免
2024年度入試、総合型選抜、学校推薦型[指定校]に合格した者

免除・減免
入学金の全額（20万円）免除

入学手続時に免除される 該当者全員 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

常磐会学園大学 学校推薦型選抜[公募]合格者入学金半額免除制度 その他 本学HPに記載 入学金・授業料減免
2024年度入試、学校推薦型選抜[公募]に合格した者

免除・減免
入学金の半額(10万円)免除

入学手続時に免除される 該当者全員 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

常磐会学園大学

海外留学費用半額支援制度 その他
一般選抜[前期]出願期間内にWeb出願サイトで申請
出願期間：2024年1月9日～1月24日(水)

留学費用支援制度

対象入試区分：総合型選抜、学校推薦型選抜[指定校][公募]の合格者、一般選抜[前期]の受験者

採用条件：一般選抜[前期]の英語試験の成績上位5名の者　試験日:2024年1月28日(一般選抜[前期])
　　　　　(所定の基準点に達しない場合を除く・資格加点制度も利用可)
　　　　　※入学後の修学状況(著しく不振な場合)によっては取り消す場合があります

その他

本学が実施する海外留学プログラムに参加する場合、
留学費用の半額(上限30万円)を給付支援する制度

1回 5名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

常磐会学園大学
遠隔地出身生入学金免除制度 学校出願時 入学金・授業料減免

・指定する遠隔地対象地域に保護者が在住し、本学に入学後、下宿先から通学する者
・高等学校もしくは中等教育学校を2023年3月卒業見込みの者
・出願時3ヶ月以内に取得した住民票（本人および家族全員の住民票の原本）を提出できる者
・専願とする者

免除・減免

入学金の全額（20万円）免除

1回
入学手続時に免除される

該当者全員 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

常磐会学園大学
同窓生・在学生家族入学金半額免除制度 学校出願時 入学金・授業料減免

・常磐会学園大学または常磐会短期大学の卒業生の子・きょうだい・孫・または在学生のきょうだいである者
※証明するための「卒業証明書」または「在学証明書」を提出できる者（卒業証書は不可）
・専願とする者

免除・減免

入学金の半額（10万円）免除
1回
入学手続時に免除される

該当者全員 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

常磐会学園大学
常磐会短期大学付属幼稚園出身生入学金半額免除制度 学校出願時 入学金・授業料減免

・常磐会短期大学付属の3園、（常磐会幼稚園、いずみがおか幼稚園、茨木高美幼稚園）いずれかの卒園生である者
※証明するための「卒園証明書」を提出できる者（卒園証書は不可）
・専願とする者

免除・減免

入学金の半額（10万円）免除
1回
入学手続時に免除される

該当者全員 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

常磐会学園大学
学園内推薦選抜（編入学） 学校出願時 入学金・授業料減免

①併設の常磐会短期大学を2023年度に卒業見込みの者
②または卒業した者が本学に編入学を希望する場合 免除・減免

①入学金の全額（15万円）免除
②入学金の1/3（5万円）免除 1回

入学手続時に免除される
該当者全員 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

常磐会学園大学

教育充実費免除チャレンジ制度 その他 合否結果通知書にて案内 学費支援

対象入試区分：一般選抜[後期]、社会人選抜[後期]を除く全ての入試区分の合格者のうち希望する者
　　　　　　　(1年次入学のみ)
採用条件：一般選抜[後期]、社会人選抜[後期]を除く全ての入試区分の合格者のうち希望者に対して
　　　　　国語能力テストを行い、成績上位30％以内・得点率60％以上の者
　　　　　試験日：2024年3月2日(土)

免除・減免

教育充実費(10万円)免除
1回
入学手続時に一度納入して
いただき、採用者には後日
返金致します。

該当者全員
地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

大阪人間科学大学
遠隔地学生奨学金制度 学校出願時 その他 近畿圏以外の受験生のための奨学金

1年～4年生

①2年次以降は、成績による
免除・減免

①年額４０万円
①１年間
②２年次以降は成績による

①人数制限なし 地域の制限なし 入試広報センター課 併用可 併用不可

大阪人間科学大学

スカラシップ制度 入学後 特待生・成績優秀者

1年～4年生全学部学科

①対象入試種別での得点率が80％以上の入学者は、年間授業料から50万円減額
②対象入試種別での得点率が90％以上の入学者は、年間授業料を全額免除
③２年次以降は成績による

免除・減免

①年額５０万円
②年間授業料全額免除

①１年間
②２年次以降は成績による

①人数制限なし 地域の制限なし 入試広報センター課 併用可 併用不可

大阪人間科学大学
学校推薦型選抜（指定校）奨学金制度 入学手続時 入学金・授業料減免

1年

免除・減免

①年額２０万円

①１回限り ①人数制限なし 地域の制限なし 入試広報センター課 併用可 併用不可

大阪人間科学大学
スカラシップチャレンジ制度 学校出願時 入学金・授業料減免

1年～4年生

①２年次以降は成績による
免除・減免

①年額５０万円
②授業料全額免除 ①１年間

②２年次以降は成績による
①人数制限なし 地域の制限なし 入試広報センター課 併用可 併用不可

大阪人間科学大学

社会人授業料特別減額制度 学校出願時 入学金・授業料減免

1年～4年生

①入試種別を問わず、入学年度の４月１日現在の年齢が満３０歳以上、満４４歳（理学療法学科・作業療法学科・言語聴覚学科・医療福祉学科視能訓練専攻は満５
０歳）以下の入学者は年間授業料の半額、満４５歳（理学療法学科・作業療法学科・言語聴覚学科・医療福祉学科視能訓練専攻は満５１歳）以上の入学者は年齢
×１万円（減額の上限は年間７０万円）を年間授業料から４年間減額します。

免除・減免

①入試種別を問わず、入学年度の４月１日現在の年齢が満３０歳以上、満４４歳（理学療法学
科・作業療法学科・言語聴覚学科・医療福祉学科視能訓練専攻は満５０歳）以下の入学者は年
間授業料の半額、満４５歳（理学療法学科・作業療法学科・言語聴覚学科・医療福祉学科視能
訓練専攻は満５１歳）以上の入学者は年齢×１万円（減額の上限は年間７０万円）を年間授業
料から４年間減額します。

①4年間
①人数制限なし 地域の制限なし 入試広報センター課 併用可 併用不可

大阪人間科学大学
総合型選抜（ファミリー）入学金免除制度 入学手続時 入学金・授業料減免

1年

免除・減免

①年額２０万円

①１回限り ①人数制限なし 地域の制限なし 入試広報センター課 併用可 併用不可

羽衣国際大学

グローバルチャレンジプログラム（GCP） 学校出願時

特待生・成績優秀者
研修支援制度
学費支援
留学費用支援制度
入学金・授業料減免
資格取得支援制度

【学力型】本学に筆記試験（学校推薦選抜、一般入試）300点換算+面接100点
【資格型】指定資格を点数換算300点満点+面接100点
【大学入学共通テスト利用型】英語（リスニング含む）300点換算+面接100点 給付奨学金

免除・減免

入学金と授業料全額免除または半額免除
在学中の海外研修・留学参加費用免除（2回まで）
給付型奨学金（月額最大5万円）長期留学の場合に限る
オンライン英会話費用全額免除（1年間）
入学後のTOEIC等英語資格の受験料免除（3回まで）

原則卒業までの4年間（学年
末成績審査有）

設けない 地域の制限なし 入試センター 併用可 条件有りで併用可

羽衣国際大学
スカラーシッププログラム制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

「学校推薦型選抜入試」「一般選抜入試」において、8割得点を目安とし、入学金と授業料を全額免除(7割得点したものについて、入学金全学と授業料の半額を免
除する場合がある　※1年ごとに審査がある。主たる家計支持者の所得が年間400万円以下の者。学業・人物について出身学校長の推薦を受けた者。 免除・減免

入学金（200,000円）と授業料全額免除または半額免除。
原則卒業までの4年間（学年
末成績審査有）

設けない 地域の制限なし 入試センター 併用可 条件有りで併用可

羽衣国際大学
Be the One特別給付型奨学金 その他 2年生以上の4月 学費支援

2年生以上の全学部
申込をした者 給付奨学金

学費のうち授業料相当額
1年間（複数年にわたる申込
を妨げない）

各学年・学科1名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 条件有りで併用可

羽衣国際大学

資格取得者優遇者制度 学校出願時 入学金・授業料減免

入学時
全学部
本学指定の資格を取得していること
※下記のいずれかの資格
＜簿記＞
　全商簿記２級以上、日商簿記３級以上
＜英語＞
　英検２級以上、全商英検２級以上、TOEIC400点以上、TOEFL　PBT450以上 iBT45以上
＜漢字＞
　漢字検定２級以上
＜情報＞
　基本情報技術者試験、ITパスポート、全商情報処理検定２級以上（ビジネス情報／プログラミング）、全工情報技術検定２級以上

免除・減免

20万円

入学手続き時 制限なし 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

羽衣国際大学
ファミリー優遇制度 学校出願時 入学金・授業料減免

入試時・全学部

志願者の親、兄弟・姉妹が「羽衣学園短期大学」「羽衣国際大学」の卒業生または在学生
免除・減免

入学金20万円

入学手続時 制限なし 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

羽衣国際大学 兄弟・姉妹優遇制度～兄弟・姉妹対象～ 学校出願時 入学金・授業料減免
ファミリー優遇制度を申請した志願者が入学した時点で、志願者の兄弟・姉妹が「羽衣国際大学」の在学生の場合、ファミリー優遇制度に加え、兄・姉の授業料が減
免になる

免除・減免
前期100，000円、後期100,000円　（合計年間　200,000円）

兄・姉が卒業するまで 制限なし 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

千里金蘭大学

チャレンジAO・指定校型スカラシップ（奨学金） 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【対象学部】
栄養学部・教育学部

【全体の学習成績（評定平均値）の条件】
4.3ー：入学金全額（25万円）免除及び授業料25万円免除
3.8ー4.2：入学金全額（25万円）免除
3.5ー3.7：入学金一部（15万円）免除

免除・減免

4.3ー：入学金全額（25万円）免除及び授業料25万円免除
3.8ー4.2：入学金全額（25万円）免除
3.5ー3.7：入学金一部（15万円）免除

1年次のみ適用。 人数制限なし 地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 併用可

千里金蘭大学

栄養学部 特待生奨学金 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【対象学部】
栄養学部

【奨学生資格】
総合型選抜 基礎学力型（A日程・B日程）※または大学入学共通テスト利用型選抜（Ⅰ期）※において栄養学部を受験し、入学試験の合計得点率が60%を超え、か
つ「化学基礎・化学」もしくは「生物基礎・生物」で高得点を取得した者

免除・減免

授業料の半額（37.5万円を後期授業料より免除）

最大4年間継続可
（2年次以降の継続審査あ
り）

それぞれの入試において成績上
位5名以内

地域の制限なし アドミッションセンター 条件有りで併用可 条件有りで併用可

千里金蘭大学

教育学部 特待生奨学金 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【対象学部】
教育学部

【奨学生資格】
総合型選抜 基礎学力型（A日程・B日程）※1または大学入学共通テスト利用型選抜（Ⅰ期）※2において教育学部を受験し、入学試験の合計得点率が60%を超え、
かつ合計点（調査書を除く）で高得点を取得した者

※1 科目合計点（調査書の全体の学習成績の状況（評定平均値）を得点化した点数を除く）
※2 成績上位者

免除・減免

授業料の半額（37.5万円を後期授業料より免除）

最大4年間継続可
（2年次以降の継続審査あ
り）

それぞれの入試において成績上
位5名以内

地域の制限なし アドミッションセンター 条件有りで併用可 条件有りで併用可

千里金蘭大学

入学試験成績優秀者奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者

【対象学部】
全学部

【奨学生資格】
一般選抜 前期において、高得点（60%以上）を取得した者のうち、学部別の成績上位者
※栄養学部・教育学部は２科目型、看護学部は３科目型が対象。

免除・減免

初年度24万円

初年度のみ
栄養学部5名程度
教育学部4名程度
看護学部10名程度

地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 条件有りで併用可

千里金蘭大学

遠隔地学生奨学金 入学後 学費支援

【対象学部】
全学部

【奨学生資格】
本学から自宅までの最短営業距離（電車・バス等）が70km以上離れた下宿者・マンション等居住者

給付奨学金

年額12万円（4年間）
※3年次編入は2年間

1年間（最大4年間） 該当者全員 地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 併用可

千里金蘭大学

ファミリー奨学金 入学後
入学金・授業料減免
その他

入学検定料の減免

【対象学部】
全学部

【奨学生資格】
本学に在籍する1年次の者で、次に該当する者
金蘭会学園の卒業生で構成される同窓会（芳友会）会員の親族3親等以内の者、又は本学在籍者の姉妹

給付奨学金

入学検定料に相当する金額（3万円※）及び入学金の1/2に相当する金額（12.5万円）
※大学入学共通テスト利用型選抜受験者は1万円

初年度のみ 該当者全員 地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 併用可

千里金蘭大学
指定校編入学奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

【奨学生資格】
指定校編入学試験において合格した者 免除・減免

入学金15万円免除
初年度のみ 該当者全員 地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 併用可

千里金蘭大学
学業成績優秀者奨学金 在学中 2～4年次

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【奨学生資格】
次の各項のすべてに該当する者
・本学に在籍する2年次以上の者
・人格・学業成績の優れた者（2年次以降、毎年前年度の成績をもとに判定）

免除・減免 年間授業料の1/3相当額
各学科・各学年次の成績上位2
名以内

地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 併用可

千里金蘭大学

授業料減免制度 在学中 2年次以上
学費支援
入学金・授業料減免

【奨学生資格】
次の各項のすべてに該当する者
・本学に在籍する2年次以上の者
・入学後の経済的事由により修学困難になったと認められる者
・日本学生支援機構の貸与型奨学金を受けている者
・学業成績が各学科の成績基準を満たした者
・所定単位数以上を修得している者
・高等学校を卒業後、本学に入学するまでの期間が2年を超えているなど、進学するまでの期間に関する要件により修学支援新制度への申請がかなわない者

免除・減免

上記減免期間の授業料全額または半額または1/4相当額

1学年度
ただし、翌年度以降について
も申請することができます

地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 併用可

関西医療大学

特待生制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

○１年次
各学科の入学定員の10％を上限として一律100万円支給
公募推薦I期から各学科1名（保健看護学科は2名）。
一般選抜前期から残りの人数を選考。

公募推薦I期での選考は2科目型の成績、一般前期での選考は3科目型受験者の成績上位者から行う。
当該選考区分までに合格し、入学手続きを進めている者が特待生採用を希望する場合、公募推薦I期または一般前期の学科試験を受験することで選考に加える。
（スカラシップチャレンジ制度）
1年次特待生の採用には、得点率（70％以上）ならびに高等学校の調査書（全体の学習成績の状況3.0以上、欠席日数20日以内）による条件を満たしている必要が
ある。

○２－４年次
前年度の一年間の成績状況等により選考。
学生納付金から40万円の減免を行う。
保健医療学部各学科は各学年３名、保健看護学科は各学年５名。

給付奨学金

〇１年次　一律１００万円支給

〇２-４年次　学生納付金から４０万円減免

１年間

〇１年次　各学科の入学定員の
10％を上限

〇２-４年次　保健医療学部各学
科は各学年３名、保健看護学科
は各学年５名

地域の制限なし
入試・広報部（受験生）、学生支援
課（在学生）

併用可 併用可

大阪女学院大学

特別給付奨学金A 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

新入生：
・一般選抜、大学入学共通テスト利用、特別給付奨学金受給資格試験の成績の得点取得率が80％以上
・英検1級合格、英検1級一次試験合格またはTOEIC L&R 910点以上
・GTEC(4技能）1350点以上
・IELTS 7.0以上
・TOEFL iBT 95点以上
・韓国語能力試験６級合格

在学生：
毎年度末に単位取得状況および成績を確認し、規程により次年度継続を決定する。

免除・減免

年額80万円を2回に分けて学費減免により支給（一期40万円、二期40万円）

原則４年間支給。休学期間
は支給しない。

制限なし 地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 併用不可

大阪女学院大学

特別給付奨学金B 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

新入生：
・一般選抜、大学入学共通テスト利用、特別給付奨学英受給資格試験の成績の得点取得率が70％以上
・英検準1級合格またはTOEIC L&R 675点以上
・GTEC(4技能) 1090点以上
・IELTS 5.0以上
・TOEFL iBT 58点以上
・韓国語能力試験5級合格

在学生：
毎年度末に単位取得状況および成績を確認し、規程により次年度継続を決定する。

給付奨学金

年額40万円を2回に分けて学費減免により支給（一期20万円、二期20万円）

原則4年間支給。休学期間は
支給しない。

制限なし 地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 併用可

大阪女学院大学

大阪女学院大学(同短期大学)奨学金 在学中 毎年6月頃 入学金・授業料減免

全学年対象。

修学の熱意がありながら、経済的困窮度の高い方。

大阪女学院大学(同短期大学)貸与奨学金およびグルーブ・ライダー・シオン奨学金(学校法人大阪女学院の奨学金）との併給不可。

給付奨学金

45万円を二期分学費減免により支給

1年間 2名まで 地域の制限なし 教務・学生課 併用不可 併用可

大阪女学院大学

大阪女学院大学(同短期大学）貸与奨学金 在学中 毎年6月頃 学費支援

全学年対象。

修学の熱意がありながら、経済的困窮度の高い方に無利息で貸与。
大阪女学院(同短期大学)奨学金およびグルーブ・ライダー・シオン奨学金(学校法人大阪女学院の奨学金）との併給不可。
卒業(離籍)半年後から返還開始。

貸与奨学金

45万円を二期分学費減免により貸与

1年間 16名まで 地域の制限なし 教務・学生課 併用不可 併用可

大阪女学院大学
自宅通学圏外学生支援奨学金 在学中 学期末試験時期(年2回)

学費支援
入学金・授業料減免

全学年対象。

主たる生計維持者の所得が給与所得者は841万円以下、給与所得以外の場合は355万円以下である者のうち、自宅が遠方の為、自宅を離れて生活し下宿代を負
担せざるを得ない方。

免除・減免

一学期につき12万円を学費減免により支給

半年間（毎期要申請） 制限なし 地域の制限なし 教務・学生課 併用不可 併用可

大阪女学院大学

学修奨励学費減免奨学金 在学中 申請ではなく成績優秀者を学校側で決定
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

大学3年生は、大学2年次までの成績が上位1位から10位の者
大学4年生は、大学3年次までの成績が上位1位から10位の者

・1年生からの全学年必修科目をすべて取得していること
・期日までにTOEIC600点以上を取得していること
・規程の単位数を取得していること
・特別給付奨学金を受給していないこと

免除・減免

上位2名は40万円
上位2名に続く2名は20万円
上位4名に続く6名は10万円を二期分学費減免により支給

1年間
3年生10名
4年生10名

地域の制限なし 教務・学生課 併用可 併用可

大阪女学院大学
姉妹同時在学学費減免奨学金 入学後 学費支援

全学年対象。

同一生計内で二親等以内の姉妹等が同時に2人以上在学する場合、学期ごとに申請をした者について、上級学年に在学する者を応募者とし、下級学年に在学する
者を支給対象者とする。

免除・減免

一学期につき7万円を学費減免により支給（毎期要申請）

半年間 制限なし 地域の制限なし 教務・学生課 併用可 併用可

大阪女学院大学

特別給付奨学金C 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

新入生：
・公募制学校推薦型選抜総合得点取得率 70％以上
・一般選抜総合得点取得率 60％以上
・特別給付奨学英受給資格試験の成績の得点取得率が60％以上
・実用英語技能検定2級合格または2級一次試験合格
・韓国語能力試験４級または３級合格

在学生：
毎年度末に単位取得状況および成績を確認し、規程により次年度継続を決定する。

給付奨学金

年額20万円を2回に分けて学費減免により支給（一期10万円、二期10万円）

原則４年間支給。休学期間
は支給しない。

制限なし 地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 併用可

藍野大学

特待生制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

【対象者】
一般選抜入試(前期日程・中期日程)、大学入学共通テスト利用入試(前期日程・中期日程)を受験し、出願時に申請したもの

【試験科目】
対象入学試験の試験科目による。
※一般選抜入試前期日程については、2科目方式で判定を行います[3科目方式を受験した場合も2科目方式(必須科目を含んだ高得点２科目)での判定を行いま
す]。
※大学入学共通テスト利用入試については、個別の選考試験はありません。

給付奨学金

成績に応じて以下のA、B、Cを入学後に返金します。
A：825,000円（入学金相当額および初年度授業料の半額相当額の合計）
B：575,000円（初年度授業料の半額相当額）
C：250,000円（入学金相当額）

入学後に1回
若干名
※成績によっては該当者無しと
なる場合もあります。

地域の制限なし 入試広報グループ 併用可 併用可

藍野大学
家族入学優遇制度 学校出願時 入学金・授業料減免

【対象者】
すべての入試区分で両親、兄弟姉妹、もしくは配偶者が以下のいずれかに該当する者
・学校法人藍野大学が設置する各学校の在学（校）生
・藍野大学の卒業生（短期大学、専門学校等の卒業生は対象外）

給付奨学金

入学後、入学金相当額250,000円を返金します。

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 入試広報グループ 併用可 併用可

藍野大学

自宅外通学者奨学金給付制度 学校出願時 学費支援

【制度該当者】
次の（1）～（6）のすべてに該当する者
（1）入学当初より自宅外通学が必要であること。
（2） 奨学金を希望する者が生計維持者と同居する自宅から、本学との距離が目安として
　　　公共交通機関で50キロメートル以上であること。
（3）入学後に居住する住居と本学との距離が目安として５キロメートル以内であること。
（4）入学後に居住する住居の世帯主が学生本人で、本人のみの居住であること。
（5）給付期間中に、修学の意欲が失われていないことが明らかなこと。
（6）入学が許可された場合に、入学することを確約できること。
※入学後、住民票の写し等の一人住まいの証明書を提出していただきます。

【対象入学試験】
　・適性重視型選抜入試※
　・シン・メディカル入試※
　・指定校推薦入試※
　・公募制推薦入試（A日程・B日程）
　・一般選抜入試（前期日程・中期日程・後期日程）
　・大学入学共通テスト利用入試（前期日程・中期日程・後期日程）

【選考方法】
入学試験合格者のうち、出身高等学校発行調査書、入学試験の成績等の総合判定
※ 適性重視型選抜入試、シン・メディカル入試、指定校推薦入試の受験者については、
別途公募制推薦入試A日程基礎学力試験「1分野選択型」を受けていただき、その成績により選考します。

給付奨学金

月額50,000円
※ 給付にあたっては半期毎に審査があり、給付を取り消された場合は、奨学金の全部又は一
部の返還を求めることがあります。

入学後、4年間給付します
（原則、返還不要）。

若干名
※成績によっては該当者無しと
なる場合もあります。

地域の制限なし 入試広報グループ 併用可 併用可

藍野大学
授業料減免制度 随時 入学金・授業料減免

全学部全学科対象

家計急変等の経済的理由により、学費の納入が著しく困難になった学生に対する制度。
免除・減免

1回当たり各学期の授業料の半額相当分を減免。

2回を限度とする。 人数制限なし 地域の制限なし 学生支援グループ 併用可 併用可

藍野大学
学業成績優秀学生生徒給付奨学金 その他 5月末日までに学長が奨学生候補者を選考し、理事長に推薦する。 特待生・成績優秀者

【対象】
2年生以上の学生であり、最短修業年限を超えて在籍する者を含まない。

選考は、前年度までの学業成績により行う。

給付奨学金

15万円

当年度限り 約15名 地域の制限なし
法人事務局総務センター総務グ
ループ

併用可 併用可

大阪青山大学
入学試験成績優秀者給付奨学金 入学後 入学金・授業料減免

　一般選抜A日程における各学科の成績優秀者上位10％以内の者
給付奨学金

1年次前期授業料の半額相当
1年次4月1回のみ

一般選抜A日程で、各学科の合
格者上位10%のうち入学した者

地域の制限なし 入試部、学生支援センター 併用可 併用可

大阪青山大学 塩川学修奨励金 在学中 進級時 特待生・成績優秀者
　各学科・各学年(2年次生～4年次生)、人物に優れ、前年度の学業成績が上位4％以内の者

給付奨学金
10万円

毎年4月 各学科、各学年の在籍者の4% 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

大阪青山大学 同窓生家族入学金支援制度 入学後 学費支援
　親又は兄弟姉妹が大阪青山学園(大阪青山大学、大阪青山大学短期大学部）の卒業生又は在籍学生である入学生

給付奨学金
入学金の半額相当(115,000円)

入学時の4月 人数制限なし 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

大阪青山大学 教育後援会就学援助給付金 その他 学費支弁者死亡時 学費支援
　人物・成績とも優秀で在学中に学資支弁者の死亡により家計が急変し、学資の捻出が困難になった者

給付奨学金
30万円

該当事象発生時 人数制限なし 地域の制限なし 総務部 併用可 併用可

大阪青山大学
最優秀学生報奨金 在学中

各学科、各学年(2年次～4年次)の進級時に、前年度の成績が最も優秀
であった者に20万円支給する。 特待生・成績優秀者 給付奨学金

20万円

進級時の4月 各学科・各学年で1名ずつ 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

大阪青山大学 家計急変時給付制度 随時 学費支援
成績優秀かつ学修への意欲が高いと認められる者が生活に困窮し、学びの継続が難しいと判断された場合に規程に基づき給付する。

給付奨学金
前期または後期授業料の半額相当。

１回限り 各学科年間2名 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

大阪河﨑リハビリ
テーション大学 特待生選抜（新入生対象） 学校出願時 特待生・成績優秀者

特待生選抜の合格者の中で、次の①・②・③の成績で入学手続を完了した者
①総合得点90％以上の全員
②総合得点85％以上の全員
③総合得点75％以上の全員

免除・減免

①授業料4年分を免除
②初年次授業料1年分を免除
③初年次授業料1年分の1/2を免除

①4年間（毎年度審査あり）
②③1年間（初年次のみ）

人数制限なし 地域の制限なし アドミッション・オフィス 併用可 併用可

大阪河﨑リハビリ
テーション大学

特待生（在学生対象） 在学中 2年生・3年生・4年生 特待生・成績優秀者
学業成績が優秀で、他の模範となる学生

給付奨学金
40万円を給付（単年度）

１年間
各学年3名程度 地域の制限なし アドミッション・オフィス 併用可 併用可

大阪河﨑リハビリ
テーション大学

経済支援特別奨学金制度（全学年対象） 在学中 1年生～4年生 学費支援
学業等が優秀でありながら、経済的理由により修学困難な学生

給付奨学金
20万円を給付

1年間
10名程度

地域の制限なし アドミッション・オフィス 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

大阪河﨑リハビリ
テーション大学 河﨑学園ファミリー奨学金（新入生対象） 入学手続時 その他 28万円（入学金相当額）を給付

次の①～③のいずれかに該当する学生に対し、入学金相当額の28万円を給付。
①河﨑グループの教員及び職員の親族（3親等以内）
②学校法人河﨑学園の在学生の親族（3親等以内）
③学校法人河﨑学園の卒業生の親族（3親等以内）

給付奨学金

入学金相当額の28万円を給付

1年間（初年次のみ）
人数制限なし 地域の制限なし アドミッション・オフィス 併用可 併用可

大阪河﨑リハビリ
テーション大学

指定校奨学金制度 学校出願時 その他 28万円（入学金相当額）を給付
本学が指定する高等学校から学校推薦型選抜指定校制で受験し入学した方全員に入学金相当額（28万円）を給付
※ただし、高等学校を令和6年3月に卒業見込みの者 給付奨学金

28万円を給付（入学金相当額）を給付
1年間（初年次のみ） 人数制限なし 地域の制限なし アドミッション・オフィス 併用可 条件有りで併用可

大阪河﨑リハビリ
テーション大学

リハビリテーション専門職修学支援奨学金 学校出願時 その他 修学支援のための資金
総合型選抜Ⅱ期「基礎能力試験型」において合格し、入学した者

給付奨学金
24万円を給付

1年間（初年次のみ） 人数制限なし 地域の制限なし アドミッション・オフィス 併用可 条件有りで併用可

大阪河﨑リハビリ
テーション大学

河﨑賞 その他 卒業時 特待生・成績優秀者
4年間の学業成績が優秀で、他の模範となる学生

給付奨学金
卒業時、20万円を給付

卒業時 1～3名程度 地域の制限なし アドミッション・オフィス 併用可 併用可

大阪河﨑リハビリ
テーション大学

社会人選抜対象　修学支援奨学金 学校出願時 その他 修学支援のための資金
社会人選抜において合格し、入学した者全員

給付奨学金
20万円を給付

最長4年間 人数制限なし 地域の制限なし アドミッション・オフィス 併用可 条件有りで併用可

大阪河﨑リハビリ
テーション大学

編入学選抜対象　修学支援奨学金 学校出願時 その他 修学支援のための賃金
編入学選抜において合格し、入学した者全員

給付奨学金
20万円を給付

最長3年間 人数制限なし 地域の制限なし アドミッション・オフィス 併用可 条件有りで併用可

森ノ宮医療大学
入学時成績優秀者学納金減免制度 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜前期（3科目型）に合格した全学部の成績上位者15名以内で、本学に入学される方。
※総合型選抜A日程【学習成果重視型】・総合型選抜B日程合格者も出願可能です。ただし、総合型選抜A日程【スポーツ実績重視型】と指定校推薦選抜の合格者
は出願できません。
※入学金は給付の対象外です。

免除・減免

160万円
※入学初年度の学納金のうち、授業料および教育充実費全額

入学初年度のみ 15名以内 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用不可

森ノ宮医療大学
スポーツ特別奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免

総合型選抜A日程【スポーツ実績重視型】に合格し、本学に入学される方。
給付奨学金

・入学金25万円
・授業料の一部30万円

原則4年間
※毎年度末に審査あり

人数制限なし 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用不可

森ノ宮医療大学
ひとり住まい支援奨学金 入学後 学費支援

総合型選抜B日程及び一般選抜前期（3科目型）に合格し、それぞれの入試における各学科の成績優秀者上位5名程度以内で、入学後にひとり暮らしをされる方
※総合型選抜A日程【学習成果重視型】合格者も、総合型選抜B日程及び一般選抜前期（3科目型）に出願可能です。
※総合型選抜B日程合格者も、一般選抜前期（3科目型）に出願可能です。ただし、総合型選抜A日程【スポーツ実績重視型】と指定校推薦選抜の合格者は出願で
きません。

給付奨学金

20万円

入学年度１回のみ 70名以内 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用不可

森ノ宮医療大学

成績優秀者給付奨学金 在学中 2～4年
特待生・成績優秀者
学費支援

学業成績（前年度末(1～3年)の成績にて判定）により、給付額（20万円と10万円の2段階）を決定。
次の①～③すべてに該当する方。
①前年度の学業成績優秀者
②2年次以上の学部学生の方
③学生本人の父母又はこれに代わって家計を支えている者（主たる家計支持者一人）の直近の収入が、給与所得者の場合は841万円以下、給与所得者以外の場
合は355万円以下である方

給付奨学金

20万円もしくは10万円 採用された年度の9月末まで
に給付（1回）
※1年次は給付がありません
が、入学後も次年度以降の
奨学金取得をめざし、学習を
継続することにより、在学中
に最大3回（60万円）の給付
を受けることが可能です。

20万円×各学科6名以内（各学
科各学年2名以内）
10万円×各学科6名以内（各学
科各学年2名以内）
※作業療法学科・言語聴覚学科
は各給付金額につき3名以内（各
学年1名以内）

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用不可

森ノ宮医療大学

キャリア活用社会人給付奨学金 在学中 2～4年 学費支援

次の①～③すべてに該当する方。
①満25歳以上で、本学入学後、一定の学業成績を上げ、大学が認める課外活動等において模範となる学生活動を行った方
②2年次以上の学部学生の方
③学生本人の父母またはこれに代わって家計を支えている者（主たる家計支持者一人）の直近の収入が、給与所得者の場合は841万円以下、給与所得者以外の
場合は355万円以下である方

※社会人経験者。
※学業成績（前年度末（1～3年）の成績にて判定）により資格審査を行う。

給付奨学金

30万円

採用された年度の9月末まで
に給付（1回）

３名程度 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用不可

森ノ宮医療大学

森ノ宮医療大学教育ローン利子補給奨学金 在学中 2年～4年 その他 金融機関の教育ローンに係る利子負担

本学の指定する教育ローン会社等より融資を受けた者で、次の①～③すべてに該当する方。
①前年度の成績において、GPAの値が各学科各学年上位3分の1以内
②2年次以上の学部学生の方
③学生本人の父母またはこれに代わって家計を支えている者（主たる家計支持者一人）の直近の収入が、給与所得者の場合は841万円以下、給与所得者以外の
場合は355万円以下である方

給付奨学金

学生納付金相当額の在学中における借入金に係る当該年度の利子相当額（千円未満切捨と
し、5万円を上限とする）。

当該年度の9月末までに給
付（1回）

６名程度 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用不可

森ノ宮医療大学
森ノ宮医療学園ファミリー奨学金 入学後 学費支援

森ノ宮医療学園関係者の親族（2親等以内）で本学に入学される方
※本学園関係者とは、教職員、在学生、卒業生、大学院および専攻科の修了生等です。 給付奨学金

10万円
入学年度の後期学納金納入
後に給付（１回）

人数制限なし 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用不可

森ノ宮医療大学

応急支援授業料減免制度 随時 学費支援

次の①～⑤すべてに該当する方。
①保護者または保証人の死亡、重度後遺障害、失業、破産により授業料の納入および学生生活が困難になった方
②家計が急変した後、学生本人の父母またはこれに代わって家計を支えている者の直近の総所得の合計が355万円以下または給与収入の合計が841万円以下で
ある方
③修業年限での卒業が見込めるまたは休学中でない方
④前年度の学業成績においてGPAの値が2.0以上、あるいは先修条件で定めのある単位を概ね修得できている方。1年生については入学後の成績を基に判断しま
す。
⑤家計急変前後の収入金額を比較し、30％以上の減少が認められる方。

免除・減免

当該年度の授業料の2分の1相当額。ただし、相当の事由があり、教授会の議を経て学長が認
めた場合、当該年度の授業料の2分の1相当額の範囲内で減免額を変更することがある。 在学中1回限り。ただし、家

計急変後の状況等により再
申請が認められた場合は最
長2年間の減免を受けること
ができる。

5名以内 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用不可

大阪保健医療大学
チャレンジ（特待生）入試の結果による学納金免除制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

チャレンジ（特待生）入試の結果により、４年間,２年間,初年度全学、初年度前期分の学費を減免。
免除・減免 地域の制限なし 事務局 併用可 併用可

大阪保健医療大学 大阪保健医療大学授業料減免（経済的理由対象） 随時 入学金・授業料減免 免除・減免 地域の制限なし 事務局 併用可 併用可

大阪保健医療大学 大阪保健医療大学授業料減免（標準在学年数超過学生対象） その他 通常の修業年限を超過した時 入学金・授業料減免
留年や休学などで修業年限の4年を超えた学生には学費の一部を軽減する。

免除・減免 地域の制限なし 事務局 併用可 併用可

大阪物療大学
大阪物療大学一般選抜特待奨学金制度 その他 学内推薦のため学生からの申し込みはできない 特待生・成績優秀者

新入生対象

本学の一般選抜（前期）の合格者のうち、成績優秀者上位2名に対して付与 給付奨学金

当該年度の授業料等の2分の1相当額を付与(年額79万円)

1年間
2名

地域の制限なし 総務課 併用可 併用可

大阪物療大学
大阪物療大学特待奨学金制度 入学後 特待生・成績優秀者

2年次生～4年次生対象

入学後、学業成績、人物ともに特に優秀な学生
給付奨学金

授業料（年額）の2分の1相当額の給付(年額79万円)

1年間 若干名 地域の制限なし 総務課 併用可 併用可

大阪物療大学

大阪物療大学貸与奨学金制度 随時 学費支援

1年次生～4年次生対象

修学の意思があるにもかかわらず、主たる家計支持者の死亡または災害による家計急変その他の経済的理由により学費の支弁が困難な学生 貸与奨学金

第1種貸与奨学金　年額790,000円
第2種貸与奨学金　年額395,000円

貸与期間は原則として出願
年度１年間とする。ただし選
考を経て、次年度に再貸与を
受けることができる。

若干名 地域の制限なし 総務課 併用可 併用可

滋慶医療科学大学 大阪滋慶育英会 入学手続時 学費支援
合格時点で受験生または家族が、本学または大阪滋慶学園の姉妹校に在籍または卒業している方が対象。

給付奨学金
100,000円

１年次1回のみ 地域の制限なし 入試事務局 併用可 併用可

大阪信愛学院大学
併設・姉妹校特別奨学金 入学後 特待生・成績優秀者

併設高等学校に在籍し、または姉妹校（和歌山信愛、久留米信愛、熊本信愛）からの受験者であって、併設校（姉妹校）特別選抜で入学を認められた者
給付奨学金

入学金相当額
年間170,000円

当該年度限り
（入学年度のみ）

地域の制限なし 併用可 条件有りで併用可

大阪信愛学院大学
カトリック連携校特別奨学金 入学後 その他

本学のカトリック連携校に在籍し、指定校制推薦選抜
で入学を認められた者

本学のカトリック連携校に在籍し、指定校制推薦選抜で入学を認められた者
給付奨学金

年額80,000円
当該年度限り
（入学年度のみ）

地域の制限なし 併用可 条件有りで併用可

大阪信愛学院大学
一般選抜特待生奨学金 （信愛大学かがやき奨学金） 入学後 特待生・成績優秀者

一般選抜前期日程A方式を受験し、各学部、合格者の上位20％以内の入試成績を修め、入学した者

給付奨学金

入学金相当額および授業料半期相当額
教育学部：年額610,000円
看護学部：年額740,000円
※教育充実費等は含まず

当該年度限り 地域の制限なし 併用可 条件有りで併用可

大阪信愛学院大学

遠隔地修学家賃補助奨学金 入学後 その他

公共交通機関で自宅の最寄駅から始発を利用しても、
本学1限目（8:50）に間に合わない地域に住居（自宅）
があり、本法人提携不動産会社が斡旋する物件に下
宿する者

公共交通機関で自宅の最寄駅から始発を利用しても、本学1限目（8:50）に間に合わない地域に住居（自宅）があり、本法人提携不動産会社が斡旋する物件に下宿
する者

給付奨学金

家賃の3分の1相当額
ただし、補助上限は月額20,000円とする。
（家賃には共益費や光熱費は含まない） 最長4年間 地域の制限なし 併用可 条件有りで併用可

大阪信愛学院大学
姉妹関係奨学金 （姉妹兄弟同時入学奨学金） 入学後 その他

（学）大阪信愛女学院設置の学校のいずれかに、同時
に2名以上の姉妹兄弟が入学する者

（学）大阪信愛女学院設置の学校のいずれかに、同時に2名以上の姉妹兄弟が入学する者
給付奨学金

入学金の2分の1に相当する額
年額85,000円

当該年度限り
（入学年度のみ）

地域の制限なし 併用可 条件有りで併用可

大阪信愛学院大学
社会人入学生特別奨学金 入学後 その他 社会人特別選抜を受験した者で、入学を認められた者

社会人特別選抜を受験した者で、入学を認められた者
給付奨学金

入学金相当額
年額170,000円

当該年度限り
（入学年度のみ）

地域の制限なし 併用可 条件有りで併用可

大阪信愛学院大学
在学時成績優秀者奨学金 （レーヌ・アンティエ奨学金） 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者

入学後の学業成績および生活態度等を、1年間を通して総合的に評価し、2年次、3年次、および4年次に推薦する。（各学部・各学年上位2名以内、合計12名以内）
※1年次は対象外 給付奨学金

年額200,000円
在学中に1回限り。 地域の制限なし 併用可 条件有りで併用可

大阪信愛学院大学
育英奨学金 （100周年記念奨学金）【給付】 随時

学費支援
用途を定めない経済的支援

入学後の家計の急変により、学費の支弁が困難な者
JASSO等公的な奨学金を受給または応募している者
※貸与と給付の区別は、成績による
※1年次後期以降はGPAにて判断する。1回生の前期は入学時の調査書にて判断する

給付奨学金

授業料年間相当額以内

当該年度限り 地域の制限なし 併用可 併用不可

大阪信愛学院大学
育英奨学金 （100周年記念奨学金）【貸与】 随時

学費支援
用途を定めない経済的支援

入学後の家計の急変により、学費の支弁が困難な者
JASSO等公的な奨学金を受給または応募している者
※貸与と給付の区別は、成績による
※1年次後期以降はGPAにて判断する。1回生の前期は入学時の調査書にて判断する

貸与奨学金

授業料年間相当額以内

当該年度限り 地域の制限なし 併用可 併用不可

大阪信愛学院大学
「安悦子・安在祐」奨学金 随時

学費支援
用途を定めない経済的支援

入学後の家計の急変により、学費の支弁が困難な者
JASSO等公的な奨学金を受給または応募している者 給付奨学金

授業料年間相当額以内
当該年度限り 地域の制限なし 併用可 併用不可

大阪信愛学院大学
大阪信愛125周年記念奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

低所得世帯で就学困難な者
JASSO等公的な奨学金を受給または応募している者
※家計急変とは異なる
※所得基準は日本学生支援機構の給付奨学金の第Ⅰ～Ⅲ区分までの範囲とする

給付奨学金

年間授業料半額相当額（上限50万円）
教育学部：440,000円
看護学部：500,000円 当該年度限り 地域の制限なし 併用可 併用不可

大阪信愛学院大学
幼きイエズス修道会・アンティエ奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

カトリック信徒で学資の負担が困難な者
給付奨学金

年額300,000円
当該年度限り 地域の制限なし 併用可 条件有りで併用可

芦屋大学

特待生制度 その他 申請不要（特待生入試出願） 特待生・成績優秀者

◇対象学年：1年～4年（年次審査あり）
◇対象学部：全学部・全学科
◇資格・条件
　・特待生入試を受験し選考されたもの
　・特待生入試によっては、高等学校の評定平均値に条件あり

免除・減免

特待生ランクと減免内容
Ⅰランク：4年間の授業料の全額（315万円免除）
Ⅱランク：4年間の授業料の半額（165万円免除）
Ⅲランク：4年間の授業料の1/3（115万円免除）
Ⅳランク：初年度の授業料の1/3（40万円免除）

4年間。特待生ランクⅠ・Ⅱ・
Ⅲで合格した者の授業料の
減免については、年次審査
を行う。

未定。特待生入試の定員内で、
特待生の基準に達したもの。 地域の制限なし 入試広報部 併用可 併用可

大手前大学
大手前学園奨学金 在学中 各学年　1年次は秋　2年次以降は春

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

学業優秀、品行方正で且つ経済的に困窮している者。
給付奨学金

1年次は半年間　12万円
2年次以上は1年間　24万円

1年次は、半年。
2年次以上は、1年。

約２２名
地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

大手前大学
大手前学園奨励金 在学中

特待生・成績優秀者
その他

学業成績優秀者、並びに、スポーツ・文化などの活動
で卓越した成績を修めた者、又は団体

第1種奨励金（学業優秀者に対する奨励金）
第2種奨励金（課外活動での成績優秀者に対する奨励金） 給付奨学金

第1種奨励金は、年額5万円
第2種奨励金は、5段階で、1万円、2万円、3万円、5万円、10万円 1回/年

第1種奨励金は、年間各学年各
学科1名
第2種奨励金は、年間１回若干名

地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

大手前大学 大手前学園創立75周年記念奨学金 在学中 4年生 入学金・授業料減免
卒業年次において経済的理由により修学困難とみなされる者。経済的条件と学業成績を総合的に選考。

給付奨学金
学生委員会委員が必要に応じて面談し、個々の経済状態を考慮して支給金額を決定する。

1回／最終学年次 若干名 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

大手前大学
大手前学園利子補給奨学金 在学中 その他

大手前学園が提携している銀行・ローン会社などに支
払った利子相当額を支給。※上限5万円まで。

学園の大学・短大の1年生以上の学生および大学院生であり、学業成績優秀・品行方正でかつ経済的に困窮している者
給付奨学金

大手前学園が提携している銀行・ローン会社などに支払った利子相当額を個々に支給。※上限
5万円まで。 特に決めていない 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

大手前大学
大手前学園社会人学生特別奨学金 在学中 入学金・授業料減免

社会人特別入試を受験し合格した者で、経済的に困窮し成績が特に優秀な者。

免除・減免

年間10万円を授業料から減免。 修業年限とする。ただし、次
年度以降は前年度の学業成
績が要件を満たさない場合
は受給資格を取り消す。

若干名 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

大手前大学
大手前学園 入試特別奨学金制度 その他

成績優秀者が対象となり、事前の申請は必要ありません。
ただし、複数の奨学金対象となった場合は、合格後に選択する必要があ
ります。

入学金・授業料減免

学校推薦型選抜入試　A・B日程
一般選抜入試　A・B日程
大学入学共通テスト利用入試
において、成績上位者でかつ、科目試験の得点が一定以上の者に対して授業料が半額免除もしくは全額免除となる制度があります。詳しくは、募集要項でご確認く
ださい。

給付奨学金

国際日本学部、建築＆芸術学部、現代社会学部、経営学部は、半額の場合405,000円。全額の
場合810,000円
健康栄養学部は、半額の場合445,000円。全額の場合890,000円
国際看護学部は、半額の場合525,000円。全額の場合1,050,000円

2年目以降は前年度までの
成績による見直しあり。

制限なし 地域の制限なし アドミッションズ　オフィス 併用可 併用可

関西学院大学
関西学院大学ランバス支給奨学金 その他 出願前

特待生・成績優秀者
学費支援
その他

経済的理由により修学困難でありかつ本学への入学
を強く希望するものを支援

受験前に本奨学金に出願し、採用候補になった上で一般選抜(一般入試、大学共通テスト利用入試）に合格し、入学手続きを完了した者。２年生以降も成績と家計
基準を満たせば継続受給が可能。

給付奨学金

【年額】文系学部300,000円、理系学部450,000円、総合政策学部400,000円、
　　　　人間福祉学部360,000円、教育学部・国際学部400,000円
【初年度のみ】近畿圏（滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県）外からの
　　　　　　　入学者に200,000円を付加

4年間（2年次以降は継続審
査あり）

36名（2021年度実績、新規･継続
合計）

地域の制限なし 学生活動支援機構事務部 併用不可 条件有りで併用可

関西学院大学

関西学院大学入学時貸与奨学金 入学手続時 学費支援

本学の入学試験に合格し、入学金を完納した者のうち学費の納入が極めて困難な者。

貸与奨学金

【年額】文系学部450,000円(文学部総合心理学科540,000円）、
　　　　理系学部740,000円(理学部数理科学科720,000円）、
　　　　総合政策学部630,000円、人間福祉学部560,000円、
            教育学部610,000円、国際学部600,000円

1年間 66名（2021年度実績） 地域の制限なし 学生活動支援機構 条件有りで併用可 併用可

関西学院大学

関西学院大学就学奨励奨学金・経済支援奨学金 在学中 1～4年生
特待生・成績優秀者
学費支援

■就学奨励奨学金　学力・人物ともに優秀で、学資の援助を必要とする者。
■経済支援奨学金　修学の継続をめざしている者で、極めて家計困窮度が高く、学資の援助を必要とする者。

給付奨学金

【年額】
　就学奨励奨学金
　文系学部300,000円、理系学部450,000円、総合政策学部400,000円、
   人間福祉学部360,000円、教育学部・国際学部400,000円
　
　
　経済支援奨学金
　文系学部150,000円、理系学部220,000円、総合政策学部200,000円、
   人間福祉学部180,000円、教育学部・国際学部200,000円

1年間 669名（2021年実績） 地域の制限なし 学生活動支援機構 条件有りで併用可 併用可

関西学院大学

関西学院大学産学合同育英奨学金 在学中 2～4年生（推薦制、申請不要） 特待生・成績優秀者

２年生以上の正規学生で、学業成績が特に優秀で、勉学に熱意を有する者。

給付奨学金

【年額】文系学部200,000円、理系学部300,000円、総合政策学部250,000円、
　　　　人間福祉学部240,000円、教育学部・国際学部250,000円
   　　　　　※　各学部で最も成績優秀な者
　　　　　　　　文系学部300,000円、理系学部450,000円、総合政策学部400,000円、
 　　　　　　　 人間福祉学部360,000円、教育学部・国際学部400,000円

1年間 270名（2021年度実績） 地域の制限なし 学生活動支援機構 併用可 併用可

関西学院大学
関西学院大学奨励奨学金 在学中 2～4年生 課外活動支援制度

２年生以上の正規学生で、正課外活動（文化・芸術・スポーツ・社会貢献活動等）の正課外活動において顕著な成果をあげた者。
給付奨学金

【年額】文系学部300,000円、理系学部450,000円、総合政策学部400,000円、
　　　　人間福祉学部360,000円、教育学部・国際学部400,000円 1年間 3名（2021年度実績） 地域の制限なし 学生活動支援機構 併用可 併用可

関西学院大学
関西学院大学クレセント奨学金 在学中 2年生以上 課外活動支援制度

２年生以上の正規学生で、文化、芸術、スポーツ及び社会貢献活動などの正課外活動において顕著な成果を修めた者。
給付奨学金

【年額】文系学部200,000円、理系学部300,000円、総合政策学部250,000円、
　　　　人間福祉学部240,000円、教育学部・国際学部250,000円 1年間 31名（2021年度実績） 地域の制限なし 学生活動支援機構 併用可 併用可

関西学院大学
関西学院大学中谷記念奨学金 在学中 1～4年

学費支援
課外活動支援制度

体育会及び応援団総部に所属する学生で、スポーツ活動等学生活動で優秀な成果をあげ、人物として優れた者であり、かつ経済的援助を必要とする者。
給付奨学金

【年額】150,000円(2021年度）
1年間 5名（2021年度実績） 地域の制限なし 学生活動支援機構 併用可 併用可

関西学院大学
関西学院大学特別支給奨学金 在学中 1～4年

学費支援
その他

１年以内の家計急変者対象
原則として出願時までの１年以内に家計急変により学費納入が困難になった者。

給付奨学金
【年額】学費相当額の1/2または400,000円のいずれか少ない方の金額

1年間 ０名（2021年度実績） 地域の制限なし 学生活動支援機構 併用可 併用可

関西学院大学 関西学院大学利子補給奨学金 在学中 １～４年 学費支援
最短修業年限内に在籍する正規学生で提携教育ローンを利用した者。

給付奨学金
【年額】1年間の利子支払い相当額

1年間 2名（2021年度実績） 地域の制限なし 学生活動支援機構 併用可 併用可

関西学院大学 関西学院大学緊急時貸与奨学金 随時 学費支援
家計などの急変により修学が著しく困難な者。（原則として日本学生支援機構奨学生であること）

貸与奨学金
【年額】学費相当額を限度。

1年間 2名（2021年度実績） 地域の制限なし 学生活動支援機構 併用可 併用可

関西学院大学
関西学院大学後援会奨学金 在学中 1～4年生

学費支援
その他

1年以内の家計急変者対象。
原則として出願時までの１年以内に家計急変により学費納入が著しく困難になった者。

給付奨学金
学費相当額の1/2または400,000円のうちいずれか少ない方の金額を限度

1年間 24名（2021年度実績） 地域の制限なし 学生活動支援機構 併用可 併用可

関西学院大学 同窓会奨学金 在学中 2～4年生 課外活動支援制度
2年生以上で文化・芸術・スポーツ・社会貢献活正課外正課外活動において顕著な成果をあげた者。

給付奨学金
300,000円

1年間 13名（2021年度実績） 地域の制限なし 学生活動支援機構 併用可 併用可

甲南大学
甲南学園奨学金 在学中 2年生以上 学費支援

原則として2年次以上に在学する学部学生であって、学業、人物ともに優秀かつ健康で、学資の支弁が困難と認められるもの。
給付奨学金

月額25,000円
採用年度から最短修業年限

採用年度によって変動あり
2022年度採用（推薦）枠19名

地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用不可 併用不可

甲南大学
甲南大学父母の会奨学金 在学中 2年次以上 学費支援

2年次以上に在学する学部学生であって、人物及び学業ともに優秀かつ健康で、学資の援助が必要であると認められるもの。
給付奨学金

月額40,000円
採用年度から最短修業年限
まで

採用年度によって変動あり
2022年度採用（推薦）枠7名

地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用不可 併用不可
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（２）申請時期
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（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

甲南大学
甲南大学同窓会甲南会奨学金 在学中 2年次以上 学費支援

2年次に在学する学部学生であって、人物が優秀かつ健康で、次の条件を満たす学資の援助を受けるにふさわしいと認められるもの。
イ）学業優秀者奨学生：学業成績に優れたもの
ロ）課外活動優秀者奨学生：課外活動において顕著な業績を収めたもの

給付奨学金

月額20,000円
採用年度から最短修業年限
まで

採用年度によって変動あり
2022年度採用（推薦）枠6名

地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金 併用不可 併用不可

甲南大学
甲南大学平友奨学金 在学中 学部2年次以上 学費支援

原則として2年次以上に在学する学部学生であって、学業、人物ともに優秀かつ健康で、学資の支弁が困難と認められるもの。
給付奨学金

月額20,000円
採用年度から最短修業年限

採用年度によって変動あり
2022年度採用（推薦）枠2名

地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用不可 併用不可

甲南大学
甲南大学八木愼二“わがみちをすすめ”奨学金 在学中 2年次以上 学費支援

2年次以上に在学する学部学生であって、学業及び人物ともに優秀かつ健康で、学資の支弁が著しく困難であると認められる者。
給付奨学金

月額45,000円
採用年度から最短修業年限

採用年度によって変動あり
2022年度採用（推薦）枠4名

地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用不可 併用不可

甲南大学
甲南大学旧制甲南高等学校奨学金 在学中 3年次以上 学費支援

3年次に在学する学部学生であって、学業、人物が優秀かつ健康で、学資の支弁が著しく困難と認められるもの。
給付奨学金

月額20,000円
採用年度から最短修業年限

採用年度によって変動あり
2022年度採用（推薦）枠1名

地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用不可 併用不可

甲南大学

一般社団法人甲南大学同窓会甲南会チャレンジ基金（通称：同窓会チャレン
ジ基金）

在学中 2年次以上

研修支援制度
研究費支援
留学費用支援制度
課外活動支援制度

2年次以上に在学する甲南大学同窓会の学生会員で、不断の努力によって一層の能力向上を目指し、次のいずれかの条件を満たす者。
(1)甲南大学の自治会活動を熱心に行う者
(2)甲南大学の課外活動を熱心に行う者
(3)学内外を問わず、社会の発展に貢献できる者
(4)自らの得意とする知識や技術を生かし、各種大会やイベントにおいて活躍する者
(5)明確な研究テーマを持ち甲南大学大学院に進学を予定する者
(6)起業を目指す者

給付奨学金

年額50万円を上限として給付

採用年度のみ 上限8名 地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用可 併用可

甲南大学 甲南100周年記念栄誉特待生「甲南平生拾芳奨励金」 在学中 3年次以上 特待生・成績優秀者
3年次以上で人物が特に優れ在学中の活動が学園創立者である平生釟三郎の精神にかなう者。

給付奨学金
年額100万円

採用年度のみ 上限5名 地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用可 併用可

甲南大学
甲南100周年記念栄誉特待生「文化・芸術部門奨励金」 在学中 2年次以上

特待生・成績優秀者
課外活動支援制度

2年次以上で、①在学中に全国規模の大会等に出場した者、若しくは②文化芸術活動の発展に寄与し、活動が①と同等と評価された者。
給付奨学金

年額50万円
採用年度のみ

5名（文化・芸術部門、スポーツ
部門を合計）

地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用可 併用可

甲南大学
甲南100周年記念栄誉特待生「スポーツ部門奨励金」 その他 2年次以上

特待生・成績優秀者
課外活動支援制度

2年次以上で在学中に日本体育協会加盟団体中央競技団体に関係する学生連盟等が主催する学生日本一を決める大会以上の大会に出場した者、又は、同連盟
等の代表選手に選出された者。 給付奨学金

年額50万円
採用年度のみ

5名（文化・芸術部門、スポーツ
部門を合計して）

地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用可 併用可

甲南大学

甲南100周年記念栄誉特待生「留学部門奨励金」 在学中 2年次以上
特待生・成績優秀者
留学費用支援制度

①②③2年次以上で交換留学生、語学プラス交換留学生・奨励留学生として推薦された者。
④ダブルディグリープログラムにより協定校に留学し、留学期間が1年以上経過している者。

給付奨学金

①交換留学（欧米圏・オセアニア圏）年額50万円
②交換留学（アジア圏）年額30万円
③語学プラス交換留学・奨励留学　年額30万円
④ダブルディグリープログラム　年額100万円 採用年度のみ

①交換留学（欧米圏・オセアニア
圏）4名
②交換留学（アジア圏）2名
③語学プラス交換留学・奨励留
学　7名
④ダブルディグリープログラム　2
名

地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用可 併用可

甲南大学 甲南100周年記念栄誉特待生「学部優秀部門奨励金」 在学中 3年次 特待生・成績優秀者
各学部が定める基準を満たす3年次生。

給付奨学金
年額60万円

採用年度のみ 26名 地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用可 併用可

甲南大学
甲南大学中川路奨学金 在学中 2年次以上 学費支援

2年次以上に在学する学部学生であって、人物及び学業ともに優秀かつ健康で、学資の支弁が困難と認められるもの。
給付奨学金

月額25,000円
採用年度から最短修業年限

採用年度によって変動あり
2022年度採用（推薦）枠1名

地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用不可 併用不可

甲南大学
甲南大学瀧川奨学金 在学中 学部2年次以上 学費支援

2年次以上に在学する学部学生で、学年、人物ともに優秀かつ健康で、学資の支弁が著しく困難と認められるもの。
給付奨学金

月額30,000円
採用年度から最短修業年限

採用年度によって変動あり
2022年度採用（推薦）枠2名

地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用不可 併用不可

甲南大学

甲南大学立野純三奨学金 学校出願時 学費支援

（１）甲南大学公募制推薦入学試験［教科科目型］を受験し、入学を希望する者
（２）出願時において、出願者の主たる家計支持者の住民票記載の住所地が中国・四国地域にあること。
（３）主たる家計支持者の収入金額は、原則として以下のとおりとする。
　　①給与所得者（源泉徴収票の支払金額）：800万円以下
　　②給与所得者以外（確定申告書等の所得金額）：350万円以下
　　（複数種類の所得がある場合は、合算して総合的に判断します。）

給付奨学金

年額50万円

入学年度のみ 4名 地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用不可 併用不可

甲南大学

甲南大学”わがくるま星につなぐ”甲南の星奨学金 学校出願時 学費支援

(1）一般入学試験を受験し、入学を希望する者。
(2）出願時において、出願者の主たる家計支持者の住民票記載の住所地が自宅通学圏以遠の地域にあること。
(3）日本国籍を有する者、又は永住者、定住者、日本人（永住者）の配偶者・子。
(4）日本国内の高等学校又は中等教育学校（通信制を除く）の出身者。
(5）上記の学校を当該年度3月卒業見込みの者又は既卒者（1年以内）。
(6）上記の学校での全体の評定平均値が「3.8以上」である者。
(7）主たる家計支持者の年収の合計が以下の者。
　①給与所得者（源泉徴収票の支払金額）：800万円以下
　②給与所得者以外（確定申告書等の所得金額）：350万円以下

給付奨学金

・文系学部　年額30万円
・理系学部　年額42万円

入学後4年間 100名 地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用不可 併用不可

甲南大学
甲南大学フロンティアサイエンス学部・研究科岡田奨学金 在学中 学年は問わない。 学費支援

次の各号のすべてに該当する者。
（1）新型コロナウイルス感染症の流行等、深刻な社会情勢の変化により経済的な理由で学業の継続が困難となった者
（2）経済的支援を受けることで学業の安定的継続が期待できる者 給付奨学金

学部生は年額500,000円、大学院生は年額250,000円

当該年度限り
原則として学部生４名以内、大学
院生２名以内

地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用可 併用可

甲南大学
甲南大学大学院“わがくるま星につなぐ”甲南の星奨学金 在学中 大学院入学前（学部4年次） 学費支援

次の各号のすべてに該当する者。
（1）甲南大学大学院修士課程に進学を希望する4年次の学部学生
（2）経済的支援を受けることで学業の安定的継続が期待できる者

給付奨学金

年額360,000円
大学院入学年度から在学期
間の2年間

原則として6名以内 地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用不可 併用不可

甲南大学
甲南大学大学院進学支援大学同窓会給付奨学金 在学中 大学院修士1年次 学費支援

次の各号のすべてに該当する者。
（1） 甲南大学から甲南大学大学院修士課程に進学した者
（2） 経済的支援を受けることで学業の安定的継続が期待できる者

給付奨学金

年額360,000 円

2年間
原則として大学院学生6名以内と
する。

地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用不可 併用不可

甲南大学
甲南大学大学院立野純三奨学金 在学中 大学院入学前（学部4年次） 学費支援

奨学生に申請できる者は、次の各号のすべてに該当する者とする。
(1)　甲南大学大学院への進学を希望する甲南大学の学部4年次生
(2)　学業成績が特に優秀な者
(3)　経済的支援を受けることで学業の安定的継続が期待できる者

給付奨学金

奨学金の給付額は、年額500,000円とする。
奨学金の給付期間は、大学
院入学年度から在学期間の
2年間とする。

奨学生の募集人員は、原則とし
て1名以内とする。

地域の制限なし 学生生活支援センター奨学金係 併用不可 併用不可

甲南女子大学

甲南女子大学奨学金 学校出願時 学費支援

(1)学部２年生以上の者（外国人留学生は除く）
(2)家計：両親の総所得金額が大学が定めた家計基準以下であること
(3)学力：所属する学科・学年で上位1/3以上であること
(4)原則として出願者・兄弟姉妹（大学院生・大学生・短期大学生）が日本学生支援機構奨学生であること
(5)高等教育の修学支援新制度の奨学生以外の者は、日本学生支援機構WEBページのシミュレーター結果を必ず提出すること

免除・減免

最大20万円

地域の制限なし

甲南女子大学

甲南女子大学緊急特別奨学金 学校出願時 学費支援

(1)全学部生
(2)昨今の経済不況や災害等により、主たる生計維持者が前年または当該年に死亡または失職、引き続き失職はしていないが減収し家計が急変していること（定年
による退職は対象としない。）
(3)他奨学金についていずれかを満たしていること
・日本学生支援機構の奨学生であること
・日本学生支援機構の緊急・応急採用に申し込んでいること
・高等教育の修学支援新制度の家計急変採用に申し込んでいること
・高等教育の修学支援新制度の奨学生以外の者は、日本学生支援機構WEBページのシミュレーター結果を必ず提出すること
・民間等の奨学金を利用していること
(4)家計急変により、今年の生計維持者の所得の合計が昨年と比較し、1/2以下となる見込みであり、所得見込が給与所得者の場合は841万円以下、給与所得者以
外は355万円以下となること。（日本学生支援機構等の給付型奨学金や学びの継続のための学生支援緊急給付金は所得として含め計算する）
(5)学力　2年生は前年度累計、1年生は前期の標準習得単位数を取得していること。
（1年生…16単位、2年生…31単位、3年生…62単位、4年生…93単位）

免除・減免

最大30万円（後期の授業の一部として相殺）

地域の制限なし

甲南女子大学
甲南女子大学遠隔地出身学生援助奨学金 学校出願時 学費支援

(1)自宅外通学者（学部：下宿生・学生寮生）
(2)家計：日本学生支援機構奨学金第一種の基準に準ずる
(3)学力：日本学生支援機構奨学金第一種の基準に準ずる

給付奨学金

年額24万円（月額：2万円）

地域の制限なし

甲南女子大学

アカデミックチャレンジ奨学金 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

原則、得点率が70%以上、かつ当該学科合格者の成績上位15位以内までの者。
対象となる３つの入試制度でそれぞれ志望する学科ごとに判定。

免除・減免

入学後２年間、学費（入学金を除く）が入試の成績により100％・50％・25％免除。
1・２年次までの学業成績（GPA）上位10％以内なら、３・４年次も奨学金が継続。

入学後２年間、学費（入学金
を除く）が入試の成績により
100％・50％・25％免除。
1・２年次までの学業成績
（GPA）上位10％以内なら、
３・４年次も奨学金が継続。

地域の制限なし 入試課

甲南女子大学
甲南女子学園清友会[同窓会]奨学金 入学後 学費支援

成績良好で修学の熱意があり、家計の困窮度が高く、修学が極めて困難な者
学部2年次以上の学生
日本学生支援機構の奨学生であること

給付奨学金 当該年度(年度ごとに採用) 地域の制限なし
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

神戸学院大学

神戸学院大学支給奨学金 在学中 １～４（６）年次生 学費支援

経済的理由により修学困難と認められる者
日本学生支援機構や地方自治体などの貸与奨学金が月額4万円以上であること
日本学生支援機構第二種奨学金の学力基準を満たしており、卒業見込みがある者
神戸学院大学の定める認定所得（家庭の総収入から特別控除を引いた額）が300万円以下の者
当該年度の定期健康診断、もしくは医師の健康診断を受診していること

給付奨学金

年額　360,000円

支給期間は当該年度限り 100名程度 地域の制限なし
学生支援センター 学生支援グ
ループ（KAC）

併用不可 併用不可

神戸学院大学
神戸学院大学同窓会給付奨学金 在学中 １～3年次生 課外活動支援制度

同窓会長が指定する団体等で、神戸学院大学の栄誉を高め、かつ課外活動の向上発展に寄与した学生であり、規程に定める条件に該当する者
給付奨学金

年額　360,000円（変更の可能性あり）
支給期間は当該年度限り 若干名 地域の制限なし

学生支援センター 学生支援グ
ループ

併用可 併用可

神戸学院大学
神戸学院大学同窓会災害等奨学金 在学中 １～４（６）年次生 被災者資金支援

対象地域※の自然災害等、不測の事態による経済的理由により修学困難な者
※対象地域は、内閣府のホームページに記載されている災害救助法適用地域に準ずる 給付奨学金

最高額　300,000円
同一の災害につき1世帯1回
限り

若干名 地域の制限なし
学生支援センター 学生支援グ
ループ（KPC）

併用可 併用可

神戸学院大学

神戸学院大学 交換・派遣留学奨学金 在学中 １～４（６）年次生 留学費用支援制度

①第1種交換留学奨学金
  TOEFL iBT61点以上/IELTS5.5以上または韓国語能力試験3級以上/ハングル能力検定3級以上または中国語検定3級以上/HSK4級以上のいずれかを有し、学
業成績の平均点が2.0以上の者。 

②第2種交換留学奨学金
  TOEFL iBT52点以上/IELTS5.0以上または韓国語能力試験2級以上/ハングル能力検定4級以上または中国語検定4級以上のいずれかを有し、学業成績の平均
点が2.0以上の者。 

③第1種派遣留学奨学金
  TOEFL iBT61点以上/IELTS5.5以上または韓国語能力試験3級以上/ハングル能力検定3級以上または中国語検定3級以上/HSK4級以上のいずれかを有し、学
業成績の平均点が2.0以上の者。 

④第2種派遣留学奨学金
  TOEFL iBT52点以上/IELTS5.0以上または韓国語能力試験2級以上/ハングル能力検定4級以上または中国語検定4級以上のいずれかを有し、学業成績の平均
点が2.0以上の者。 

⑤第3種派遣留学奨学金
TOEFL iBT45点以上/IELTS4.0以上/TOEIC500点以上/実用英語技能検定準2級以上のいずれかを有し、学業成績の平均点が2.0以上の者。

給付奨学金

交換留学１種：年額60万（留学期間１学期の場合30万）
交換留学２種：年額30万（留学期間１学期の場合15万）
派遣留学１種：派遣先大学の授業料相当額＋60万（留学期間１学期の場合30万）
派遣留学２種：派遣先大学の授業料相当額＋30万（留学期間１学期の場合15万）
派遣留学３種：派遣先大学の授業料相当額

１年間または半年間 若干名 地域の制限なし
国際交流センター　国際交流支援
グループ

条件有りで併用可 条件有りで併用可

神戸学院大学
大学主催短期海外研修参加費補助金 在学中 １～４（６）年次生 留学費用支援制度

本学の学部学生であり、参加者については、書類・面接選考を経て決定する。
給付奨学金

A地域 （欧州・北米・オセアニア地域を中心とし、B地域対象外の地域・国）：3万円
B地域 （ASEANおよびアジア諸国）：1.5万円 研修期間 若干名 地域の制限なし

国際交流センター　国際交流支援
グループ

併用可 併用可

神戸学院大学
特待生未来サポート制度 入学手続時 特待生・成績優秀者

一般選抜入試（前期日程・中期日程）において、大学が認めた一定以上の優秀な成績で合格し、入学を許可された者
免除・減免

入学年度の学費
支給期間は当該年度限り 200名 地域の制限なし

入学・高大接続センター入学・高
大接続グループ

併用可 併用可

神戸学院大学

神戸学院大学奨励金 在学中 ２～４（６）年次生 特待生・成績優秀者

2年次生以上の学部学生で、学業人物がともに優秀で、各学部より第一次候補者として選出された者

給付奨学金

法学部：250,000円
経済学部：270,000円
経営学部：270,000円
人文学部・心理学部：学費相当額の3分の1（1万円未満切捨て）
現代社会学部：学費相当額の4分の1程度（1万円未満切捨て）
総合リハビリテーション学部・栄養学部：学費相当額の3分の1～6分の1程度（1万円未満切捨
て）
薬学部：学費相当額の6分の1程度（1万円未満切捨て）

支給期間は当該年度限り

法学部：各学年 13名以内
経済学部・経営学部：各学年 7名
以内
人文学部：各学年 6名以内
心理学部：各学年 4名以内
現代社会学部：現代社会学科 各
学年 3名程度：社会防災学科 各
学年 2名程度
総合リハビリテーション学部：理
学療法学科（理学療法学専攻）
各学年 2名程度：作業療法学科
（作業療法学専攻）：各学年 2名
程度：社会リハビリテーション学
科 各学年 3名以内
栄養学部：栄養学科（管理栄養
学専攻）各学年 3名以内：栄養学
科（臨床検査学専攻）各学年 3名
以内
薬学部：各学年 12名程度

地域の制限なし
学生支援センター  学生支援グ
ループ（KAC）

併用可 併用可

神戸学院大学
溝口奨励金＜学術・課外活動等分野＞ 在学中 ２～４（６）年次生

特待生・成績優秀者
課外活動支援制度

2年次生以上の学部学生で、学術分野、課外活動等分野（文芸・スポーツ・社会活動）で高い評価を受けた者

給付奨学金

①最優秀奨励賞：700,000円
②優秀奨励賞：500,000円
③奨励賞：300,000円

支給期間は当該年度限り
①最優秀奨励賞：若干名
②優秀奨励賞：若干名
③奨励賞：若干名

地域の制限なし
学生支援センター 学生支援グ
ループ（KPC）

併用可 併用可

神戸学院大学
溝口特別奨励金 その他 在学期間中のほか、入学試験出願の1か月前迄、又は入学手続後。

研究費支援
課外活動支援制度

(1) 今後開催が予定されているオリンピックの競技種目において、オリンピック、世界選手権等国際的レベルの競技大会への出場経験、若しくはそれに相当する高
い競技力を有し、競技と学業を両立させようとする強い意志を持つ者。
(2) 学術・研究・文化・社会活動分野において国際的に高い評価を受け、それらの活動と学業を両立させようとする強い意志を持つ者。

給付奨学金

①特別奨励生A：当該年度の学費相当額。ただし、休学期間中は休学在籍料相当額。
②特別奨励生B：当該年度の学費相当額の2分の１。ただし、休学期間中は休学在籍料相当額
の2分の1。

支給期間は当該年度限り 若干名 地域の制限なし
学生支援センター 学生支援グ
ループ（KPC）

併用可 併用可

神戸学院大学
溝口奨励金＜学業分野＞ 在学中 ４年次生（薬学部は６年次生） 特待生・成績優秀者

４年次生（薬学部は６年次生）の学部学生で、学業と人物がともに優秀で、各学部より第一次候補者として選出された者
給付奨学金

400,000円
支給期間は当該年度限り 各学部 1名 (合計10名) 地域の制限なし

学生支援センター 学生支援グ
ループ（KPC）

併用可 併用可

神戸学院大学
神戸学院大学 災害見舞金 在学中 １～４（６）年次生 被災者資金支援

対象地域※の自然災害等、不測の事態による経済的理由により修学困難な者
※対象地域は、内閣府のホームページに記載されている災害救助法適用地域に準ずる 給付奨学金

100,000円から半期学費相当額
同一の災害につき1世帯1回
限り

若干名 地域の制限なし
学生支援センター 学生支援グ
ループ（KPC）

併用可 併用可

神戸学院大学
神戸学院大学私費外国人留学奨学金 在学中

学部生１～４（６）年次生
大学院生 １～２（３）年次生

用途を定めない経済的支援
学部・大学院に在学する私費外国人留学生で、経済的理由により就学困難と認められる者で、他の奨学金を受給していない者

給付奨学金
年額360,000円

１年間 若干名 地域の制限なし
国際交流センター　国際交流支援
グループ

併用不可 併用不可

神戸学院大学
神戸学院大学 大学院支給奨学金 在学中 １～２（３）年次生

研究費支援
学費支援

学費（授業料および施設設備維持充実費）の支弁に支障のある者
給付奨学金

各研究科の学費（授業料及び施設設備維持充実費）の２分の１
支給期間は当該年度限り ５名程度 地域の制限なし

学生支援センター 学生支援グ
ループ（KAC）

併用不可 併用可

神戸学院大学
神戸学院大学 大学院特別奨学金 在学中

修士課程１～2年次生　博士後期課程1～3年次生　博士課程1～4年次
生

研究費支援
学費支援

研究に熱意を持ち、学業、人物ともに優秀であり、大学院各研究科長の推薦した者
給付奨学金

研究科により年額　180,000円または年額　220,000円
支給期間は当該年度限り

原則、研究科課程ごとの収容定
員の２分の１

地域の制限なし
学生支援センター 学生支援グ
ループ（KAC）

併用可

神戸学院大学
神戸学院大学　私費外国人留学生学費一部免除 在学中

学部生１～４（６）年次生
大学院生 １～２（３）年次生

入学金・授業料減免
神戸学院大学の学部・大学院に在学する私費外国人留学生で学業の継続と向上を目指し、経済的理由により修学困難と認められる者。

免除・減免
学費の30％

当該年度限り 若干名 地域の制限なし
国際交流センター　国際交流支援
グループ

併用可 併用可

神戸学院大学
学費延納制度 在学中

学部生　１～４(６)年次
大学院生　１～２(３)年次

その他 学費納入期限延長制度

学費を納入期限までに納入することが困難な学生に対し、納入期限を延長する制度。
希望者は、前期・後期とそれぞれ申請が必要であり、
委託徴収金（自治会費等）については、前期分に一括納入する必要がある。
※新入生は前期の学費延納が認められておらず、後期以降の取り扱いとなる。

その他

学費相当額を限度

半期毎 人数制限なし 地域の制限なし
学生支援センター 学生支援グ
ループ（KAC）

併用不可 併用可

神戸芸術工科大学
在学生対象特待生 その他 入学後（学内推薦のため学生からの申し込みはできない） 特待生・成績優秀者

２年～4年生対象
２年次から４年次の在学生で前年度の成績（作品を含む）から優秀者を選考

給付奨学金

年額２３万７,５００円

１年間
前年度の学科・学年の在学生数
で設定された選出人数

地域の制限なし 教務課

神戸国際大学 神戸国際大学奨学金 在学中 全学年 学費支援
1.前年度標準取得単位取得、2.GPA2.2以上、3.世帯収入が基準以下

給付奨学金
月額３０，０００円

1年 12名 地域の制限なし 学生支援センター 併用不可 併用不可

神戸国際大学

経済学部AO入試〈Ⅰ期〉［学費減免型］入学者対象入学金減免・授業料減免
奨学金制度

その他 申請不要 入学金・授業料減免

【対象学年】1年～4年
【対象学部】経済学部
【対象者】　ＡＯ入試Ⅰ期（学費減免型）に合格した者。
【減免継続条件】
①標準取得単位を充足していること。
②GPA2.2以上であること。
③学生会主催のイベントなど大学行事へ積極的に参加すること。

免除・減免

入学金５０％減免、授業料５０％減免

最長４年間 合格者全員 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用不可

神戸国際大学

特待生制度（リハビリテーション学部）対象者入学金減免・授業料減免奨学金
制度

その他 申請不要
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【対象学年】1年～4年
【対象学部】リハビリテーション学部
【対象者】　一般入試（前期）もしくは大学入学共通テスト利用入試（前期）（中期）（後期）のいずれかに合格し、特待生として選抜された者。
【減免継続条件】
①各学年終了後に必要な必修科目および選択科目を取得していること。
②GPA2.6以上であること。

免除・減免

入学金５０％減免、授業料５０％減免

最長４年間 若干名 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用不可

神戸国際大学

経済学部グローバル特別入試入学者対象入学金減免・授業料減免制度 その他 申請不要 入学金・授業料減免

【対象学年】1年～4年
【対象学部】経済学部
【対象者】　グローバル特別入試に合格した者。
【減免継続条件】
①必修科目を毎年すべて取得していること。
②標準取得単位を充足していること。
③TOEICを毎年受験し、定められた基準に達していること。
　2年進級時：600点以上、3年進級時：680点以上、4年進級時：750点以上

免除・減免

入学金50％減免、授業料５０％減免

最長４年間 合格者全員 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用不可

神戸国際大学

特待生制度（経済学部）対象者入学金減免・授業料減免奨学金制度 その他 申請不要
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【対象学年】1年～4年
【対象学部】経済学部
【対象者】　一般入試（前期）もしくは大学入学共通テスト利用入試（前期）（中期）（後期）のいずれかに合格し、特待生として選抜された者。
【減免継続条件】
①標準取得単位を充足していること。
②GPA2.6以上であること。

免除・減免

入学金５０％減免、授業料５０％減免

最長４年間 若干名 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用不可

神戸国際大学 資格講座検定料補助金制度 在学中 全学年 資格取得支援制度
1.各種検定に合格した場合、検定料半額補助

給付奨学金
検定料の50％（上限40,000円）を補助金として支給

地域の制限なし キャリアセンター

神戸国際大学
「特別講座」受講生に対する受講費負担制度＜1＞ 在学中 全学年 資格取得支援制度

1.選抜テストに合格
2.受講にあたっては無遅刻・無欠席で講座終了まで意欲的に取り組むこと 給付奨学金

受講料（テキスト代、検定料等を含む）全額
地域の制限なし キャリアセンター

神戸国際大学 受講生に対する受講費負担制度＜2＞ 在学中 全学年 資格取得支援制度
TOEIC450スタートアップ講座受講者のうち、「スコア450点達成」または「通年でスコアが100点以上UPした者」は、受講料全額補助

給付奨学金
自己負担額返金

地域の制限なし キャリアセンター

神戸国際大学

海外交換留学（派遣）奨学金 在学中 全学年 留学費用支援制度

対象学年：2～4年次
学部：経済学部
資格：本学で実施される交換留学選考試験において選抜された者
条件：1.　外部の海外留学に係る奨学金の受給者でない者
　　　2.　交換留学試験を受験し、本学の交換留学生として選抜された者

給付奨学金

・指定都市及び甲地域　月額7万円
・乙地域　月額6万円
・丙地域　月額5万円
各地域の区分は独立行政法人日本学生支援機構の海外留学支援制度(協定派遣・協定受入)
国・地域コード表にならい、上記金額を支給する。

指定された留学期間の間
（半期および通年）

年度により異なる（5名程度/年） 地域の制限なし
学生支援センター兼国際別科担
当

併用不可 併用不可

神戸国際大学
授業料減免 在学中 １年生～4年生 被災者資金支援

原則として災害発生時
免除・減免

各期納付額の金額もしくは半額
１年

地域の制限なし 学生支援センター

神戸国際大学
経済学部進級時特待生 在学中 年度末 特待生・成績優秀者

経済学部に1学期以上在学したうえで以下に示す項目を満たしている者で特待生選抜試験において1位であった者を特待生として選抜し、授業料を減免する。また、
特待生選抜試験において2位であった者を準特待生として選抜し、授業料を減免する。
(1)　KIU特別クラス経済ビジネスコース生(以下、経済学特別クラス生、という。)の1年次生で、1年次にGPAが2.6以上の者
(2)　経済学特別クラス生以外の1～3年次生で、GPAが2.6以上の者

免除・減免

特待生減免額　　授業料の50％
準特待生減免額　授業料の30％

減免の期間は原則1年限りと
する。ただし、再度翌年1年
間の減免延長を認める(毎年
度末に判定する)。

毎年各1名最大2名 地域の制限なし 教学センター 併用可 併用不可

神戸国際大学

経済学部KIU英語特別クラス奨学補助 在学中 2,3年生の4～5月頃
特待生・成績優秀者
留学費用支援制度

KIU英語特別クラスに所属し、原則、TOEICスコアが最高点である2年生1名と3年生以上1名の最高２名。
条件
1. 交換留学あるいはセメスター留学で派遣が決定した者、または海外研修B・C・Dのいずれかに履修登録した者
2. 前年度に取得したTOEICスコアが470点以上であると申請時に証明できる者
3. 本奨学補助を受けたことがない者

給付奨学金

留学研修費用　20万円

１回限り 年間最高２名。 地域の制限なし 教学センター 併用可 条件有りで併用可

神戸国際大学

海外研修援助金 学校出願時 留学費用支援制度

①科目：海外研修A-A/海外語学研修A
対象学年：1～4年生
対象学部：経済学部及びリハビリテーション学部
資格：対象学部の本学学生で夏期英語研修（グループ型）に参加する者。
条件：・履修登録をすること
　　　・必要書類を期限までに学生支援センター（国際交流）まで提出すること

②科目：海外研修A-B
対象学年：1～4年生
対象学部：経済学部
資格：対象学部の本学学生でフィリピン・英語研修に参加する者。
条件：・履修登録をすること
　　　・必要書類を期限までに学生支援センター（国際交流）まで提出すること

③科目：海外研修B、C、D
対象学年：1～4年生
対象学部：経済学部
資格：対象学部の本学学生で夏期英語研修（個人型）に参加する者。
条件：・履修登録をすること
　　　・必要書類を期限までに学生支援センター（国際交流）まで提出すること
　　　・審査を通過した者

給付奨学金

①海外研修A-A/海外語学研修A履修者：・・・70,000円/人
②海外研修A-B履修者・・・50,000円/人
③海外研修B,C,D履修者・・・60,000円/人×履修科目数

①1回限り
②1回限り
③各科目1回限り

年間50名程度 地域の制限なし
学生支援センター兼国際別科担
当

併用可 併用可

神戸国際大学
セメスター留学派遣学生授業料免除 学校出願時

学費支援
留学費用支援制度

学　部：経済学部
対象者：選考を経てセメスター留学で本学指定の協定大学に派遣が決定した者（2-4年生）
期　間：留学をする当該学期のみ

免除・減免

留学する該当学期の授業料全額

年間5名程度 地域の制限なし
学生支援センター兼国際別科担
当

併用可 併用可

神戸国際大学
海外留学による休学に係る授業料免除 学校出願時

学費支援
留学費用支援制度

資格：（1）学則に基づき、海外留学による休学を許可されていること。
　　　（2）休学申請時の総取得単位数が、本学が規定する標準取得単位数を上回っていること。
　　　（3）当該留学が復学を前提としたものであること。

免除・減免

授業料の1/5

年間若干名 地域の制限なし
学生支援センター兼国際別科担
当

併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

神戸女学院大学
神戸女学院大学入学試験成績優秀者給与奨学金 その他 学内推薦のため学生からの申し込みはできない 特待生・成績優秀者

国際学部・文学部・心理学部・人間科学部：学校推薦型選抜（公募制）A日程または一般選抜前期Ａ日程の選考において優秀な成績を得た入学者
音楽学部：学校推薦型選抜（公募制）A日程または一般選抜前期Ａ日程専攻実技の選考において優秀な成績を得た入学者 給付奨学金

入学金及び授業料の半額相当額

標準修業年限（4年）
国際学部３名　文学部3名　音楽
学部１名　心理学部2名　人間科
学部2名

地域の制限なし 入学センター・広報室 併用可 併用可

神戸女学院大学
神戸女学院大学一般貸与奨学金 在学中 １年生～４年生 学費支援

向学心に富む学部生で、家計支持者が、失業・破産・倒産・病気・死亡、または火災・風水害などにより家計急変が生じ、緊急に奨学金が必要となった者。
貸与奨学金

国際学部・文学部・心理学部・人間科学部７０万円または４０万円
音楽学部９０万円または５０万円 １年間 若干名 地域の制限なし 学生生活支援センター 併用可 併用可

神戸女学院大学
神戸女学院大学KCH推薦入学選考特待生給与奨学金 その他 学内推薦のため学生からの申し込みはできない 特待生・成績優秀者

KCH推薦入学選考に合格し入学する者で、神戸女学院高等学部での成績・人物が特に優秀であって神戸女学院中高部長のKCH特待生奨学金受給候補者推薦を
受けた者 給付奨学金

授業料相当額
標準修業年限（4年） 3名 地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

神戸女学院大学
神戸女学院一粒の麦給与奨学金 在学中 １年生～４年生 学費支援

学内もしくは学外の奨学金を受領しており、突発的な経済的事情により学費の納入が困難な人物・学力ともに優秀な学部生
給付奨学金

授業料の３分の１または２分の１相当額
※特に必要と認められた場合は授業料相当額（音楽学部生は授業料の３分の２相当額）

申請のあった学年度末まで
の半年間または１年間

人数制限なし 地域の制限なし 学生生活支援センター 併用可 併用可

神戸女学院大学
神戸女学院大学ＨＡＳ給付奨学金 その他 学内推薦のため学生からの申し込みはできない 学費支援

日本学生支援機構第一種奨学金を貸与されている、または高等教育の修学支援新制度の対象者として認定されている学生で、それらをもってしても学費の納入が
困難な母子家庭あるいは父母共にいない２年次以上の学部生で、人物・学力ともに優秀である者 給付奨学金

授業料相当額
申請のあった学期より在籍
期間４年まで

若干名 地域の制限なし 学生生活支援センター 併用可 併用可

神戸女学院大学 那須姉妹特別奨学金 在学中 1年生～4年生 学費支援
音楽学部生で経済的困窮度が高く、学力、人物ともに適格と認められる者

給付奨学金
３０万円

１年間 ２名 地域の制限なし 音楽学部事務室 併用可 併用可

神戸女学院大学
森本敦子記念奨学金 在学中 １年生～４年生 学費支援

音楽学部音楽学科器楽専攻のオルガンを主専攻とする在学生で学力、人物ともに適格と認められる者
給付奨学金

授業料の半額相当額
申請のあった学期より標準
修業年限（４年）年度末まで

若干名 地域の制限なし 音楽学部事務室 併用可 併用可

神戸女学院大学 特別奨学金 その他 学内推薦のため学生からの申し込みはできない 学費支援
日本基督教団の教会に在職する牧師の子女である学部生

給付奨学金
授業料の３分の１相当額

標準修業年限（4年） 人数制限なし 地域の制限なし チャプレン室 併用可 併用可

神戸女学院大学
神戸女学院大学災害救助法適用地域出身者対象授業料免除制度 その他 学内推薦のため学生からの申し込みはできない 被災者資金支援

災害救助法の適用を受けた地域で被災した受験生で、本学の一般選抜前期A日程または前期B日程の選考において優秀な成績を得た入学者。
但し、本制度を適用する災害は神戸女学院が定めるものとします。 免除・減免

授業料相当額

標準修業年限（4年） 同一年度入学者の内5名以内 地域の制限なし 入学センター・広報室 併用可 併用可

神戸女学院大学 神戸女学院大学授業料減免 在学中 １年生～４年生 被災者資金支援
自然災害により被災し、学費支弁者が死亡、または家屋の全壊・半壊（修理不可能で取り壊すもの）・焼失などにより生活基盤を失い、学業の継続が困難となった
学生

免除・減免
授業料の全額若しくは半額

標準修業年限（4年） 人数制限なし 地域の制限なし 学生生活支援センター 併用可 併用可

神戸女学院大学 神戸女学院大学給与奨学金 在学中 2年生～4年生 学費支援
前年度の成績が優秀かつ経済的に困窮度の高い本学２年次以上の学生で、他に給与（給付）型奨学金の給与を受けていない者。

給付奨学金
年額３６万円

１年間 ３０名 地域の制限なし 学生生活支援センター 併用不可 併用不可

神戸女学院大学 めぐみ会　卒業支援奨学金 在学中 1年生～4年生 学費支援
突発的な家計の事情により退学等を余儀なくされるおそれのある者

給付奨学金
該当者が当該年度において必要としている学納金額：上限１００万円　同一人に対し１回

同一人に対し１回限り 若干名 地域の制限なし 学生生活支援センター 併用可 併用可

神戸女学院大学 めぐみ会　修学支援奨学金 在学中 ２年生 学費支援
経済的支援を必要としている２年生で、優秀な学業成績を修めている者

給付奨学金
月額４万円

２年生～４年生までの間 ３名（１学年１名） 地域の制限なし 学生生活支援センター 併用可 併用可

神戸女学院大学
めぐみ会　海外留学奨学金 在学中 ２年生～４年生 留学費用支援制度

本学の認定留学制度を利用して海外留学をする者
給付奨学金

月額３万円
本学の認定留学期間中の１
年間を限度

２名 地域の制限なし 国際交流センター 併用可 併用可

神戸女子大学
神女優秀者応援奨学金優秀者表彰型 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者

2年～4年生

全学生の範となる学業優秀かつ品行方正な者
給付奨学金

１０万円

当該年度前期 １０名程度 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

神戸女子大学
神女優秀者応援奨学金奨学生応援型 在学中 2年生～4年生

特待生・成績優秀者
課外活動支援制度

2年～4年生

外部貸与型奨学金等を受給する者のうち、学業及び学生生活で優秀な成果を上げるとともに人物として優れた者であり、かつ経済支援を要する者
給付奨学金

３０万円または５０万円

当該年度後期 ２０名程度 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

神戸女子大学

神女経済支援奨学金家計急変型 在学中 1年生～4年生の前期または後期 入学金・授業料減免

1年～4年生の修業年限で卒業見込みの者

・在学中に生じた主たる生計維持者の家計急変（失職、死亡等）により、学業継続が困難になった者
・家計基準が日本学生支援機構貸与奨学金（第二種）の基準の範囲内
・給付（家計急変含む）、貸与奨学金を受給している者、または申請予定の者

給付奨学金

当該年度の授業料、教育・施設充実費の半額

・給付が決定した年度内
・在学中１回限り

人数制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

神戸女子大学

神女経済支援奨学金災害支援型 在学中 1年生～４年生の前期または後期 被災者資金支援

1年～4年生の修業年限で卒業見込みの者

・在学中に生計維持者又は学生本人が災害等の被災者となった者
・罹災証明書等により半壊以上の被害が認定されている者、またはそれに準ずることが確認できる者 給付奨学金

当該年度の授業料、教育・施設充実費の半額

・給付が決定した年度内
・在学中１回限り

人数制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

神戸女子大学

神戸女子大学教育後援会育英奨学生奨学金 在学中 前期：２回生以上、後期：全学年 学費支援

在学中に学資支弁に不測が生じ、学資の支弁が著しく困難になり、修学の熱意があるにもかかわらず、退学または休学を余儀なくされるような学生に対し、学業の
継続を援助する。
前期：２回生以上　後期：全学年

※保証人が教育後援会会員であること
※最短修業年限で卒業が可能な者
※日本学生支援機構応急採用基準を原則満たしている者（緊急を要する場合はこの限りでない）
※採用は在学中に１回のみ

給付奨学金

２０万円

前期は６月、後期は１１月 １０名 地域の制限なし 教育後援会事務局 併用不可 条件有りで併用可

神戸女子大学

神戸女子大学教育後援会災害見舞金 在学中 全学年 被災者資金支援

在学中に本会会員およびその配偶者、または学生が災害により人的、経済的被害を受けた場合に支給する。
※全学年が対象
※保証人が教育後援会会員であること
※罹災証明書または診断書により認定されていること
※入学前の発生には適用不可
※教育後援会育英奨学金との併用不可

給付奨学金

５万円～１０万円
被害の種類および程度により支給額を決定

在学中随時
但し、同一会員への同一の
災害では１回限り

人数制限なし 地域の制限なし 教育後援会事務局 併用可 条件有りで併用可

神戸女子大学

神戸女子大学同窓会青山会奨学金 在学中 ４回生 学費支援

卒業しうる資質があるにもかかわらず、経済的理由により就学困難な者。
　※４回生に在籍していること
　※卒業の見込みが充分にあると判断できること
　※経済的理由により修学困難となった者であること
　※神女経済支援奨学金との併用不可

給付奨学金

４回生後期授業料、教育・施設充実費相当額

４回生後期 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

神戸松蔭女子学院
大学

夢・未来サポート特待生制度「夢サポ100」 入学手続時 特待生・成績優秀者

対象：
全学部

条件：
一般選抜前期A日程ならびに共通テスト前期日程合格者のうち成績順位1～10位(入試得点率85％以上）

給付額：
最大4年間の授業料の全額
※継続条件あり（2年目以降は学業成績上位20％以内とする）

免除・減免

最大4年間の授業料の全額

1年間(最大4年間)
※所定の単位を取得し、か
つ各学年終了時の学科内席
次が上位20％以内の者は
　2年目以降も継続

①年間10名程度
②人数制限なし

地域の制限なし 学生部　学生課 併用可 条件有りで併用可

神戸松蔭女子学院
大学

夢・未来サポート特待生制度「夢サポ50」 入学手続時 特待生・成績優秀者

対象：
全学部

条件：
学校推薦型選抜前期A日程合格者のうち成績順位1～20位（調査書点・専願加点含まず入試得点率70％以上）、
または一般選抜前期A日程ならびに共通前期日程合格者のうち成績順位1～20位（入試得点率70％以上）

給付額：
最大4年間の授業料の50％

免除・減免

最大4年間の授業料の50％

1年間(最大4年間)
※「夢サポ」2年目以降の継
続条件は、所定の単位を取
得し、
かつ各学年終了時の学科内
席次が上位20%以内としま
す。

①年間10名程度
②人数制限なし

地域の制限なし 学生部　学生課 併用可 条件有りで併用可

神戸松蔭女子学院
大学

夢サポチャレンジ制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

対象：
年内合格者
※総合型選抜（AO入試）、学校推薦型選抜(指定校）、学校推薦型選抜前期ＡＢ・後期日程の合格者

条件：
一般選抜前期A日程と同日実施の「夢サポチャレンジ特待生資格試験」を無料で受験し、成績上位者となった者

給付額：
4年間の授業料全額無料または半額免除

免除・減免

4年間の授業料全額無料または半額免除

1年間(最大４年間)
※「夢サポ」2年目以降の継
続条件は、所定の単位を取
得し、かつ各学年終了時の
学科内席次が上位20%以内
とします。

①年間10名程度
②人数制限なし

地域の制限なし 学生部　学生課 併用可 条件有りで併用可

神戸松蔭女子学院
大学 新型コロナウイルス感染症対策奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

（2023年度まで）
総合型選抜(ＡＯ入試)　入学者
学校推薦型選抜前期ＡＢ日程・後期日程専願入学者

免除・減免

①年額３０万円
②学費相当額を限度 ①１年間

②１回限り
人数制限なし 地域の制限なし 入試部　入試・広報課 併用可 条件有りで併用可

神戸松蔭女子学院
大学

指定校特待生制度 学校出願時 入学金・授業料減免
学校推薦型選抜(指定校入試)の入学者

免除・減免
全員入学金全額免除

①１年間
②１回限り

人数制限なし 地域の制限なし 入試部　入試・広報課 併用可 条件有りで併用可

神戸松蔭女子学院
大学

セメスター留学奨学金(英語) 在学中 1年生～2年生
特待生・成績優秀者
留学費用支援制度

海外の協定大学にセメスター留学する学生対象の奨学金
英語学科生のみ 給付奨学金

年間授業料の2分の1相当額
条件を満たす成績上位者には20万円を追加給付 当該留学年度　半年間限り 所定の規準を満たす者全員 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

神戸松蔭女子学院
大学

セメスター留学奨学金(中国語) 在学中 留学費用支援制度
中国の協定大学にセメスター留学する
学生対象の奨学金(英語学科生のみ) 給付奨学金

条件を満たす成績上位者には20万円を給付
ただしセメスター留学に参加して20万円追加給付を受けた者はこの対象とならない。 当該留学年度　半年間限り 所定の規準を満たす者全員 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

神戸松蔭女子学院
大学 長期留学奨学金 在学中 2年次

特待生・成績優秀者
留学費用支援制度

海外の協定大学に長期(1年間)留学する者で
本学での学力・人物ともに特に優秀な学生 給付奨学金

①協定大学の1年間の授業料相当額
②本学の1年間の校納金の半額もしくは1/4相当額
③本学の半期の授業料の1/2に相当する額

当該年度　1年間限り
所定の規準を満たしている者で
特に人数枠の定めなし

地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

神戸松蔭女子学院
大学 1年留学奨学金 在学中 2年生～3年生

特待生・成績優秀者
留学費用支援制度

英語学科生のみ

給付奨学金

2年次年間授業料の1/2相当額、
3年次年間授業料の1/2相当額に加え、
帰国後に36万円を給付する。
(ただし、所定の規準を満たしている者)

①１年間
②１回限り

人数制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

神戸松蔭女子学院
大学

松蔭ファミリー入学金優遇制度 学校出願時 入学金・授業料減免
3親等以内の親族が本学院を卒業した場合、または本学院に在学中である場合

給付奨学金
入学金の1/2相当額

当該年度　1年間限り 人数枠の定めなし 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

神戸松蔭女子学院
大学

姉妹等奨学金 入学後 入学金・授業料減免
姉妹等が本学に同時に在学している場合、
後から入学した学生(同一家計) 給付奨学金

年間校納金(諸会費・実習費は除く)の1/2相当額
姉妹等が同時に在籍してい
る期間

人数枠の定めなし 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

神戸松蔭女子学院
大学

社会人特別入学生奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免

社会人特別入学試験(社会人編入学試験を含む)の合格者で
修学の熱意があり、学資の援助を必要とする学生

給付奨学金

年間校納金(授業料等で諸会費は除く)の1/2相当額
1・2年次の2年間(編入学生
は編入年度の1年間)
前年度の成績が上位25%以
内であれば、申請可。ただし
1年間のみ。

人数枠の定めなし 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用不可

神戸松蔭女子学院
大学

社会人特別編入学生奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免
社会人特別編入学制度の入学生
(編入学年度4月1日現在満35歳以上の者) 給付奨学金

年間校納金(諸会費・実習費を除く)の1/2相当額
3・4年次の2年間 人数枠の定めなし 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用不可

神戸松蔭女子学院
大学

在学援助貸与奨学金 在学中 学費支援

家計事情の急変等の経済的理由により修学困難となった学生
2～3年次は原則として学内席次が上位1/2以内
4年次は前期に在学する者で卒業見込みの者
日本学生支援機構奨学金、公的教育ローン等に申請し、
不採用になった者

貸与奨学金

2～3年次は年間校納金(諸会費・実習費を除く)相当額
4年次は後期校納金(諸会費・実習費を除く)相当額

当該年度　後期限り 若干名 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可

神戸松蔭女子学院
大学

千と勢会給付奨学金 在学中 学費支援
「千と勢会給付奨学金規程」に定められた要件を満たした場合
4年次後期のみ給付 給付奨学金

後期校納金(諸会費・実習費は除く)相当額
当該年度　後期限り 若干名 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可

神戸松蔭女子学院
大学

セメスター留学奨学金(韓国語) 在学中
特待生・成績優秀者
留学費用支援制度

韓国の協定大学にセメスター留学する
学生対象の奨学金(英語学科生のみ) 給付奨学金

年間授業料の5分の1相当額
条件を満たす成績上位者には年間授業料の2分の1相当額 当該留学年度　半年間限り 所定の規準を満たす者全員 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

神戸松蔭女子学院
大学 高大連携協定校奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

高大連携協定校から本学併願受験した入学者
対象とする入学試験は、学校推薦型選抜、一般選抜、大学入学共通テスト利用入試 免除・減免

全員入学金半額免除
①１年間
②１回限り

人数制限なし 地域の制限なし 入試部　入試・広報課 併用可 条件有りで併用可

神戸松蔭女子学院
大学

学長賞 在学中 卒業年次生 特待生・成績優秀者
学業・課外活動において抜群の成績を修めた者

給付奨学金
10万円

当該年度 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

神戸松蔭女子学院
大学

課外活動優秀賞 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者
課外活動において抜群の成績を修めた学生（個人・団体）

給付奨学金
10万円

当該年度 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

神戸松蔭女子学院
大学

教育後援会学生表彰正課活動表彰 在学中 1年生～3年生 特待生・成績優秀者
1年間の正課活動（学業成績）において優秀な成績を修めた学生

給付奨学金
10万円

当該年度 各学科・各年次1名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

神戸松蔭女子学院
大学

教育後援会学生表彰正課外活動表彰 在学中 1年生～4年生 特待生・成績優秀者
1年間の正課外活動（学業成績以外）において顕著な功績を修めた学生または団体

給付奨学金
1件あたり上限5万円

当該年度 最大12件 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

神戸松蔭女子学院
大学

推薦選考スポーツ優秀者奨学金 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免
課外活動支援制度

正規の競技団体主催による大会において、優秀な戦績をおさめた者
（テニス部、ソフトテニス部、卓球部、なぎなた部に限る）

免除・減免

戦績により
(S)入学金および入学後4年間の年間校納金の全額相当額
(A)入学金および1・2年次の年間校納金の全額相当額
(B)入学金および1年次の年間校納金の全額相当額
(C)入学金および1年次の年間校納金の半額相当額
(D)入学金相当額

(S)4年間
(A)1年生～2年生
(B)当該年度限り
(C)当該年度限り
(D)当該年度限り

人数制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

神戸親和大学
授業料免除 入学後

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

全学年の学生が対象

経済的理由などにより就学困難な者で学業・人物ともに優秀な者
給付奨学金

①授業料相当額（但し1年次生はその半額）
①１年間 ①年間5名程度

地域の制限なし 奨学金担当 併用不可 条件有りで併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

園田学園女子大学
褒賞奨学金 在学中 ※2年次以上（2年生～4年生）  特待生・成績優秀者

対象学年：2年次以上
学部：全学部
年間を通じて各学科・学年ごとに成績優秀者1 名を選考し、褒賞金を添えて表彰を行います。卒業年次生の場合は、在学通算成績で選考を行い卒業式で表彰しま
す。

給付奨学金

褒賞金5万円

地域の制限なし 併用可 併用可

園田学園女子大学

入試成績優秀者特待生制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

対象の入学試験を優秀な成績で合格した上位者へは、 4年間の授業料半額免除の制度があります。

◆待遇内容：授業料の半額免除
◆適用期間：4年間（継続審査なし）
◆対象入試：学校推薦入試［前期］、一般入試A
◆対象学科：全学部学科
◆適用条件：得点率70%以上 学科別受験者全体の上位20％以内
◆適用人数：学校推薦入試［前期］各学科成績上位2名 一般入試A 各学科成績上位3名

免除・減免

授業料の半額免除

地域の制限なし

園田学園女子大学
学資支援支給奨学金 在学中 1年生～4年生　※1年生は後期から申請可 学費支援

対象学年：1年生～4年生　※1年生は後期から申請可
学部：全学部
学力及び資質が極めて優秀な学生で、経済的に修学が困難で学費の援助が必要な学生に対して、学費（授業料および教育充実費の合計額）の3分の1を支給し、
修学を支援するものです（返還の必要がありません）。

給付奨学金

学費（授業料および教育充実費の合計額）の3分の1を支給

地域の制限なし

園田学園女子大学

育友会学費援助金 在学中 用途を定めない経済的支援

対象学年：全学年
学部：全学部
学力及び資質が優秀で学費の援助が必要な学生に対して、1 人1 回10 万円を
上限に学費の一部を援助する、育友会（保護者会）組織が独自に行う学費援
助制度です。「学資支援支給奨学生」または「緊急支援貸与奨学生」として採
用された学生、またはこれに準ずる学生のうち、さらなる援助が必要であると
育友会が判断した学生に対して支給されます。

給付奨学金

1 人1 回10 万円

地域の制限なし

園田学園女子大学
卒業生子女学費減免 学校出願時 入学金・授業料減免

対象学年：全学年
学部：全学部
本学の大学または短期大学（部）の卒業生の姉妹は、入学金を全額免除します。

免除・減免

入学金を全額免除

地域の制限なし

園田学園女子大学
（在学生）姉妹・母娘学生学費減免 学校出願時 入学金・授業料減免

対象学年：全学年
学部：全学部
姉妹・母娘が同時に本学に在学する期間中、最後に入学した者の学費（授業料と教育充実費）の2分の1を免除します。

免除・減免

最後に入学した者の学費（授業料および教育充実費）の2 分の1 を免除

地域の制限なし

園田学園女子大学
卒業生姉妹学費減免 学校出願時 入学金・授業料減免

対象学年：全学年
学部：全学部
本学の大学または短期大学（部）の卒業生の姉妹は、入学金を全額免除します。

免除・減免

入学金を全額免除

地域の制限なし

園田学園女子大学
卒業生孫学費減免 学校出願時 入学金・授業料減免

対象学年：全学年
学部：全学部
本学の大学または短期大学（部）の卒業生の孫は、入学金の2分の1を免除します。

免除・減免

入学金の2 分の1 を免除

地域の制限なし

園田学園女子大学
社会人学費減免 学校出願時 入学金・授業料減免

対象学年：全学年
学部：全学部
社会人入試で合格された方は、修業年限中の授業料の2分の1を免除します。

免除・減免

修学年限中の授業料の2 分の1を免除

地域の制限なし

園田学園女子大学
私費外国人留学生学費減免 学校出願時 入学金・授業料減免

対象学年：全学年
学部：全学部
私費外国人留学生として入学された方は、授業料の2分の1を免除します

免除・減免

授業料の2分の1を免除

地域の制限なし

園田学園女子大学

経験値メジャー面談 学校出願時 入学金・授業料減免

本学が掲げる「経験値教育」にふさわしい「経験により成長することができる者」の受け入れを目的として、オープンキャンパスで本学教員との面談を行い、経験値と
可能性を測ります。面談にて「経験値メジャー面談認定証」を授与され、ＡＯ経験値入試で受験した合格者全員、入学金を全額免除します。

◆待遇内容： 入学金全額免除
◆対象入試： AO経験値入試Ⅰ期・Ⅱ期
◆対象学科：食物栄養学科、児童教育学科、ビジネス学科
◆適用人数：経験値メジャー面談認定証を授与された AO経験値入試の合格者全員

免除・減免

入学金全額免除

地域の制限なし

園田学園女子大学

スポーツキャリア型入学金免除 学校出願時 入学金・授業料減免

大学ではスポーツをリタイアする予定で、高校までのスポーツの実績を元に、大学でのスポーツに関する分野の学びにチャレンジする者を支援します。
戦績などは問いません。あらゆるスポーツを対象としています。

◆待遇内容： 入学金全額免除
◆対象入試： AO経験値入試Ⅰ期「スポーツキャリア型」
◆対象学科：食物栄養学科、児童教育学科、ビジネス学科
◆適用人数：AO経験値入試Ⅰ期「スポーツキャリア型」の合格者全員
※その他本学の学費減免制度と重複して減免はされませんので、減免額が大きい方が適用されます。

免除・減免

入学金全額免除

地域の制限なし

園田学園女子大学

グローバル特待生制度 学校出願時 留学費用支援制度

AO経験値入試Ⅰ期「グローバル型」の合格者は、ニュージーランドにある「そのだクライストチャーチキャンパス（SCC）」を拠点とした短期留学参加費が全額免除に
なります。

◆待遇内容：ニュージーランド（SCC）への短期留学（SCCセミナー）の 参加費全額免除（１回のみ）
◆適用期間：１年次より最大4年間
◆対象入試：ＡＯ経験値入試Ⅰ期 「グローバル型」
◆対象学科：総合健康学科、食物栄養学科、児童教育学科
※ビジネス学科は短期留学費用免除のため対象外
◆適用人数：AO経験値入試Ⅰ期「グローバル型」の合格者全員

免除・減免 地域の制限なし

園田学園女子大学

商業系学校推薦入試対象　奨学生制度 学校出願時 入学金・授業料減免

商業系学校推薦入試を合格した者に対して、入学金を免除し、積極的な学習を奨励します。

◆待遇内容： 入学金全額免除
◆対象入試： 商業系学校推薦入試
◆対象学科： 食物栄養学科、児童教育学科、ビジネス学科
◆適用人数： 商業系学校推薦入試の合格者全員
※その他本学の学費減免制度と重複して減免はされませんので、減免額が大きい方が適用されます。
◆適用条件：公益財団法人全国商業高等学校協会検定試験の「簿記実務検定試験」、
「英語検定試験」、「情報処理検定試 験」のいずれか2級以上を取得している者
※「簿記実務検定試験」における「原価計算」と「会計」はどちらかのみが 1級でも2級以上とみなします。

免除・減免

入学金全額免除

地域の制限なし

園田学園女子大学

スペシャリスト特待生制度 学校出願時 入学金・授業料減免

分野を問わず国内外のトップスキルを有する者に対して、入学後の活動継続を条件に、サポート費用として最大4年間の授業料を全額免除とします。
AO経験値入試Ⅰ期「プレゼンテーション型」が対象です。

◆待遇内容： 授業料の全額免除
◆適用期間： 1年次より最大4年間（毎年、継続審査あり）
◆対象入試： AO経験値入試Ⅰ期「プレゼンテーション型」
◆対象学科：総合健康学科、食物栄養学科、児童教育学科、 ビジネス学科
◆適用人数：１名（選考の上、決定）
◆適用条件：1～3のすべての条件を満たす者
1.下記①～⑤いずれかの条件を有する者。 　 
　①世界大会の日本代表 　 
　②全国規模の大会で優勝 　 
　③全国規模の大会で準優勝 　 
　④新聞5大紙、地方紙、専門誌等で年間掲出5回以上 
　⑤主要SNS1メディアのフォロワー数10万人
　　※選考の際、同一条件の場合は①より優先とする。
　　　上位項目に複数の該当者がいる場合は競技人口または
　　　該当メディアの購読者総数が多い順とする。
2.本学の広報活動への協力要請があった場合には、最大限協力を行うこと。
3.芸能活動事務所に所属する場合には、本学の広報活動は制約外とすること。
◆継続条件：年度末に継続審査を行う。
下記に該当した場合は、継続を打ち切る場合がある。
1.以下の基準に該当した場合
　・退学・停学の処分を受けた場合
　・修得単位数が標準の５割以下の場合
　・GPA等が下位４分の１に属する場合が２期連続した場合
2.適用条件から大きく逸脱し、地位復旧の見込みが立たない場合
3.活動を止めると申し出た場合　※疾病等で一時休止となった場合は除く
※インターネット出願時に、スペシャリスト特待生制度を選択して出願してください。スペシャリスト特待生申告書を以下からダウンロードし、手書きしたものと、適用
条件1を証明するもののコピーを出願書類とともに提出してください。
※その他本学の学費減免制度を重複して減免はされませんので、減免額が大きい方が適用されます。

免除・減免

授業料の全額免除

地域の制限なし

宝塚大学
一般奨学生制度 在学中 各学部に所属する2年次生から4年次生 学費支援

各学部に所属する2年次生から4年次生で、学業成績・人物ともに優れ、かつ経済的支援を必要とする者。
※過去に本制度に採用された者でも再出願が可能です。 給付奨学金

年額20万円
１年間

50名（2学部） 地域の制限なし
東京事務部学務課／梅田事務部
学務課

併用可 併用可

宝塚大学

入試特待生制度(看護) その他 入試選考結果より大学が選出するため申請は不要。
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

対象者：看護学部一般選抜【第1期】受験者

＜特待生A 条件＞
看護学部の一般選抜【第1期】で入試成績が1位・2位の者で入学意志のある者。

＜特待生B 条件＞
看護学部の一般選抜【第1期】で入試成績が3～8位の者で入学意志のある者。

※特待生は大学が選出します。申し込みの必要はありません。
※入学金30万円は、入学手続時に必要となります。
※宝塚大学奨学金制度との併用はできません。

免除・減免

＜特待生A＞ 1,600,000円
＜特待生B＞  800,000円

＜特待生A＞ 4年間（継続審
査あり）
＜特待生B＞ 1年間（1年次
半期学費）

＜特待生A＞ 2名
＜特待生B＞ 6名 地域の制限なし 梅田事務部学務課 併用可 併用可

宝塚大学
学部特待生制度 在学中 看護学部2～4年次生

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

条件：看護学部2～4年次生の前年度学内成績において、人物・学業とも優秀な者。（入試特待生Aを除く）
免除・減免

800,000円
１年間（採用年度半期学費）

各年次6名 地域の制限なし 梅田事務部学務課 併用可 併用可

宝塚大学

スカラシップチャレンジ制度（入学前予約型奨学金制度） 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免
その他

総合型選抜1期に合格し、スカラシップチャレンジ面接
採用後、年間の学費納付金から採用された金額を減
免。

【対象者】
東京メディア芸術学部の総合型選抜1期に出願し、調査書の評定平均が3.5以上の者（留学生は対象外）。

※経済的支援を必要とする、優秀な成績で合格した者。

※入試特待生制度と宝塚大学奨学金制度との併用はできません。

免除・減免

90万円もしくは45万円

4年間
※入学後毎年継続の可否を
審査します。

90万円は2名以内
45万円は4名以内

地域の制限なし 東京事務部学務課 併用可 併用不可

宝塚大学

入試特待生制度(東京メディア芸術) 入学後
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

＜入試特待生Ⅰ＞
対象者　：一般選抜1期の出願者（留学生は対象外）。
採用要件：一般選抜1期で入試成績が上位2名の者で入学意思のある者。

＜入試特待生Ⅱ＞
対象者　：一般選抜1期の出願者（留学生は対象外）。
採用要件：一般選抜1期で入試成績が上位3位～６位の4名の者で入学意思のある者。

※入学後毎年継続の可否を審査します。
※①スカラシップチャレンジ制度と宝塚大学奨学金制度との併用はできません。

免除・減免

＜入試特待生Ⅰ＞90万円

＜入試特待生Ⅱ＞45万円
＜入試特待生Ⅰ＞4年間
＜入試特待生Ⅱ＞4年間
※入学後毎年継続の可否を
審査します。

＜入試特待生Ⅰ＞2名以内
＜入試特待生Ⅱ＞4名以内

地域の制限なし 東京事務部学務課 併用可 併用不可

宝塚大学

創作研究活動支援制度（A） 在学中 東京メディア芸術学部に所属する学部生（２年次から4年次）
特待生・成績優秀者
研究費支援
その他

昨年度（2022年４月～2023年3月）における、作品制作
および研究発表等において顕著な成績を収めた学生
を奨励する制度

東京メディア芸術学部に所属する学部生（2年次生から4年次生）

選考対象：大型のコンペティション大会、または学外の作品発表・展示や学芸活動、プロジェクト等でめざましい成果を得た者や社会貢献と認められるもの 給付奨学金

＜創作研究活動支援制度（A）＞
優秀賞10万円
奨励賞  5万円

1年間

＜創作研究活動支援制度（A）＞
優秀賞　3名程度
奨励賞　4名程度

地域の制限なし 東京事務部学務課 併用可 併用可

宝塚大学

創作研究活動支援制度（B） 在学中 東京メディア芸術学部に所属する学部生（２年次から4年次）
特待生・成績優秀者
研究費支援
その他

今年度（2023年度）実施予定の創作・研究活動計画を
募集し、学内審査を経て質の高い取組を外部に広く発
信することを支援する制度。
機器備品・消耗品（大学設備がある機器は購入不可
能）、旅費・交通費、謝礼、会場使用料、製作費・印刷
費（販売を目的とする作品制作費は対象外）等

東京メディア芸術学部またはメディア芸術研究科に所属する学生

選考対象：大型のコンペティション大会、または学外の作品発表・展示や学芸活動、プロジェクト等でめざましい成果を得た者や社会貢献と認められるもの 給付奨学金

＜創作研究活動支援制度（B）＞
給付額　10万円（1組あたりの限度額）

1年間
＜創作研究活動支援制度（B）＞
20組程度 地域の制限なし 東京事務部学務課 併用可 併用可

宝塚大学

宝塚大学　東京メディア芸術学部　学生支援金制度 在学中 1年次生～4年次生
資格取得支援制度
その他

学生の生活向上及び各種資格取得を経済的にサポー
トするために設けられた学生支援制度

【対象】

１）留学生日本語能力試験支援金
　以下の条件をすべて充たす者
　①東京メディア芸術学部に在籍する留学生
　②日本語能力試験（JLPT）でN1をすでに保有する者、または保有した者

２）資格取得支援金
　以下の条件をすべて充たす者
　①東京メディア芸術学部に在籍する学生
　②各年度内に、以下の資格等を保有する者※同一資格での申請は1回限り

◆アドビ認定プロフェッショナル(ACP)
　PhotoshopＣＣ/ IllustratorＣＣ※試験科目より1科目以上合格

◆マイクロソフトオフィススペシャリスト(MOS)
　Word/Excel/PowerPoint/Access/Outlook※試験科目より1科目以上合格

◆ＣＧクリエイター検定
　ベーシック/エキスパート※いずれか1種類合格

◆Ｗｅｂ検定
　Webリテラシー/ Webデザイン/ Webディレクション/ Webプロデューサー※1科目以上合格

◆ＤＴＰ検定
　ディレクション/ビジネス※いずれか1種類合格

◆色彩検定（1級・2級）　※いずれか1種類合格

◆カラーコーディネーター検定試験 （アドバンスクラス・スタンダードクラス）※いずれか1種類合格

給付奨学金

１）留学生日本語能力試験支援金　支援額：3万円
２）資格取得支援金　　　　　　　支援金：1万円
３）一人暮らし支援金　　　　　　支援金：24万円（1月あたり2万円×12ヶ月分）
                                              ※賃貸契約書等に記載の契約期間が短い場合、期間に応じ
た金額を支給

１）留学生日本語能力試験支
援金　在学中1回限り
２）資格取得支援金
年間1回
３）一人暮らし支援金
賃貸契約書等に記載の契約
期間

１）留学生日本語能力試験支援
金　有資格者全員
２）資格取得支援金　　　　　　　有
資格者全員
３）一人暮らし支援金　　　　　　約
15名

地域の制限なし 東京事務部学務課 併用可 併用可

姫路獨協大学

特待生制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

対象学年：1～4年次（薬学部6年次まで）

対象学部：全学部（人間社会学群、医療保健学部、薬学部、看護学部）

資格：入学時→対象となる入学試験において優秀な成績を収めること。
　
条件：入学時→・得点率75％以上で特待生Ⅰ種候補
　　　　　　　・得点率70％以上で特待生Ⅱ種候補
　
　　　2年次以降→前年度の学内成績により審査を行います。

免除・減免

・特待生Ⅰ種候補（1年次：授業料全額減免）
・特待生Ⅱ種候補（1年次：授業料半額減免）

※2年次以降は、前年度の学内成績により審査を行います。
（特待生Ⅰ種：授業料半額減免、特待生Ⅱ種：授業料1/4減免）

1年間

入学時
特待生Ⅰ種：　65名以内
特待生Ⅱ種：　60名以内

2～6年次生
特待生Ⅰ種：　14名以内
特待生Ⅱ種：　37名以内

地域の制限なし 学生課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

姫路獨協大学

地域指定奨励生制度 入学手続時 入学金・授業料減免

対象学年：1～6年次

対象学部：薬学部

資格：次の各号のいずれかに該当する者
　　　①兵庫県内の高等学校から現役で入学した者。
　　　②入学日の1年以上前から引き続き兵庫県内に住所を有する現役で入学した者。
　　　③主たる家計支持者が入学日の1年以上前から引き続き兵庫県内に住所を有する現役で入学した者。

条件：2年次以降は、進級する事が継続条件となる。最長6年間の授業料の一部が減免されま
　　　す。

免除・減免

1年次：授業料相当額の1/2　減免or免除
2～6年次：授業料相当額の1/4　減免or免除

最短修業年限 入学時決定者のみ 兵庫県 入試センター 併用可 併用可

姫路獨協大学

獨協医科大学連携奨励生制度 入学手続時 入学金・授業料減免

対象学年：1～4年次（薬学部6年次まで）

対象学部：医療保健学部、薬学部

資格：次の各号のいずれかに該当する者
　　　①栃木県内の高等学校から現役で入学した者。
　　　②入学日の1年以上前から引き続き栃木県内に住所を有する現役で入学した者。
　　　③主たる家計支持者が入学日の1年以上前から引き続き栃木県内に住所を有する現役で入学した者。

条件：３年次以降は、前年度の学内成績結果により審査を行います。最大４年間または６年間
　　　の授業料（一部）が免除されます。

免除・減免

1～2年次：　授業料相当額の1/2 免除
3～6年次：　授業料相当額の1/2 免除（学業成績が特に優秀な者）
　　　　　　授業料相当額の1/4 免除（学業成績が優秀な者）

最短修業年限 若干名 栃木県 入試センター 併用可 併用可

姫路獨協大学

遠隔地予約奨学生制度 学校出願時 学費支援

対象学年：1～4年次（薬学部6年次まで）

対象学部：全学部（人間社会学群、医療保健学部、薬学部、看護学部）

資格：下記①②の条件を満たす者
　　　①家計支持者が申請時に対象地域に住所を有し入学後も引き続き対象地域に居住する者。
　　　②学業に優れ経済的理由により進学が困難であると認められた者。

条件：対象地域：北海道、沖縄県
　　　※2年次以降は継続審査を行うことがあります。

給付奨学金

年額48万円

最短修業年限 入学時決定者 沖縄県 入試センター 併用可 併用可

姫路獨協大学

奨励金 入学手続時 学費支援

対象学年：入学時

対象学部：人間社会学群

資格：成績優秀なスポーツ特別選抜入学予定者

条件：入学後も該当クラブ活動を継続する意思のある者で、合格した場合必ず本学に入学することを確約
　　　できる者（専願者）

免除・減免

20万円

入学時のみ 35名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

姫路獨協大学

姫路獨協大学奨学金 その他 大学独自で選考
特待生・成績優秀者
学費支援

対象学年：2～4年次（薬学部6年次まで）

対象学部：全学部（人間社会学群、医療保健学部、薬学部、看護学部）

資格：学業成績が極めて優秀な者

給付奨学金

授業料相当額

1年間 14名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

姫路獨協大学

学業支援奨学金 在学中 1～4年次（薬学部6年次まで） 学費支援

対象学年：1～4年次（薬学部6年次まで）

対象学部：全学部（人間社会学群、医療保健学部、薬学部、看護学部）

資格：経済的理由により学業に支障をきたしている者

給付奨学金

月額3万円

1年間 30名以内 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可

姫路獨協大学

特別学業支援奨学金 在学中 1～4年次（薬学部6年次まで） 学費支援

対象学年：1～4年次（薬学部6年次まで）

対象学部：全学部（人間社会学群、医療保健学部、薬学部、看護学部）

資格：学業成績に優れ、経済的理由により学業に支障をきたしている者

給付奨学金

月額5万円

1年間 30名以内 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可

姫路獨協大学

緊急支援奨学金 随時 学費支援

対象学年：1～4年次（薬学部6年次まで）

対象学部：全学部（人間社会学群、医療保健学部、薬学部、看護学部）

資格：家計の急変で、経済的理由により、学業に支障をきたしている者

給付奨学金

授業料相当額
（半額または全額）

1年間 若干名 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可

姫路獨協大学

海外留学奨学金 在学中 2～4年次 留学費用支援制度

対象学年：2～4年次

対象学部：人間社会学群

資格：　＜派遣留学＞
　　　　　本学が協定を締結している海外の大学へ派遣留学する学生であって、学業成績が優秀な者

　　　　＜交換留学＞
　　　　　本学が協定を締結している海外の大学へ交換留学する学生であって、学業成績が優秀な者

給付奨学金

＜派遣留学＞
月額　8万円

＜交換留学＞
月額　5万円 1年間（留学期間中） 5名以内 地域の制限なし 国際交流センター 併用可 併用不可

姫路獨協大学

海外語学研修奨学金 在学中 1～2年次 留学費用支援制度

対象学年：1～2年次

対象学部：人間社会学群

資格：異文化理解研修に参加する者

その他

上限は研修費用総額および航空費半分

10～14日間 若干名 地域の制限なし 国際交流センター 併用可 併用可

姫路獨協大学

特別学修奨励金 随時 資格取得支援制度

対象学年：1～4年次（薬学部6年次）

対象学部：人間社会学群

資格：資格取得を目指し一定の基準に達した者

その他

1資格あたり3万円まで

在学期間中 若干名 地域の制限なし キャリアセンター 併用可 併用可

姫路獨協大学

関育英奨学会奨学金 在学中 2年次
特待生・成績優秀者
学費支援

対象学年：2年次

対象学部：全学部（人間社会学群、医療保健学部、薬学部、看護学部）

資格：学業、人物が共に優秀であり、かつ経済的理由のため修学が困難であると認められた者

貸与奨学金

月額3万円（無利子）

最短修業年限 1～2名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用不可

姫路獨協大学

姫路獨協大学外国人留学生奨学金 在学中 2～4年次（薬学部6年次まで） 学費支援

対象学年：2～4年次（薬学部6年次まで）

対象学部：人間社会学群、医療保健学部（理学療法、作業療法、言語聴覚療法）、薬学部

資格：優秀な資質を有する者であって、経済的理由により学業に支障をきたしている者

給付奨学金

月額3万円

1年間 若干名 地域の制限なし 国際交流センター 併用不可 併用不可

姫路獨協大学

ファミリー制度 入学手続時 その他 親族制度

対象学年：1年次

対象学部：全学部（人間社会学群、医療保健学部、薬学部、看護学部）

資格：2親等以内の親族が本学を卒業、修了または在学している入学者。

給付奨学金

20万円

入学時のみ 申請者全員 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

姫路獨協大学

シニア割引制度 入学手続時 学費支援

対象学年：1～4年次（薬学部6年次まで）

対象学部：全学部（人間社会学群、医療保健学部、薬学部、看護学部）

資格：生涯にわたり学び、学習活動を続けようとする学生(入学時満60歳に達している者）。

免除・減免

授業料相当額の半額

最短修業年限
若干名

地域の制限なし 入試センター 併用可 併用不可

姫路獨協大学

ＨＤＵチャレンジ特待生 学校出願時 学費支援

対象学年：人間社会学群1～4年次、医療保健学部・薬学部・看護学部1～2年次

対象学部：全学部（人間社会学群、医療保健学部、薬学部、看護学部）

資格：高等学校での資格・検定に係る学習を評価し、本学の定める資格・検定等を「ＨＤＵチャレンジ入試」
　　　出願時点までに取得した者を出願時点でＨＤＵチャレンジ特待生対象として受験いただき、合格時点で
　　　ＨＤＵチャレンジ特待生として認定します。
　　　また、2年次以降のＨＤＵチャレンジ特待生認定継続について人間社会学群において本学の定める各年
　　　次の資格・検定等を取得し、必要単位数を取得した場合、人数制限や学内成績条件に関わらず、自身の
　　　努力によりＨＤＵチャレンジ特待生継続認定を受けることが可能となります。
　　　医療保健学部・薬学部・看護学部においては合格時点で、1年次・2年次のＨＤＵチャレンジ特待生認
　　　定を確約いたします。

条件：留年した場合はＨＤＵチャレンジ特待生の対象から外れます。

免除・減免

授業料相当額の1/2

最短修業年限 対象者全員 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

姫路獨協大学

獨協高等学校・獨協埼玉高等学校奨励生制度 入学手続時 入学金・授業料減免

対象学年：1～4年次（薬学部6年次まで）

対象学部：医療保健学部、薬学部、看護学部

資格：獨協高等学校又は獨協埼玉高等学校から現役で入学した者で、本学の基準を満たしている者

条件：3年次以降は、前年度の学内成績結果により審査を行います。
　　　最大4年間または6年間の授業料（一部）が免除されます。

免除・減免

1～2年次： 授業料相当額の1/2 免除
3～6年次： 授業料相当額の1/2 免除（学業成績が特に優秀な者）
　　　　　 授業料相当額の1/4 免除（学業成績が優秀な者）

最短修業年限 若干名 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

姫路獨協大学

特待生Ｓ種 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

対象学年：1～4年次（薬学部6年次まで）

対象学部：医療保健学部、薬学部、看護学部

資格：対象となる入試区分において、得点率90%以上の成績を収めた者。

条件：2年次以降は、前年度の学内成績により継続審議を行います。

免除・減免

1年次：授業料全額免除
2～6年次：各学部（医療保健学部・薬学部・看護学部）により金額が異なる。

最短修業年限 入学時決定者のみ 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用不可

姫路獨協大学

指定校特待生 入学手続時 入学金・授業料減免

対象学年：1～4年次（薬学部6年次まで）

対象学部：全学部（人間社会学群、医療保健学部、薬学部、看護学部）

資格：ＨＤＵチャレンジ特待生

条件：指定校推薦対象者

免除・減免

各学部により金額は異なる

最短修業年限 対象者全員 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用不可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

兵庫医科大学
兵庫医科大学特待生制度 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

・一般選抜A(4科目型)の成績上位者5名(※ただし、兵庫医科大学兵庫県推薦入学制度に選ばれた場合は本制度の対象外)
免除・減免

・入学時手続時納付金のうち実験実習費(50万円)、施設設備費(65万円)、教育充実費(100万
円)相当を全額免除。 入学時 5名 地域の制限なし 大学事務部入試課 併用可 併用可

兵庫医科大学

兵庫医科大学特定診療科医師養成奨学制度 学校出願時 学費支援

・医師不足が深刻な兵庫医科大学病院内の診療科(指定診療科)を志望する学生。
・一般選抜A(4科目型)出願時に所定の書類を提出。
・一般選抜A(4科目型)の合格者と、補欠者のうち成績上位の者から選抜。
・貸与者選考試験として、別途面接試験を実施。

貸与奨学金
免除・減免

・年額285万円貸与。

6年間

3名(2023年度)
(「外科」（消化器外科、乳腺・内
分泌外科、小児外科、心臓血管
外科、呼吸器外科）1名、「小児
科」・「産科婦人科」1名、「麻酔
科・疼痛制御科」・「救急科」1名)

地域の制限なし 大学事務部入試課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

兵庫医科大学
兵庫医科大学奨学金 在学中 随時対応(ただし、2年生以上) 学費支援

・医学部2年生以上で、申請年度に正規に進級し、前年度の成績が上位1/2以内の学生。
・災害時等の不測の事態が発生した場合は、上記の条件に関わらず都度対応。 貸与奨学金

・上限285万円貸与。(次年度以降も必要な場合は都度対応)
1年間 5名以内 地域の制限なし 大学事務部学生支援課 併用可 併用可

兵庫医科大学

兵庫医科大学研究医コース奨学金 在学中 研究医コースへの新規募集時に併せて行う。 学費支援

・研究医コースに所属する3年生以上の医学部学生。（ただし、1学年4名まで）
・過年度の成績、面接および申請書類等により選考。
・以下の1～3に該当し、引き続き５年間本学で研究スタッフとして研究業務に従事したとき、返還免除する。
1.本学卒業後に引き続き本学大学院医学研究科に進学し、在学期間中に学位（医学博士）を取得（大学院修了）したとき。
2.本学卒業後に初期臨床研修医に採用された場合において、卒業から3年以内に本学大学院医学研究科に進学し、在学期間中に学位（医学博士）を取得（大学院
修了）したとき。
3.本学卒業後に初期臨床研修医として研修期間を修了した後、引き続き後期臨床研修医に採用された場合において、卒業から6年以内に本学大学院医学研究科
に進学し、在学期間中に学位（医学博士）を取得（大学院修了）したとき。

貸与奨学金

年額150万円

最大4年間 1学年4名まで 地域の制限なし 大学事務部西宮教学課 併用可 併用可

兵庫医科大学
兵庫医科大学後援会学費等貸与 在学中 随時対応(全学年受付可) 学費支援

・会則に定める会員の死亡または長期療養、その他特別な事情が発生した場合。

貸与奨学金

・学費については上限３００万円。
・学費を除く修学資金については上限１００万円。
※それぞれ次年度以降も更新が可能。

1年間(更新可) 対象者全員 地域の制限なし 大学事務部庶務課 併用可 併用可

兵庫医科大学

兵庫医科大学新入生支援奨学金制度（2022年度以降入学生対象） その他
・新入生
　※大学が入試時の成績に基づき選考を行うため、申請不要

特待生・成績優秀者
学費支援

【学年】
・新入生
【条件】
・一般選抜前期日程（3科目型）の成績上位者 免除・減免

・薬学部医療薬学科…190万円
・看護学部看護学科…165万円
・リハビリテーション学部理学療法学科…155万円
・リハビリテーション学部作業療法学科…155万円 ・1年間

・薬学部医療薬学科…8位以内
・看護学部看護学科…5位以内
・リハビリテーション学部理学療
法学科…2位以内
・リハビリテーション学部作業療
法学科…2位以内

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

兵庫医科大学

兵庫医科大学在学生支援奨学金制度（2022年度以降入学生対象） 在学中
薬学部２年次～6年次、看護学部及びリハビリテーション学部２年次～４
年次

学費支援
入学金・授業料減免

【学部・学年】
・薬学部２年次～6年次
・看護学部及びリハビリテーション学部２年次～４年次
【条件】
（経済状況）申請者の所属する世帯の合計収入が、910万円未満であること
（学業成績）GPA3.1以上
（その他）以下のいずれかの活動に参加
　・ブランディングサポーターズ
　・新入生アドバイザー
　・ピアサポート
　・学生会・大学行事実行委員会・部会の執行部として活動

免除・減免

・20万円（1年間）

・1年間（毎年申請可能）

・薬学部医療薬学科…各学年5
名以内
・看護学部看護学科…各学年4
名以内
・リハビリテーション学部理学療
法学科…各学年2名以内
・リハビリテーション学部作業療
法学科…各学年2名以内

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

兵庫医科大学

兵庫医科大学病院奨学金（2022年度以降入学生対象） 在学中
・薬学部5、6年次
・看護学部3、４年次

学費支援

【学部・学年】
・薬学部5、6年次
・看護学部3、4年次
【条件】 
・卒業後、兵庫医科大学病院において、薬学部は薬剤師、看護学部は看護師または助産師の業務に従事する意思のある学生

貸与奨学金

・50万円（1年間）
※大学卒業後１年以内に薬剤師・看護師・助産師国家試験に合格し、兵庫医科大学病院にお
いて薬剤師・看護師・助産師の業務に一定期間従事すると弁済免除となります。但し、就業期
間により免除額は変動します。

・薬学部5、6年次（修学期間
内）
・看護学部3、4年次（修学期
間内）
※1年毎に審査を行います。

・薬学部　各学年3名以内
・看護学部　各学年50名以内

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

兵庫医科大学

兵庫医科大学ささやま医療センター奨学金（2022年度以降入学生対象） 在学中 全学年 学費支援

【学部・学年】
・看護学部全学年
【条件】
・看護学部に在学する学生で、卒業後、兵庫医科大学ささやま医療センター（ささやま老人保健施設を含む）において、看護師の業務に従事する意思のある学生

貸与奨学金

・50万円（1年間）

・最大4年間（修学期間内）
※1年毎に審査を行います。

・各学年5名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

兵庫大学
優秀学生表彰制度 在学中 1年生～4年生

特待生・成績優秀者
課外活動支援制度

①学修活動において、特に優秀な成績を修め、他の学生の模範となる者。
②課外活動において、関西地域以上の大会で入賞した者。
③社会活動において、特に顕著な成績、成果を収め、社会的に高い評価を受けた者。

給付奨学金

50,000円

1回 40名程度 地域の制限なし 教学部学生支援課 併用可 併用可

兵庫大学
河野教育振興基金奨学金 在学中

特待生・成績優秀者
学費支援

兵庫大学・兵庫大学短期大学部に在学する学生。
心身学術とも優れているにも拘らず、経済的理由により入学修学が困難な者。
優秀学生被表彰者を除く学内の他の給付奨学金を受けていない者。

給付奨学金

100,000円

1回 若干名 地域の制限なし 教学部学生支援課 併用可 条件有りで併用可

兵庫大学
兵庫大学兵鸞奨学金Ａ 在学中

特待生・成績優秀者
学費支援

兵庫大学現代ビジネス学部・健康科学部・教育学部・看護学部・生涯福祉学部に在学する学生。
学力・人物が特に優れ、かつ経済的な理由により修学が困難である者。
優秀学生被表彰者を除く学内の他の給付奨学金を受けていない者。

給付奨学金

100,000円

1回 若干名 地域の制限なし 教学部学生支援課 併用可 条件有りで併用可

兵庫大学
兵庫大学兵鸞奨学金Ｂ 在学中 1年生～4年生

特待生・成績優秀者
学費支援

兵庫大学現代ビジネス学部・健康科学部・教育学部・看護学部・生涯福祉学部に在学する学生。
学力・人物が特に優れ、かつ経済的な理由により修学が困難な者。
優秀学生被表彰者を除く学内の他の給付奨学金を受けていない者。
教育ローンなどの学資金の融資を受けている者。

給付奨学金

教育ローンなどの学資金の借入金に係る年間利子分相当額（年額100,000円以内）

1回 若干名 地域の制限なし 教学部学生支援課 併用可 条件有りで併用可

兵庫大学
兵庫大学短期大学部むつみ奨学金Ａ 在学中

特待生・成績優秀者
学費支援

兵庫大学短期大学部に在学する学生。
学業、人物ともに優秀かつ健康で、学費の支弁が著しく困難であると認められる者。
但し、学内の他の奨学金との併願は認められない。

給付奨学金

100,000円

1回 若干名 地域の制限なし 教学部学生支援課 併用可 条件有りで併用可

兵庫大学
兵庫大学短期大学部むつみ奨学金Ｂ 在学中

特待生・成績優秀者
学費支援

兵庫大学短期大学部に在学する学生。
学業、人物ともに優秀かつ健康で、学費の支弁が著しく困難であると認められる者。
かつ学業途中において家庭の経済的事情の急変・天災・地変等によって修学困難に陥った者。
但し、学内の他の奨学金との併願は認められない。

給付奨学金

学納金の範囲内

1回 若干名 地域の制限なし 教学部学生支援課 併用可 条件有りで併用可

兵庫大学
ファミリー制度 学校出願時 入学金・授業料減免

全学部対象

専願制の入試において、本学関係者（兵庫大学、兵庫大学短期大学部の卒業生または在学生）の3親等以内の者が合格した場合、入学金を免除します（出願時の
申請が必要です）。

免除・減免

入学金(200,000円)の免除

地域の制限なし 入学課

兵庫大学
専願制入試合格者特典 学校出願時 入学金・授業料減免

全学部対象

専願制入試（年内実施分）で合格した者
免除・減免

入学金の半額（100,000円）免除

①人数制限なし 地域の制限なし 入学課 併用可 併用可

兵庫大学

スポーツ・吹奏楽入試 学校出願時 入学金・授業料減免

【資格】
下記の事項のすべてに該当し、かつ本学を専願とする者。
【体育系】
女子駅伝部、女子バレーボール部、硬式庭球部（男子）、硬式野球部（男子）、ウェイトリフティング部
（1） 高等学校若しくは中等教育学校を2023年3月以降に卒業した者及び2024年3月卒業見込の者で、本学が指定する競技種目の長（高等学校等の顧問等）の推
薦を受けた者。
（2） 高等学校若しくは中等教育学校において本学が指定する競技種目に所属し、入学後も学業とクラブ活動を両立させる強い意志のある者。

【文化系】
吹奏楽部
（1）高等学校若しくは中等教育学校を2023年3月以降に卒業した者及び2024年3月卒業見込の者で、高等学校等の吹奏楽部顧問等の推薦を受けた者。
（2）本学に入学後、学業とクラブ活動を両立させる強い意志のある者。
（3）高等学校若しくは中等教育学校において吹奏楽部に所属し、入学後も本学の吹奏楽部員として活動する意志のある者。

対象学部
・看護学科は対象とならない。
・保育科は吹奏楽部のみが入試対象。
・硬式庭球部（男子）は、現代ビジネス学科、健康システム学科、教育学科が対象。

免除・減免

入学金全額（200,000円）の免除

地域の制限なし 入学課

兵庫大学

福祉人材育成入試一般社団法人日の出医療福祉グループ推薦 学校出願時 学費支援

生涯福祉学部社会福祉学科対象

【資格】
下記のいずれかに該当し、かつ本学を専願とする者
（1）高等学校若しくは中等教育学校を2017年3月以降に卒業した者及び2022年3月卒業見込の者
（2）（1）と同等の資格があると本学が認めた者

【条件】
下記のすべてを満たす者
（1）高等学校の調査書における学習成績の状況が3.0以上の者
（2）一般社団法人日の出医療福祉グループからの推薦を受け、かつ卒業後は同連携法人での勤務を希望する者

貸与奨学金

年間600,000円（4年間で2,400,000円）
※卒業後、同連携法人に就職し、継続して勤務した場合、1年経過毎に1年分の貸与金額が返
還免除されます。

地域の制限なし 入学課

兵庫大学

福祉人材育成入試ー社会福祉法人桜谷福祉会推薦 学校出願時 学費支援

生涯福祉学部社会福祉学科対象

【資格】
下記のいずれかに該当し、かつ本学を専願とする者
（1）高等学校若しくは中等教育学校を2017年3月以降に卒業した者及び2022年3月卒業見込の者
（2）（1）と同等の資格があると本学が認めた者

【条件】
下記のすべてを満たす者
（1）高等学校の調査書における学習成績の状況が3.0以上の者
（2）社会福祉法人桜谷福祉会からの推薦を受け、かつ卒業後は同連携法人での勤務を希望する者

貸与奨学金

入学金（初年度のみ）
授業料、教育充実費年間1年次1,190,000円（2年次以降年間1,240,000円）、4年間総額
5,110,000円。さらに、卒業後までにかかる教科書及び、その他教材費が別途貸与されます。
※卒業後、同連携法人に就職し、継続して勤務した場合、1年経過毎に1年分の貸与金額が返
還免除されます。

地域の制限なし 入学課

兵庫大学

福祉人材育成入試ー社会福祉法人正久福祉会推薦 学校出願時 学費支援

生涯福祉学部社会福祉学科対象

【資格】
下記のいずれかに該当し、かつ本学を専願とする者
（1）高等学校若しくは中等教育学校を2017年3月以降に卒業した者及び2022年3月卒業見込の者
（2）（1）と同等の資格があると本学が認めた者

【条件】
下記のすべてを満たす者
（1）高等学校の調査書における学習成績の状況が3.0以上の者
（2）社会福祉法人正久福祉会からの推薦を受け、かつ卒業後は同連携法人での勤務を希望する者

貸与奨学金

入学金（初年度のみ）
授業料、教育充実費年間1年次1,190,000円（2年次以降年間1,240,000円）、4年間総額
5,110,000円。さらに、卒業後までにかかる教科書及び、その他教材費が別途貸与されます。
※卒業後、同連携法人に就職し、継続して勤務した場合、1年経過毎に1年分の貸与金額が返
還免除されます。

地域の制限なし 入学課

兵庫大学

ASハリマアルビオン推薦制度 学校出願時 入学金・授業料減免

大学全学部対象

【資格】
下記のいずれかに該当し、かつ本学を専願とする者
（1）高等学校若しくは中等教育学校を2017年3月以降に卒業した者及び2022年3月卒業見込の者
（2）（1）と同等の資格があると本学が認めた者

【条件】
本学を専願とする者で、ASハリマアルビオンに選手として所属し、同連携法人から推薦を受け、下記のすべてに該当する者
（1）本学に入学後、学業とサッカー活動を両立させる強い意志のある者
（2）高等学校の調査書における学習成績の状況が各学部学科の定める基準値以上の者

免除・減免

入学金全額（200,000円）免除

地域の制限なし 入学課

兵庫大学

兵庫大学健康科学部給付奨学金 在学中 2年生～3年生
特待生・成績優秀者
学費支援

以下の条件をすべて満たすもの
（1）健康科学部の 2年生、3年生に在籍し、学修状況が真摯で、修学継続が見込まれる者。
（2）新規で申請する年次の終了時点で、健康科学部が定める履修要件を満たし次年度への進級が見込まれる者で、原則、学修成績が一定の水準「栄養マネジメン
ト学科はGPA2.5」、「健康システム学科はGPA2.8」以上にある者。
（3）経済的な支援が必要と認められた者(原則として経済的な支援の対象となる家計基準は、家計支持者において、給与所得者800万円以内、給与所得者以外350
万円以内又は日本学生支援機構第二種奨学金の家計基準条件に適合する者。）
（4）本学の入試（附属高校対象入試等）において減免制度の適用を受けていない者。
（5）高等教育の修学支援新制度による減免制度の適用を受けていない者

給付奨学金

年額350,000円

１年間 30名程度 地域の制限なし 教学部学生支援課 併用不可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

武庫川女子大学

武庫川学院奨学 在学中 全学年
学費支援
その他

学業達成援助

・全学年対象　・（Ａ）と（Ｂ）の2種類があります。
（Ａ）本学入学後、家計急変により授業料の納入が困難になったと認められる者で、学業継続の意志のある者。
（Ｂ）授業料の納入が困難な者で、学業継続の意志のある者。
　・貸与奨学金受給者または出願者
   ・学力基準は、累積GPA2.0以上。

給付奨学金

（A）各自の納付する授業料40％相当額（後期採用者は後期授業料の40％相当額）
（B）年額20万円

1学年度限り 2022年度採用者54名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 条件有りで併用可

武庫川女子大学
薬学部薬学科貸与奨学 在学中 4年生・5年生

学費支援
その他

学業達成援助
・薬学科4年生・5年生対象　・学業成績優秀で次年度への進級が見込まれる者　・経済的に修学が困難と認められる者　・返還が見込まれる者

貸与奨学金
・当該年度授業料相当額（1万円未満切り捨て）
・120万円、100万円、80万円、50万円の中から希望額を選択

5年生・6年生の2か年、また
は1か年

年間10名程度 地域の制限なし 薬学部事務室 併用可 併用可

武庫川女子大学
武庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部教育後援会奨学金 在学中 卒業学年

学費支援
その他

学業達成援助

（1）卒業学年に在籍する学生で、当年度末に在学期間・修得単位数などの卒業要件を満たし、卒業が見込まれる者
（2）家計困窮により当期授業料の納入が困難となっている者、（1）・（2）の条件が満たされる者、就職内定者で返還が見込まれる者、日本学生支援機構第一種奨
学金基準内にある者

貸与奨学金

当年度授業料の1/2~1/5相当額

1学年度限り 2022年度採用者0名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

武庫川女子大学
武庫川学院鳴松会奨学 在学中 全学年

学費支援
その他

学業達成援助
授業料の支弁が困難であり、学業優秀・品行方正であると認められる者（家計急変事情を重視）、学力基準は、直近の履修科目の個人平均点75点程度

給付奨学金
年額20万円

1学年度限り
10名程度
（2022年度採用者3名）

地域の制限なし 鳴松会事務室 条件有りで併用可 条件有りで併用可

武庫川女子大学
公江特待生 在学中 2年生以上 特待生・成績優秀者

各学部学科から推薦を受けた学術優秀で、本学の学生として真にふさわしい者が対象となり、学力・人物の総合的判断により、選考委員会において決定されます。
給付奨学金

褒賞金25万円
在学中に1回限り

2022年度39名
2023年度41名

地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

武庫川女子大学

大河原学院長賞 在学中 全学年 その他 褒賞

学友会公認団体に所属する個人及び団体、もしくは学外の団体に所属する個人で、体育活動又は文化活動において一定基準以上の成績を収めた、または、世界
レベルの大会に出場したものに対し、褒賞が与えられます。

給付奨学金

それぞれの成績に準じて褒賞状及び褒賞金が授与されます。
当該年度に１回
（対象の全ての戦績のうち、
最上位の戦績に対して褒賞
が授与されます）

人数制限なし 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

武庫川女子大学
学生部長賞 在学中 全学年 その他 褒賞

体育活動又は文化活動において、所定の成績を収めた学友会公認団体に所属する個人または団体（大河原学院長賞の受賞者・受賞団体は除く）に対し、褒賞が
与えられます。

給付奨学金

それぞれの成績に準じて褒賞状及び褒賞金が授与されます。 当該年度１回
（対象の戦績のうち、最上位
の戦績１つに対し褒賞が授
与されます。）

人数制限なし
地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

武庫川女子大学
武庫川学院創立80周年記念特別奨学 在学中 2年生以上

学費支援
その他

学業達成援助

大学・短大2年生以上。
・入学後に武庫川学院奨学に採用された大学・短大生で、家計困窮でありながら学業継続の意志のある者。
・貸与型奨学金受給者または出願者。・学力基準は、累積GPAが2.5以上です。

給付奨学金

年額20万円

1学年度限りとする
2022年度33名採用
2023年度32名採用

地域の制限なし 学生部学生課 併用可 条件有りで併用可

武庫川女子大学
武庫川学院教職員有志による特別給付奨学金 在学中 全学年

学費支援
その他

学業達成援助

2023年度　出願対象
・全学年対象
・新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で家計急変が発生し、後期授業料の納入が困難になったと認められる者で、学業継続の意思のある者
・生計維持者の一方の昨年度所得(又は今年度所得見込)が過年度(2019年度以降)と比較して減収している者

給付奨学金

各自の納付する後期授業料の40％相当額または10万円~30万円程度

1学年度限り 202２年度8名採用 地域の制限なし 学生部学生課 併用不可 併用可

武庫川女子大学

入試成績優秀者対象奨学制度 入学手続時
特待生・成績優秀者
学費支援

一般選抜D（大学入学共通テスト利用型）における入学試験成績優秀者。
次の項目すべてに該当する者。
・対象学科合格者
・対象学科の合否判定採用科目の合計得点率が80%以上かつ成績上位30%以内の者
・当該学科に入学した者。

給付奨学金

年間授業料の半額~50万円。（最大50万円）

1回（入学後）

2022年度入試成績優秀者対象
奨学金制度　採用者1名
2023年度入試　　　〃
採用者0名

地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

武庫川女子大学
武庫川女子大学演奏奨学 学校出願時

学費支援
入学金・授業料減免

次の項目をすべてに該当する者。
・高等学校もしくは中等教育学校を2022年3月卒業、または2023年3月に卒業見込みの者。
・人物健康学業ともに優れ、音楽科担当教員または音楽科コースなどの実技担当教員の推薦を受けた者。
・本学における音楽学部演奏学科での勉学を強く希望し入学を志す者。

給付奨学金
免除・減免

学費全額給付もしくは学費半額給付。入学金は学費全額給付者は全額、学費半額給付者は半
額免除される。

4年間を上限とする。
2022年度及び2023年度演奏奨
学生入試採用者 0名

地域の制限なし 音楽学部 併用可 併用可

武庫川女子大学
新1年生対象自宅外通学応援奨学 在学中 当該年度の入学試験で合格し、本学に入学した新1年生 その他 遠隔地出身者への経済的支援

・当該年度の入学試験で合格し、本学に入学した新1年生対象。
・日本学生支援機構が定める基準の遠隔地出身者で入学年4月から自宅外から通学している者。
・経済的理由により修学に困難があると認められる者。
・日本学生支援機構の第一種奨学生に入学年度の8月までに決定した者。ただし給付型奨学金受給者は除く。

給付奨学金

年額20万円

在学中1回限り
人数制限なし（条件を全て満たし
た申請者全員）

地域の制限なし 学生部学生課 併用不可 併用可

武庫川女子大学

卒業学年対象貸与奨学金返還支援制度 在学中 卒業学年
特待生・成績優秀者
課外活動支援制度

・卒業学年において日本学生支援機構の第一種貸与奨学金受給者対象。ただし給付型奨学金受給者は除く。
・当該年度に優秀な成績で卒業が見込まれる者。

給付奨学金

年額３０万円を限度とする(日本学生支援機構の第一種貸与奨学金総額を超えない金額とす
る）

１回限り

卒業学年の各学部学科におい
て、出願対象者の中で累積GPA
最上位（最上位が複数名の場合
は席次平均点により上位を選出
する）かつ、学科内席次が1/3以
上とする。
2022年度採用11名

地域の制限なし 学生部学生課 併用不可 併用可

関西福祉大学

共通テスト学費免除特待生 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

対象学部学科：社会福祉学部社会福祉学科、教育学部児童教育学科、教育学部保健教育学科、看護学部看護学科の全学部学科

内容：大学入学共通テスト利用選抜前期「５教科型」の受験者で得点率が70％以上の合格者は全員、学費全額免除

減免期間：４年間（継続審査なし）
免除・減免

対象：全学部学科

金額：学費全額免除

期間：４年間（継続審査なし）
期間：４年間（継続審査なし） 人数制限なし（対象者全員） 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学

入学時成績優秀特待生制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

対象学部学科：社会福祉学部社会福祉学科、教育学部児童教育学科、教育学部保健教育学科、看護学部看護学科の全学部学科

内容：総合型選抜10月期【特待生選考テスト型】および一般選抜前期（前期共通テストプラス含む）において、受験者上位１～30位の合格者は授業料半額減免

減免期間：最長４年間（２年次以降の継続は毎年審査あり）
免除・減免

対象：全学部学科

金額：授業料半額減免

期間：最長４年間（２年次以降の継続は毎年審査あり）

期間：最長４年間（２年次以
降の継続は毎年審査あり）

最大60名 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学

特色選抜「看護探究型」合格者の優遇 学校出願時 入学金・授業料減免

対象学部学科：看護学部看護学科

内容：特色選抜「看護探究型」の合格者は入学金全額（200,000円）免除

免除・減免

対象：看護学部看護学科

金額：入学金全額（200,000円）免除

入学手続時に免除
特色選抜「看護探究型」募集定
員：10名

地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学

社会福祉特別選抜合格者の優遇 学校出願時
入学金・授業料減免
資格取得支援制度

対象学部学科：社会福祉学部社会福祉学科

内容：社会福祉特別選抜の合格者は入学金の減免

給付奨学金
免除・減免

対象：社会福祉学部社会福祉学科

①【福祉系科目履修者選抜方式の合格者】入学金半額（100,000円）減免
　　※さらに介護福祉士の資格取得者または介護職員初任者研修修了者（高校卒業までの取
得に限る）は
　　　入学金半額相当額（100,000円）を入学後に給付

②【福祉施設・団体等推薦方式の合格者】入学金全額（200,000円）免除

③【校友会推薦方式の合格者】入学金全額（200,000円）免除

④【全方式共通の優遇】①②③の共通の優遇として本学で開講している資格講座（介護職員初
任者研修、ガイドヘルパー養成研修を無料で受講可

①②③の入学金減免は入学
手続時

①の資格取得者の入学金相
当額給付は入学後

④の優遇措置は在学中（４年
間）

社会福祉特別選抜　募集定員：
10名

地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学

教育・保育者特別選抜合格者の優遇 学校出願時 入学金・授業料減免

対象学部学科：教育学部児童教育学科

内容：教育・保育者特別選抜の合格者は入学金全額（200,000円）免除

免除・減免

対象：教育学部児童教育学科

金額：入学金全額（200,000円）免除

入学手続時に免除
教育・保育者特別選抜　募集定
員：10名

地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学

スポーツ／吹奏楽特待生 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

対象学部学科：社会福祉学部社会福祉学科、教育学部児童教育学科、教育学部保健教育学科

内容：スポーツ／吹奏楽特待生選抜の合格者
　　　特待生の選考は各クラブで実施するセレクション等で決定

免除・減免

特待生種別と減免金額

特待生Ａ：入学金全額および学費全額免除
特待生Ｂ：入学金全額および学費半額免除
特待生Ｂ’：入学金全額および学費1/4免除
特待生Ｃ：入学金全額免除
特待生Ｄ：入学金半額免除

４年間
スポーツ／吹奏楽特待生選抜
募集人員23名

地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学

学校推薦型選抜【内部校推薦】【高大連携校推薦】合格者の優遇 学校出願時 入学金・授業料減免

対象学部学科：社会福祉学部社会福祉学科、教育学部児童教育学科、教育学部保健教育学科、看護学部看護学科の全学部学科

内容：①学校推薦型選抜【内部校推薦】の合格者は入学金全額免除
　　　②学校推薦型選抜【高大連携校推薦】の合格者は入学金減免

免除・減免

①学校推薦型選抜【内部校推薦】の合格者は入学金全額免除
②学校推薦型選抜【高大連携校推薦】の合格者は入学金減免

入学手続時に減免 対象入試の合格者全員 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学

兄弟姉妹特別奨学金 入学後 入学金・授業料減免

対象学部学科：社会福祉学部社会福祉学科、教育学部児童教育学科、教育学部保健教育学科、看護学部看護学科の全学部学科

内容：入学年度入学試験に合格した入学志願者の兄弟姉妹が①または②のいずれかに該当している場合、入学金半額相当額（100,000円）を給付

①関西金光学園の設置する学校に在籍している（受験年度の2024年3月卒業を含む）
②関西金光学園の設置している学校の入学年度入学試験を兄弟姉妹２名以上で受験し、合格後、２名以上が同時に入学する

給付奨学金

入学金半額相当額（100,000円）の給付

入学後に手続き 人数制限なし 地域の制限なし 入試センター 併用可 条件有りで併用可

関西福祉大学
設置卒業生子女特別奨学金 入学後 その他 入学金半額相当額の給付

対象学部学科：社会福祉学部社会福祉学科、教育学部児童教育学科、教育学部保健教育学科、看護学部看護学科の全学部学科

内容：関西金光学園の設置する学校を卒業した者の子女が入学した場合、入学金半額相当額を給付 給付奨学金

入学金半額相当額（100,000円）の給付

入学後に手続き 人数制限なし 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学

災害被災者に対する特別措置 入学後
入学金・授業料減免
その他

学費支弁の期限の猶予

対象学部学科：社会福祉学部社会福祉学科、教育学部児童教育学科、教育学部保健教育学科、看護学部看護学科の全学部学科

内容：2023年4月1日以降において災害救助法適用地域で被災された世帯の受験者で、かつ20024年度入試を受験しようとする者で被災状況を証明する書類の提
出が可能な方が対象。

①父母（家計支持者）が亡くなられた場合、または負傷され、入院し、1か月以上の長期加療が必要な場合。および家屋が消失または損壊（半壊以上の状態）により
引き続き同家屋に住居することが困難と認められる場合

⇒入学金全額免除および１年次（初年度）学費の支弁期限の猶予、入学検定料の免除

②その他災害により入学検定料等支弁が著しく困難と認めれらる場合

⇒入学金および1年次（初年度）学費の支弁期限の猶予、入学検定料の免除

免除・減免
その他

①父母（家計支持者）が亡くなられた場合、または負傷され、入院し、1か月以上の長期加療が
必要な場合。および家屋が消失または損壊（半壊以上の状態）により引き続き同家屋に住居す
ることが困難と認められる場合

⇒入学金全額免除および１年次（初年度）学費の支弁期限の猶予、入学検定料の免除

②その他災害により入学検定料等支弁が著しく困難と認めれらる場合

⇒入学金および1年次（初年度）学費の支弁期限の猶予、入学検定料の免除

出願時に手続き 人数制限なし 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学
関西福祉大学奨学金制度 入学後 学費支援

対象学部学科：社会福祉学部社会福祉学科、教育学部児童教育学科、教育学部保健教育学科、看護学部看護学科の全学部学科

内容：学力・人物ともに優秀で経済的理由により修学が困難な２年生以上の者
給付奨学金

①社会福祉学部　年額372,000円（月額31,000円）
②教育学部　年額420,000円（月額35,000円）
③看護学部　年額600,000円（月額50,000円）

給付期間：１年間 若干 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学
金光奨学金 入学後 学費支援

対象学部学科：社会福祉学部社会福祉学科、教育学部児童教育学科、教育学部保健教育学科、看護学部看護学科の全学部学科

内容：学力・人物ともに優秀な学生で経済上、学費補助を要する者
給付奨学金

年額給付上限　200,000円

給付期間：１年間 若干 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学
関西福祉大学教育後援会緊急奨学金制度 随時 学費支援

対象学部学科：社会福祉学部社会福祉学科、教育学部児童教育学科、教育学部保健教育学科、看護学部看護学科の全学部学科

内容：主に１年次から3年次の学生で家計急変のため、修学が困難となった者
給付奨学金

採用した学期の授業料の不足額に相当する金額

申請の都度の審査による 若干 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学
関西福祉大学校友会緊急奨学金制度 随時 学費支援

対象学部学科：社会福祉学部社会福祉学科、教育学部児童教育学科、教育学部保健教育学科、看護学部看護学科の全学部学科

内容：卒業を目前にしている3・４年次の学生で家計急変のため、修学が困難となり緊急に支援の必要な者
給付奨学金

採用した学期の授業料の不足額に相当する金額

申請の都度の審査による 若干 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学

資格取得奨励助成金制度 在学中 資格取得支援制度

対象学部学科：社会福祉学部⇒社会福祉士国家試験受験希望者
　　　　　　　教育学部⇒教員・保育士採用試験対策講座受講者
　　　　　　　看護学部⇒看護師、保健師、助産師国家試験対策講座受講者

内容：資格取得を奨励する助成金制度。対策講座、テキスト代、模擬試験受験料などの一部を助成

その他

対策講座、テキスト代、模擬試験受験料などの一部を助成

適宜 対象者 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学

短期貸付金制度「汐風基金」 随時 その他 貸与

対象学部学科：在学生

内容：一時的に生活費などが必要となった者に対し、無利子で短期間貸し付け（3,000円以上50,000円以内） その他

無利子で短期間貸し付け（3,000円以上50,000円以内）

適宜 対象者 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学

養護教諭特別選抜合格者の優遇 学校出願時 入学金・授業料減免

対象学部学科：教育学部保健教育学科

内容：養護教諭特別選抜の合格者は入学金全額（200,000円）免除

免除・減免

対象：教育学部保健教育学科

金額：入学金全額（200,000円）免除

入学手続時に免除
養護教諭特別選抜　募集定員：8
名

地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学

商業資格特別選抜合格者の優遇 学校出願時 入学金・授業料減免

対象学部学科：社会福祉学部社会福祉学科

内容：商業資格特別選抜の合格者は入学金全額（200,000円）免除

免除・減免

対象：社会福祉学部社会福祉学科

金額：入学金全額（200,000円）免除

入学手続時に免除
商業資格特別選抜　募集定員：５
名

地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

関西福祉大学

児童教育学科10周年記念特待生制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

対象学部学科：教育学部児童教育学科

内容：総合型選抜9月期【基礎テスト重視型】、総合型選抜10月期【特待生選考テスト型】、一般選抜前期（前期共通テストプラス含む）のそれぞれの入試において、
児童教育学科の受験者上位１～10位の合格者は授業料半額減免

減免期間：最長４年間（２年次以降の継続は毎年審査あり）

免除・減免

対象：教育学部児童教育学科

金額：授業料半額減免

期間：最長４年間（２年次以降の継続は毎年審査あり）
期間：最長４年間（２年次以
降の継続は毎年審査あり）

最大30名 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

神戸医療未来大学 入学金減免 学校出願時 入学金・授業料減免
総合型選抜１期合格者、学校推薦型選抜〔指定校〕、学校推薦型選抜〔高大連携校〕の合格者が対象

免除・減免 地域の制限なし 併用可 併用可

関西看護医療大学
特待生・成績優秀者 在学中 1年生～4年生 特待生・成績優秀者

1年～4年生の看護学部学生対象

成績優秀者
免除・減免

①1～4年生
②半期の授業料の半額または全額 ①半期

②１回限り
①年間5名程度
②人数制限なし

地域の制限なし 併用可 併用可
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関西看護医療大学
入学金・授業料減免 入学後

学費支援
入学金・授業料減免

看護学部看護学科　総合型選抜AO（授業料減免・補助）型合格者対象

該当入試合格者5名は授業料半額免除、病院より4年間毎月5万円ずつ援助

給付奨学金
免除・減免

該当入試合格者5名は授業料半額免除、病院より4年間毎月5万円ずつ援助

①4年間 ①年間7名程度 地域の制限なし 併用可 併用可

姫路大学

特別奨学生制度 在学中 2年生～4年生（成績優秀者を選考委員会にて選考するため、申請不要）
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

2年～4年生の全学部学生対象で、本学の他の奨学制度の適用を受けていないこと
①授業料全額免除
前年在学年次における成績優秀者
②授業料半額免除
前年在学年次における成績優秀者

免除・減免

①授業料全額免除
②授業料半額免除

①②１年間
①各学部1名
②各学部1～2名 地域の制限なし 教学部　教務・学生・厚生課 併用可 条件有りで併用可

姫路大学

学資支援奨学生制度 在学中 1年生～4年生（4月頃） 入学金・授業料減免

1年～4年生の全学部学生対象
①経済的理由や家庭の事情により修学が困難である場合
②特に成績が優秀であること
③本学の他の奨学制度の適用を受けていないこと 免除・減免

授業料半額免除

１年間 予算の範囲内 地域の制限なし 教学部　教務・学生・厚生課 併用可 条件有りで併用可

姫路大学
応急奨学生制度 随時 入学金・授業料減免

1年～4年生の全学部学生対象
①火災・風水害・地震、家計支持者の失職・破産・倒産・病気・死亡等により、家計が急変し、経済的に修学が困難になった場合
②人物が他の学生の模範となり得ること
③本学の他の奨学制度の適用を受けていないこと

免除・減免

授業料半額または４分の１免除

１年間 予算の範囲内 地域の制限なし 教学部　教務・学生・厚生課 併用可 条件有りで併用可

姫路大学 専願入試合格者入学金免除制度 学校出願時 入学金・授業料減免
専願出願が可能な各入学試験選抜方式で専願受験し、合格した新入生対象

免除・減免
入学金20万円全額免除

入学手続時 人数制限なし 地域の制限なし 入学・キャリアセンター 併用可 併用可

姫路大学

スポーツ奨学生制度 学校出願時
入学金・授業料減免
課外活動支援制度

姫路大学スポーツ奨学生規程第5条の基準を満たしている者の中から、授業料を減免する奨学金制度です。

対象者　：令和６年度の総合型選抜入学試験を受験した教育学部新入生
適用期間：最長4年間（毎年、継続要件を満たす事）
①スポーツ特別奨学生　授業料全額免除
②スポーツ奨学生　　　授業料半額免除

免除・減免

①授業料全額免除
②授業料半額免除

①②1年間（継続あり、最長4
年間）

①２名
②４名

地域の制限なし 入学・キャリアセンター 併用可 条件有りで併用可

神戸常盤大学
修学支援奨学金（緊急対応） 入学後 学費支援

成績優秀かつ修学の熱意があるにもかかわらず家計維持者の死亡や失職、または火災、風水害、震災等の災害により家計が急変した者

対象学年・学部　：　学部、短期大学部　在学生
給付奨学金

年額最高　1,000,000円
年間2名程度

地域の制限なし キャリア支援課 条件有りで併用可 併用可

神戸常盤大学
修学支援奨学金 入学後 学費支援

全学生対象

成績優秀かつ修学の熱意があるにもかかわらず経済的な理由により修学が困難者
給付奨学金

①年額３０万円以内
①年間15名程度

地域の制限なし キャリア支援課 併用不可 併用可

帝塚山大学
帝塚山大学特待生奨学金 その他 在学中。但し、次学年の継続は学業成績により毎年審査あり。 特待生・成績優秀者

対象となる入試において総得点が70％以上かつ1～25位までの合格者

対象となる入試は、学校推薦型選抜　公募制推薦前期（2科目型）、一般選抜A日程・前期（2科目型）、
一般選抜A日程・前期（3科目型）の３種類です。

給付奨学金

授業料50％減免
授業料に含まれていない実習費等は減免されません。
2年次以降は授業料が99万円のため、49万5千円に減免されます。 地域の制限なし 学生生活課 併用可 条件有りで併用可

帝塚山大学
帝塚山学園特別報奨金 在学中 その他

在学中に公的資格を取得するなど優れた実績をあげ
た学生を表彰し、一層の研鑚を奨励する。

公的資格を取得するなど優れた実績をあげた学生を対象とする。

給付奨学金

２０万円：税理士・司法書士・弁理士・不動産鑑定士 資格取得
１０万円：情報処理安全確保支援士  合格・中小企業診断士 資格取得
５万円：社会保険労務士・応用情報技術者・行政書士 資格取得
３万円：宅地建物取引士・通関士 資格取得 

①１年間
②１回限り

①年間10名程度
②人数制限なし

地域の制限なし キャリアセンター資格コーナー 併用可 併用可

帝塚山大学
帝塚山大学入学時貸与奨学金 入学後 学費支援

日本学生支援機構の予約採用候補者で入学時特別増額貸与決定者となった学生に対する奨学金。
貸与期間は、日本学生支援機構入学時特別増額金の入金時までである。 貸与奨学金

日本学生支援機構奨学金の予約採用候補者の入学時特別増額決定額（上限額）。

地域の制限なし 学生生活課 併用可 併用可

帝塚山大学
帝塚山大学海外留学奨学金 その他 2～4年

特待生・成績優秀者
留学費用支援制度

エントリー資格として、前年度学内成績上位3分の1以内で、留学先の言語の語学能力試験で所定の水準を越える者。

給付奨学金

語学留学：上限70万円、正規留学：上限120万円
留学期間中の本学学費は免除

語学留学：両キャンパスごとに6
名以内（合計１２名以内）
正規留学：全学部計６名以内

地域の制限なし 学生生活課（国際交流担当） 併用可 併用可

帝塚山大学
私費外国人留学生学費減免制度 在学中 入学金・授業料減免

外国人留学生で、経済的理由により就学が困難な者
免除・減免

1年生～4年生は授業料の10％減免
なお、この制度は大学院生にもあり、減免額は105,000円 地域の制限なし 学生生活課（国際交流担当） 併用可 併用可

天理大学

天理大学奨学金 在学中 ２年次生、３年次生
特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

対象学年：全学部２～３年次生
　　　　　学業成績優秀でかつ経済的に修学が困難な者

成績基準：ＧＰＡ方式　2.75P以上
　　　　　２年次生・３年次生　前年度修得単位数３２単位以上

経済的な判断基準：日本学生支援機構の第１種奨学金の家計基準を準用

その他の基準：他の給付型奨学金を受給していないこと

選考：書類審査および面接を実施し、選考委員会において学長が決定する

給付奨学金

年額３０万円

各学年１８名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用不可

天理大学

天理大学修学援助奨学金 在学中 全学年 学費支援

対象学年：全学部　全学年次生

対象：経済的に修学が特に困難な者

経済的な判断基準：日本学生支援機構第２種奨学金または応急採用奨学金の家計基準を準用

選考：学生部長が書類審査および面接を実施し、学長が決定する。

給付奨学金

年額２０万円　（単年度限り）

毎年度２０名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

天理大学

天理大学アスリート奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免

対象　全学部　新入生

対象：規程に定められた入試方法による合格者で、クラブから推薦された者

内容：入学金および４年間の授業料ならびに教育施設充実費の免除
免除・減免

入学金１５万円

授業料　人間・文・国際学部　６６万円
　　　　体育学部　　　　　　７０万円

教育設備充実費　人間・文・国際学部　２０万円
　　　　　　　　体育学部　　　　　　２３万円

授業料および教育設備充実
費は４年間免除

毎年度１０名以内 地域の制限なし
学生支援課および天理スポーツ
強化推進室

併用可 併用可

天理大学

天理大学留学生奨学金　（交換留学生奨学金） 在学中 ２年次生から４年次生 留学費用支援制度

対象学年　全学部　２年次生～４年次生

対象：学業成績優秀で、本学から派遣される者（過年度在学生は除く）

成績条件：ＧＰＡ方式　2.75P以上
　　　　　２年次生・３年次生　前年度修得単位数　３２単位以上
　　　　　４年次生　卒業見込み者

給付奨学金

１年間３４万円

地域の制限なし 国際交流センター室 併用可 併用可

天理大学

天理大学留学生奨学金（認定留学生奨学金） 在学中 ２年次生から４年次生 留学費用支援制度

対象学年　　全学部　２年次生～４年次生

対象：学業成績優秀で、本学が認定した認定留学生（過年度生は除く）

成績基準：ＧＰＡ方式　2.75P以上
　　　　　２年次生・３年次生　前年度の修得単位数　３２単位以上
　　　　　４年次生　卒業見込み者

給付奨学金

認定先大学の授業料相当分とし、１年間４６万円を上限とする。

地域の制限なし 国際交流センター室 併用可 併用可

天理大学

天理大学留学生奨学金（留学生奨学金） 在学中 ２年次生から４年次生 留学費用支援制度

対象学年　全学部　２年次生～４年次生

対象：特に学業成績および人物優秀で、本学から海外の大学へ留学（交換・認定）する者

成績基準：ＧＰＡ方式　2.75P以上
　　　　　２年次生・３年次生　前年度の修得単位数　３２単位以上
　　　　　４年次生　卒業見込み者

給付奨学金

月額３万円

１年以内 毎年度５名以内 地域の制限なし 国際交流センター室 併用可 併用可

天理大学

天理大学入学者選抜奨学金 入学後
特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

対象学年：新入生

成績基準：①「公募推薦選抜（A日程）」の成績上位　３０名
　　　　　②「一般選抜前期」の成績上位　１５名
　　　　　③「大学入学共通テスト利用選抜前期」の成績上位　１０名
　
内容：①については30万円を給付
　　　②、③については４年間の授業料半額相当額を給付

給付奨学金
免除・減免

①30万円
②、③各学部の授業料の半額相当額

①単年
②、③については４年間

①「公募推薦選抜（A日程）」成績
上位３０名
②「一般選抜前期」成績上位１５
名
③「大学共通テスト利用選抜前
期」成績上位１０名

地域の制限なし 入学課 併用可 併用可

天理大学

天理大学銀行融資奨学金 在学中 1年生～4年生 その他 教育ローンの利息支援

対象学年：全学部　全学年次生

対象：経済的理由により、金融機関が取り扱う教育ローン利用者

経済的な判断基準：日本学生支援機構第２種奨学金の家計基準を準用

選考：書類審査および面接を実施し、選考委員会にて選考後、学長が決定

その他

当該年度に負担した教育ローンの利息合計額を対象（上限年間４万円）

１年間 毎年度３０名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

天理大学
天理大学後援会奨学金 在学中 １年次、４年次 用途を定めない経済的支援

対象：全学部　１年次生、４年次生

選考：学業成績優秀者を各学部で選考し、後援会が決定
給付奨学金

１年次生　１０万円
４年次生　２０万円 １年次生４０名、４年次生２０名 地域の制限なし 庶務課 併用可 併用可

天理大学
天理大学後援会特別奨学金 その他 学費負担者が死亡し、条件を充足した場合 学費支援

対象：全学部　全学年次生

内容：学費負担者である保証人が死亡した場合、次学期から４年次終了までの授業料を給付
給付奨学金

人間・文・国際学部　　春学期　３３万円、秋学期　３３万円
体育学部　　　　　　　春学期　３５万円、秋学期　３５万円 学費負担者の死亡後の次学

期から４年次終了まで
地域の制限なし 庶務課 併用可 併用可

奈良大学
奈良大学学費減免 随時

学費支援
入学金・授業料減免

学費負担者の死亡、学費負担者が火災・風水害等の災害を受け学費の納付が著しく困難になった者。
対象者は3、4年次生で成績優秀、かつ卒業可能な者。 免除・減免

原則として各期の学費について、高等教育の修学支援新制度の対象とならない部分の全額又
は半額。 単年度 若干名 地域の制限なし 学生支援センター（学生担当） 併用可 併用可

奈良大学 奈良大学緊急支援貸与金 随時 学費支援
修学を熱望するにもかかわらず経済的理由により緊急に学費の支弁が困難になった者

貸与奨学金
45万6,000円を上限に希望額

単年度 若干名 地域の制限なし 学生支援センター（学生担当） 併用可 併用可

奈良大学
奈良大学奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

全学年・全学科対象。
学業人物とも良好であるが経済的理由による修学困難な者。 貸与奨学金

自宅生は月額3万円。自宅外生は月額3万8000円。
単年度 20名前後 地域の制限なし 学生支援センター（学生担当） 併用不可 併用不可

畿央大学
入学時成績優秀者特別奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援

対象となる入学試験における成績優秀者（各学科の全方式合格者のうち上位10％程度）に原則として4年間。（3年次進級時に成績などで審査あり）
給付奨学金

年額43万円
原則として4年間

各学科の全方式合格者のうち上
位10％程度

地域の制限なし 入学部 併用可 併用可

畿央大学
遠隔地出身学生支援特別奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援

本学より概ね半径100キロ以上の遠隔地にある高校出身の受験生で、対象となる入学試験における成績優秀者（各学科の合格者のうち上位20％以内）で原則とし
て4年間。（毎年、住所の審査あり。3年次進級時は成績審査もあり。） 給付奨学金

年額24万円
原則として4年間

各学科の合格者のうち上位20％
以内

地域の制限なし 入学部 併用可 併用可

畿央大学
冬木智子特別奨励賞 在学中 2回生以上 特待生・成績優秀者

学業成績・人物ともに他学生の模範となる学生の更なる努力を促す。選考は学科長の推薦によるものとして、奨学金委員会において各学科1名、全学で5名を選
出。 給付奨学金

年間20万円
１回限り

各学科の合格者のうち上位20％
以内

地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

畿央大学
畿央大学特別奨励賞 在学中 2回生以上 特待生・成績優秀者

学業成績・人物ともに優秀な学生を奨励する。選考は学科長の推薦によるものとして、奨学金委員会において各学科2~4回生各1名（現代教育学科のみ各2名）、全
学で18名を選出。 給付奨学金

年額10万円
１回限り

各学科2~4回生各1名（現代教育
学科のみ各2名）、全学で18名

地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

畿央大学 畿央大学特別奨学金 在学中 2回生以上 学費支援
経済的理由により修学が困難で、かつ学業成績優秀、明朗活発な学生。申請のあった者の中から奨学金委員会において50名を選出します。

給付奨学金
年額20万円

１回限り 50名 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

高野山大学

高野山大学入学金減免制度 入学手続時 入学金・授業料減免

１年生対象

①学業及び人物が優秀な者

②優良な資質をもちながら経済的理由によって学費の支弁が困難な者

免除・減免

①入学金全額
②入学金半額

入学時 若干名 地域の制限なし 併用可 併用可

高野山大学
高野山大学私費外国人留学生授業料減免制度 入学手続時 入学金・授業料減免

学部または大学院に在籍する私費外国人留学生

免除・減免

①授業料全額
②授業料の一部 １年間 若干名 地域の制限なし 併用可

高野山大学
高野山大学奨学金 入学後 学費支援

文学部2～4年生
※3年生編入生は4年次より対象 給付奨学金

①授業料相当額
②授業料半額相当額 １年間 地域の制限なし 併用可 併用不可

高野山大学 高野山住職会奨学金 入学後 学費支援
高野山真言宗寺院徒弟の学部生、大学院生

給付奨学金
20万円

１年間 若干名 地域の制限なし 併用可 併用不可

高野山大学 佐伯奨学金 入学後 学費支援
文学部生

給付奨学金
50万円

１年間 若干名 地域の制限なし 併用可 併用不可

高野山大学
高野山大学同窓会奨学金 入学後 学費支援

文学部生、大学院生
給付奨学金

①１年生　10万円
②２年生以降　20万円 １年間 若干名 地域の制限なし 併用可 併用不可

高野山大学 名越奨学金 入学後 学費支援
文学部生、大学院生

給付奨学金
24万円

１年間 若干名 地域の制限なし 併用可 併用不可

高野山大学
高野山大学外国人留学生奨学金 入学後 学費支援

「留学」の在留資格を有する文学部生、大学院生
給付奨学金

①授業料相当額
②授業料半額相当額 １年間 若干名 地域の制限なし 併用可 併用不可

高野山大学

教育学科遠隔地特待生制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

【対象】
①住民票記載の住所から河内長野キャンパス（大阪府河内長野市）までの通学時間が片道180分以上に該当し、入学後に河内長野キャンパスの周辺に下宿する
者。
②教育学科の入学試験を受験し、人物および学業成績が優秀と認められる者。 免除・減免

①入学金免除
②授業料半額免除

①入学時
②2年次以降は学業成績に
よる審査あり

若干名 地域の制限なし 河内長野キャンパス事務室 併用可 併用不可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

和歌山信愛大学

入学試験成績優秀者奨学金　学校推薦型選抜(公募) 学校出願時
特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

1年生対象

学校推薦型選抜(公募)前期を受験し、入学試験成績上位10％程度に位置する者

※入学を辞退した場合には奨学金は支給されません。
※「遠隔地学生奨学金」の対象者になった場合、「入学試験成績優秀者奨学金」の対象外となります。

給付奨学金

20万円

1回限り 若干名 地域の制限なし 教学センター 併用可 併用可

和歌山信愛大学

入学試験成績優秀者奨学金　一般選抜・大学入学共通テスト利用選抜 学校出願時
特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

1年生対象

一般選抜Ⅰ期・大学入学共通テスト利用選抜Ⅰ期を受験し、入学試験成績上位10％程度に位置する者

※入学を辞退した場合には奨学金は支給されません。
※「遠隔地学生奨学金」の対象者になった場合、「入学試験成績優秀者奨学金」の対象外となります。

給付奨学金

20万円

1回限り 若干名 地域の制限なし 教学センター 併用可 併用可

和歌山信愛大学

遠隔地学生奨学金 学校出願時
特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

1～4年生対象

以下3点すべてに該当する者
・Web出願時の現住所が、本学が定めた遠隔地の者
・各入試区分において成績優秀である者(全選抜で申請できます)
・本学を第一志望とする者

※万一入学を辞退しなければならなくなった場合は奨学金は給付されません。
※進級時に成績等の審査があり、成績下位1/4であれば廃止になります。
※「遠隔地学生奨学金」の対象者になった場合、「入学試験成績優秀者奨学金」の対象外となります。

給付奨学金

最大48万円(年額12万円)

４年間(進級時に成績等の審
査があります)

地域の制限なし 教学センター 併用可 併用可

和歌山リハビリテー
ション専門職大学 学校推薦型選抜[指定校]入学奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免

対象学生は1年生

学校推薦型選抜[指定校]において合格し、入学手続きをしたすべての者
給付奨学金

入学金の半額125,000円を給付

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 事務部 併用可 併用可

和歌山リハビリテー
ション専門職大学 社会人対象給付奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免

対象学年は1年生

社会人選抜において合格し、入学手続きをしたすべての者
給付奨学金

入学金の全額250,000円を奨学金として給付

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 事務部 併用可 併用可

和歌山リハビリテー
ション専門職大学 ファミリー奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免

対象学年は1年生

各種選抜において合格し入学手続きをした者で、学校法人響和会グループの教職員・在学生・卒業生の中で3親等以内の血縁者(※入学後に申告書類を提出する
必要があります)

給付奨学金

入学金の半額125,000円を奨学金として給付

1回限り 人数制限なし 地域の制限なし 事務部 併用可 併用可

和歌山リハビリテー
ション専門職大学 下宿生支援奨学金 随時 その他 下宿生をする必要がある者

全学年対象

本学入学者で、自宅が紀南地方(新宮・田辺方面)若しくは本学への通学距離が100キロメートルを超える遠隔地にあるか、または学長が通学困難と認めた方で、本
学の近くで下宿をする必要のある者

給付奨学金

家賃の半額で1ヵ月最大15,000円を上限として給付
(金額は審査により決定されます)

分割支給2回(年度内) 人数制限なし 地域の制限なし 事務部 併用可 併用可

和歌山リハビリテー
ション専門職大学 成績優秀者給付奨学金 その他 学内推薦の為、学生からの申込みは不可 特待生・成績優秀者

審査対象は2年次以降

各年度において審査を行い、前年度の成績がGPA3.5以上、かつ、各学年において上位10％以内の基準を満たした各専攻上位1名
給付奨学金

200,000円

一括支給 各学年各専攻1名 地域の制限なし 事務部 併用可 併用可
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